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1 繭墨は今日もチョコレートを食べる
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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StoryⅠ






　人が道路に、叩たたきつけられるような音がした。




　私はその瞬間、持ち上げた手を止めた。顔を上げると、鮮あざやかな青一色の空が目に飛び込む。そびえ立つビル群の谷底では、何もかもが濃い影の中に包まれて見える。その中で、空だけがただ青い。




　今、何か音が聞こえた気がした。

　けれども、それはきっと気のせいだろう。

　私以外、ここには誰だれもいないのだから。




　私は、再び指を動かした。銀色の硬こう貨かを自動販売機に押し込む。次の瞬間、硬貨は釣つり銭せん口ぐちに戻ってきた。全身を汗が流れ落ち、喉のどがひきつった音を立てる。何な故ぜ、こんなに喉が渇かわくのだろう。陸に打ちあげられた魚になった気分だ。屈かがみ込こみ、百円玉を取りだす。その時、今度は濡ぬれた音が聞こえた。振り向くと、湯ゆ気げを上げるアスファルトに、赤黒い塊かたまりが落ちている。モノクロに近い色彩の中、生々しい紅あか色いろが目に飛び込んだ。それは、まるで轢ひき潰つぶされた猫の死体のようだ。




　ああ───────これは子し宮きゆうだ。




　血ち塗まみれの肉にく塊かいを見て、突然、私はそう確信した。焼けた道路が生肉をあぶり、胸の悪くなる臭においが漂ただよう。それを見て、水が飲みたいと強く思った。

　不意に誰かの視線を感じた。再び空を見上げる。廃はいビルの上に誰かの姿が見えたが、それは強すぎる光に隠れて見えなくなってしまった。急にその誰かに気づいて欲しくなり、私は手を振った。私はここにいると必死に告げても、人影からは何の反応もない。呼びかけたいのに、喉が渇いて声が出ない。自動販売機で何か買おうと振り向く。




　でも、百円玉、が…………………。





　　　　＊　＊　＊






　私は姉を愛していました。誰よりも愛していました。だから、私は姉を殺さなければなりません。それが、私の役目だからです。だから、私は彼女を殺さなければなりません。何故かはお話ししたでしょうか？　何故なら私は……。




　彼女を、愛しているからです。

　脳のう裏りに蘇よみがえる声から逃れようと、僕は首を振った。汗が流れ落ち、喉が渇きにひきつる。空を見上げると、太陽が白く沸ふつ騰とうしていた。ネクタイを引っ張り、シャツの襟えりを崩す。スーツを片手に持ったまま、歩みを進めると喧けん騒そうが耳に届いた。この周辺のビルは、所有企業の業績悪化の直撃を喰くらい、廃ビル化している。普段は人ひと気けのないそこに、今は野や次じ馬うまの群むれができていた。その向こう側に、警察車両とマスコミの中継車が見える。立ち入り禁止のテープの内側で、制服姿の警察官が蠢うごめいていた。

　それにしても、携帯電話を掲かかげる連中は、何を撮とる気だろうか。

『血に濡れた臓器』の欠片かけらでも写した瞬間、カメラが爆発すればいい。

　口にはせず、毒づきながら歩みを進めた。事件現場で待ち合わせとは趣味が悪すぎる。僕のいらだちは最さい高こう頂ちように達していた。ふらつく足を無理やり進めると、紅色が目に飛び込む。

　紅あかい唐から傘かさを差し、ゴシックロリータをまとった少女が立っていた。レースで飾られた黒いドレスは、夢のように現実味がない。彼女は一口チョコレートを齧かじった。その顔は、この世のものとは思えないほど美しい。野次馬は当然、彼女にも無数の視線を向けている。

　あぁ、他人になりたい。

「待たせましたか、繭まゆさん」

「五分二十秒の遅刻だよ。君にしては珍しいけれどね。たまには板いたチョコも悪くないよ。食べるかい？」

　絶世の美少女──繭まゆ墨ずみはそう言い、僕に向かってチョコレートを差し出した。嫌がらせなのかと思うほど、くっきりと歯型がついている。食べかけを人に渡すなと誰にも習わなかったらしい。まぁ、この少女は義務教育を受けているかどうかすら怪しいのだが。

「すみません、いりません」

「あそこのコンビニで板チョコを売っていたんだけれど、安いのでも高いのでも満足度は変わらないね。ポリフェノールの多い少ないもあまり関係ないさ。あぁいった栄養素が取りざたされるのは何故なのかなぁ。チョコは麻薬だから、気休めなのかもね」

　繭墨は、極端なことを言い再びチョコレートを齧った。唇くちびるの間で、暗あん褐かつ色しよくが崩れる。

「今度は子宮だそうだよ。なかなか面白くなってきたじゃないか」

　それは乾かわいた血の色に似ている。嫌な想像が脳裏をよぎり、僕は首を振った。そう、例えば人の臓器で言うなら……。

「胎たい盤ばん？　似てるかな、似ていないね？」

「……………」

「あぁ、それとも、胎たい児じ？　経けい血けつ？　そんなことないさ、これはチョコレートだよ」

「…………何も言ってないんで食べてください」

「そうするよ」

　彼女は唇の周りを舐なめとり、今いま更さらなことを尋たずねてきた。

「ところで、どうして遅刻をしたのかなぁ？」

「あのね、繭さん。突然、待ち合わせ場所を変更したのはあなたでしょう？　そのせいで、こっちは炎えん天てん下かを、アンタが指定したスーツでバス停から何十分歩いたと……」

「まぁ遅刻の理由はいいさ。子宮が落ちて来たということは、わかるかな？　小お田だ桐ぎり君」

　アンタが話をごまかそうとしていることはわかります。

　そう、僕は言葉を飲み込んだ。煙草たばこを吸いたい衝動に襲われる。だが、目の前の上司は喫きつ煙えんに反対している上に、現在十九歳である身の上では法律に違反する。警官が傍そばにいる場所で、喫煙をする度胸はさすがにない。

「あのね、小田桐君。人がいるかいないかに拘かかわらず、煙草は止やめておいた方がいいよ。あんな臭いのついた煙の、どこが美う味まいっていうんだい」

「繭さん。人の思考読むの止めてください。それに大きなお世話です」

　そもそも、ストレスでヘビースモーカーになったのは貴様のせいだろうが。

　思わずそう言葉を飲み込むと、繭墨はにぃっと笑った。

　唇が、獣けものじみた弧こを描く。

「さっきの話だけどね、小田桐君。子宮が落ちて来たということは、被害者は女性ということだよ。男性にはありえない臓器だからね。これで、話に信しん憑ぴよう性せいがでてきた」

　僕はそれを聞いて、溜ため息いきを吐ついた。それは果たしていいことなのか、悪いことなのか。繭墨は、唐傘を肩に預けて歩き出す。優ゆう雅がな歩みを見て、何故か通行人は道を開けた。その代わり、僕には次々にぶつかる。

「それで、君の首尾はどうだい？」

「どうにもこうにも、精神的にイッてますね。姉を殺したいの一点張りです。依頼を受けるのはお勧すすめしません。精神科にでも受診を勧めるのが先決ですね」

「うーん。そうだね。その通りかもしれない。ただね、小田桐君」

　不意に、繭墨は唐傘の先端を上に向けた。思わず僕も視線を上げる。誰かがビルの屋おく上じように立っている気がした。だが、人影は虹色の光に隠れ、見えなくなってしまう。不思議に思い視線を戻すと、繭墨は路肩の自動販売機の前にいた。何故か釣銭口を探っている。僕の視線に気づくと、彼女はにっと笑い、何事もなかったかのように話を続けた。

「それにね、それにだよ小田桐君」




「現に、内臓は落ち続けているよ？」




　持ち主不明の内臓が、廃ビルの谷間に落下する。

　断続的に続いている怪現象だった。

　そして、真相を知っているという女性に僕はあったのだが………。

　それは、『理解できない』話だった。





　　　　＊　＊　＊






　姉が飛び降り自殺をしたのは、一カ月前のことです。




　職場関係のことで悩みがあったそうです。私は何も知らなかったので、ただ驚くばかりで……ええ、姉は、廃ビルの屋上から、まるでプールに飛び込むようにダイブしました。落下するとき、人は何を思うんでしょうね。水に沈むように、空気の厚い層に飛び込みながら、後こう悔かいするのか、恐怖するのか。まっすぐに落下するその感覚だけを……。




　あ、ごめんなさい。とにかく、姉は一カ月前に飛び降り自殺をしました。救きゆう急きゆう搬はん送そうされた時、姉はまだ生きていましたが、助かるのは絶望的でした。ですが、そのことに関してはどうでもいいんです。




　問題は、姉が消えてしまったことです。誰も病室を訪れていないにも拘わらず、瀕ひん死しの姉は姿を消してしまいました。自立歩行など不可能だったのに、いなくなってしまったんです。姉の消失からしばらくして、彼女の飛び降りた廃ビルから、内臓が落ちてきました。そう、生体反応の残る肝かん臓ぞうが、突然落下してきたという、あの事件です。私にはすぐわかりました。あれは、姉の内臓です。姉の体は、部分的にもう一度自殺をしようとしている。姉の体は病室から逃げ出して、少しずつ落ちてきているんです。私は姉を愛していました。誰よりも愛していました。だから私は、姉を殺さなければなりません。それが、私の役目だからです。私は彼女を愛していました。だから私は彼女を殺さなければなりません。何故かはお話ししたでしょうか？　何故なら私は………。




　彼女を、愛しているからです。




　僕はテープレコーダーを止め、巻き戻した。空調の効きいたマンションの一室は、外に比べれば天国のように過ごしやすい。ソファーには繭墨が座っている。今は何故かゴシックロリータの上に白衣をはおっていた。その胸元に、ネームプレートが止めてある。

　繭墨あざか。

「どう思いますか、繭さん。それと、いい加減ＩＣレコーダーか何か買いませんか。いまどき、テープレコーダーは無いですよ。あと、僕の自腹でテープを買うのもちょっと」

「なかなかいいじゃないか。声といい、話といい、実に病的だよ」

　後半は無視か。僕の半眼になった表情に気づいているのかいないのか、繭墨はカップを手に取った。ホットチョコレートを一気飲みし、ポットから二杯目を注そそぐ。濃厚な甘い香りが漂った。

「………繭さん。それ止めてもらえませんかね。それに、これは依頼と呼んでいいんですか？　彼女の話には、妄もう想そうが多分に含まれているように思いますよ」

「妄想か。うん、妄想と言ってもいいね。けれども、妄想とは少し違うかな。病んでいるのは考え方だからね」

　繭墨はそう言い、二杯目を飲み干し、三杯目を注いだ。甘い香りを振りまいて続ける。

「個人の趣味嗜し好こうで、最も対立が起きやすいものは食の好みだね、小田桐君。食の価値観の違いは、対人関係に容易に罅ひびを入れかねない。だからね、君が甘いものを嫌いだから、止めて欲しいという理屈はわかるよ？　でも、ボクはチョコレートを飲まないと死ぬから、そこは君が折れるのが善人のありようというものさ」

　あいにく僕は全人類性せい悪あく説せつ派です。

　そう、うそぶきたくなるが、やはり言葉を飲み込む。代わりに万ばん歳ざいをして尋ねた。

「わかりました。それじゃあ、その『考え方』に問題なところは？」

「あるよ。けれどもまだ教えないから、もう少し待ちたまえ」

「わかりました。予想はしてましたよ。ともかく、依頼は受ける方向で話を進めますね」

「うん、そうしてくれるかな。君は優秀だよ小田桐君。いつも思う通りに動いてくれて助かるよ。ただ、不自由の良さがわからないのは問題だね」

　そんなものわかりたくもない。溜息を吐いて立ちあがる。すると、繭墨はテープレコーダーの再生スイッチを押した。甘い女の声が流れだす。

　愛しているからです。だから、殺さなければならない。

　物ぶつ騒そうな声を聞きながら、繭墨は笑った。

「レトロなのはいいことだよ。不便は退たい屈くつを助長させない」

　それは、ひどく歪ゆがんだ笑みだ。

「不快と退屈のどっちがマシだろうねぇ」

　繭墨はもう僕の方は見ず、白衣を着たまま横になった。その背中に向けて、僕は呟つぶやく。

「僕は、退屈は好きですけどね」

　そのまま部屋を後にする。扉を出た瞬間、夏の光と、人気のない静けさが耳を打った。

　愛あい知ち県けん奈な午ご市し。人口二百万人を超える大都市の片かた隅すみに、このマンションはある。高級住宅街の一角に佇たたずみながらも、一部屋をのぞき入居者はいない。その五階。唯ゆい一いつ使用されている部屋には、妙なプレートが飾られていた。




『繭墨霊能探偵事務所』




　自分自身が従業員でさえなければ、指をさして爆笑したくなる看板だった。





　　　　＊　＊　＊






　繭墨あざか。十四歳の少女にして探偵である僕の上司。だが、彼女の元には探偵らしい依頼など来たことがない。常に紙かみ一ひと重えな話ばかり来るのだが、掲げられた看板を考えればそれも当然だった。繭墨は正式な探偵ですらない。彼女は探偵としての届け出を提出していないのだ。依頼など来ないのが当然だった。むしろ来る方がおかしい。

　だが、何故か定期的に依頼は来た。そのどれもが、今回のように奇妙なものばかりだ。

『死にきれていない姉を、殺すために探し出す』こと。

　依頼内容を思い出すだけで、頭痛がひどくなる。




　僕は、繭墨の元で働くはめになった我が身をあらためて呪のろった。電車の毛け羽ば立だったシートにもたれ、深く息を吐はく。遠い昔は、彼女とは無む縁えんの場所にいたのだ。何事もなければ、大学にでも通っていただろう。その瞬間、目の前が暗くなるような錯さつ覚かくを覚えた。吐き気を覚え、口元を押さえる。まだ考えてはいけないらしい。頭を振り、思考を切り替えた。変えようのない事実を反はん芻すうするのは、これっきりにするべきだ。

　胃の痙けい攣れんに耐え、目をつむる。目的地まで地下鉄をもう一本乗り継いだ。タクシーを使えば早いが交通費は自腹だ。給料が安いため、贅ぜい沢たくは敵と言わざるをえない。無む駄だに時間を浪ろう費ひし、指定された家へたどり着つく。何故か道路にはひどい悪臭が満ちていた。その中で、ワンピース姿の長髪の女性が手を振っている。

　純白のワンピース。

　映画や絵画の中でしか、見たことのない格好だった。

　僕が近寄ると、女性は清せい楚そに微笑ほほえんだ。白く透すき通とおるような肌は美しいが、どこか狂気的な印象を覚える。応えるように目礼しながら、僕は警戒心を強めた。上司の繭墨のように、芝居がかった女は信用してはならない。学まなばざるをえなかった教訓だ。

「申し訳ありません。上司との話が長引きまして……お待たせしましたか？」

「いいえ、時間どおりです。それより、依頼をお受け下さり、ありがとうございます。もしも、お引き受け下さらなかったら、私、どうしたらよかったのか」

　女性は目を潤うるませた。僕は頭の中で、彼女のプロフィールを反芻する。




　山やま下した和かず枝え。二十五歳。両親は五年前に交通事故で死亡。姉と二人暮らし。現在、両親から受け継いだ生せい花か店てんを経営。姉は大手保険会社で働いていたが、一カ月前に飛び降り自殺。だが、死亡が確認される前に、病院から消失。近日相次ぐ内臓落下事件の内臓は、姉の物だと言う。依頼内容は死にきれていない姉を、殺すために捜さがし出だすこと。




　電話で依頼を受ける旨むねを伝えると、彼女は喜び、ぜひ家に来てくれと言い出したのだ。

　写真を見せたいのだと言う。

　和枝の背後を覗のぞき込こみ、僕は思わず息を飲んだ。玄げん関かん脇わきに大量のゴミ袋が積まれている。鴉からすが突いたのか、半なかば液状化した中身が溢あふれ出だしていた。夏の日差しの中で、生ゴミは猛烈な勢いで腐ふ敗はいを進めている。悪臭の元はこれだったらしい。横手から見える庭にも、雑草が腰の高さまで生おい茂しげっていた。とても人が生活している場所には思えない。どうやら、日常生活を完全に放ほう棄きしているようだ。

　姉が自殺した。正確には、飛び降り自殺をしようとした精神的ショックだろうか。

　彼女の心は、どこかで不調をきたしているのではないだろうか。

　横目でうかがうと、和枝は微笑んだ。その表情には不安定さの欠片も見えない。

　完成しているがゆえに、歪いびつすぎる。

「どうぞ、中へお入りください」

「あ……あぁ、はい。お邪魔します」

　荒れ果てた家を恥はじることなく、和枝は歩き出した。細い足が、生ゴミを踏ふみ散ちらかす。白いサンダルに致ち命めい的てきな染みがつくが、彼女は気にせずドアを引き開けた。

「散らかっていて、すみません」

　こもった悪臭が鼻を突く。下を見ると、無数の靴くつが玄関を埋めていた。いつも繭墨が放り出す靴を並べ直している立場からすると、端はしから片付けたくなる。だが、その衝動を飲み込み、僕は一歩を踏みだした。

　その瞬間、背後から視線を感じた。

　振り向くが、そこには誰もいない。しばらく様子をうかがった後、僕は和枝にうながされ、玄関にあがった。不意にある事実に気がつく。




　靴は全て、二足ずつそろっていた。

　まるで、二人の人間が、全く同じ物をそろえたかのように。




「こちらです」

　幻のように遠ざかる背中を、僕は追った。




　通されたのは、途中垣かい間ま見みた台所の惨さん状じように比べれば、まだマシな部屋だった。和枝は、恐らくこの部屋を生活の拠きよ点てんにしているのだろう。だからこそ、全身を無数の虫が這はいまわるような寒気を感じた。




　微笑む女性の写真が、壁中に隙すき間まなく貼はってあった。




　和枝とよく似た顔立ちの女性が微笑んでいる。病的に白い和枝と比較して、女性の笑顔は明るく、肌も健康的に日焼けしていた。似ているのに、確実に違う顔は彼女の姉のものだろう、写真は床にすらも並べられている。まるで、人の顔写真で作られた万まん華げ鏡きようの中にいるような錯覚を覚えた。

「どうぞ、そちらにお座りください」

　指ゆびさされた方を見ると、座ざ布団ぶとんが二つ置いてあった。その上に座ることは、彼女の姉の顔の上に座るということだ。

　果たして、座ってもいいものなのだろうか。

「どうしましたか？」

「……いえ、失礼します」

　仕方がないと腰こしを下おろすと、和枝も後に続いた。白い足をたたみ、きちんと正せい座ざをする。












「この度たびはお引き受け下さり、ありがとうございます」

「いえ、こちらこそ。この度はご依頼くださり、ありがとうございます。お力になれるかどうかはわかりませんが、全力を尽くします」

　和枝は再び完かん璧ぺきな笑みを浮かべた。彼女の言動は、その全てが現実離れしている。

　薄皮一枚下に、何かを隠しているかのようだ。

　気に食わない。

「いかがですか。綺き麗れいでしょう。素す敵てきでしょう。私の姉は」

　一瞬、意味がわからなかった。写真の笑顔に視線を移し頷うなずくと、和枝は子供のように笑った。初めて見る無邪気な感情表現だが、それをさえぎるように切り出す。

「まだお辛つらいとは思いますが、こちらとしても、調査をする上で情報が必要です。もしよろしければ、お姉さんのことについてもう少し詳くわしくお話し頂けますか？」

　はぁと呟き、和枝は首を傾げた。

「………何を、でしょうか？」

　何を、ときたものだ。

「お姉さんの事件についてです」

「あの……申し訳ありませんけれど……事件の何をお聞きになりたいのですか？」

「お姉さんが自殺をなさった時の状況について、お聞きしたいと思います」

　和枝は物もの憂うげに瞬まばたきし、姿勢を正した。

「以前お話ししたことが全てです。姉が、飛び降りをしたことは私にとってはどうでもいいんです。問題は、姉が死にきれていないことです。死にきれないまま、消失してしまった姉の体は、歪な形でもう一度、飛び降り自殺をしようとしています。死の世界へ上う手まく旅立てなかった姉を、私は殺さなくてはなりません。それは、誰よりも誰よりも姉を愛している私にしかできないことです。私があなた方にお願いしたいのは、姉の体が完全に落ちてくる前に、『姉の本体』を探し出すことです。消えてしまった姉の体を見つけてください。そうしたら、私がそれを殺しますから」

　ご迷惑はおかけしません。そう言い、キッと和枝は唇を引き結んだ。

　狂っている。

　ストレスを感じると、体に何かのスイッチが入る。無む性しように煙草が吸いたくなったが、拳こぶしを握にぎりしめて衝動を鎮しずめた。とりあえず落ちつこう。内容の正当性は無視し、妥だ当とう性せいについて考えてみよう。

　自殺をしたはずの姉が消え、歪な形で再び飛び降り自殺をしている。全てが落ちてくる前に姉の本体を捜して欲しい。今回の捜そう索さく対象は単なる家出人ではないため、個人の交友関係や自殺の動機は捜査に必要ない。

　正論だ、筋道は通っている。

　けれども、だからどうだというのだ。

「二点、お聞きしてもよろしいですか？」

「………どうぞ」

「まず、第一にお姉さんは自殺をなさった。けれども、お姉さんの体は病院から消失し、再び飛び降り自殺をしようとしている。それはよろしいですね？」

「その通りです」

「わかりました。ですが、何故、お姉さんはわざわざそんなことを？　瀕死の重傷だった彼女は、そのまま病室に残っても死ねるはずだったのに」

　消失した体が、部分的に飛び降り自殺をする。

　何故、そんな歪な事態が引き起こされたというのか。

　尋ねると、和枝は息を飲んだ。完全な無表情がその顔を埋める。違和感を覚えたが、追究する寸前に、和枝は再び穏おだやかな笑顔を浮かべた。

「さぁ、姉が何を考えていようと私には関係ありません。私のすべきことは、死にきれていない姉を、殺してあげることだけですから」

　剣けん吞のんな台詞せりふを、彼女はさらりと吐き出した。この女は、本気で狂っていると確信する。

「それでは、二点目です」

「……はい」

「お尋ねしますが、お姉さんの体はビルの屋上から、部分的に落下してきている。落下した内臓は全て、現在警察で厳げん重じゆうに保管されています。それならば、最後に落ちてくる体には『中身がない』はずです。そんなもの──失礼、それはすでに死体と一緒です。また、落下する体は必ず地面に落ちる。あなたがわざわざ捜し出して殺す必要は欠片も無い。彼女は『帰って来た段階で、もう一度落下死する』んですから」

「…………」

「それを、捜し出す必要性がわかりません。無念を残されたお姉さんを、ご供く養ようなさりたいと言うのなら話は別ですが」

　すると、和枝は悲しげに微笑んだ。口こう角かくを計算されつくした角度で引き上げる。それは、自分の表情が相手に与える効果を知っている人間の表情だった。

「………あなたには、おわかりいただけないでしょうね」

　予想したのと全く同じ台詞だった。伏ふした目には涙さえ光っている。

「姉が戻って来て、また自殺をしてしまう。それが、私には我が慢まんならないんです」

　瞬きと共に流れた涙が、頰ほおを滑すべり落おちた。役者ですら、こうも上手くは泣けないだろう。ワンピースの裾すそを握りしめる姿は、胸を打つほどに可か憐れんだ。

「それなら、自殺をされる前に、殺すしかないじゃありませんか？」

　その笑顔は歪だ。信用ならない。

　わかりやすい狂気に飲まれてはならない。

「わかりました。質問は以上です。長々と申し訳ありませんでした」

　礼を言い、僕はちらりと和枝を眺めた。その目に、すでに涙はない。きっと彼女は何かを隠している。




　得た情報にどれだけの噓うそが含まれているのか。

　それを見きわめることが重要だろう。




　見送りを断り、和枝の家を後にした。深呼吸をすると、新鮮な空気が肺に流れ込む。腐敗臭に痺しびれた喉に心地ここちよい。ここで一いつ服ぷくできればいいのだが、煙草はもう少しお預けだった。僕はそのまま立ち去る振りをしてきびすを返した。和枝の家から、少し離れた場所にある電信柱に近寄る。そして、前触れなく腕を伸ばした。

「えっ、うわっ！」

　通りすがりを装よそおおうとした男の首根っこを摑つかむ。逃げられる前に、強く後ろに引いてバランスを崩させると、首に腕を回し、固定した。乱暴な方法だが、こちらもいらだっているのだから、勘弁してもらおう。

「何故あの家を見張っている？」

「あっ、あんた何を」

「とぼけないでもらえるか？　僕があの家に入った時から、今までここからずっと見張っていただろう？」

　一種の賭かけだったが、男は顔を強こわ張ばらせた。家に入る直前、視線を感じた際は、誰も確認できなかったのだが、家から出た時、今度こそ隠れている男を見つけた。やはりずっと見張っていたらしい。男のシャツは汗で黄ばみ、ふけの浮いた薄い髪はじっとりと濡れている。年老いた外見とは裏腹に、年齢はまだ若そうだ。

「どうなんだ？　何故、あの家を見張っているんだ？」

「アッ、アンタ。ひひっあの女の男か、ふひっ、何かかっ？」

　尋ねると、男は突然笑い出した。胃を悪くしているのか、歯の間から卵が腐ったような臭いがする。

「そっそそれならお気の毒だな。ふひひっ、あの女はまともじゃないっふふっひっ、人殺しだよ、人殺しひひひひひひっ」

　僕の肩を親しげに叩き、男は突然爆笑した。身をよじって笑う姿は正気には見えないが、戯ざれ言ごとだと聞き流すにはあまりにも物騒すぎた。




　人殺し。




「人殺し？」

「ひひっ知らないのかアンタふひっひひひっ。優ゆ紀き子こだよ、優紀子。アイツは優紀子を殺したんだよぉおおおおぉぉ」

　語尾が泣き声で濁にごり、力なく消えた。優紀子とは聞いたことのない名前だったが、誰かはたやすく想像がつく。和枝の姉の名前だろう。

　彼女が人を殺したと言うのなら、その対象はきっと一人だけだ。

　けれども、彼女の姉は望んで屋上から落ちたはずだ。

「自殺じゃ、なかったのか？」

「ひひ、ぶひっ、優紀子が、優紀子が、自殺なんてするわけっ、ないだろぉ。優紀子は自殺なんてしない。和枝に、和枝に殺されたんだ。何度も何度も、優紀子は言ってたんだよぉ。アイツの目が怖いって。アイツの世話をしなくちゃいけないと思うと、うんざりだって。和枝は優紀子べったりで、うっとうしくてしかたがないってよく言ってたんだ」

　ぶつぶつと男は呟き、急に目を見開いた。両手を広げ、叫び出す。

「そうだ、和枝が、和枝が殺したんだッ！　和枝が、優紀子をッ！」

　殺した。殺した。と男は歌うように絶叫した。だが、突然それを涼しげな声がさえぎった。

「どうしたんですか、小田桐さん？」

　振り向くと、そこに和枝が立っていた。どうやら、男の絶叫が家の中まで届いたらしい。心の中で舌打ちをした。これで、男にこれ以上質問をすることが不可能になった。和枝は小首を傾げて言う。

「ああ、お久しぶりです。杉すぎ田たさん。こんなところまで、どうなされたんですか？」

「和枝、お前……ッ」

　杉田の全身に殺意がみなぎった。僕はその首元に回した腕に、慌あわてて力を込める。

「おいっ、落ちつけッ」

「和枝ぇぇえええ。お前の、お前のせいで優紀子はッ！」

「いい加減にしてくれませんか、杉田さん。もう、その話は済んだじゃないですか？」

　おっとりと和枝は答えた。杉田は唾つばを飛ばして叫ぶ。

「いいか、お前を、いつかお前を絶対に」

「あのですね、忘れないでください。見過ごしてあげてるのは、こっちなんですから。あんまりしつこいと、また警察を呼びますよ？」

　その瞬間、杉田の肩が震えた。彼は全身から力を抜くと、乱暴に僕の腕を振り払った。無理やり暴力に訴えられるほど、彼の正気は摩ま耗もうしていないらしい。薄汚れた猫背が、何かを毒づきながら消えていく。僕は横目で和枝の姿をうかがった。彼女は相変わらず微笑んでいる。気分を害したようには見えないが、先ほどの会話は聞いていたはずだ。

「申し訳ありません、小田桐さん。驚かれましたよね？」

「いいえ、大丈夫です。失礼ですが、あの人は？　何か異常な様子でしたが、あまりしつこいようでしたら、本当に警察を呼ばれた方がいいと思いますよ」

「ええ、お気づかいありがとうございます。でも、ご心配なく。あの人にそんな度ど胸きようはありません」

　和枝は、杉田の去って行った方角を見つめた。沈黙が降りる。僕の無言の訴えを察したらしい。彼女は小さく溜息を吐き、語りだした。

「あの人は、杉田智とも之ゆきと言います。姉の元恋人です」

「恋人、ですか？」

「ええ、元ですけれど」

　それはそうだろう。現在も死者の恋人であることは不可能だ。いや、優紀子は生きたまま消失したのだから、不可能でもないかもしれない。だが、どちらにしろ、どうでもいい戯言だった。聞きたいことは他にある。

「彼は、妄想にとり憑つかれているようですが」

「妄想？」

「そうですね……大変申し上げにくいのですが」

　次の言葉が予想できるだろうに、和枝の顔は湖面のような静けさを保っている。その下には、一体何が隠されているのか。

　答えられるものなら、答えてみろ。

「あなたが、お姉さんを殺したと」

　和枝は再び完璧な笑顔を浮かべた。

「………あの人が何を言ったって、関係ありません。だって」

　そして、彼女は予想外な一言を口にした。

「あの人は、姉が飛び降り自殺をする前に、すでに姉と別れていたんですから」

「………別れて、いた？」

　杉田の様子が脳裏に浮かぶ。彼は、恋人の死を不ふ条じよう理りに感じて、和枝を見張っていたのではなかったのか。すでに別れていたとは、どういうことなのか。

「ええ、姉が自殺をする一週間前に、姉から別れを切り出したそうです。私も、職場の方に聞いて驚きました。姉が自殺をするぎりぎりまで、ストーカーじみたことをやっていたみたいです。だから、姉が死ぬ直前に行方不明になったことについても、教えていません。自殺をして、そのまま死んだとだけ。葬式も、密葬にしたと噓をついてあります。どうせ、他人ですから」

　彼女は指を組み、杉田の去って行った方角を見つめた。悲しそうなその表情には、憐あわれな男に対する同情が溢れている。だが、僕の目には全く別の表情が焼きついていた。それは、彼女が表情を切り替える一瞬前に、見せたものだった。




　歯を剝むき出だしにした、歪な嘲ちよう笑しよう。




　杉田を馬鹿にしきったその笑みこそ、和枝の本性に違いなかった。





　　　　＊　＊　＊






「……と、いうのが聞き込み先での全てです」

「うん、ありがとう。ますます面白くなってきたじゃないか。そこでね、小田桐君。ちょっと口を開けてくれるかな」

　犬でも呼ぶように手て招まねきされる。眉まゆをしかめながら指示に従うと、繭墨は口の中に錠じよう剤ざいを放り込んできた。思わず嚙かんでしまう。糖とう衣いが割れ、中身が舌の上に広がった。

　───……甘い。

「このチョコレートは、口の中では溶けるのに、手の上では溶けないんだから、面白いよね。糖衣で包まれている分、子供向けな商品ではあるけれど、そのアイディアは称しよう賛さんに値あたいするよ。ボクは大人だけが摂せつ取しゆできるものは嫌いだしね。酒もそうだけれど、特に煙草はひどいよ。健康に悪いうえに臭いも悪い」

　そう言い、繭墨は僕を睨みつけた。チョコレートを乱暴に嚙むと、残っていたニコチンの臭いが、甘い香りで打ち消される。吸ったのは随分と前だ。外では気づかれなかったのに、さすが敏感なものだった。

「……よくわかりましたね」

「気がつかない方が、おかしいと思うんだけれどね。君がどうしても吸いたいと言うのならしかたがないよ。ただ、人には耐えられることと耐えられないことがあるんだから、最低限の気づかいはお願いできるかな」

　気づかいという単語が、繭墨の辞書にあったとは驚きだ。

　繭墨は、そう言いながらホットチョコレートを飲んだ。白衣の下から覗く足は、ニーソックスに包まれている。今日の服は、丈がひどく短い。

「珍しい格好ですね」

「うん？　いや、いつもの店で店員に勧められてねぇ。話を聞くのも面倒だから買って来たんだ」

　本末転倒な上に、ずいぶん高価そうな服だが、繭墨に気にする様子は無かった。今も、白い箱を引き寄せ、一粒四百円以上するチョコトリュフを齧っている。コンビニで買った安物と区別している様子は無い。彼女にとって、金は水と同じようなものなのだろう。そのわりに何故か給料の払いは悪いのだが、嫌がらせなのかもしれない。

「さて、君の話から何がわかるかな。検討してみようじゃないか。ボクもね、出かけてきたんだよ。チョコレートを五枚食べきる程度の、短い時間だったけれどね」

　繭墨が自ら出かけるとは珍しい。そういえば、彼女の実家は、優紀子の勤めていた保険会社に、影響力を持っていると聞いた。口元に笑みを浮かべ、彼女は先を続けた。

「自殺した山下優紀子は、職場で多数の問題を抱かかえていたそうだよ。大事な顧こ客きやくの機き嫌げんを損そこねた上に、引きずるタイプなのか、連鎖的にミスが続いていた。辞職せざるをえない状況だったけれども、それだけでは済まないほどに、彼女のミスで収益に大穴が開いた……職場の同僚が口をそろえて教えてくれたよ。『死にたくもなる状況だった』ってね」

「それが、事件当時、警察に自殺と判断された理由ですか」

「しかも、それだけじゃない。彼女は、時おり自殺願望を漏もらしていたそうだよ。最初は『いっそ死んじゃおっかな』という程度の、軽いものだったそうだけれどね。それは、徐じよ々じよに悲壮な色を帯びていったそうだ。しかも、自殺する一週間前には、結婚の約束をした彼氏と別れている。身しん辺ぺんの整理も済んでいたようだし、携帯電話には遺書と思われる未送信メールも残っていた。自殺と判断されたのも、根こん拠きよがなかったわけじゃない。むしろ、百パーセント自殺と判断される状況だったそうだよ。死ぬべくして死んだと、そういうわけさ。めでたし、めでたし、だね」

　物語を締しめくくるように繭墨は言った。細い指がチョコトリュフをつまむ。

「彼女が死んで、同僚達はほっとしたようだったよ。彼女達の台詞からは、真意がありありと覗いていたからね───まぁ、実際には、死ぬ直前に病室から消えたわけだけれど、皆、彼女はもう、とっくの昔に死んでいるものと思っているようだったよ」

　ぐちゃりとチョコトリュフが潰れた。濡れた唇が、笑みを刻む。

「死にたくもなる。死にたかったんじゃないか。死んでも仕方がない。私なら生きていられない……さて、これら一連の台詞が、山下優紀子が生きている時点で、惜おしみなく浴びせかけられていたとしたら、裏に隠された真意は何だろうね、小田桐君？」

　それは、あまりにも簡単ななぞなぞだった。即答できる自分に、軽く失望しながら答える。

「むしろ死ね、ですか？」

「その通り。それを思いつく時点で、君も正常な人間だね。安心したよ。ボクは」

　嫌味だろうか。だが、繭墨に悪意はないようだ。それよりも、優紀子が置かれていた環境を思うと、胸苦しくなる錯覚を覚えた。人の悪意の一つ一つが、透明な手となって彼女の背中を押したのだろう。

　そして、屋上から突き落としたのだ。

　それでも、人はそれを自殺と呼ぶ。

「わかりました。その事実に対する感想はともかく、山下優紀子が自殺だったことがわかったのは幸いです。彼女は周囲の期待と自身のストレスに耐えきれず、自殺を試みた。これで、依頼人の嫌けん疑ぎは晴れますね。殺人犯の依頼を受けるなんてごめんですから」

　脳裏に和枝の姿を描きながら安あん堵どする。僕は自分専用のマグカップを手に取った。報告前に用意したコーヒーは、冷めてしまっている。それでも口にすると同時に、繭墨はあっさりと言った。

「いや、山下優紀子は殺されたんだ。それはまちがいない」

　コーヒーの苦みが増した。視線を向けると、繭墨は猫のように笑っている。突然、彼女はチョコレートをつまみ、僕のコーヒーへ放り込んだ。ポチャンと軽い音と共に、甘い香りが沈んでいく。僕の鼻先に跳とんだ滴しずくを、彼女は指で撫なでとった。白い指先を、そのまま唇に押し込み、滴を舐めとる。

「明日の朝になったら出かけよう。カフェインは脳の覚かく醒せいには欠かせないけれどね。コーヒーのそれよりも、ボクはチョコレートのそれを押すよ。糖分の摂取をしないのは不健康さ。それとね、小田桐君」

　余分な情報を長々と語り、彼女は最後に付け加えた。




「殺人犯の依頼の、何がいけないんだい？」





　　　　＊　＊　＊






　生ぬるい風が頰を撫でる。早朝の道路には誰の姿もなかった。清すが々すがしい空に、紅い唐傘は似合わないにもほどがある。何故こんな朝に、繭墨と出かけなくてはならないのか。

特に、内臓の落ちて来た現場などなおさらだ。

　先日来たビル街を、僕と繭墨は訪れていた。すでに立ち入り禁止は解除されている。子宮が落ちた場所は、現在心霊スポットの一つとして人気だというが、幸運なことに今は誰もいなかった。週刊誌は今回の事件を、おもしろおかしく取り上げている。お祭り騒ぎにいらだちが募つのった。見物人の頭に、取れたての肺でもぶちまけてやりたい。内臓が頭に落ちて来たなら、どんな人間でもさすがに後悔するだろう。

　振り向くと、繭墨は昼間と同じ自動販売機の前でしゃがんでいた。機械と道路の隙間に手を入れ、何かを探している。高価そうなドレスが汚れるが、お構いなしだ。一体、何に夢中になっているのだろうか。不意に煙草が吸いたくなった。まだ、大したストレスは感じていないはずなのに、よくない兆ちよう候こうだ。悪い予感がする。これから何が起こるのか知らないが、愛いとしの安アパートに帰れるのは、いつになるだろうか。

「あったよ」

　立ち上がった繭墨の手には、百円玉が握られていた。

「いや、よかった。まぁ、あるんじゃないかとは思っていたけれど、予想が当たるとやっぱり嬉うれしいよ。意外とこういうものは失われにくいと、セオリーで決まっているとしてもね」

　見たまえ、と差し出される。一見、何の変へん哲てつもない百円玉だ。けれども、不意に裏面に一部、乾いた血けつ痕こんが付着していることに気がついた。

「繭さん、もっと見やすいように持ってくださいよ」

「観察眼は、鍛きたえるべき代しろ物ものだよ。ほうっておいたら、後は鈍にぶるばかりさ」

　彼女はそれをピンッと指で弾はじいた。あさっての方向に放り出された百円玉は、そのまま自動販売機の下に逆戻りする。もういらないのかと見送ると、繭墨はふむっと呟いた。

「失敗した」

「はい？」

「悪いね、小田桐君。これはボクのミスだ。素直に謝るから、取ってくれないかな？」

　どの辺りが素直なんだ。

　そう口にできれば、苦労などない。結果、僕まで地面に這いつくばるはめになった。肩関節を外しかけながらも何とか取り出す。繭墨に手渡すと、彼女は頷いた。

「やぁ、ありがとう。君の労働は、ボクにとって大変貴重だよ。この自動販売機は、さすがに警察も調べなかったんだろうね」

　繭墨は受け取った硬貨を、自動販売機の投入口に押し込んだ。苦労して取り出したと言うのに何をするのか。そう言おうとした時、硬貨は音を立てて釣銭口に戻ってきた。

「戻って来るんだよね」

「はい？」

「戻って来るんだよ。このどうしようもない百円玉は」

　製造過程で、何か不具合があったのだろう。時おり、機械に認識されず戻って来る硬貨があるが、その類たぐいらしい。

　だが、それがどうした。

「だから、彼女は缶ジュースを買えなかった。ずらりと並んだジュースの一本もね。ボクならココアを選ぶところだけれど、さて、彼女は何を買おうとしたんだろうねぇ」

　ふむっと繭墨は考え込む。自動販売機の光を反射し、その目が猫のように光った。

「単純な理由に人は縛られるものだね。そして、単純な理由で殺されるものだ」

「はい？」

　一人納得している繭墨に、オウムのように尋ね返す。すると、繭墨はにっと笑った。獣じみた凶悪な笑顔を見て、尋ねなければよかったと後悔するが、すでに遅い。




「だから、それが、彼女がここにいる理由なんだよ」




　繭墨は畳たたんだ唐傘を一いつ閃せんした。パッと鋭い音と共に、紅い花が咲く。まるで、舞台が切り替わるように、目の前の情景が変わった。自動販売機の前に、長い黒髪の女性が現れる。その顔は以前見たことがあるが、全身の輪りん郭かくは写真と違い希き薄はくに揺ゆらいでいる。彼女は身を屈め、釣銭口の百円玉を手に取り、自動販売機に押し込んだ。けれども、百円玉は戻って来る。彼女は再び身を屈め、同じ動作を繰り返す……繰り返す。

「何ですか、これは……？」

「これとは失礼だなぁ、山下優紀子嬢だよ。地じ縛ばく霊れいの一種だね。ボク達が初めて来たときにも、ここにいらっしゃったさ。君は気づかなかったみたいだけれどね。さて、小田桐君。わかるかな？　彼女がここにいるのは、実に単純で、わかりやすい理由からだよ」

　繭墨の言っている意味が、ようやく理解できた。

　単純な理由に人は縛られるのだ。

　缶ジュースが買えないから、自動販売機の前から離れられない。

　筋は通っている。何故なら、缶ジュースを買うために、自動販売機の前に立ったのに、まだ目的を達していないからだ。だから、離れることができない。

　けれども、それはあまりにも馬鹿げている。

「ちょっと待ってくださいよ……そんな理由で。いえ、それ以前に、本当の山下優紀子がここにいるのなら、あの内臓はなんなんですか？　彼女はここにいる。それなら、あの内臓は誰のものなんですか？」

「あれも、山下優紀子だよ」

　あっさりと繭墨は答えた。顎あごで目の前の優紀子を指さして続ける。

「アレは彼女の肉で、コレは彼女の魂たましいさ」

　優紀子は再び釣銭口に身を屈める。その瞬間、繭墨は前まえ触ぶれなく唐傘を畳み、その背中に振り下ろした。紅い軌跡が、優紀子の後頭部にぶつかる。だが、唐傘は彼女の体を素通りし、自動販売機を強打した。

「彼女は過去にこうして殴なぐられ、百円玉を取り落とした。その際、仮死状態になり、魂が抜けてしまったんだね。魂を置き去りにしたまま、体はビルの屋上へ連れて行かれ、投げ落とされた。結果、肉体は瀕死の重傷を負ったが、魂はここに残されてしまった」

　紅い唐傘の先端が、再び空をさした。つられて顔を上げると、青空の中に一瞬だけ黒い影が見えた気がした。誰かが下を覗き込んでいる。だが、その映像はすぐにブレて見えなくなった。

　あれはもしかして、捜して欲しいと頼まれた彼女の体なのか。

「そう、その通りだよ。彼女の体は、現世とここでは無い場所の間をさ迷まよっている。魂を失った体は、魂の元へ戻るために、病院から消失した。だが、それは上手くいかなかった。結果、彼女の体は『少しずつ』戻って来ているのさ」

　病院から消失した体は、少しずつ戻ってくる。

　魂の元へと戻るために、少しずつ落ちてくる。

「そんなことがありうるんですか？」

「普通の人間なら、こんなことはできないよ。肉体は魂から離れたまま活動を停止し、魂はずっとここに残されるだろうね。けれども、誰かが力を貸したんだ。その人物は、彼女の体を、その渇かつ望ぼうどおりに移動させようとした」

　一瞬、明確な寒気が背筋を撫でた。人の欲望を元にして、ありえない事象を引き起こす。その誰かに、僕は心当たりがある。だが、尋ねる前に繭墨は先を続けた。

「けれども、本来なら『ありえない』ことを無理やり捻ねじ曲まげたせいで、体は上手く戻って来ることができなかった。だから、部分的に戻って来ているのさ。そのせいで、一度の自殺で済むはずがこの騒ぎだ。さて、ここで問題があるよ、小田桐君。魂と一緒になった体は、一体何をしたかったんだろうね？」

　当ててごらんよと無邪気にうながされる。しかし、わかるわけがなかった。両手を上げて降こう参さんの意を示すと、繭墨はにやりと笑った。

「山下優紀子は自殺をしたかったんだよ」

「は、あ？」

　殺されたのに、戻って来る。

　その理由が、自殺をしたかったから？

「そもそも、それこそが、依頼人が再び彼女を殺そうとした動機なんだろうね。彼女は姉にうとまれていることに、気づいていたんだろう。誰かに寄き生せいしている人間ほど、宿やど主ぬしに逃げられる瞬間を恐れ、敏感になるものだよ。そんなとき、姉が仕事でミスを犯した。当然、姉の評判は彼女の耳にも聞こえてくる。そして、彼女は悟ったんだ。これは、姉を自殺に見せかけて殺すことのできる。唯一絶好のチャンスだと」

　脳裏に和枝の姿が浮かび上がった。彼女は滲にじみ出でる清純さの裏側に、何かを隠していた。歯を剝き出しにして、人を嘲あざ笑わらうような凶暴性を。

「山下優紀子の後を付けた依頼人は、彼女が自動販売機で百円玉を取り出そうとして屈んだ瞬間、その頭を強打した。そして、廃ビルの屋上から投げ落とし、自殺に見せかけた。それは、予想外に上手くいった。上手くいきすぎたと言っていい」

　そう、本来なら、上手くいくはずがない。

　条件が整っていなければ、自殺だなどと判断されはしなかった。

「身辺の整理。恋人との決別。未送信の遺書メール。それに、これが決定的だったけれどね。山下優紀子は、どうして『人気のない廃ビル』まで歩いて来たんだろう？」

　何故、こんなところまで、用も無いのに歩いてきたのか。

「彼女自身、廃ビルで自殺をするつもりだったんだよ」

　チャリンと音を立てて硬貨が落ちた。優紀子は虚うつろな目で、再び屈み込む。

「それを、妹が早めただけだ。だが、彼女は死にきれない。死を認められないせいで、こんな歪んだ現象が起こる。山下優紀子の体は、一時的に病室から消えて、廃ビルへ戻って来ようとした。けれども魂の方が、肉体と離れたことに未いまだ気がついていないものだから、肉体は指標を失い、上手く戻って来ることができなかった。つまり、失敗だね」

　繭墨は嘆なげくように首を振り、それから不思議そうに言った。

「それにしても……これは『彼』の仕し業わざなんだろうね。彼は、人の望みを面白いと思えば叶かなえる生き物だから……まぁ、もう彼の痕こん跡せきを確かめるのは不可能だけれどね。君の時と同じだよ。ほら、覚えているかい？」

　尋ねられ、僕は息を飲んだ。突然腹が痛み出し、吐き気を耐えてうずくまる。心臓が早はや鐘がねを打った。耳元で雨の音が蘇る。落ちつけと腹を殴りつけても、幻聴は無くならない。揺らぐ視界の中で、繭墨は言った。

「いや、何でもないよ。忘れているわけがないしね」

　それから、手をひらひらと振った。蝶ちようのように白い手がはためくのを見ながら、僕は立ち上がる。沈黙が降りた。さっきまでの動揺を、ごまかすように僕は尋ねた。

　この少女に、弱みは見せたくない。

「質問したいことがあるんですが？」

「どうぞどうぞ。いくらでも尋ねてくれて構わないよ。質問は貴重だからね。どんなにくだらないものであっても、意味がないと言うことはないさ」

「何故、彼女は死にきれなかったんですか。不意に殺されたにしても、自殺をしたいと考えていた人間が、これほどの執念を持つとはとうてい思えません」

　人に投げ落とされたとしても、自分から落ちたとしても、命が尽きるという結果は同じだ。けれども、繭墨は否定するように笑みを浮かべた。

「それじゃあ聞くけれどね、小田桐君。君は、喉が渇いたまま死にたいと思うかい？」

　ボクはチョコレートを口にしてから死にたいけれどね。

　そう尋ねられ、思わず考えた。もしも自分ならどうか。快適とはいえないが、安全な安アパートで、好きに煙草を吹かしてから死にたい。チョコレートなどごめんだ。何より、視界の端に紅い唐傘が映っては、死んでも死にきれない。

　けれども、まさか。

　夏の道路。最高気温を更新した昼下がり、喉の渇きに押され自動販売機の前に立つ。先に二十円を入れ、次いで百円を追加するが戻って来る。飲料水を購入できない事態にいらだちながら、硬貨を拾い上げた瞬間、突然意識は途切れる。

「そう、末まつ期ごの水みずを飲んでいないからさ」

　そんな、理由で。

　ぐるり、唐傘が回った。繭墨はポシェットからチョコレートを取り出し、歯で包み紙を引き裂いた。甘い菓子を口に含みながら言う。

「自分の意思で死のうとしたところを無残に断たれた。しかも、最悪のタイミングでね。それで、死ねるわけがない」

　それでやすやすと、殺されたままでいられるわけがない。

　だから、彼女は再び自殺をするために、戻って来ているんだよ。

「妹さんが、何故ボク達に姉を捜して欲しいと依頼したのか。何故、内臓になって戻ってくる姉を見て、再び自殺をしようとしていると思ったのかも、これでわかるね。姉の体が消え、戻ってきたと知った時、彼女は姉が自分の手から逃れようとしていると感じたんだろう。彼女は姉の体の大部分が落ちてきて、その自殺が確定する前に、自分の手で殺したかったんだ」

　姉が失敗した自殺をやり直してしまう。それを、彼女は恐れていた。

「彼女は、姉の自殺についてほとんど教えてくれなかったそうだね。彼女は姉が自殺をしたと、人に語ることが嫌いなんだよ。それは、彼女が勝手に死んだと言いふらす行為なんだから。事実は違う。自分が殺した。姉は自分のものだ。そうだと知っていても、他人に違うと思われるのが我慢ならない。さらに、このままでは、姉は本当に自分の手から逃れてしまう。彼女は、姉を絶対に殺す必要があった」

　姉を殺したいんです。

　何故なら、愛しているから。

　考えてみればおかしかった。その二つがイコールで結びつけられること自体、本来ならばありえない。あっては、ならない。

「また自殺してしまうんじゃないよ。今度こそ、自殺してしまうんだ」

　だから、その前に殺さなければならない。

「それは、彼女にとって最大の裏切りだ。最低の裏切りだ」

　あまりにも、狂った想い。

　僕は深く息を吐いた。喉を絞しめられているような息苦しさを覚える。子供じみた考え方だった。他人に執着し、まるで自分の物のように錯覚するとは。

　殺したところで、人は手に入らない。

　それは、人形を床に叩きつけて壊すのと同じ行為だからだ。

　どうして、それがわからないのか。

「わからないのは、幸福なことだよ。小田桐君。チョコレートを貪むさぼるように、脳内麻薬で夢を見ていられる」

　それは、和枝にとっては幸福なことなのかもしれない。だが、彼女にとってはまぎれもなく不幸だ。僕は、ぼんやりと百円玉を拾う優紀子を見つめた。半ば絶望しながら尋ねる。

「………どうするんですか、これは」

　和枝に教えるのか。そう言げん外がいに含んで尋ねると、繭墨は意外にも明めい瞭りように答えた。

「決まっているよ。こうするのさ」

　彼女は迷うことなく歩き出し、優紀子の横に並んだ。だが、優紀子には繭墨の姿は見えていない。濁った眼は、彼女の強烈な服装も素通りしている。突然、繭墨は手を差し出した。ぼんやりと光る優紀子の手から、何かを奪い取る。

　血の付いた、あの百円玉だ。

　一拍遅れて、優紀子の顔が動いた。その目がゆっくりと繭墨に焦しよう点てんを結ぶ。虚ろな口が開いた。

『────────あっ』

　────────ピンッ

　繭墨は、指先で百円玉を弾き飛ばした。くるくると硬貨は回り、闇に紛まぎれて見えなくなる。彼女は手品のように再び指を弾き、新しい百円玉を出現させた。それを、優紀子へ向けて差し出す。

「これを、使うといいよ」

　そんな、無茶苦茶な。

　繭墨がそう言うと、優紀子はぼんやりと首を傾げた。沈黙の末、彼女は真新しい硬貨を受け取り、投入口に押し込んだ。表示されていた数字が、二十から百二十に切り替わる。紅ランプが一斉に点てん灯とうした。彼女は何となくといった調子で、ダイエットコーラを選んだ。思わず、本当にそれでいいのかと問いかけたくなったが止めた。どれを選んでも、彼女が今まで費やした時間には見合わないだろう。ガコンと重い音を立てて、缶が取り出し口に落ちた。彼女は身を屈め、それを拾い上げる。プルトップを引き上げる軽快な音と共に、泡をあげて炭たん酸さんが弾けた。




　そして、優紀子は缶を傾けた。

　渇いた喉に、炭酸飲料が落ちる。

　彼女はその瞬間、目を見開き─────搔かき消きえた。




「─────えっ？」

　突然の消失に驚くことなく、繭墨は顔を上げた。ビルへと視線を向ける。つられて、僕もそこを見上げた。見て、しまった。青空を切り裂き、何かがまっすぐに地上へと落ちてくる。その手は抱ほう擁ようを求めるように広げられていた。風圧を受けて、白いワンピースの裾がはためく姿は、まるで、鳥のようにも見える。地面と激突する寸前、彼女は一瞬だけ顔を上げた。




　目があった気がした。




　骨と肉の砕くだける音が響いた。足元まで、ゆっくりと重油に似た色合いが広がる。




　目の前には、山下優紀子の自殺死体が落ちていた。
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　呼び出しがあったのは数日後だった。もっと早く連絡があるだろうと思っていたのだが、相手も混乱したのかもしれない。行きたくはなかったが、繭墨には呼び出しがあれば行くようにと厳命されていた。何があってもしかたがないと、覚悟を決めて向かうことにする。先日の家の前に呼ばれるかと思ったが、待ち合わせ場所は、あの廃ビルを指定された。相変わらず暑い日が続いている。ビルの谷底では、遠くに切り取られた青空が見えた。

　和枝は先に来て待っていた。姉が飛び降りたビルを、呆ぼう然ぜんと見上げている。

　ビルの影に沈んだ道路で、白いワンピースがはためく。それを見て、先日の光景を思い出した。だが、和枝の姿は死者とは似ても似つかない。その全身に、隠す気のない怒りが満ち溢れている。

「………どういう、ことですか？」

「どう、とは？」

「とぼけないでください。あなた達がやったんでしょう！　あなた達が姉に何かしたんでしょうッ！」

　怒ど鳴なる和枝の口から、ぬらりと紅い舌が覗いた。濃密な殺意の詰まった視線が肌に突き刺さる。脳裏に、数日前の紙面が浮かんだ。病院から消失していた自殺者───正確には、自殺未遂患者の落下死体。肉親である彼女の元に、連絡が届いているのは当然だった。もしかして、すでに葬儀を済ませている可能性もある。僕は、彼女の怒りに気け圧おされながらも、胸元から封筒を取り出した。前払いでもらっていた依頼料だ。

「これはお返しします。依頼は達成できませんでした。誠に申し訳ありませんが」

「申し訳ない？　申し訳ないですって。ふざけないでください、そんなの言い訳になりません。こんな……こんな結果になるのなら、あなた達になんて頼みませんでした」

　和枝はさらに怒りを込めて叫ぶ。僕は大人しく頭を下げた。

「本当に、申し訳ありません。あなたがお姉さんに何をしたかに拘わらず、この結果にはお悔やみ申し上げます。ただ、所長から伝言を」

　首筋を汗が滝のように伝い落ちる。伝言を反芻する度、本当にこれを伝えなければならないのかと、眩暈を覚えた。子供じみた恐怖が胸を打つが、逃のがれる術すべは無い。ここで逃げたとしても、どうせ後々、事態は悪化するだろう。

　毒を食らわば、皿までだ。

「『お姉さんを愛していた。お姉さんが欲しかった。お姉さんが大切だった。君の気持ちはわかるよ。けれどね』」

　チョコレートの潰れる音が脳裏で響く。

　溶けた板チョコは、腹からはみ出した内臓に似ている。




「『飛びたい人は、飛ばせてあげるべきだ』」




　和枝は何も言い返さないまま、目を見開いた。僕は人形のように動かない彼女に一礼し、歩き出した。その瞬間、背筋が総毛立ち、本能的に振り向いた。真っ白な姿が、腕の中に飛び込んでくる。腹に衝撃が走り、猛烈な痛みと熱が駆け抜けた。焼けた道路に血の滴が落ち、蒸発する。恐る恐る視線を下げると、分厚いナイフの刃が僕の腹に沈んでいた。和枝は甲かん高だかい声をあげて笑っている。彼女がナイフを押し込む度、嫌な音をたてて、刃先が肉に捻じ込まれていく。

　痛い、とても痛い。

　だが、それよりも、ナイフが腹に刺さっていると言う事実が信じられなかった。彼女の凶暴性は理解しているつもりだったが、ここまでとは予想外だった。よりによって、ナイフを使うとは。彼女の姉を殺した時のように、頭を殴打してきてもいい。女性らしくスタンガンを使用してきてもいい。だが、よりによって腹を刺すとは。




　何故、腹を抉るんだ。




　腹の中で意識したくないものが蠢く。刺されたところを中心に、激痛とは一線を画かくす、生理的な鈍どん痛つうが広がっていく。和枝の笑顔が歪み、恐怖の表情に切り替わる。




　そこでバツンと、僕の意識は途切れた。
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　パッキン。

　軽い音と共に目が覚めた。真っ白な天てん井じようが視界に広がっている。薬臭い空気の中に、チョコレートの芳ほう香こうが混ざっていた。

どうやら、僕は地獄の果てまで逃げても、この匂いからは逃れられないらしい。

「山下和枝が死んだよ」

　声を聞き、横を向くと繭墨が座っていた。喪服のような黒いドレスを身にまとい、チョコレートを齧っている。その姿とは裏腹に、口調は、昨日の天気を語るように軽い。

「死んだ………どういうことですか？」

「そのままの意味だよ。彼女は死んだ。自力で事務所に帰り着いた君が、救急車を呼んで気絶した後にね。両腕を失っていた山下和枝は、大量出血にも拘わらず生き残ったが、病院の屋上から、昏こん睡すい状態のまま突き落とされて死亡したよ。彼女の姉と同じようにね。新聞見るかい？」

　言葉と共に、手渡された紙面を見る。病院に侵入し、患者を殺害したという男の顔写真が載っていた。以前見たときより、はるかに若々しい顔立ちが僕を見返す。

　杉田智之。

「人を呪わば穴二つ。眠っている間に人を殺すから、こんなことになるのさ。全く持って無残だねぇ」

　繭墨は軽く言い、チョコレートを齧った。紙面を握り潰して、僕は尋ねる。

「……あなたが焚たきつけたんですか？」

「うん？」

　脳裏で、あの日見た杉田の姿が再生される。彼は執しつ拗ようにストーカー行為を繰り返しながらも、最後の一線を超える度胸は無かった。そのはずが、踏み越えたというのなら。

　誰が、その背中を押したのか。

「彼に、事件の真相を教えたんじゃないですか？」

　パッ、キン。

　軽やかな音と共に、チョコレートが折れた。よく冷えたそれを嚙み、繭墨は言う。

「聞かれれば、ボクは答えるさ。それが、どんなにくだらない質問だったとしてもね」

　冷えたチョコレートはチョコレートでしかない。血濡れた胎盤に見えたのが、噓のようだ。けれども、吐き気を覚える事実は変わらない。

「ボクは焚きつけたりしないよ。人を殺すも殺さないも、全ては本人の自由なんだから」




　屋上から飛び降りることと、同じようにね。




　僕はゆっくりと起き上がった。すでに痛みは無い。服をめくると、ナイフで刺されたにしては、異様に小さな傷口が見えた。

「もう起き上がれるのかい。それはよかった」

「……繭さん。もう一つ聞いてもいいですか？」

「いいとも、いいとも。何度も繰り返すのが腹だたしい話ではあるけれどね。質問では怒らないし、めんどうくさがりもしないよボクは」

　僕は一度唇を嚙みしめた。尋ねるべきかどうか迷い、結局口にする。

「あなたは殺人犯の依頼を受けてもいいと言った。それなのに、何故こんな結果を招いたんですか。非道ですが、依頼通りにことを運んでもよかったはずだ。それなのに」

「わからないかなぁ。依頼自体が、どうでもよかったんだよ」

　あっさりと繭墨は答えた。良心の呵か責しやくなどなく、続ける。

「それが面白そうならば、殺人犯の依頼でもボクは受けるよ。ただ、今回は別さ。彼女の依頼はどうでもいい、ボクはちょっとした興味を惹ひかれて、山下優紀子に百円玉を渡したんだ」

　それは、山下優紀子を救おうという善意でもなく。

　哀れな彼女に対する好意でもなく。

　ただ、子供じみた純粋な好奇心。




「目の前で、飛び降り自殺が見たかったんだよ」




　映像がリピートされる。目の前に自殺死体が迫り、人の体が無残に潰れる音が響いた。僕は過去にも、その音を聞いたことがある。視界が青空の屋上に切り替わった。誰かがそこに立っている。ワンピースがはためき、その人は突然、号令でも聞いたかのように走り出した。一瞬空中で静止し、重力に引かれ、地面に叩きつけられる。




　人の落ちる、音が聞こえた。




　その瞬間、僕はその映像を追い払った。思い出してはならない。呼び覚ましてはならない。腹が痛み、脂あぶら汗あせが湧き出す。忌いまわしい記憶は、そのままにしておくに限る。




　そうでなければ、腹が再び開いてしまう。




「繭さん、それともう一つ」

「うん？」

　腹の鈍痛に耐えながら問いかけた。繭墨は穏やかな笑顔を浮かべて、僕をうながす。

　答えは薄々わかっていた。それならば、聞かなければいいのに尋ねる。

「僕が襲われるのも予想していましたか？」

「うん、していたよ。だって、そっちの方も久しぶりに見たかったしね。元気かどうか、知りたいじゃないか？」

　返答を聞いた瞬間、視界が紅く煮えた。今すぐ、目の前の少女を殴り倒したい。だが、そんなことをしても何の意味も無かった。繭墨は、頰の骨が砕けたとしても、何事も無かったかのようにチョコレートを齧るに決まっている。僕は両手を強く握りしめた。

「ああ、最後に一つ」

　僕の葛かつ藤とうを知っているのかいないのか、繭墨は付け加えた。




「君が、『腹に孕はらんでいるもの』は無事だよ」




　今度こそ限界だった。繭墨の顔に発ほつ作さ的てきに拳を叩き込む。だが、なけなしの理性を働かせ、壁に目標を転換した。盛大な音と共に、指の骨が軋きしむ。激痛からして折れたかもしれないが、それが煮えたぎった頭をぎりぎりで鎮めてくれた。繭墨は、涼しげな顔でチョコレートを食べている。僕は嚙みしめた歯の間から、無理やり声を絞り出した。

「繭さん」

「なんだい？」




「いっぺん死んでください」




　時が来たらそうするよ。

　そう答え、繭墨は食べるかい？　とチョコレートを差し出してきた。

「いりません」

　僕は即答し、彼女から視線を逸そらせた。病室の窓から見える空は、相変わらず青く澄すんでいる。それは、あの日、ビルの谷底から見上げたそれと、同じ色だ。

　無性に、煙草が吸いたかった。
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　……………あれ？




　ふと気が付くと、手の中に新しい百円玉があった。

　これは私の持ち物ではない。一体、誰がくれたんだろう？




　指先に傷一つない硬貨がある。誰がくれたのかはわからないが、使ってしまってもいいんだろうか。喉の渇きはあまりにひどく、もう耐えられそうにない。私は、自動販売機に百円玉を押し込んだ。軽い音と共に硬貨が落ち、在庫を示す紅ランプが一斉に点灯する。

　当然の反応だ。

　そのはずが、何故か異様に感慨深い。

　悩んだ末、私はダイエットコーラを選んだ。もうカロリーを気にする必要はないのだが、普通のコーラより甘さが控えめなところが好きなのだ。プルトップを引き上げると、涼しげな音をたてて泡が沸わきたつ。唇をつけると、はっとするほどの冷たさと安っぽい甘みが舌を刺した。一気に傾けると、喉を心地よい刺激が落ちていく。その時、空が目に入った。




　一面の青色を背景にして、誰かが立っている。




　いつも、何度となく見上げて来たその姿。今までぼんやりとした影でしかなかったそれが、突然、はっきりと像を結んだ。その誰かは、妹とおそろいの白いワンピースを着ている。風に遊ぶ裾が、まるで雲の代わりのように見えた。白は、私が好きな色だ。いつも妹が真ま似ねをしてくることを不快に感じていた。こうして見るとやはり私の方がよく似合っている。




　────────ああ、あれは、私だ。




　そう気づいた瞬間、天地が入れ替わった。激しい風が頰を撫でる。私は、屋上から自動販売機を見つめていた。今、そこには誰もいない。ただ、誰かが落としたコーラの染みが広がっていた。ビル底から見上げていた場所は、とても広い。ずっと焦がれていた場所は、青く、清せい浄じようで、限りなかった。永遠と、それこそ無限に近い間、憧あこがれていた青空を眺めながら、私は一歩を踏み出す。




　待ち望んでいた、落下感。




　こうして、私は、生まれて初めて死ねたのだ。









StoryⅡ






　耳元で、女が笑っている。




　夜になり、またあの声が聞こえてきた。ぎちりと隙すき間まなく詰まった闇やみに、絶叫じみた笑い声が響く。心しん臓ぞう発ほつ作さを起こす直前のように、胸が締しめつけられるのを覚えた。あの女が笑っている。布団ふとんに潜ろうが、耳を塞ふさごうが、声は聞こえてくる。耐えきれなくなり、頭を壁へ叩たたきつけた。鼻血が流れ畳たたみへと零こぼれる。皴しわだらけの手を濡ぬらす紅あかは、経けい血けつのようだ。あるいは、あの女が子を産んだ時、どろりと畳に広がった紅い……そう思うと同時に、子供の笑い声が響いた。鈴を鳴らすような甲かん高だかい笑い声。さらに頭を叩きつける。家人の悲鳴が聞こえる。もっと叫んでくれ。この声を打ち消してくれ。だが、笑い声の鮮明さに変化はない。どれだけ頭ず蓋がい骨こつをへこませようと、この声は明け方まで続くのだ。




　耳元で、女が笑っている。

　女と、子供が嗤わらっている。




　助けてくれ。助けてくれ。助けてくれ助けてくれ助けてくれたすけて。

　このままでは、狂ってしまう。
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「それで、ボクに助けを求めたというのかい、この恥知らず」

　言葉とは裏腹に、繭まゆ墨ずみの顔に怒りはなく、口調も台本を読むように単調だ。僕は、彼女の背後に控ひかえたまま、眼前の光景を半眼で見つめていた。無む駄だに広い座ざ敷しきで繰り広げられる光景は、まるで芝居のように現実味がない。繭墨の前で老人が土下座をしている。ゴシックロリータに身を包んだ少女は、まるで女王のように彼を睥へい睨げいしていた。

　視線を移すと、無彩色に染め上げられた庭が見える。

　灰色の空から、雪が降り続いていた。

「ボクの祖母に、君が何を言ったのか忘れたのかなぁ？　繭墨家の女を、狐きつね憑つきと罵ののしったのは、後にも先にも君だけさ。魔女や鬼と言われることはよくあるけれどね。繭墨の家は、君の罵りを忘れない。それは相当なものだったんだから」

　老人は何も言わない。繭墨の爪が、ふけの浮いた白髪しらがを撫なでる。

「何とか言ったらどうかなぁ？」

「………お助けくだされ」

「それで？」

「お助けくだされ。お願いします。お願い、致します………」

　老人は、畳に額ひたいを擦すりつける。繭墨は、足を上げることでそれに応えた。黒いドレスから露あらわになった足が、餅もちのようにたるんだ丸い背中を踏ふみつける。苦く悶もんの声が上がるが、繭墨は下を見ようともしない。ぎちぎちと音を立て、老人の背骨が細い足の下で軋きしむ。僕はその様子を見ながら、本日何度目かの溜ため息いきを吐ついた。




　寒いから、早く終わらせて欲しい。
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「しゃれこうべは、何な故ぜ笑うんだろうねぇ？」

「………はい？」

　できあがったガトーショコラを運びながら、僕は尋たずねた。繭墨は、ドレスに白衣という姿で、ソファーに転がっている。下を向くと、初めて作った菓子は焦こげていた。料理は得意だが、嫌々作ったらこのザマだ。後悔しつつもヤケクソで切り分ける。繭墨が、気き紛まぐれで購入したオーブンの実験結果だった。命令という名のリクエストは、正直嫌がらせとしか思えない。多分彼女は、僕の胃を潰かい瘍ようで全滅させる気なのだろう。

「焼きあがりましたよ、繭さん」

「やあ、ご苦労。ご苦労。待ちわびたよボクは……うん、不ま味ずいね」

　予想通りの第一声だった。そのわりに、繭墨は勢いよくたいらげていく。

「死者が笑うらしいんだよ。それも毎晩毎晩。耳元で大爆笑らしい。ああ、嫌だねぇ。人の笑い声なんて、相手に好意を持っていないかぎり、獣けものの鳴き声のように不快だよ。耳元で続いたら、それは死にたくもなるだろうさ。ホットチョコレートは、そっちのポットだよ。砂糖は二振りで」

「はい、どうぞ。少しは控えないと、いつか糖尿病で死にますよ。それと、そのガトーショコラ。美う味まくないのは、わかってますから、食べなくてもいいです」

「チョコレートの無い人生なんて、エンジントラブルを起こした潜せん水すい艦かんの中より不快だね。いやいやいや、小お田だ桐ぎり君。作って欲しいと頼んでおいて、不味いからいらないなんて。そんな非道ボクはしないよ。ケーキを頼んで毒が出てきたのなら、料理人の責任だけれど。ケーキを作ろうとして毒ができたのなら、頼んだ人間は、ケーキとして食べてあげるのが情なさけというものさ」

　毒とまで評されるほどひどくは無い。

　はずだ。

　確かめようと手を伸ばすが、最後の一切れは繭墨の口の中に消えた。

「ごちそうさま。さて、小田桐君。さっき言った通りだよ。死者が毎晩。時には昼にも。耳元で笑ってきて、うっとうしいことこのうえないから、助けて欲しいそうだ」

「………はい、それは先ほどうかがいました。ですが、何故、そんな事態に？」

「さぁ、そこまでは知らないよ。ただ、聞こえてくるのは、死んだ奥さんと子供の声だそうだ。相当怯おびえていたからね。きっと、何か身に覚えがあるんだろう」

　にやり、繭墨は笑った。

　相変わらず、嫌な笑みを見せる。

「ただ、面白いのはね小田桐君。そんなことじゃないんだ。死者が生者の枕元で何か言うなんて日にち常じよう茶さ飯はん事じだよ。夢枕に立つっていう言葉があるほどだしね。そんな事例には、正直、飽あき飽あきしている。ただね、今回は、少し変わった要素が二つあるんだ」

　すっと繭墨は指を立てた。黒いマニキュアで彩いろどられた爪に、白い蝶ちようが踊っている。

「声が聞こえるようになったのは、大体一カ月前。奥さんと子供が死んだのは一年前」

「………ブランクが？」

「そう、空白があるんだよ。さらに言うなら、聞こえるのは左耳だけで。右耳には聞こえない。そしてね、小田桐君。ここが一番面白い点なんだけどね」

　にっと釣り上がった口から犬けん歯しが覗のぞいた。嫌な予感が背筋を這はう。この少女が娯楽の対象とするものからは、たいてい血の匂いがするのだ。

「一カ月前、依頼主は、左耳を犬に食いちぎられたそうだ」

　これは、一体どういうことだろうねぇ。

　くつくつと笑い声が響ひびいた。

　犬の胃で消化されたはずの肉に、死者の笑い声が届く。

　また、悪趣味な依頼を引き当てたらしい。いかにも繭墨好みだ。どうせ巻き込まれるのだろうと僕は覚悟を決める。だが、当の繭墨は、不意に笑いを途切れさせた。

「それでね。小田桐君。数少ない依頼だし、引き受けたいと思うんだけど、一つ問題があるんだよ」

「……何ですか。今すぐ受ければいいじゃないですか。誰だれも止めませんよ」

　止めても無駄ですし。

　言げん外がいに含ませてそう言うが、繭墨は深しん刻こくげに眉まゆをしかめた。

「それがねぇ、依頼主と、ボクは……正確には、ボクの家族は知り合いでね。受けると色々と実家の方に角かどが立ちそうなんだよ」

　どうせ繭墨は、僕の意見など聞きはしないのだ。聞き流すつもりだったが、思わず目を見開く。背筋を、冷や汗が伝い落ちた。

　繭墨の実家。それは、まずい。

「………それは、きつくないですか。いえ、実家の方は詳しく知りませんけど。もしかして、また」

「うぅん、そんなにきつい事態でもないんだけどねぇ……あっ、そうか。安心したまえ。『彼』なら相変わらず雲くも隠がくれしたままさ。ボクの実家は、別に人じん外がい魔ま境きようじゃないよ。例外は、『彼』とボクだけだから」

　繭墨はなだめるように手を振るが、僕としては、全く安心できない。腹がじわりと痛む。内側から腹を蹴けられたので、繭墨に気づかれないよう強く殴なぐりつけた。形を取りかけていた肉にく塊かいが、じわりと内臓の間に沈んでいくのがわかる。

　忌いま忌いましい。

「一応相手も泣きながら頼んでいることだしね……お婆ばあさまもお亡くなりになってずいぶん経たつし、これが初代様絡がらみのことだったら、絶対に許されないだろうけれどね。まあ、お婆様だし、いいだろう。一応、ボク個人として対するのではなく、繭墨家としての道理を通せば大丈夫かな」

　繭墨は勢いよく起き上がった。手を差し出されたので、携帯電話を渡す。繭墨のそれは、チョコレート色にも見える深い紅色をしている。番号を押しながら、彼女は続けた。

「というわけで、小田桐君」

「はい」

「ヒかないように頼むよ」

　その時は、何のことかわからなかったが。

　三日後、理解することとなった。
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「だからって、あれはないでしょう。繭さん。一体どんなプレイですか」

「品のない言い方はよしてくれるかなぁ。ボクだって、あんな踏ふみ心地ごこちの悪い背中、踏みたくなどないよ」

　つまり、踏み心地がよければ踏むのか。

　頷うなずかれても困るので、あえて深くは問わない。

　今の繭墨は、裸足はだしをしどけなく投げ出していた。老人を踏みつけた際のストッキングは、ゴミ箱に捨ててある。畳とクラシックなゴシックロリータ姿の組み合わせは、壮絶な違和感があった。用意された客間は、二人で泊まるには十分過ぎるほど広く、老舗しにせ旅りよ館かんにでも来たのかと錯さつ覚かくしそうになる。だが、繭墨に落ち着く気はないようだった。

「とりあえず小田桐君、こうして、依頼は受けたわけだけどね。まず挨あい拶さつに行こうか」

「はあ、挨拶ですか。それより、繭さん。一体、彼と繭さんのお婆さんの間に、何があったんですか？　狐憑き……なんて単語が聞こえましたが」

「何、大したことじゃないさ。彼の伯お父じが、昔ちょっとしたことで、焼しよう身しん自じ殺さつをとげてね。ボクのお婆様が関わっていたから。チョコレートボンボンを一つ頼むよ」

　ずいぶん大した事な気がするが、繭墨にとっては、言葉通り些さ細さいな出来事でしかないらしい。チョコレートボンボンを舌先で潰つぶす姿に、気に病やむ様子は微み塵じんも無かった。

「それじゃあ、行こうか」

　立ち上がった繭墨に続いて歩き出す。まず家人に挨拶に行くのかと思ったが、違うらしい。繭墨は玄げん関かんへ戻り、庭へ向かった。僕はいぶかしみながらも、サクサクと雪を踏み後に続く。足元が砕くだける心地よい感触と共に、寒さが身に染みる。庭は、灰色と白に染め上げられている。美しい光景だが、肺の中まで冷気で痺しびれ、痛む。

「すみません。繭さん。何で庭に出るんですか？」

「だから、挨拶に行くんだよ。まず一番初めに、挨拶すべき人がいるからね」

　目の前を行く繭墨は、いつも通り紅い唐から傘かさを差している。降り積もる白の中で、鮮あざややかな色が目を焼いた。鮮せん烈れつなコントラストは、否いや応おうなく血を連想させる。

　嫌な予感がした。

　巨大な松の木の下に差しかかると、繭墨は足を止めた。おそらく、一番の見所なのだろう。広大な庭園の中、最も目立つ位置に、松は植えられている。うっとりと、まるで夢見るような瞳ひとみで、繭墨は木の枝を見上げた。




　──────パチリ

　──────ギィィッ




　傘が閉じるのと枝が軋むのは、ほぼ同時だった。だが、現実の枝は動いていない。目の前に、ズッと、音もなく四本の足がぶら下がった。青ざめたそれを追い、僕は視線を上げた。ぽたりと、土の上に糞ふん尿にようが垂たれる。伸びきり、充血した首が、ゆらゆらと揺れた。その先の頭部が重そうに傾かたむいている。よく冷えているせいか、人間の肉とは、とても思えない。

　硬く冷えた死肉を見て、重そうだと思う。

　それしか思わない自分を、嫌になる。

　手が自然に煙草たばこを求めて動いた。それを握にぎりしめて尋ねる。

「………繭さん、これは何ですか？」

「見ての通りだよ。小田桐君。なかなか、珍しいものだろう？」

　死体から飛び出た眼がん球きゆうは、苦悶の表情のまま固まっている。突き出した舌は青く充血し、別の生き物が喉のどから這い出そうとしているかのようだ。膨ふくれた顔には雪が降り積もり、服から伸びきった手足は、ギシギシと小こ刻きざみに揺れている。その横には、一回り小さな姿もあるが、直視することを、あえて僕は避さけた。

　無理やり吊つるされた子供の死体など、さすがに見たくは無い。

　その苦悶の表情など。

「……自殺、だったんですか？」

「さらに言うなら、無む理り心しん中じゆうだね。見たまえ、この子。かわいそうだろう。自分が死んだことさえ理解できていないような顔をしているじゃないか。こちらはあの老人、嵯さ峨が雄ゆう二じ郎ろうの二人目の奥おく方がた、朝あさ子こさんと、秋あきちゃんだよ。一人目の奥方は、病気で亡くなられたそうだ。今の三人目は、この人が死んだ直後、籍せきに入っている」















　もう一度、唐傘を差し直し、繭墨は笑う。

　囁ささやくような声こわ音ねは、いっそ甘く耳に届いた。




「これは、恨うらまれたと思うよねぇ。現にこうして怨うらんでいるのだから」




　──────ギィィッ

　──────ギィィッ




　死体は静かに揺れ続ける。だが、繭墨が傘を回すと同時に搔かき消きえた。

　後には、何も残らない。ただ、雪が降り積もっているだけだ。松は静せい寂じやくの中、何事もなかったかのように佇たたずんでいる。

「さあ、行こうか。まぁ、挨拶と言ったけれどね。正確に言うとお参まいりだよ。ただ単に、君に彼らを見せたかっただけさ。あの座敷からは、この光景が見えたからね。けれども、ここにあるのは、過去の映像だ。『染み』のようなものだよ。実は、あまり意味なんて無い」

　紅い唐傘がくるくると回る。それだけが、生々しい惨劇の痕こん跡せきのようだ。歌うように、彼女は続ける。

「ああ、笑い声はどこからしているんだろうねぇ」

　アンタの喉からじゃないのか。

　言いかけて、僕は無理やり言葉を飲み込んだ。

　先を行く繭墨は、振り返りもしない。けれども、不意に何かに気づいたかのように立ち止まった。

「おやぁ？」

　僕も傘の向こう側を覗き込む。雪ゆき除よけか、頭から合カツ羽パをかぶった誰かがいた。骨の目立つ瘦やせた顔が、ゴミ袋を連想させる黒ビニールの隙間から覗いている。長い前髪が絡まり顔を隠しているが、よく見ればその顔立ちは人形のように整っていた。

　だが、そんなことはどうでもいい。

「こんにちは」

　微笑ほほえみ、礼をする十六歳程の少年。

　その手には、鴉からすの死体があった。
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「趣味なんです」

　コトリと温かな緑茶を出される。冷えきった体にはありがたい。だが、鴉の死体が脳のう裏りをよぎり、思わず手をつけるのをためらう。

　庭の片かた隅すみにある離れは、一転して洋風な造りだった。暖房の効きいた部屋にはフローリングが敷かれ、隅には折り畳み式ベッドと机がある。

　そして、棚一面に、骨こつ格かく標ひよう本ほんが並んでいた。

　モグラや魚等。わずかに変色した骨が並んでいる。頭上では鴉が羽を広げ、犬の頭蓋骨が鈍にぶく光っていた。

「見事なものだねぇ。自分で作ったのかい」

「はい、そうです。素人しろうとづくりですけどね、やってみると簡単なんですよ。できるだけ内臓や皮ひ膚ふを取り除いた後に、骨を切り分けて埋めるのがコツです。単純な方法ですけど、時間さえあれば綺麗な骨が取れるんです。あまり早く取り出すと、中身が出てきてひどい目にあうんですけど……魚なんかは、ホルマリン漬けにするのもいいんですよ。生きたまま固定すると、綺麗な標本になりますから」

　少年は、ほがらかに笑っている。身だしなみを放ほう棄きしたような外見に反し、人付き合いは悪くないらしい。何やら盛り上がっている二人を無視して、僕は湯ゆ吞のみを見つめた。

「あぁ、小田桐さん。どうぞご遠慮なく。大丈夫ですよ。手は洗っていますから」

「いえ、喉が渇かわいていないだけですので、僕のことはお気づかいなく」

「はははは、正直に言ってくださいよ。死体を触った手で茶を淹いれられるのは、ちょっとなっていう気持ちはわかります。それでも一応もてなすのはこっちの義務ですから」

　少年はにやにやと笑っている。繭墨に対する時より、僕への口調が軽いのは舐なめられているのかもしれない。面倒になり、僕は湯吞みを手に取った。熱い液体が凍こおった喉を焼く。一気飲みすると、彼は軽く目を見開いた。

「へぇ、意外と好戦的な人ですね。あっ、小田桐さん。俺おれに丁てい寧ねいな喋しやべり方かたはしないでもいいですから。ですますとか、僕とか、小田桐さん、あんまり似合ってないように見えますし。何となくなんですけど、もしかして無理してませんか？」

　僕は思わず息を飲んだ。軽く答えればいいはずなのだが、言葉が出てこない。

　かつて、繭墨に全く同じことを言われたことがある。

『僕、か…………ねぇ、小田桐君。今の君にそれは似合っていないと思うよ？』

　唐傘を回しながら、彼女はぼんやりと言った。それに対して、僕はどう答えたのだろうか。思わず口をつぐむと、繭墨は笑った。珍しく空気を呼んだのか、少年に話しかける。

「さて、いやいや、勉強になったよ。ありがとう。君は……嵯さ峨が雄ゆう介すけ君だよね。聞きたいことがあるんだけれど、いいかな？」

「はい……親父の耳のことですか？」

「おや、驚かないんだね。自分で言うのも何だけれど、ボクらはかなりの不審人物だと思うんだけれど？　父上に何か聞いているのかい？」

　正確には、怪しいのは繭墨だけだと僕は言いたい。

　その問いに、雄介は素直に頷いた。

「聞いてますよ。繭墨家のご令嬢が来るって朝から大騒ぎでした……何でも、不思議な力をお持ちだとか？　死者の姿を見たり、声を聞いたり……人に呪のろいをかけたり、解いたりすることもできるって話ですけど、シャーマンか何かですかね？　ふふっ、親父は怯えてたでしょう？　どうせ、アイツは自分が呪われているとでも思ってるんですよ。知ってますか？　あなた達に対する悪口を、アイツは昔、俺に散々話してたってのに」

「まあね、ボクは狐憑きだそうだから」

　繭墨家は人外魔境ではないというが、雄介の口ぶりからすると、どうやらそうでもないらしい。目を細める僕を無視し、繭墨はくすくすと笑った。

「あなたのお婆さんの話は俺も聞いてますよ？　確か、親父の伯父の娘が、突然自殺をした後のことですよね。親戚に病死が相次ぎ怪異が連発した。それで、あなたのお婆さんが依頼され、解決にやって来た……結果、怪異は収まったものの、親父の伯父は、自分自身に火を点つけて焼け死んだ……そして、あなたのお婆さんは、こう言った」

　雄介は、そこで口元を歪ゆがめた。

　まるで、愉ゆ快かいでしかたがないとでも言うかのように。

「『実の娘の腕なんて焼き続けるから、火に焼かれるはめになるんだよ』」

　人を呪わば、穴二つ。

『眠っている間に人を殺すから、そんなことになるのさ』

　僕の脳裏に、かつて聞いた台詞せりふが蘇よみがえる。茶の苦味が、急に増した気がした。

「ハハハッ、いっそ。親父のことも焼き殺してくださいよ」

　冗談めかした口調で雄介は言う。だが、その目に宿る光はどこまでも真剣だ。口元に笑みを浮かべながらも、彼は繭墨のことをうかがっている。

　彼女の価値を、値踏みする目だった。

「ご期待に応えたいところだけれどね。依頼は先着順なんだ。お断りするよ」

「それは残念です。いやー運が無い」

「巡り合わせも運のうちだからね。ボクも残念だよ」

　さらりと繭墨は答え、携帯用のチョコレートを口に運んだ。紅い唇くちびるが、冷えたそれを嚙かみ潰つぶす。ガギリと骨を嚙むような音が響いた。

「君は、お父上が怨まれていると思うのかい？」

　繭墨が問いかける。僕の脳裏に、ぶらりと揺れる首吊り死体が浮かんだ。

　怨うらみ辛つらみが溢あふれ出でた、凄せい惨さんな現場。

　返事は一瞬だった。

「ええ、怨まれてますよ？　あの男は、呪い殺されるべきです。今頃、怖くてしかたがないんじゃないですか？　自分がやったことを考えれば、それも当然ですけど」

　嫌悪の滲にじんだ台詞だった。吐はき捨すてるように雄介は続ける。

「朝子さんは悪い人じゃなかった。若い身で不安だったのに、俺と仲良くなろうと、精一杯がんばってくれたんです。秋もかわいい盛りでしたよ……あの子が死ぬ理由なんて無かった。全てあの野郎のせいです。親父は生きていていい人間じゃない」

　それからの話は、長いわりに単純だった。ある男の最悪な人じん生せい譚たんだ。

　雄介の父親の嵯峨雄二郎。彼がどれだけひどい人間だったのかについて、雄介は長々と語った。雄介の母親である一番目の妻も、雄二郎に殺されたようなものだったという。元々体が弱かったところに、心労が重なり倒れたのだ。それから、雄二郎は懲こりもせず、金に物を言わせ、若い朝子を強ごう引いんに妻にした。その果ての暴力。飲酒。愛人との放ほう蕩とう。結果、追いつめられた朝子が、秋を連れて首を吊ったこと。

　どこかで聞いたような話のオンパレードだ。けれども、そのありふれた悲劇は、当人達にとって、決してありふれたものでは済まなかっただろう。

　幼い娘を連れ、首を吊るほどに。

「耳元で笑い声を上げられるくらい当然の罰です。奴はもっとひどい目にあうべきだ」

　笑う雄介の瞳どう孔こうは開いていた。

　僕は知っている。

　何かに病んでいる人間は、こんな目をしている。

「けれども、君のお父上は、大分追いつめられているようだよ。あれほど蔑さげすんでいた、繭墨家の娘にすがるほどにね。このまま彼が狂ってしまったら、君はどうするんだい？」

　雄介は唇を吊り上げる。

　剝むき出だしになった歯は、飾られた標本によく似ていた。




「笑いますよ。狂ったアイツの耳元でね」
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「狂ってますね」

「何がだい？　小田桐君」

「さっきの、嵯峨雄介の様子ですよ」

「いや、そうでもないよ。あれくらいなら、理解の範はん疇ちゆうだ。『嫌いな人間』に『不幸になれ』と思うのは、ある意味、最も健全な反応だからね」

　繭墨はチョコトリュフをほおばった。雄介と別れた後、部屋で夕食を取ったが、彼女は手をつけなかった。風呂も済ませたというのに、休む間もなく菓子をつまんでいる。

「理由なく人を殺せるくらいでないと、狂っているうちには入らないさ」

　その通りかもしれない。夢想するだけならば、罪にはならない。現に今の僕も、自宅にとって帰り、風呂に浸かることを考えている。脳裏に浮かぶ死者の姿から、できるだけ遠く離れたかった。

「ここのお風呂も気持ちよかったと思うんだけどねぇ。檜ひのき風ぶ呂ろは嫌いかい？」

「繭さん、人の思ってることを推測するのは止やめてもらえませんか？」

「うぅん、何故君が、君の住処すみかにそこまで価値を置くのか、ボクにはわからないなぁ」

　人の話を聞かず、繭墨はごろりと寝転がった。白い太ももが剝き出しになるが、気にする様子はない。

「ボクから離れたいのなら、列車にでも飛び乗れば済むことじゃないか」

　それができれば苦労はない。腹に何もいなければ、とっくの昔にそうしている。

　できはしないから、ここにいるのだ。

「さて、夜が来る。夜が来るよ小田桐君」

　歌うように繭墨は言い、弾はずみをつけ立ち上がった。嬉うれしそうに天てん井じようを仰あおぐ。

「死者の声に怯える狂いぶり、見せてもらおうじゃないか」

　何を想像しているのか、彼女の口元に微笑みが浮かぶ。

　その無邪気さに、吐き気を覚えた。
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　男の悲鳴が闇を裂いた。




　同時に、僕は布団を蹴り飛ばした。浅い眠りから覚かく醒せいし立ち上がる。念のため、スーツのまま眠っていたのが幸さいわいした。繭墨の名を呼ぼうとしたが、彼女はすでに起きているようだ。

「聞こえたよ……なるほど、いい声だ」

　闇に目が慣れてくる。繭墨の声は明めい瞭りようで、幸いにも寝ぼけている様子はない。薄い寝ね巻まき姿に、寒くないかと声をかけようとして、思わず僕は目を見開いた。

「───はっ？」

　頭を殴られたような衝撃を受ける。繭墨は貴族の令嬢のようなネグリジェを着ていた。随ずい分ぶん寒そうな格好だが、彼女に気にする様子はない。

　だが、問題はそこではなかった。

　繭墨は、頭にポンポンのついた帽ぼう子しをかぶっていた。猫の形をしたポンポンが、つぶらな目をして跳はねている。

　なんだ、それ。

「あの、それ……繭さん、それ」

「行くよ。小田桐君」

「いや、それよりも、それ………」

「急ぎたまえ。何か大切なものを見落とすかもしれない」

　いや、多分これより面白いものは見られないと思いますよ。

　面白いというより、怖いが。

　言葉を飲み込み、僕は繭墨の後を追った。暗い廊ろう下かは、吐く息が白く浮かぶほど冷えている。苦悶の声は続く。それに、頭を打ちつけるような音が混ざった。ガンガンと硬い音に、ビシャリと濡れた音が重なる。

　血の音だ。

　狂って死んでしまえ。

　脳裏に、雄介の笑顔が浮かんだ。

「ここだよッ！」

　繭墨が勢いよく襖ふすまを開く。そこに、雄二郎がいた。寝巻き姿の老人は、ガリガリと土壁を指で引っかいている。まるでおろし金にかけるように指先が削れるが、彼に頓とん着ちやくする様子はない。零こぼれ落おちた血が、すでに畳を濡らしている。まるで壁を破ろうとするかのように、指は蠢うごめき続つづけた。

　ガリガリ、ガリガリ、ガリガリ。

「ああっ……ああっ……ああアアアアア」

　ずるずるとうずくまり、突然、雄二郎は顔を搔きむしり始めた。耳じ朶だがなく、ガーゼが当ててあるだけの左耳。かつて耳があった位置を、容よう赦しやなく傷つける。ガリガリガリガリ。肉が掘り出され、血が零れる。使用人と共に必死になって止める艶なまめかしい女性は、三番目の妻だろうか。しばらくすると、主治医らしき男性が駆け寄り、老人の腕を拘こう束そくした。

「許してくれ、許してくれぇええ。朝子。朝子おおおおお」

　老人は、それでも身を捩よじらせて叫ぶ。懇こん願がんの合間に、一瞬、別の音が混じった。

　女の、声。

　ひたすらに甲高い、笑い声だ。

　思わず、僕は振り向いた。しかし、庭は白い雪に覆おおわれているだけで応えはない。

　ほの明るく見える、真っ白な光景。

　その中央に、誰かが立っていた。開け放しになった離れから、足跡が続いている。

　雄介が、唇を吊り上げて笑っていた。

　苦しむ老人を、見物するかのように。




　─────ギィィツ




　脳裏に、首吊り死体の揺れる音が響く。

　ぐらり、視界が揺れた。まずいと思う間もなく、僕は膝ひざから崩れ落ちた。腹がゆっくりと痛み始める。外傷とは違う生理的な痛みは、本来ならば一生味わうはずのなかったものだ。

　それは、陣じん痛つうによく似ている。

　繭墨好みの依頼は、そういえば腹の中のものにとっても好みだ。あの夏、久し振りに出てきて以来、それは活性化している。もぐもぐと口を動かす音が聞こえた。中のものが何かを食っている。おそらく、人の思念や記憶を口にしているのだ。

　忌いま忌いましい。

　大人しくしろ。

　腹を抱えながら、僕は倒れ伏す。硬い床は、まるで氷のようだ。

　とても、冷たい。




「──────小田桐君？」




　遠くで繭墨の声が聞こえた。ぼやけた姿を見ながら、僕は必死になって口を動かす。




（止めろ───アンタに、弱みは見せたくない）




　無ぶ様ざまだと、笑われた方がまだマシだ。




（もう、これ以上）




　そこでバツンと、僕の意識は途切れた。
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　ズシャ、ズシャ、ズシャ。




　雪の中、黒い獣の死体に、誰かが覆いかぶさっていた。機械的な速度でナイフが鋭い軌跡を描く。その度たびに血が吹き出し、雪を溶かした。やがて、誰かは、切り裂いた獣の腹を探り始めた。紅い臓物の中から、何かを選んで引きずり出す。まだ脈動しているそれを、丁寧に縦に割った。どろり、中身が零れ落ちる。




　ぐるり、視界が反転した。

　繭墨が傘を回した時のように、紅く溶けていく。




　少年が部屋の片隅に座り込んでいた。彼は、青白い顔をして膝を抱えている。蟬せみの鳴き声が響く。濃い陰いん影えいが、彼の顔に残る絶望を映し出していた。その掌てのひらには、何度もつねられたような青あお痣あざがある。

　三週間前に、彼の母親は死んだ。

　その日から、傷は少しずつ癒いえようとしている。

　少年の顔は凍ったままだ。その整った顔立ちは、成長しても変わりない。

　幼い頃の雄介だ。

　そこで、僕はふと思い出す。

　死んだ母親との思い出について、彼はほとんど何も語らなかった。

　不意に彼の感情が雪な崩だれ込こんできた。母親は、雄介をストレスのはけ口にしていた。彼女が死んだ安あん堵どと、父親に振り回された彼女が、最後まで愛情を注そそいでくれなかった絶望。その二つが、強く僕の胸を抉えぐる。腹の中のものが食った、生々しい感情だった。

　止めろ。見せるな。感じさせるな。

　吐き気を覚え、僕は口元を押さえた。他人の感情など、知りたくない。同情も、同調もしたくない。




　その結果は、絶対にろくなことにならないのだから。




　不意に、少年の前に誰かが立った。長い黒髪をした女性が、彼の顔を覗き込む。少年は、ゆっくりと顔を上げた。女性は緊張に強こわ張ばった面おも持もちをして、彼に問いかける。

「雄介、君よね………？」

　女性は少年と目線を合わせるため、屈かがみ込こむ。

　そして、白い手を差し出した。

「はじめまして、朝子と言います」

　少年は目を見開く。

　時間が止まる。女性は微笑みを浮かべる。

　蟬の声が聞こえる。夏の強烈な光の中、その笑みは、輝かんばかりに美しい。




　そして、彼女は数年後、首を吊るのだ。




「理解、できますか？」




　背後で誰かが言った。眼前の光景は、美しい絵のように固まっている。




「理解できますか。あなたに？」




　この絶望を。ここから始まる憎悪を。




　腹が痛む。それでも、僕は無理やり立ち上がった。胸元に手を滑り込ませるが、煙草はない。だから、ニコチンの力を借りることはできない。




　ただ、答えた。




「──────わかって、たまるか」
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「………おだ、りく……小田桐君」

　名を呼ばれて目を覚ました。溜たまっていた涙が、自然に目の端はしから零れ落ちる。気がつくと、部屋に戻っていた。動くことができず、僕は視線だけで、繭墨に状況を問いかけた。

「ああ、雄二郎は落ち着いたよ。君のことも、ついでに医者に運んでもらったんだ」

　頷きながらも、醜しゆう態たいをさらしたことが悔しかった。迷惑をかけたことが腹立たしい。無理やり起き上がろうとすると、腹に激痛が走った。頭の中を搔き乱され、思わずのけ反ぞる。さっき味わった感情が、まるで自分の物のように、脳裏を駆け巡った。

　悲しい苦しいさびしいころしてやる。

　どうしてあの人がどうして死んだころしてやるおれが。

「─────小田桐君」

　穏やかに、繭墨が言う。気がつけば、彼女はいつもの服に着替えていた。

「助けて欲しいかい？」

　繭墨は、微笑みを浮かべた。

まるで、聖母のような表情で僕のことを覗き込む。

「君が望むなら、助けてあげるよ？」

　それはひどく甘美な誘ゆう惑わくだったが、僕は頷きかけて止めた。口の筋肉が動くことに安堵しつつ、笑顔を形作る。どんなに歪いびつな表情でも、ちゃんと笑えていればいい。

「──────いりません」

　彼女には、すでに大きすぎる借りがある。現在進行形で利子は増えているのだ。これ以上の助けは、麻薬と同じだった。

　味わいすぎれば、廃人になるだろう。

「助けなんて、いりませんよ。繭さん」

　その答えに、繭墨はどこか満足そうに笑った。

「そうかい、ならば、眠りたまえ」

　優しく言われると同時に、まぶたが落ちる。苦痛が和やわらぎ、急速な眠気が僕の意識を押し流した。まるで子守り唄のような甘い声が耳に届く。




「ボクはずっと、ここにいるから」




　ああ、そうだろうな。




　どこで目覚めても、この少女だけは、僕の傍そばにいるのだろう。
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　一転して朝は静かだった。眩まぶしい朝日が降り注ぐ中、体を起こす。昨晩の苦痛は幻のように消えていた。安堵から伸びをしたところで、枕元に座った繭墨と目が合う。

　にこっと微笑まれる。

　気恥ずかしいにもほどがあった。

「朝だね、小田桐君」

「……そうですね」

　思わず顔を背そむけるが、繭墨は、何事もなかったかのように続けた。

「雄二郎の様子には驚いたね。けれども、収穫はあったよ。例の笑い声も聞けたしね」

　悲鳴に混ざる笑い声。昨夜の凄惨な光景を、僕は思い出そうと試みた。同時に、味わった感情も一緒に引っ張り出しそうになる。慌あわてて記憶をずらすと、猫型のポンポンが、ドアップで浮かんだ。

　なんだアレ。

「どうかしたのかい？　小田桐君」

「…………………いえ、特に何も」

「そうかい？　もう一度言うけれどね。質問では、怒りも面倒くさがりもしないよ、ボクは。疑問は、好きな時に好きなだけ尋ねるといい。答えたいものだけ、答えるから」

　つまり、繭墨が答えたくないことに関しては無駄なのだ。

　なんですかアレは。

　喉元まで疑問がせり上がったが、無理やり飲み込んだ。もしも答えたくないことに該当した場合、どう反応していいのかわからない。

「それより、繭さん。何かわかりましたか？　もう一日が経ちましたけれど」

「いや、色々とわかったんだけれどね。それでも、欠けている。というわけで、パーツを埋めにいこうか。小田桐君」

　繭墨は立ち上がる。腰で大きな黒リボンが揺れた。今日の姿も、まるで西洋人形のようだ。紅い唐傘を摑つかみ、彼女は言う。

「犬に、耳を食いちぎられた時のことについて」
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「ええ、あの時は大変驚きました」

　そう、雄二郎の三番目の妻、綾あや音ねは品よく言った。控ひかえ目めな化け粧しようと裏腹に、艶あでやかな美び貌ぼうと豊満な肉体に目が奪われる。わかりやすい、男好きのしそうな女だった。夫が犬に耳を食いちぎられるなど、大事件だろうに淡々としている。部屋の中で浮いている現代風の服装は、よく見れば全てブランド物だ。

　雄二郎は大丈夫かと尋ねた際、彼女は、薄っすらと笑って答えた。

　しょうがありません。あの人も、老いていますから。

　どうやら雄二郎の奇行を、彼女は痴ち呆ほうから生じたものだと思っているらしい。そのわりに、繭墨が話を求めると、大人しく応じた。主張を飲み込み、己を殺すことに長たけている。その癖、どこか人を馬鹿にした態度を崩そうとしない。

　おそらくこの女は、雄二郎がすぐに死ぬことを前提で、嫁に来たのだろう。

　後、数年の辛しん抱ぼうだと割り切っている。これなら、朝子のように首を吊ることもなさそうだった。それが正しい判断だと僕は思う。『嫌いな人間の不幸を望む』。なるほど、よっぽど健全だった。

　耐たえ忍しのんだ末に、首を吊ってしまうよりは。

「あの犬は、近所に住む田た代しろさんという方の犬だったんです。大変強暴な犬で、檻おりで飼っていたんですが、田代さんがお亡くなりになってしまい……犬だけ残されたんです。それで、遺族の方も始末におえないから、保健所を呼ぼうという話になりまして。それをうちの人が、面白そうだから一度見てみたいと……泥どろ棒ぼうよけにでも飼うつもりだったようです」

「泥棒よけ、ですか」

　僕は思わず呟つぶやいた。雄介から聞いた話だが、以前この家で飼っていた犬は、朝子に撲ぼく殺さつされている。時おり、雄二郎がけしかけて朝子の足を嚙ませていた結果だった。




　血ち塗まみれのバットを持って、朝子さんが犬小屋の前に立っていたんです。横に、犬が倒れていました。頭が割れて脳のう漿しようが、そこら中に散らばっていました。それを、朝子さんはサンダルで踏みつけていたんですよ。ぐちゃぐちゃぐちゃぐちゃ。俺が近寄ると、彼女は言ったんです。ああ、雄ちゃん。私、ついに殺してしまったわ。だって、この犬がいなければいいのにって、そう思ったんですもの。そうしたら、痛い思いが減るのにって。

　犬は、俺が撲殺したことにしましたよ。朝子さんが首を吊ったのは、それから数日後のことでした。俺はあの時、バットを借りて親父を殴り殺しに行けばよかった。今でも、そう思います。




「ええ、泥棒よけに。そして、その結果、耳を食いちぎられたんです」

　見知らぬ場所に興奮した犬が、引き綱をちぎり、覗き込んでいた雄二郎に嚙みついたのだという。そう語る綾音は、薄っすらと笑んでいた。

「その時、逃げる犬を、雄介さんが刺したんです。ポケットからバタフライナイフを取り出して。あっという間の出来事でした。犬は、それでも走って逃げて行って、結局……死体は見つからなかったんです」

「死体は、見つからなかった？」

　繭墨が尋ねる。それに、綾音は頷いた。

「ええ、見つかりませんでした。血の跡はあったんですが、どこにもいなかったんです。あの人が、笑い声が聞こえると言い出したのは、それからすぐのことです。きっと、耳を食いちぎられたショックが原因です。お医者様もそう言っていました」

　綾音は、皮肉げに口元を吊り上げた。繭墨は何かを考え込んでいる。だが、死体が見つからなかったという事実より、逃げる犬を雄介が刺した事実の方が、僕には意外だった。彼なら、父親の耳を食いちぎった犬を、心底かわいがりそうなものだ。

「わかりました。ご協力感謝します」

　そう言い、繭墨は立ち上がった。出て行こうとして、突然きびすを返す。そして、何気なくといった口調で尋ねた。

「そうそう、最後にお尋ねしたいことがあるのですが？」







「朝子さんと秋さんの死体には、首がありましたか？」
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　どろり、どろりと、血の海が広がった。




　畳から、まるで沼のように紅が湧わき出だす。繭墨のストッキングに包まれた足の下を、血は這い広がっていく。その様は鉄てつ錆さびの臭いのしないのが、不思議なほどに鮮烈だ。

　血の海に佇む、喪服のようなゴシックロリータ姿。

　紅い唐傘が、くるくると影を描く。

　繭墨の目の前には、細かく分解された死体があった。大人と子供の死体。二人分が、解体されて散らばっている。内臓が引きずり出され、パーツごとに分けられていた。よく見れば、それからは、明らかに幾いくつかの部品が欠けている。腕、足、肋ろつ骨こつ、頭など、元からなかったかのように持ち去られていた。




　──────パ、チリ




　繭墨が唐傘を閉じると、映像は消えた。

　後には、真ま新あたらしい畳が戻る。かつて客間だったという部屋は、元通りの沈黙を取り戻した。縁側に面した部屋は庭に近い。目を凝らせば、首吊り死体が見えそうだった。

「─────なる、ほどね」

「繭さん、今のは………」

「ん、過去の映像だよ。猟奇殺人があった現場しかり。凄惨な映像はその場所によく染み付いている。畳を換えた程度で消えやしないさ。だから、ちょっと引っ張り出してみたんだよ。それにしても……なかなか凄すごい光景だったねぇ」

　そのわりに、繭墨の声はあっけらかんとしている。細い指が乾いた畳を撫でた。白い指先に、じわりと紅色が滲む気がする。

　生々しい過去の映像。バラバラにされた死体。

　あれは、全て、ここで実際にあったことだ。

「発見された朝子さんと秋ちゃんは、すぐにこの座敷に運び込まれ並べられた。醜しゆう聞ぶんを恐れた雄二郎は警察も呼ばず、病院に連れて行くことすらもせず、馴な染じみの医者を呼びつけた。死亡が確認された後、それを知った雄介君は、突然、死体を解体してしまった。家人が目を離した隙にね。それは、手て馴なれたものだったそうだよ。そして、幾つかのパーツは発見されなかった」

　私もその事実は、後から聞いたんですけれど。あの子は、少し頭がおかしいみたいです。今は離れに住んでいますけれど、少し不安で。

　綾音の声が蘇る。しかし、何よりおかしいのは────。

「問いつめても、彼は何も言わなかった。雄二郎は勘かん当どうしようとしたが、雄介君は自分を追い出せば、朝子の自殺を言いふらすと明言した。ゆえに、離れでの別居生活という形を取った」

「死体のパーツは発見されなかったのに、ですね」

「そう、さらに言うならこれは死体損そん壊かいだ。それでも、雄二郎は、息子むすこを警察に突き出すことはしなかった」

　死体を解体する異常性に怯えても、死体を解体した罪を問うことはしない。世間に恥をふれまわされることを恐れたのか。一族に汚点を残したくなかったのか。だが、理由はもっと単純だろう。

　朝子の内臓を引きずり出されても、自分の腹は痛まないからだ。

　だから、追及すらなかった。

　その考えに、反へ吐どが出る。

「ふふっ、さて、残された骨はどこに行ったんだろうねぇ」

　繭墨は立ち上がった。死体のあった場所を、黒い瞳が見つめる。

「歌うしゃれこうべか」

　彼女はそう呟いた。しゃれこうべ。髑どく髏ろ。首から切り離された骨。

　それが、歌う？

「……おや、もしかして知らないのかい、小田桐君？　有名な民話だよ。幾つかパターンはあるけれどもね。共通しているのは、髑髏が自らを殺した相手に、復ふく讐しゆうを遂とげることだ。あるしゃれこうべは、歌うことによって金を儲もうけさせてやろうと、自分を殺した男に持ちかけた。男は、喜んでしゃれこうべを持ち帰った。だが、殿様の前でしゃれこうべは歌わず、男は噓うそ吐つきとして処刑されてしまった。途と端たん、しゃれこうべは怨みが晴れたと朗ろう々ろうと歌った」

　肉が朽くちても残る、怨念と執念。

　それは、動かないはずの骨さえ動かすのだ。

「死してなお、怨みが残れば骨が歌い、笑う」

　唇を歪め、繭墨は笑った。きびすを返し、歩き出す。

「ふふっ、切り落とされた耳は、肉から離れるはずなのにねぇ……さて、行こうか小田桐君」

「どこへ行くんですか？」

「決まってるさ」

　紅い唐傘が目に染みる。パチリともう一度開いたそれを、彼女は肩に乗せた。

「しゃれこうべに会いにだよ」

　振り向かず、繭墨は歩いていく。相変わらず、白一色の庭を紅い唐傘が横切る。サクサクと小気味いい足音が響き、そして───────。




「笑い声を、聞かせてくれるかな？」




　少し驚いた後、雄介は、微笑みながら扉を開いた。
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「見つけましたよ。ご老人。あなたの頭を狂わせようとしているものの正体を」

　繭墨が勢いよく襖を開いて告げる。その後ろに僕と雄介が続いた。雄二郎は、憔しよう悴すいしきった様子で布団に横になっていたが、繭墨の姿を見て、慌てて体を起こした。

「……おっ、おお。わかりましたか」

　その声は、ひどく弱っている。すがるような口調に、僕は苦々しいものを覚えた。ちらりと雄介の持った箱を横目でうかがう。内側に新聞紙の貼はられたプラスチック製の箱だ。ガサガサと、中で小動物が動き回るような音がしている。雄二郎はそれに気づかない。

　箱を持った雄介は、歪な笑みを浮かべている。

「先に言っておくとね。ご老人。あなたの耳は、完全にこの世からなくなってはいなかったんだ。獣に食われたそれを、取り出した者がいた。保存されたそれは、あなたの元に、狂った笑い声を流し続けた。その仕組みが、これなんだよ」

　繭墨は、背後の箱を指さした。それを持った雄介が頷く。そして、薄っすらと笑みを浮かべたまま、箱の蓋ふたを開いた。

　雄二郎が息を飲む。僕は、思わず溜息を吐いた。

　ホルマリン液の詰まった瓶びんの中に、白い耳が浮いていた。嚙みちぎられた部分がふわふわと、綿わたのように揺れている。それを囲む形に、二つの髑髏が置いてあった。大きな髑髏と小さな髑髏。人間の骨格標本だ。

　雄二郎が悲鳴を上げた瞬間、それは女の声を上げて笑った。

　ケタケタと、ケタケタと。

　雄二郎の悲鳴と笑い声を遮しや断だんしようと、僕は耳を塞ぐ。

　悪趣味にも、ほどがある。
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「そうです。犬の腹を裂いたんですよ。瀕ひん死しの犬を追いかけてね。裏返して、生きたまま腹をグサァッと裂いたんです。まだ動いてる胃を開くと、胃液と血とゲロの中に、親父の耳がありました。それをすぐにホルマリン液に保存したんです。犬の死体は、土に埋めました。朝子と秋の髑髏が喋りだしたのは、それより前です。民話のようには鮮明に喋れなくって、単音を出したり、笑うことしかできないんですけど。親父に聞かせたくってしかたがなかったんですよ。でも、親父に見せて何かされても困るでしょう？　せっかく、笑ってくれるようになったってのに、かわいそうですよ。で、どうしようかって悩んでたんですけど、ちょうどよく耳が手に入ったので。いやあ、親父の狂いっぷりときたら面白くて、笑い死にしそうでした。でも、どうして気がついたんですか？」




　きょとん、と雄介は目を見開いた。

　彼の話は、長いわりに単純だった。

　彼の父親の人生譚と同じように。

　朝子と秋が死んでしまい、欲しかった骨を遺体から取り出したこと。内臓まで引きずり出したのは、肋骨や骨こつ盤ばんを内臓から剝はがして持って行きたかったからだという。また、頭蓋骨も、その場で眼球や鼻、皮膚や肉を取れるだけ取り除き、持ち去った。大仕事だったが、馴染みの使用人に、別れを告げたいからと言って場を開けてもらい、時間を稼いだのだという。その間に、彼は丁寧に骨を取り出し、持ち去った。

　保存をするために。

　大切な家族の、思い出として。

　けれども土に埋め、標本が完成した後、驚くべきことが起こった。

　髑髏が喋りだしたのだ。

　繭墨は、彼の問いに肩をすくめた。

「君が首を持ち去ったと聞けば、誰でも気がつくと思うけれどね。それと、君の棚に犬の頭蓋骨が飾ってあっただろう？　君の話だと、前飼っていた犬は、頭を叩き割られて死んでいる。それなら、その頭蓋骨は、二匹目の、死体が見つからなかった犬のものだと思ったんだよ。そして何より、昨日の夜。ボク達は、君の父上の耳にしか聞こえないはずの笑い声を耳にしている」

　昨夜の情景を僕は思い返した。悲鳴に混ざる、甲高い笑い声。振り向くと、真っ白な庭に雄介が立っていた。

　昨夜、聞こえたアレは、実際に耳に届いたものだったのだ。

「アレは、開け放しにされた離れから聞こえてきたものだったんだよ。君が扉を開けたまま、苦しむ親父殿の様子をうかがいに来た。その時に漏もれ聞きこえたものだったんだ」

「なぁるほど」

　雄介は答えに納得したのか、にやりと笑った。焦あせる様子もなく、彼はケースの中を覗き込む。まるで妹を愛めでるように、雄介は小さな髑髏を撫でた。カタカタと歯を鳴らすそれを、心の底から嬉しそうに眺める。

「それより、一つ聞きたい」

　繭墨が真剣な声で言うと、雄介は首を傾げた。

「何ですか？」

「骸がい骨こつのことはどうでもいいんだよ。喋りだすだけの怨みはあった。でもね、雄二郎の耳は別だ。普通、耳は切り取られれば、その時点でただの肉になってしまう。本体に、音を伝えるなんてありえない。それなのに、食われた耳が音を拾うのは、それが魂たましいごと保存されているからだ。ただホルマリンに漬けるだけで、できるものではないんだよ。魚の死体をいつまでも綺麗に取っておくこととは、わけが違うんだから」

　黒目が猫のように細められた。普段ふざけている口調が、明確な冷たさをまとう。

「どうやった？」

　詰きつ問もんする声に、雄介はふふっと笑った。

「それも後でお話ししますって。お二人は、これを親父に見せたいんでしょう。持って行きましょう」

「……いいのか？」

　見守るつもりだったが、思わず口を挟んでしまう。すると、雄介は肩をすくめた。

「別にいいです。そろそろ、まどろっこしくなってましたから。それはそれで、面白そうですし」

　そして、彼は歯を剝き出して笑った。

　その様は、歯を打ち鳴らして笑う髑髏のようにも見える。




『嫌いな人間に不幸になれ』と思う。




　繭さん、これが正常ですか？




　尋ねようにも、目の前の少女は口をつぐんでいた。
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「ひぃっひいっ、ひいいいいいいいいいいいいいいいいい」

　雄二郎は、布団の上を後ずさった。悲鳴を上げてひっくり返る老人に、雄介は笑顔で箱を突き出す。死肉の色をした耳がたぷんと揺れる。骸骨が声を上げて笑う。歯が打ち鳴らされる音が響く。

　甲高い女の声と、無邪気な子供の声。

「やっだなー親父。どうして怖がるんだよ」

　そして、少年の声がそこに混ざった。

「なっそ、それは何だ。一体、どうしてっ」

「何言ってんだよ。親父。朝子さんと秋だろう？　もっとよく見ろよ。ほらぁ、あんたのせいで、こんな姿になったんだからさぁ」

　ケタケタケタケタ。

　肯定するように、髑髏が笑った。雄二郎は目を見開き、さらに後ろに下がった。雄介はそれに追つい従じゆうする。箱の中の骸骨をゆっくりと持ち上げ、老人の眼前に突き出した。老人は悲鳴を上げて顔をかばうが、雄介は止めない。骸骨を老人の顔へ執しつ拗ように擦こすりつけた。

　歪な光景から、繭墨は興味を失ったかのように、視線を逸そらした。

「さて、原因はわかったね。ボクらはこれで帰るよ」

　冷たく言い放ち、きびすを返す。僕は彼女の行動に驚きながらも、後へ続いた。

「なっま、繭墨様ッ！」

　雄二郎のすがる様な声が呼ぶ。それに、繭墨は振り向くと答えた。

「ボクの依頼されたことは、笑い声の究明さ。ほら、原因は目の前にあるよ。嚙みつくわけじゃないんだ。何とかしたまえ。君ならできるだろう？」

　君には、腕があるんだから。

　骸骨ならば、動けないけれどね。

　うながされ、雄二郎の頰ほおが震えた。彼は、じっと髑髏を睨にらんだが、突然、恐れを振り切るように、雄介の腕を摑んだ。

「ゆっ雄介。そっそれをよこせ。たったった叩き割ってやるっ！」

　雄介は少しだけ驚いた顔をした。数秒、沈黙する。

　それから、あっけらかんと続けた。




「いいけどさー、親父。死ぬよ？」




　空気が、歪な音をたてた。

　悪意がゆっくりと浸透する。その息苦しさに、僕は思わず襟えり元もとを緩ゆるめた。冷や汗が背中を流れ落ちる。雄二郎は目を見開いた。

「………何、だと？」

　搾しぼり出だすような声で、彼は問いかける。

　無邪気に首を傾げ、雄介は答えた。

「親父、朝子さんと秋の髑髏を叩き割ってもいいけどさ。そうしたら、俺がアンタの頭をかち割るよ？」

「おっお前、そんなことをして、ただで」

「うん。捕まるね。でも、それがどうしたってんだよ？　アンタがどこに逃げようが、隠れようが、俺は一生かけてアンタの頭を叩き割るよ？　アンタがもう一度朝子さんと秋を殺すなら、俺はアンタを殺すよ？　俺はアンタに復讐するために、家に残ったんだけどさ。笑い声を聞かせるだけで我慢してやったんだ。俺が捕まったら、朝子さんと秋の骨を大事にしてくれる人がいなくなるだろ？　でも、それに耐えることすら嫌だってんなら、俺は、アンタを殺すよ？　絶対に絶対に、何があろうと殺すよ？」

　それは、あまりにも淡々とした口調だった。雄介は、脅おどしているわけではない。ただ、決定済みの事実を語っているだけだ。数秒後、雄二郎の全身が震え出した。皺しわ塗まみれの頰を、溢れ出した涙が濡らしていく。

　彼もきっと、理解したのだ。

　首を吊ってしまうほどに。

　どこにも、逃げ場がないという絶望を。

　その肩を、雄介は笑いながら叩いた。

「だから、親父。笑い声くらい我慢しなきゃ？」

　なっと、首を傾げ、雄介は爆笑する。

　それに骸骨の笑い声が重なる。女と子供と少年と。三つの笑い声が響く。




　まるで、三人の家族が、楽しくてしかたがないと、笑い合っているかのように。





　　　　＊　＊　＊






　繭墨と二人、雪を踏んで歩く。遠ざかる屋敷からは、笑い声と慟どう哭こくが続いていた。それを振り払うように、僕は眼前を歩く唐傘を追う。紅い唐傘に、透明な日光が反射して眩しい。白一色の庭と違い、空は青く澄んでいた。晴れ始めた空は明るい。わずかな暖かさが、凍えた肌に触れる。

　雪は、止んでいた。

　空気は、未いまだ冷たく重い。

　不意に足音が追いかけてきた。振り向くと、そこには息を切らせた雄介がいた。

「ああ、よかった。間に合った。すみません、親父、お見送りもできないで」

「別にいいよ、構わないさ」

　あの状況では、できるわけがない。それにも関わらず、雄介はもう一度礼をした。丁寧に詫わび、改めて話を切り出す。

「最後に言いたいことがあったんです。さっきは、教えることができませんでしたけど。親父の耳のことです」

　切り取られたにも関わらず、音を拾い続けた耳。

　本体と繫がっていた死肉。

　すっと繭墨は目を細めた。

「俺はその方法を、知り合いに電話で聞いたんです。髑髏を特に大事にしろっていうのも、その人が教えてくれました。朝子さんが死んだ後、骨を回収したことを話したら、それなら、って言って。怨みが詰まっているのなら、いつか歌いだすだろう。俺の復讐も歌いだすまで待つようにと。また三人で笑い合えるようになるからって。それからしばらくして、親父の耳が手に入ったんです」

「…………その人は、誰だい？」

　繭墨が問う声は、異様なほど静かだ。雄介も、つられて声を落とす。

　まるで、その名を、不用意に口にしてはいけないかのように。




「繭墨あさと」




　僕は、思わず目を見開いた。視界が殴られたように揺れ、ずきりと腹が痛む。中心から、じわじわと鈍痛が広がる。それを押さえつけながら、目の前の背中を眺めた。




「─────あなたの、兄ですよ」




　紅の唐傘に隠れた人は、何も言わない。

　溶けた雪が、どこかで崩れる音が聞こえた。









StoryⅢ






　王子に恋をした人魚姫は、魔女の家を訪れました。彼女は声と引き換えに、尾を足に変える飲み薬を受け取りました。その時、魔女は彼女に言いました。

「もし王子が他の娘と結婚するような事になれば、お前は泡となって消えてしまうよ」

　彼女はそれを承しよう諾だくし、王子の元へ向かったのです。




「……壮そう絶ぜつな純愛とも言えるけれどね、視点を変えるなら、これは契約の物語さ。薬の効果を永えい続ぞく的てきなものにするためには、『王子の愛』を得る必要がある。契約条件を果たせなかった場合、飲んだ薬は毒に変わる。つまりわかるかな、小お田だ桐ぎり君？」

　繭まゆ墨ずみは絵本から顔を上げた。魔女に似た瞳ひとみの冷たさとは裏腹に、その頰ほおはまるで火のように紅あかい。












「この話において、愛が目的である必要性は、特にないんだよ」

　例えば人魚姫の愛が偽いつわりだったとする。それでも、人間世界への憧あこがれという動機がある限り物語は成立する。『王子の愛』は手段に過ぎない、彼女が『永遠に消えない足が欲しかった』だけだとしても、粗あら筋すじは変わらない。確かに、そうかもしれない。

　だが、そんなことはどうでもいい。

「風か邪ぜひいてるんですから、馬鹿言ってないで大人しく眠っててもらえませんか？」

「こんな絵本を読んでいる時点で、ボクの退たい屈くつ具合はわかるだろう？　ボクの所有する本は、これで全部読了さ。知っているかい？　かの名探偵ホームズなんて退屈を紛まぎらわすために、コカインを愛用していたというよ。というわけで小田桐君。ボクが廃人になる前に、何か麻薬よりマシな娯楽を捜さがしてくるのが、助手の義務じゃないのかな？」

「生あい憎にくですけど、病人の世話で忙しいもので。後、都合のいい時だけ人を助手呼ばわりするの止やめてもらえませんか？」

　普段は奴ど隷れいと同等に思ってるでしょう？

　僕が笑顔で言いきると、繭墨は抗議するように足を振った。本の山が雪崩なだれを起こすが、風邪の人間に発言権はない。僕の持論からすれば、平へい穏おんな時間は地球よりも重いのだ。彼女が動けない間に、そのありがたみを強制的にわからせてやろうと決意を固める。

　まぁ、人はそれを洗脳と呼ぶだろうが。

　僕はキッチンに移動し、鍋なべを覗のぞき込こんだ。いい具合に煮えた粥かゆに、卵を溶かし入れ味見をする。半熟の卵が舌の上でほど好よくとろけた。菓子作りは苦手だが、料理なら得意だ。

　まずは、チョコレート以外の物を食べさせることから始めよう。

「繭さん、お粥できましたよ」

「いらないよ。考えてもみたまえ小田桐君。嫌いなものを弱っている時に食べられるわけがないだろう。チョコレート以外の物を摂せつ取しゆするくらいなら、ボクは死ぬね」

　なら、死ね。

　満面の笑顔で言いたいがぐっと耐たえる。睨にらみつけると、繭墨は布団ふとんにもぐった。帽ぼう子しのポンポンが揺れ、二羽のうさぎの紅い目がきらきらと光った。

　前より進化している気がする。じっと観察すると、繭墨は再び顔を出した。

「………何だい。人の顔をじっと見て。死にはしないから、放っておいてもらえるかな。弱っている時に観察されるのは落ち着かないよ。生き物の本能としてね」

「…………ああ、はい。そうします」

　思わずきびすを返してしまったが、食べさせないわけにもいかない。

　チョコレートとじにすれば、騙だまされないだろうか。

「ところで小田桐君、頼みたいことがあるんだけどね」

「はいわかりました繭さんなんですか」

　考えがバレたかと、即そつ行こうで振り向く。だが、勘が鈍にぶっているのか、繭墨は何も言わずに布団から腕を突き出した。そのまま、彼女は手に持った紙きれを振る。

「昨日、ファックスで依頼があったんだよ。女の子が一人、周辺で怪異が頻ひん発ぱつするから、守って欲しいそうだ」

「はあ……身しん辺ぺん警けい護ごですか。珍しいですね。繭さん好みの依頼でもありませんし」

「まあね、好みではないよ。けれども、一方的に突きつけられてしまったからね。しかたがないから、一応行って、話を聞いてきてくれないかな」

「別にいいですけど……いつですか」

「今日の十二時だよ」

　壁の時計を仰あおぎ見みると、すでに十二時を回っていた。額ひたいの血管がぶち切れた気がする。叩たたきつけるようにして置いた土鍋が、派手な音をたてた。




　結局平穏など、どこにもありはしないらしい。
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「立たち花ばな琴こと子こさんですね？」

　寒々しい公園に着くと、僕はベンチに座る少女に声をかけた。彼女は弾はじかれたように顔を上げ、頷うなずいた。薄茶の大きな目が見開かれ、徐じよ々じよに安あん堵どに緩ゆるんでいく。次の瞬間、そこに人ひと懐なつっこい犬を連想させる笑みが浮かんだ。

「よっ、よかった。来てくださったんですね」

　オフホワイトのセーターと細身のジーンズがよく似合っている。色素が薄いショートカットの髪からも、活発な印象を受けた。香水だろうか。甘い果物のような匂いがする。

　ひと通り観察して、予想とは違う人物像に、僕はわずかにたじろいだ。

　少女の姿に妙な陰かげりはない。脳のう裏りに純白のワンピースを着た女性や、歯を剝むき出だして笑う少年の姿が浮かんだ。繭墨の依頼主は、異常であることが普通なのだ。その中で、この少女は明らかに異分子だった。

　こんな人物が、繭墨に依頼などするはずがない。

「来ていただけないかと思っていたんです。よかった。本当に、よかったです」

「あの、すみません……立花さん。一つお聞きしてもよろしいですか？」

「あっはっ、はい。すみません。私ったらボーッとして……えっと、何でしょうか？」

「当事務所にファックスでご依頼くださいましたよね？　番号は、どこでお聞きになりましたか？」

　それも疑問だった。繭墨霊能探偵事務所は、電話帳にすら未み掲けい載さいだ。依頼主は、繭墨の知り合いか縁者の紹介で、または、導かれるようにして突然訪れるのが普通だ。そして、そのどちらにも共通点があった。怨うらまれる人間には、怨まれるだけの理由があり、巻き込まれる人間には、巻き込まれるだけの縁えんがある。だが、この少女。琴子には、それすらないように見える。どうやって繭墨の元へたどり着いたというのか。

「えっとあの、ご迷惑でしたか。あの、もしかして初めての依頼は、直接おうかがいしなければいけなかったと、か、ですか？」

「いえ、決してそういうわけではないのですが、何せ当事務所のファックス番号は、どこにも掲載しておりませんので」

「えっ………」

　琴子はきょとんと首を傾げ、不思議そうに続けた。

「だって、ネットの掲けい示じ板ばんに載のっていましたよ？」

　背筋を得体の知れない寒気が駆け下りた。顔をひきつらせながら、僕は尋たずねた。

「……ネットにですか？」

「ええ、ネットに」

　今までにない事態だった。繭墨の外見の派手さと反して、事務所はネット上で話題にのぼった試ためしがない。違和感が背筋をナメクジのように這はい上のぼる。歪いびつながらも安定していた日常に、何かが起こりかけているのを感じた。

　脳裏に過去の映像がフラッシュバックする。屋おく上じよう。青空。指先で消えていく誰だれかの姿。最後に純白の雪景色が映った。繭墨あさと。その名前を聞いても、紅い唐から傘かさを差した人は何も言わない。あれから後も、彼女は黙ったまま何も語らなかった。

　腹が、鈍く痛む。

「あの、大丈夫ですか？」

　琴子が心配そうに顔を覗き込んできた。脳裏に浮かぶ光景を振り払い、僕は答える。

「いえ、すみません。ところで、ご依頼内容は身辺警護でよろしかったですか？　周辺に怪異が頻発するとおうかがいしましたが」

　確かめると、琴子は強く唇くちびるを嚙かんだ。明るい顔だちに怯おびえがよぎる。

「はい……そうなんです。こんな話、信じていただけないかもしれません、でも」

　大きな目に涙が浮かんだ。彼女の姿に、狂気の片へん鱗りんを感じさせるものは何もない。困惑しきった表情は、偽りなく無力なものに見える。僕は、その様子を見て啞あ然ぜんとした。

　今まで、加害者しか見てこなかったせいで忘れていた。

　理不尽な状況に巻き込まれた被害者は、怯えることしかできないのだ。

「一体、どのような……」

　尋ねかけると、琴子はくしゃみをした。鼻をすすり、手をセーターの袖そでに入れる。そういえば、今日は外で喋しやべることができる気温ではなかった。

「まず、どこかに移動しませんか。このままでは、体が冷えます」

「………それが、あの」

　提案すると、琴子は引き留めるように、慌あわてて僕の腕を握にぎった。すぐに手を離し、気まずそうに身を縮ちぢめる。もしかして、信頼されていないのだろうか。安心させるため、再び声をかけようとした瞬間だった。

　彼女の顔に、びしりと罅ひびが入った。

　それは、思わずそう錯さつ覚かくするほど劇的な変化だった。彼女の顔を突然恐怖が埋め尽くした。電気でも通されたかのように、その全身が痙けい攣れんする。震える唇が開き、言葉が漏もれた。

「あ、し………」

　声にうながされ、僕は視線を下に向けた。そこに、何かがいた。

「あ、しが………」

　死肉のような白い指が、細い足首に食い込んでいた。その肌は有機的に光っている。魚と水死体を連想させる鱗の生えた白い腕が、ベンチの下から琴子の足を摑つかんでいた。

「────ッ！」

　反射的に僕はその腕を蹴けり飛とばした。靴くつ底ぞこが腕の中に柔らかく沈み、全身に鳥肌が立った。腕は鱗うろこをざわめかせながら、蛇へびのような動きでベンチの下へ消えた。

　後には、海水が零こぼれたような跡が残る。

　靴底を見ると幾いく枚まいもの鱗が貼はりついていた。一枚を採取し、ティッシュで包む。琴子は震えながら顔をおおった。ジーンズの裾すそから覗く肌には、紅い指の跡が残っている。

「…………とにかく、移動しましょう」

　彼女は唇を嚙みしめ頷いたが、足が震えて動けそうにない。怪異があった場所に留まるのは危険だ。僕は泣く彼女の肩を抱き、立ち上がらせた。

「す……すみません。わたし、私っ」

「いいんです。歩いて」

　子供をあやすようにうながし、歩みを進める。

　泣きじゃくる彼女の体から、甘い匂いが香った。
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「やあ、お帰り。早かったね」

　繭墨はチョコレートを齧かじりながら言った。机の上に、未開封の薬が転がっている。薬を飲め、菓子を食うな。暖かくして寝ていろ。思わず怒ど鳴なりかけたが、言葉を飲み込んだ。今は、小言より報告の方が先だろうと、大人しく彼女の向かいのソファーに座る。

「驚きましたよ。のんきそうな依頼人だったので、そう深刻な状況だとも思わなかったんですが……今まで見たことのない事例でした」

「ふぅん。どんなのだい？」

　言葉と裏腹に興味は薄いのか、繭墨は毛布に潜もぐった。仕方なく、僕はポンポンのうさぎを相手に喋しやべり始はじめる。

「………怪異が何の関連性もない人間に、被害を及およぼす事例です」

「そういう話はよくあるよ。ただ、ボクのところに依頼が来ないだけの話でね。死んだ人間が祟たたるのは、時に無差別だし、行き場のない怨みは、誰も彼をも食らいつくそうとする。今までの依頼の中にも、無関係の人間が巻き込まれた末、持ち込まれた事例はあったよ。ただ、依頼する人間が『完全な被害者』だったことが今までにないだけでね」

　怪異を引き寄せる人間には、必ず原因が存在する。本人が気づいているいないに拘わらず、必ず『何か』があるのだ。完かん璧ぺきな被害者など繭墨の依頼には存在しない。

「そして、これからもおそらくいないだろうね」

　にやり、繭墨は笑った。嫌な笑みを浮かべながら、暗にうながしてくる。

　その少女にもきっと何かあるよ、と。

　けれども納得はできなかった。僕が気づいていないだけかもしれないが、琴子には狂気の片鱗さえ見えなかったのだ。泣いていた彼女を疑おうとすると、罪悪感が胸を刺す。

「……怪異の内容について、お話ししたいんですが」

「ああ、構わないよ。熱があるんだ。聞き方は適当になるけれど、決して軽んじているわけじゃないからね。よろしく頼むよ」

「はい。依頼人立花琴子は、数週間前から『鱗に覆おおわれた人間の腕に体を摑まれる』という怪異に遭そう遇ぐうしています。僕も目撃しましたので、詳細が必要なら後ほどお伝えします。神社で除じよ霊れいを依頼したものの効果はなく、耐えきれずネットで類るい似じした話を検索。あるオカルト掲示板で、当事務所にたどり着いたそうです」

　繭墨は毛布から顔を出した。猫のような目がいぶかしげに歪ゆがむ。

「─────掲示板？」

「ええ、ＵＲＬは確認しましたが、掲載期間はわずかだったらしく該がい当とう記事はすでに削除済みでした。ファックス番号と、ここに依頼すれば怪異を解決してくれるという趣しゆ旨しの内容が記載されていたようです。追いつめられていなければ、決して連絡などしなかっただろうと依頼人は言っていました」

「………書き込む人間に心当たりはないけれどね」

「それで、お聞きしたいんですが」

　舌先が乾かわくのがわかる。粘ねばつく口を開き、僕は無理やり言葉を絞しぼり出だした。

「『彼』に、関係ありますか？」

　繭墨は一瞬無表情になった、気がした。すぐにその顔を、いつも通りの笑みが埋める。

「これだけでは、さすがにわからないさ」

　本当にそうだろうか。疑うたがい深く見てみても、彼女の笑みからは何も読みとれない。答える気のない繭墨には、何を尋ねても時間の無む駄だだ。いらだちと最悪の答えを回避した安堵の中、僕は先を続けた。

「依頼人は大分衰すい弱じやくしているようでしたが、無理もないかと思われます。怪異の不ぶ気き味みさもありますが、何より物理的な接触があることの方が問題です。悪化するようなら生命に危険があるかもしれません。これが、怪異に遭遇した際に採取した鱗です」

「ふぅん、これが……ねぇ」

　ティッシュに包んだ鱗を差し出すと、繭墨はためらいなくつまみ、天てん井じようの灯あかりに透すかした。油ゆ膜まくのような光が揺れる。輝く鱗に何を見たのか、彼女は深い笑みを浮かべた。




「─────歪な、人魚姫だ」




　声にうながされ、僕はあの腕を思い返した。白く柔らかな肉に魚の鱗が生えている。まるで、できそこないの足をもらった人魚姫だ。言いえて妙みようだが、趣味の悪いたとえだ。

「それで、これからの警護の予定ですが……」

「おや、珍しいね、小田桐君。ボクはまだ依頼を受けるなんて言っていないよ」

「……はっ？」

　思わず間の抜けた声が出た。繭墨はごほりと咳せきをして続ける。

「ボクはこの通り弱っている。それにこの依頼には、残念ながらボク好みの要素はないようだ。君は時々忘れてしまうようだけれどね、ボクは単なる十四歳の少女に過ぎないんだよ？　君が誰かの警護につきっきりになってしまうのは、ボクにとってあまり好ましくないのさ」

　繭墨の頰は、確かに熱で紅く染まっている。どこか弱々しい笑みを浮かべ、彼女は先を続けた。

「それに君らしくもない判断だね。君は、他人と深く関わり合いになどなりたくない……そうじゃなかったのかい？」

　彼女の言う通りだった。他人の絶望や苦痛、言い換えれば人間の激情を、僕は恐れている。他人の感情など知りたくない。誰とも関わり合いになどなりたくない。たとえ、それが恋人や友人だったとしてもだ。その先には、絶対に地獄しかない。

　だが、琴子のことは助けてやりたかった。彼女が被害者である以上、怪異など関係ない生活に戻してやりたい。彼女の助けて欲しいという懇こん願がんを、無視することはできなかった。救えるものは救いたいという希望くらい、僕にもまだある。

　僕にもまだ、誰かを救えるのだと信じたい。

「……知ってしまったというのに、何かあったら、寝覚めが悪いじゃないですか」

「まぁいいけどね。君がそれほど望むのなら、ボクに文もん句くはないよ。ただね小田桐君」

　繭墨は意外にもあっさりと折れたが、両手を上げ付け加えた。

「忘れないでくれたまえ」

　その口調はひどく真剣だ。そっと自身の薄い腹を撫なでながら、彼女は言った。




「人の腹は、あっさりと裂けるんだよ」
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「よかった、よかったぁ。ありがとうございます。本当に、ありがとうございます」

　公園で再会し、依頼を受ける旨むねを告げると、琴子は目に涙まで浮かべて喜んだ。暗く強こわ張ばっていた顔に笑みが浮かぶ。誰にも相談できない。きっと頭がおかしいと疑われると、長く悩んでいたのだという。ストレスに抑圧された心はやがて爆発する。これ以上事態が悪化する前に、解決しなければならなかった。繭墨の協力がない以上、僕にできることは未知数だが、少しでも支えになれればいいと思う。

「それでは、警護の予定を組みたいのですが」

「はい、お願いします。あっ、その前に、移動してもいいですか？」

　琴子には案内したい店があるのだと言う。彼女は小走りで道路に出ると、突然立ちすくんだ。離れた場所に停止したトラックを見て顔を強張らせる。よく見るとその足は、小こ刻きざみに震えていた。

「どうかしましたか？」

「すみません。私、以前事故にあったことがあるんです。あっ、大したことはなかったんですよ？　でも……少し、怖くて」

　琴子はそう言い目を伏せた。その事故にも、あの腕が関係しているのだろうか。尋ねようかとも思ったが、彼女の足の震えが収まらないので諦あきらめる。事故の記憶は、彼女にとってトラウマになっているらしい。辛つらい記憶は、簡単にはぬぐえない。

　僕が過去を反はん芻すうすると、吐はき気けを覚えるのと同じように。

　僕は黙ったまま、彼女を車からかばう位置に移動した。寄りそって歩きだすと、琴子は目を見開き、ゆっくりと笑った。

「小田桐さんって、優しい人ですね」

『勤つとむさんって、いい人ですね』

　かつて聞いた声が、現実の声に重なる。それは一体誰の声なのだろう。思い出す前に幻げん聴ちようはかき消えた。後には、その時味わった感情だけが残った。誰かの好意に触れ、心が温まる瞬間が再生される。それは、二度と味わえないはずの懐かしい感覚だった。

　同時に、何な故ぜか背筋を寒気が駆け降りた。懐かしさの陰に何かが隠れている気がする。

　しかし、それが一体何なのかわからない。

「そんなことは」

　─────ない。

　二つの感情に翻ほん弄ろうされながら答えると、琴子は微笑ほほえみ、囁ささやいた。

「そんなことないです。優しいですよ」

　甘い匂いが香る。その瞬間、感じていた恐れが消えうせた。懐かしさがこみあげ、誰かと普通に会話ができるという楽しさが蘇よみがえる。琴子は僕の腕を取り、再び囁いた。

「凄すごく、凄くです」
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「ただいま帰りました」

「やあ、お帰り」

　繭墨は、絵本をめくりながら返事をした。何が気にいったのか、人魚姫を読み返しているらしい。チョコレートの空あき箱ばこの横には、相変わらず未開封の薬が転がっていた。

「繭さん、警護の時間が決まりましたよ」

「ん。どうなったんだい？」

　振り向きすらしない背中に溜ため息いきを吐つき、僕は明日からの予定を告げた。彼女は黙ったままそれを聞いていたが、急に絵本を閉じ僕に向き直った。

「楽しそうだねぇ、小田桐君」

　気だるげな声で繭墨は言った。絡からみつくような甘い声は、彼女独特のものだ。慣れたはずのそれを、不意に重たく感じた。久しぶりに、他の人間と話したからだろうか。軽やかな琴子の声と比べて、繭墨のそれは胸焼けするチョコレートを思わせる。

　全身に妙なだるさを感じた。もしかして、繭墨の風邪がうつったのかもしれない。恐らく表情に出ていたのだろう。繭墨は嘲あざけるように口元を歪めた。

「何を辛そうな顔をしているんだい小田桐君。君が受けた依頼なんだ。存分に楽しみたまえ。ただし」

　その嫌な笑みは、御お伽とぎ噺ばなしの魔女を連想させる。

「ボクのことを忘れてはいけないよ」

　言われなくてもわかっている。強く睨みつけると繭墨は笑った。その声に、眩暈めまいを覚えた。もう慣れたはずの彼女の異様さが、明確に際立って目に映る。僕の気分を害することを知っているくせに、彼女は笑うのを止めない。それでも、僕は彼女の元で黙ったまま働き続けるしかないのだ。

　海から出られない魚のように、僕は彼女から離れられない。

　それが急に我慢ならなくなった。いらだたしさに任せて立ち上がり、マンションを後にする。からかわれるかとも思ったが、声は追ってこなかった。




　ただ、背後から、湿しめり気けのある咳が聞こえた。
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　果物のような甘い芳ほう香こうを漂ただよわせ、琴子はプリンアラモードをほおばった。嬉うれしそうに飲み込んだ後、何かに気づいたかのように顔を上げる。彼女はあたふたとメニューを手に取り、僕に向かって差し出した。

「ご、ごめんなさい。私だけ勝手に。ええっと、小田桐さんも何か食べませんか。ちゃんと奢おごります！　どうか、好きなものを食べてください。ささっ、遠慮なくどうぞ！」

「いえ、結構です。お気づかいなく」

　そう断り、僕はコーヒーを飲んだ。しかし、琴子は手を引っ込めない。今にも泣きそうな大きな目は、子犬を連想させる。大人しくメニューを手にすると、彼女は素直に破顔した。ページをめくるとチョコレートパフェが目に入り、僕は思わず手を止めた。




　チョコレートの匂いが香った気がした。けれども、幻の匂いはすぐに拡かく散さんする。

　僕は地獄の果てまで逃げても、この匂いからは逃れられない。




　かつて僕はそう思った。それなのに、ここにチョコレートの匂いはない。喫茶店の中は健康的に明るく、どこを見ても唐傘の紅あか色いろは映らない。そこで気がついた。

　僕は今、繭墨から離れた場所にいるのだ。

　まるで、夢のようだった。

　この場所はあまりに明るすぎて、どちらが夢なのかわからなくなる。

「決まりましたか？　あのですね。ここは、コロッケサンドが美お味いしいんですよ？」

　琴子の表情は明るかった。依頼を受け四日目になるが、不思議なほど怪異は収まっている。僕は、高校まで彼女を送り迎えし、放課後を一緒に過ごすようにしていた。問題は琴子一人になる夜だが、女性の家に押しかけるわけにもいかない。繭墨の協力を仰ごうにも、彼女は風邪なうえに非協力的だ。砂糖漬けの体は、なかなか回復しない。思い出すだけで頭痛がした。ちゃんと食事を取れ。せめて薬は飲んでくれ。

　毎日、粥を作り、薬を与え、水差しも準備しているというのに。

「小田桐さん？　大丈夫ですか？　もしかして、お疲れなんじゃないですか？」

「いえ、すみません。ぼうっとしていました。大丈夫です。上司の世話に比べれば、立花さんの護衛は楽なほどですから」

「そうですか。それなら、いいんですけれど……」

　琴子はわかりやすくうつむいた。僕は彼女にメニューを差し出し言った。

「コロッケサンド、よかったら半分食べませんか？」

「はい！」

『はい！』

　嬉しそうな誰かの声がそこに重なる。琴子は幸せそうに笑う。二度と戻れないはずの日常にたどり着けた気がした。かつて失った場所がここにはあった。




　もう、どこにもないはずなのに。
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　部屋に戻ると繭墨は眠っていた。電気を点つけずに僕は片かた膝ひざを抱えうずくまった。眠る彼女の姿は、童どう話わの中の姫を連想させる。少しやつれているが、その美び貌ぼうは相変わらず人間離れしていた。チョコレートの匂いが絡みつき、息苦しさを感じて僕はシャツの襟えりを緩めた。何だか、この部屋の全てが非現実的に感じられる。明日は琴子を連れてどこに行こうか。そう考えた時、突然、意味がわからなくなった。

　何故、僕はここにいるのだろう。

　ここにいなければ、ならないのだろう。

「………小田桐君」

　不意に、眠っていると思った繭墨が呟つぶやいた。答えようと思ったが、上う手まく言葉がでてこない。寝ぼけているのか、繭墨の白い指が何かを捜すように蠢うごめいた。手を取ったほうがいいのだろうかと思いながらも、僕は動かなかった。

　この少女が、僕を必要とするはずがない。

　そんなこと、あるわけがないのだ。

　細い手は、やがてゆっくりと動きを止めた。闇やみの中で、白い手がぼんやりと浮かび上がって見える。不意に沈黙を乱みだし、繭墨は乾いた声で囁いた。

「…………君は、戻りたいのかい？」

　ズキリと、腹が痛んだ。

　ここ数日、忘れていた痛みが急速に蘇った。嘲あざ笑わらうように、中のものが腹を蹴ってくる。吐き気と激痛に体を折り、僕は犬のように喘あえいだ。せっかく忘れていたと言うのに。ここに来るとまた呼び覚まされる。憎しみに似た感情が、胸の奥に渦うず巻まいた。

　繭墨は薄っすらと目を開いた。猫のように光る目が、僕を映す。

「桜……綺き麗れいだったねぇ」

　うわ言のように言い、彼女は再び目を閉じた。




　桜。まるで雨のように舞い散る花か弁べん。紅い唐傘。喪服のような黒いドレス。

　初めて見た彼女の姿は、幻のように美しく醜しゆう悪あくだった。




　拳こぶしを握にぎりしめると、骨が音をたてて軋きしんだ。記憶は怒ど濤とうのごとく訪れ、緩やかに霧む散さんしていく。涙が勝手に溢あふれ、頰を零れ落ちた。その熱さを感じながら、僕は呟く。

「戻れる、ものなら」

　返事は無かった。急速に怒りが溢れ出す。もう二度と、戻る事などできない。そんなことはわかっていた。彼女も知っている。それなのに何故、そんなことを聞くのか。

　僕は、こんなところには来たくなかった。こんな風になどなりたくなかった。

　穏おだやかで退屈な日常を、ただ過ごしていたかった。

「戻れるものならなぁッ！」

　絶叫しても応えは無い。繭墨は、死んだように眠ったままだ。衝動に任せ、彼女の横の本を蹴り飛ばした。それでも繭墨は動かない。




　まるで命が尽きたかのように、その頰は白く澄すんでいた。
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　琴子と二人で休日の街を歩く。焼きたてのクレープを受け取り、彼女は嬉しそうに振り向いた。丸襟のセーターに、ロングスカートという格好でスキップする。はしゃぎすぎているのか、時たま転びそうになる様子は幼い子供のようだ。

「こんなこと言っちゃダメなんですけど、私、怖い目にあって、よかったかもしれません」

　琴子はそう言い、嬉しそうに微笑んだ。

「だって、小田桐さんに会えましたし」

　顔を真まっ赤かに染め、彼女はうつむいた。何と答えればいいのか悩む。その間にも彼女の大きな目は、ちらちらと僕の方をうかがっている。とりあえず、僕は控え目に笑い答えた。

「ありがとうございます。四六時中一緒ですので、ご不快に思われていないか、心配しておりましたので」

「そ、そんなわけないじゃないですか。私、小田桐さんのおかげで、怖い目にもあってないんですよ」

　琴子は激しく首を振り、残念そうにうつむいた。けれども、突然意を決したように僕の手を握った。甘い匂いが鼻先をかすめる。柔らかな芳香を嗅かぐと、ふわりと幸福感がこみあげた。このまま、二人でいたいという衝動に襲われる。

　このまま、ずっとこうしていればいい。そうすれば、苦しいことなど何もない。

　何故、自ら望んで、地獄に帰らなければならないのか。

　そう思った瞬間、視界が揺れた。足がもつれ、隣となりを歩く少年にぶつかる。

「────それで、いいんですか？」

「えっ？」

　知らない少年がそう僕に囁いた。肩まで伸ばされた金髪とサングラスの隙すき間まから、一瞬モデルのように整った顔立ちが見えた。鋭い眼光と人形じみた美貌には覚えがある。もしかしてどこかで、会ったことがあるのだろうか。

　腹が鈍く痛み出した。思わず人波に逆らって振り向く。少年の背中は人ごみに紛れて見えなくなったが、別の人影が僕の視界に飛び込んだ。

　背の高い誰かが紺こん色いろの唐傘を差している。鮮あざやかな色が視界いっぱいに広がり、一瞬、街中が静止した気がした。けれども次の瞬間、華やかな色は人ひと混ごみに紛れて消えた。

　街中で唐傘を差す人間を、僕は二人だけ知っている。紅い唐傘が脳裏に浮かぶ。それに紺色が重なった。

　背筋が一斉に総そう毛け立だった。子供のような恐怖が湧わきあがる。

『─────繭■あ■と』

『─────あ■たの■ですよ』

　自動的に記憶が再生された。白一色に彩いろどられた風景の中で誰かが何か言う。壊れたテープのようにその声はかすれ、上手く聞き取れなかった。鮮明に思い出せたはずの記憶がバラバラになっている。自分の記憶がいつの間にか狂っていることに、恐怖を覚えた。

　同時に別の映像がフラッシュバックした。

　薄い腹を、白い手がゆっくりと撫でる。

『────人の腹はあっさりと裂けるんだよ』

　彼女は、今どうしているのだろうか。

　思わず駆け出そうとした時、背後で悲鳴が聞こえた。振り向くと、琴子が地面に倒れていた。路面がまるで沸ふつ騰とうしているように泡立ち、そこから腕が伸びている。琴子の足を摑む白い指は、土から這い出した死者のようにも見えた。

「小田桐さんッ」

　僕はすぐさま駆け寄り、腕を蹴り飛ばした。腕は大人しく道路へと吸い込まれる。僕と琴子以外に、その光景は見えないらしい。通行人は、僕達に奇妙なものを見る眼まな差ざしを向けてきた。震える琴子を慌てて抱きあげると、首筋に柔らかな彼女の腕が触れる。腹の痛みが麻酔薬でも打ったかのように、緩やかになくなった。琴子の大きな目が間近で瞬またたき、甘い匂いが肺を満たす。煙草たばこの煙より、それは優しく全身を痺しびれさせた。

　彼女の体は温かく柔らかい。

「小田桐さんは、私のことが好きですか？」

　琴子はゆっくりと囁いた。頭が痺れるように痛む。現実感が遠のき、視界に映るもの全てが不安定に揺れた。

「私は、小田桐さんがいないとダメなんです」

　彼女は優しく微笑む。その目に吸い込まれるような心地がした。

「だから、傍にいてください」

『君は、恋なんてしたくないだろう。それは他者の感情を受け入れる、最たるものなんだから』

　頷きかけた瞬間、脳裏で誰かが囁いた。マンションの窓際で、ゴシックロリータを着た豪ごう奢しやな姿が振り向く。彼女は、猫のような嘲ちよう笑しようを浮かべる。何もかもを見透かしたような顔で、彼女は僕に言う。

　子供の癖くせに平気で物事の真しん髄ずいを突く。そんなところが、僕は嫌いだった。

『しっかりしたまえ。病んだ腕にすがられるのを、君は嫌いなはずだ』

　張り手をされたように、急速に目が覚めた。甘い香りが遠ざかる。乱暴に琴子の腕を振り払うと、僕は一歩後ろに下がった。視界が激しく揺れる。断崖絶壁から一歩だけ逃れたような安堵と、深い酩めい酊てい感かんを覚えた。

　ここにいてはいけない。

　突然、予感と恐怖が背筋を駆け下りた。けれども、何が危険なのかわからない。腹がまた徐々に痛み始めるが、今度のそれはどこかおかしかった。

　まるで、麻酔が切れかけているような鈍どん痛つうだ。

「どうしたんですか、小田桐さん？」

　甘い琴子の声から、僕は逃げ出した。彼女の視線を逃れ、路地裏にしゃがみこむ。胃が痙攣し、耐えきれず嘔おう吐とした。道路を汚す吐と瀉しや物ぶつには血が混ざっている。体が異様に重い。何かがまちがっているという違和感が、脳裏に突き刺さった。

　しかし、何がまちがっているのだろう。

　突然、誰かの足音が響ひびいた。顔をあげると、まず金髪とサングラスが目に入った。

「なーにやってんですか」

　人形のように整った顔立ちには、呆あきれたとでも言いたげな表情が浮かんでいる。

　先ほどの少年が、僕を見下ろしていた。
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「いやー改めまして、お久しぶりです小田桐さん。って言っても、最後にお会いしたのは、先月ですね、ハハッ、ちっとも久しぶりじゃないじゃないですか。やだなー」

　そのまま、少年は僕を手近な喫茶店に引っ張り込んだ。彼は勝手に注文を済ませ、調子よく話し始めている。久しぶりと少年は言うが、僕には全く覚えがなかった。すると彼はサングラスを取り、口元を吊り上げて笑った。

　剝き出しになった歯は、骸がい骨こつを思わせる。

「忘れましたか？　俺おれのこと」

　髑どく髏ろの吐く笑い声が耳元をかすめた。急にその名前が、はっきりと脳裏に浮かぶ。

「嵯さ峨が、雄ゆう介すけか……？」

「当たりです。覚えててくれましたね。嬉しいですよ」

　だが、記憶の中の雄介と目の前の彼は一致しなかった。髪を伸ばし放題にした陰気な姿と、今の姿は似ても似つかない。明るく髪を染め、軽けい薄はくささえ感じさせる顔立ちはまるで別人だ。ダメージジーンズをはいた足を組み、雄介は続けた。

「あの後、親父がめでたく首を吊ったので、こっちの高校に転入を決めて引っ越してきたんです。もちろん、朝あさ子こさんと秋あきも一緒ですよ。部屋も防音のを借りましたし、今は青春を謳おう歌か中ちゆうです。スクールライフ万ばん歳ざいですよ。俺が実家に帰らないことを条件に、綾あや音ねさんも援助を惜おしみなくしてくれますし、万事上手くいってます」

　雄介は屈くつ託たくなく言うが、僕は反応できなかった。あの哀あわれな老人が死んだと聞いても、何も感じない。脳裏が相変わらず痺れるように痛み、何の感情も湧いてこなかった。

「……大分ひどくヤられてますね」

　雄介はすっと目を細め、指を組んだ。心配そうに尋ねてくる。

「繭墨あざかさんの調子は、どうですか？」

　繭墨あざか。

　そういえば、彼女は今どうしているのだろうか。

「……なるほど。これはマズイですねぇ。あのねぇ、小田桐さん。俺は本来ならあなた達と接触禁止の立場なんですよ。俺、立場で言うとショッカーなんで、号令がないと動けないって言いますか。でもね、あなた達には、親父を助けずそのままにしてくれた恩があります。おかげさまで、俺は親父を首吊りまで追いこめました。アイツがロープを摑んで踏み台を上る様子は傑けつ作さくでしたよ。太った体で、何度もずり落ちながら、はい上がってる様子は、いやー馬鹿みたいに面白かったですね。それは、あさとさんのおかげですけれど、あなた達にだって恩を感じるくらいの義理は、俺にもあります」

　店員の運んできた皿が、カチャリと置かれた。よく冷えたチョコレートムースが揺れる。雄介は、それを僕の前へ押し出した。

「食べてください。少しは、頭がはっきりするんじゃないですか？」

　うながされ、一口食べてみるが何の味もしなかった。脳のう漿しようを連想させる柔らかさに吐き気がこみあげる。とても食べられそうにない。だが、スプーンを置くと雄介に睨みつけられた。しかたなく食べ進めると、チョコレートの安っぽい甘味が不意に舌先に広がる。

『安いのでも高いのでもあまり満足度は変わらないね』

　同時に腹に痛みが蘇った。激痛に目を見開き、僕はスプーンを取り落とした。どくどくと中で何かが暴れている。まるで心臓がもう一つ、腹にできたかのようだ。

　呆ぼう然ぜんと顔を上げると、雄介は穏やかな眼差しで、僕を見ていた。

「帰ったほうがいいですよ、小田桐さん。繭墨さんが倒れて、今日で何日目ですか？　彼女が弱って何も言わないのをいい事に、ずっと会ってないでしょう。あさとさんが、殺すこと前提で呪のろいをかけていますから。そろそろ危ないんじゃないですか？」

　何を言っている？　殺す？　誰をだ？

　まだ上手く理解ができなかった。だが霞かすみがかかった頭は、少しずつ明めい瞭りようになりつつある。いつのまにか失われていた時間感覚が復活した。

　繭墨と会わなくなって、今日で確か一週間が経けい過かしている。

「あなたも、いい加減目を覚ましたらどうですか」

　腹が、ひどく痛む。

　繭墨の傍にいなかったせいだろうか。

「他人の絶望を理解しようがしまいが、あなたの絶望は変わらない」

　雄介が椅い子すを蹴って立ち上がる。見下げ果てた眼差しで、彼は僕に告げた。




「地獄から逃れる術すべなんて、あると思うのが甘いんだよ」




　そんなこと言われなくても、僕はあの日に知っていた。桜の舞い散る道に倒れ、美しい彼女を見上げた時にわかっていた。そう、逃げ道なんて、どこにもない。




「俺も、アンタも」




　そう、どこにも。
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　我に返ると、目の前には誰もいなかった。椅子で体を支えながら立ち上がる。店員の不審気な眼差しを受けながら僕は歩き出した。

　帰らなくてはいけない。

　しかし、どこへ？

　ふらつきながら喫茶店を出る。そのまま道を歩いていると、誰かがぶつかってきた。腕に指が絡みつき、鋭く食い込んでくる。その肌は温かい。それなのに、全身に寒気が走った。

『勤さんッ』

「小田桐さんッ」

　愛らしい少女が、濡れた目で僕を見上げた。鼻先に甘い匂いが香る。一瞬、それに溺おぼれそうになったが、違和感と激痛が眩暈を押し流した。




　地獄から逃れる術はない。救いなど存在しない。

　存在しないものが、あってはならない。




「助けてください。小田桐さん。助けて」

　涙ながらに訴える彼女の背後で、道路が泡立つのが見えた。ゆっくりと路面から白い腕が生はえてくる。何十本もの腕が隙間なく道路を埋め、海かい藻そうのように揺れた。鱗が光を反射して光り、白い肉が緩やかな軌き跡せきを描く。美しいとさえいえる光景だった。

　少女は泣きながら僕の腕を引き、助けて欲しいと訴えてくる。それをおかしいと感じた。今まで一度も覚えなかった違和感に、ついに行き当たった。

　繭墨はここにはいない。僕は彼女の助けを借りていない。他の人間にこの光景は見えない。それならば、何故僕にだけこんなものが見えるのか。そう、全てがおかしかった。

　僕には、誰も助けることなどできない。

「立花、琴子さん」

「………はい」

　確かめるように名前を呼ぶと、彼女は頷いた。甘い匂いに視界がかすむ。一瞬、脳裏に別の考えがよぎった。何もおかしいことなどない。ここでくだらない疑問にこだわってしまっては、もう二度と日常は手に入らない。歪な日々に戻って、どうするというのか。

　繭墨の元では、生きていけるだけで喜びなんて何もない。

　一瞬、その考えに溺れかけたが、僕は無理やり踏ふみ留とどまった。だからどうした。そんなことは、とうの昔に覚悟したはずだ。

　それでも、僕は生きたいと願ったのだから。

　僕は再び彼女に向き直った。琴子は泣きそうな目をしている。僕が傍にいることによって怪異が起こらないなど、ありうるはずがない。その意味することは一つだけだ。

　彼女の依頼そのものが、噓うそだとしか考えられない。

「繭墨あさとを知っていますか？」

　その瞬間、琴子の顔に罅が走った。穏やかな笑顔が崩壊する。醜みにくい傷口のように、唇が歪みぶるぶると震えた。それを見た瞬間、僕は彼女があさとを知っていると確信した。彼女の背後の光景が、熱せられたガラスのような音を立て始める。視界が二重映しになり、腕の生えた道路に、普通の道路の光景が入り混じった。琴子は凍こおった声で答える。

「……誰ですか、それ？」

「いえ、あなたは知っているはずです。そうでなければ、この光景を引き起こせるはずがない」

「………引き起こすって、何が」

　彼女と会ってから、今までの記憶がフラッシュバックした。僕は腕の一つに近寄り、蹴り飛ばした。靴底に鱗がべったりと貼りつく。身を屈め、その一枚をつまみ上げた。青く薄い鱗は虹色の光を浮かべている。だが、彼女が噓を吐いている以上、これは鱗ではない別の何かだ。意識して目をつむり開くと、鱗は小さな紙し片へんに変わった。表面にびっしりと文もん様ようが書かれている。突然、それは蟻ありのように蠢き僕の皮ひ膚ふに染み込んだ。毛細血管にインクが侵入してくる。

　これが幻術の正体だった。

「───この怪異は、存在しないものです。あなたが、僕に見せていただけだ」

「………ッ」

　認識した途端、無数の腕は搔かき消きえた。死肉が震え、ザァッと音をたてて崩壊する。

　後には、歩道に舞い散る紙かみ吹雪ふぶきだけが残った。

「あのベンチに座った時、あなたは僕の腕を摑み、紙片を押しつけた。それが最初の幻覚です。さらに僕が幻覚の腕を蹴り飛ばした……正確には蹴り飛ばしたと思っただけ、でしょうが、その時、僕はばら撒まかれたより多くの紙片に触れた。紙片に描かれた文様の効果により、あなたはいつでも僕に幻覚を見せられるようになった」

　意識して口にすると、視界の明瞭さが増した。一歩後ろに下がる琴子を睨み、僕は続けた。

「それだけじゃない。あなたの匂いが、麻薬的な効果をもたらした」

　甘い甘い匂い。果物のような柔らかな匂い。心地よいその香りを嗅ぐ度たびに、まるで麻酔を打たれたような痺れを覚えた。それに溺れていられれば、きっと楽だっただろう。

　けれども、僕は言い切った。

「─────何故、こんなことをした？」

「いや………」

「…………？」

「いや、いや、いやいやああああああああああああああッ！」

　琴子は髪を搔きむしり、絶叫した。きびすを返し、逃げるように走り出す。彼女の姿が見えなくなると同時に、腹が悲鳴を上げた。追いかけようとした足が崩れる。ナイフで突き刺されたような激痛が、再び押し寄せて来た。目の前が暗くなるが、それに耐えて僕は無理やり立ちあがった。痛がっている場合ではない。

　繭墨の元へ、行かなくてはならない。

『ボクは十四歳の少女に過ぎないんだよ』

　彼女はそう言って笑っていた。どうしようもない焦あせりが足を震わせる。体を引きずりながら、マンションまで無限に思える距離を歩いた。エレベーターで最上階まで昇り、部屋までたどり着くと目を見開く。ドアが開いていた。わずかに覗く隙間の向こうに、絶望的な暗闇が広がっている。突然、それは内側から大きく開いた。

　中から現れた少年が、髑髏を思わせる笑顔を見せた。

「やっぱり来ましたね。実験は失敗ですけど……んー、成功かな？」

「雄介、お前ッ」

「いえいえ、安心してください。今回は本番じゃないんで。彼女にはちょっと引っ越しの挨あい拶さつをしただけですから。弱った彼女に手を出すなんてこと、あさとさんがやると思いますか？　『大切な妹』なのに？」

　雄介は僕の肩にぽんと手を置いた。同時に、足が動かなくなる。じゃ、さよならーと雄介は手を振りいなくなった。しばらくして痺れはとれた。何らかの術か薬だろうか。だが、考える暇はない。僕は扉を蹴り開け、部屋に飛び込んだ。




　繭墨は、ソファーの上で眠っていた。喪服のような黒いドレスに包まれた姿は動かない。




　いつからここにいたのか。

　ずっと、ここにいたのか。

　その腕は、死者のように白い。




「繭さんっ、繭さんっ繭──────ッ！」

　叫びながら、僕は彼女を抱き起こした。彼女の言葉通り、その体はただの十四歳の少女のものにすぎなかった。ひどく無力で、自分の体を護まもる術など何一つとして持たない。外傷はないが、彼女は目を開けなかった。指先が氷のように冷え、震えだすのを覚える。僕はどうして彼女を一人にしたのだろうか。話を聞かなかったのだろうか。後悔が、次から次へ溢れ出した。おかしかった。彼女が死んだのなら、僕は笑おうと決めていた。人の不幸を喜ぶ彼女の死を笑ってやるはずだった。それなのに目頭が無む闇やみに熱くなり、涙がこみ上げてくる。

「………なん、で」

　彼女の死が理解できなかった。そんなこと、世界の終わりと同じくらいありえない。彼女と出会ってから、今までの光景が脳裏に浮かんだ。黒いゴシックロリータ。紅い唐傘。猫のような笑顔。彼女は最悪な人間だった。それでも、ずっと僕の傍にいたのだ。




　彼女を失ったら、僕はどうすればいい。

　これから、どうやって生きていけばいい。




「────繭、さん」

　言葉に出すことはできないまま、僕は小さな体を強く抱きしめた。

　その時だった。




「………聞こえているよ。うるさいなぁ。そう耳元で騒さわがないでもらえるかな」




　空白があった。




「──────えっ？」




　思わず間の抜けた声が出た。繭墨は大たい儀ぎそうに体を起こし、大きな欠伸あくびをした。不機嫌そうに首を回す姿はいつもの繭墨だ。何の変化もないうえに、前見た時より元気そうだ。

　なんだ、これ。

「だって、繭さん。繭さんには殺すこと前提の呪いが確かあさとが」

　混乱したまま僕は問いかけた。日本語として成立していない質問になったが、どうやら理解できたらしい。繭墨は不思議そうに答えた。

「……何を言ってるんだい、小田桐君？　兄上がボクに呪いをかけたって、物理的に傷を負わせない限り、ボクを殺すことはできやしないよ。ボクが恐れたのは、君がいない間に、火事が起こったり、強盗でも来た場合のことでね。まあ、そんなことはどうでもいいさ。『殺すこと前提』の呪いって、その対象を間違えて考えているんだよ、君は」

　繭墨らしい、まわりくどい台詞せりふだった。聞き終わらないうちに僕の視界は暗さを増した。鉄てつ錆さびの臭いが鼻び腔こうを満たし、血が零れ落ちる生々しい音が聞こえる。だが、繭墨に怪け我がをした様子はない。彼女は困ったような顔で、僕を見下ろした。

「つまりだよ、何て言うか……小田桐君。気がついているかなぁ？」

「何を、ですか……？」

「君、忠告を忘れただろう？」

　繭墨は僕の腹を指さした。見ると真っ白だったシャツが真っ赤に染まっている。僕の腹は裂けていた。そこから温かな血が、とめどなく溢れ出してくる。




「人の腹は簡単に裂けるんだよ」




　小さな手が胎はらの中から這い出ようとしていた。灰色にくすんだそれが、肉の隙間から覗く。血に濡れた体が、内臓の隙間から顔を出そうともがいた。




　腹の中の生き物が、自力で這い出ようとしている。




「っあ、あっ、ああ」




　視界が揺らぎ、そのまま僕は倒れ伏した。





　　　　＊　＊　＊






　ふぁふぎゃああああああふぁああああああ。




　誰かが泣いている。潮しお騒さいにも似たその音は、よく聞くと女の泣き声だった。少女が甲かん高たかい声で泣いている。何かを求めて、泣き叫んでいる。

　海から上がった人魚姫は、愛されなければ死ぬしかない。

『たすけてくれますか』

　記憶の底に封印していた声が、耳元をかすめた。

　蘇るな。そこで死んでいろ。頼むから。

　泣きながら懇願し、怒鳴りつけた。悲しみと怒りが胸を満たす。音を遠ざけたいが、方法がわからない。声は止まらず、じわじわと毒のように心と体に染み込んでくる。

『たすけて、くれますか』

　彼女は僕に頼みかける。だが、それは哀願ではなかった。助けてくれると、彼女は無条件に信じている。それは懇願の形を借りた強要だ。不意に痛みが遠ざかった。腹を誰かが閉じていく。それに連れて、記憶もゆっくりとふさがっていった。

　ああ、これだから嫌なのだ。同調しすぎるとろくなことがない。

　誰一人として、関わり合いになどなりたくない。




　だから、僕はたった一人で、生き続けるしかないのだろう。





　　　　＊　＊　＊






「終わったよ。小田桐君。こうして君の腹を閉じるのも久しぶりだねぇ」

　声にうながされ、僕は目を覚ました。視界いっぱいに繭墨の顔が映る。彼女は、ごぼっと遠慮なく咳をして、僕から体を離した。普段はおっているだけの白衣を、今はしっかりと閉じている。そこに血の跡が残っていた。僕はソファーに横たわったまま、呆然と彼女の姿を眺めた。




　あぁ、何だ。

　そういえば、僕の傍には常に彼女がいるのだ。




「ボクから、あまり長時間離れ過ぎたね。だから、ボクのことを忘れるなと言ったのに。さらに言うなら、彼女に同調しすぎだよ。紙片の文字も幻覚を見せるため、というより中身の成長をうながすものだったし、腹が裂けてもしかたがないさ」

　見ると腹は傷一つなくふさがっていた。中の物も、一度手に入れた形を忘れている。平へい坦たんになった腹は、蠢いていたのが噓のようだ。何もかもが、元どおりだった。同時に、手に入ったと思った日常も跡形もなく壊れていた。呆然とする僕に、繭墨は続ける。

「呪いは『君』を殺すことを前提とした呪いさ。君好みの『日常を体現したような少女』を利用して、君を罠わなにかけたんだよ。それにしても、簡単にかかったものだねぇ、小田桐君。君が生き残ることができたのが、ボクには実に喜ばしいよ」

　ゴホゴホと繭墨は咳を繰り返した。その頰はまだ紅いが、動くことに支し障しようはないらしい。身動きせず眠っていた時とは雲うん泥でいの差だった。どうやら、やっと治り始めたようだ。不意に、繭墨に鱗を手渡した瞬間を思い出した。彼女はあれを天井に透かし見ていた。

　あの時、彼女の目には何が映っていたのだろう。

「繭さん、あなたは僕があの鱗を手渡した時、『歪な人魚姫』と言いましたね」

　答えずに、繭墨は白衣を脱いだ。その下からゴシックロリータをまとった姿が現れる。

　変わることのない背中に、僕は問いかけた。

「こうなることが、もしかしてわかっていましたか？」

「まあね。だけど、これは君の自由意志だ。戻れないところに戻ろうとして、死ぬ権利は君にだってある。それはボクが邪魔することじゃない」

　くるりと繭墨は振り向いた。その口元に、猫のような笑みが浮かぶ。

「それこそが君にとっての幸福でないと、誰が言えるんだい？」

　喉のどが引きつった音をたてた。何とも形容しがたい感情が胸を突き上げる。けれども、僕は何も言い返せなかった。否定したいのだが、返答が思いつかない。ただ唇を強く嚙みしめると、繭墨は紅い唐傘を持ち、肩に乗せた。

「さて、『歪な人魚姫』の物語は、もうすぐ終わりだ。偶然にも絵本を先に読んでいたかいがあったね。あるいは、ボクが絵本を読んでいたことを知った彼が、この茶番を用意したのかなぁ……うん、ありうるね。悪趣味だ。これもなかなか、最終的にボク好みな幕引きになりそうだよ。どうなることかなぁ。恨うらまないでくれよ、小田桐君」




　歪な人魚姫。

　それは一体、何を喩たとえていたのか。




「これから先の結末は、彼女のものだ。ボクは知らないよ」




　視点を変えるなら、これは契約の物語。

　手に入れた薬の効果を永続的なものにするためには、『王子の愛』を得る必要がある。契約条件を果たせなかった場合、飲んだ薬は毒に変わる。

　脳裏に、琴子の姿が浮かんだ。




　それを、果たせなかった時には。




　ソファーから飛び降り、僕は駆け出した。背後から繭墨の付いて来る気配がするが、無視して先を急ぐ。血が抜けたせいか足がもつれた。転びそうになりながらも止まらずに駆け抜ける。やがて、彼女と初めて会った公園にたどり着いた。寒空の下で一人の少女が震えている。その面影に、あの明るさはなかった。濃密な恐怖が、一切の表情を塗ぬり潰つぶしている。

「………立花さん」

　声をかけると、彼女は顔を上げた。ぐにゃりと、その頰が歪む。そこに浮かんだ笑みは、僕にとって見慣れたものだった。狂気的な表情を浮かべ、彼女は呟く。

「どうして、私を好きになってくれなかったんですか？」

　彼女の目は追いつめられた獣けものを思わせた。その全身は震え、歯はガチガチと鳴っている。嫌な予感に駆られながら、僕は彼女に尋ねた。

「……あなたは、繭墨あさとと、何を約束したんですか？」

「言ったでしょう、小田桐さん。私は事故にあったことがあるって。本当は、軽いものじゃなかったんです。トラックに足を轢ひき潰つぶされたんですよ。血がどんどん零れて、痛くて痛くてしかたがなくて怖かった。このまま死んでしまうんだと思った。だけど、その時、私に近寄る人がいました。彼は言ったんです。潰れた足は元には戻らない。それでも私が望むのなら、新しい足を上げようと。潰れた足と交換で」




　魔女との契約で、人魚姫は尾を捨て、足を手に入れた。

　そして、契約を守れなかったのなら。




　琴子の表情が再び歪んだ。般はん若にやのような形ぎよう相そうで、彼女は髪を搔きむしり絶叫した。

「どうして、愛してくれなかったんですか。どうして、好きになってくれなかったんですか。私は、あさとさんと約束をしました。貰もらった紙片と薬を使って、あなたを私に夢中にさせて、好きになってもらって、あなたを死ぬまで連れ回すと。それなのに。それなのにそれなのにそれなのに！」

　涙を浮かべ彼女は叫んだ。全て僕のせいだと訴えてくる。その瞬間、僕の脳裏を何かがよぎった。同じ光景を、昔どこかで見た気がする。

『あなたの、せいです』

　細い腕が僕に向かって伸びる。涙を孕はらんだ声で、彼女は僕にすがった。あなたのせいだと糾きゆう弾だんし、泣きながら責めたててくる。あの時は、僕はどう答えたのだろうか。

　不意に、琴子の絶叫が止んだ。大きな目に、見る見るうちに涙が浮かぶ。憎悪が消え、真っ白になった顔に、不意に困惑が浮かんだ。知らない場所に放り出された子供のような顔で、彼女は辺りを見回した。そして僕を見つめ、囁いた。

「……………助けて」

　同時に、その指先が膨ふくらんだ。皮膚が風船のように膨ぼう張ちようする。指先から変化は始まり、手首までが二倍程に膨れあがった。

　そして、パアンッと弾けた。

　膨らませすぎた風船が、破裂するように。

　後には、何も残らない。手首から先が、綺麗になくなっていた。琴子の絶叫が響く。彼女は無くなった腕を見て、狂ったように頭を振った。

「いや……いや、いやいやいやいやいやああああああああああああああああああッ！」

　泡になる。それは何の比喩でもなく、実際に泡になって無くなるのだ。その事実に、今更僕は気がついた。頭を殴なぐられたような衝撃が走る。怒りのあまり、目の前がかすんだ。嚙みしめた唇から、言葉が溢れ出る。

「止めろ……」

　どうして、人間にそんなひどいことができる。

　そんな、残酷なことが。

　泡は彼女の全身を埋め尽くした。内側から空気でも送り込まれたかのように、肌が膨らむ。まるで子供がストローを差し込み、無邪気に息を吹いたかのようだった。顔がぼこぼこと膨らみ、目が膨張し眼がん孔こうから飛び出す。目の端はしから涙が溜まり、流れ落ちた。

　彼女はその瞬間、確かに僕を見た。

「止めろ止めろ止めろおおおおおおおおおおおおおおおおおッ」

　叫びながら僕は手を伸ばした。助けてと言った彼女に、いつかのように、腕を差し伸ばす。膨れた頰に、乾いた指先が触れた瞬間だった。




　─────パアンッ




　泡は、弾けた。

　指先から彼女の姿が消える。代わりに無数の水滴が、まるで涙のように地面を叩いた。

　脳裏で、繭墨があまりにも残酷な終しゆう焉えんを告げる。




　人魚姫は、泡になって消えてしまいました。

　めでたし、めでたし。




　気がつけば、僕は地面に座り込んでいた。全身が濡れている。恐る恐る両手を掲かかげると、人の血で真っ赤に染まっていた。だが、それは琴子から零れたものではないらしい。見てみると、腹の傷が開き始めていた。それなのに、今は痛みすら感じない。目に彼女の笑顔が焼きついていた。笑う琴子の顔に、別の顔が重なる。じわじわと記憶が押し寄せ、封じていたはずのそれが完全に蘇った。僕は、血濡れた手を見ながら呟く。




「───────しず、か」




　泣いている少女。ひどく散らかった部屋。舞い散る桜。紅い唐傘。絶叫じみた声。助けてとすがる腕。虚きよ無むに彩られた目と、ぽっかりと開いた口。




『─────あなたが、私の■を』




　そして、その傍に屈かがみ込こむ─────。




「君も、相変わらずだなぁ」












　ぼんやりと間の抜けた声が聞こえた。顔を上げると、涙に濡れた視界に紺色の唐傘が映った。その下に、均きん整せいのとれた長身が立っている。彼は簡素なシャツとジーンズを身にまとい、頭に狐きつね面めんを乗せていた。繭墨と同等なほど整った顔立ちをした彼は、僕を見下ろして言う。

「相変わらず、人を愛せないから、こういう結果になるんだと思うよ」

「………あさ、と」

　舌を無理やり動かして尋ねる。僕の声は、まるで獣の呻うめきのように響いた。

　彼は眠そうな目で首を傾げた。こくりと頷き、唐傘を回す。

「………君が孕んだものは、随分大きくなったね。よく育っているよ。いいなぁ、少し欲しいよ」

　紺色のそれがぐるりと回ると同時に、腹が再び激痛を発した。視界が紺色に染まり回転する。けれども、それはすぐ別の色に切り替わった。

　鮮やかな、紅色。

　僕の目の前には、気がつけば繭墨が立っていた。

「やあ、妹君」

「やあ、兄上」

　よく似た二人が対たい峙じする。二人の姿は、映し方を間違えた鏡のようにも見えた。

「もしかして、俺が考えたよりも元気だったのかな、妹君？」

「あなたの予想通り風邪ですよ、兄上。ご覧の通りです。まだ、本調子でないにもほどがある」

　そう言い、繭墨はにやりと笑った。応えてあさとも笑みを浮かべる。にやりと、二つの唇が弧こを描いた。

　全く、同じ形に。

「そうかい、それじゃあ、またにするよ」

　あっさりと言い、彼はきびすを返した。紺色の傘が遠ざかる。繭墨は追わない。紅い傘は、立ち止まったままだ。

「……あさと」

　逃がさない。逃がすわけにはいかない。

　僕は追おうとして動けなかった。這いつくばったまま、指を伸ばし必死で土を搔く。爪に石が食い込み、肉が削れても体は前に進まなかった。血が腹から零れ落ち、水たまりを作る。小さな腕が、また傷口を開こうと蠢いた。そのおぞましい事実よりも、動くことができないのがひたすらに悲しく、悔しい。

「あさとおおおおおおおおおおおおおおッ！」

　遠ざかる背中に向かって、僕は絶叫する。

　まるで負け犬が遠とお吠ぼえをするように。




　振り向きもせずに遠ざかる。

　かつて、友人だと思っていた背中に向かって。









StoryⅣ






　首元に刃を押し当て、静かに引く。肉に紅あかい線が走り、熱い奔ほん流りゆうが吹き出す。傷に直じかに口づけると、濃厚な鉄てつ錆さびと塩の味が舌を満たす。一滴も零こぼさないよう、残りを皿に受ける。血抜きの終わった肉は、もうどこから食べようと私の自由だ。目がくらむような歓喜と共に眼がん球きゆうを抉えぐり、中身をすする。スプーンですくい取った脳のう漿しようは、他のどの部位よりも玄げん妙みような味がする。肉を解体する。味見する。解体する。新鮮な肉はよい肉だと思う。解体する。取りたての臓器はいっそ美しい。解体する。私は歯を取り出し並べそして。




　───────解体する。





　　　　＊　＊　＊






　窓からチョコレートを放り投げた。一面の青空に、チョコスプレーに彩いろどられた球体が飛んでいく。何らかの平和の象徴と勘違いしたくなる光景だった。それとは裏腹な悪鬼じみた表情を作り、僕は振り向く。ソファーでは、繭まゆ墨ずみが足を組み微笑ほほえみを湛たたえていた。

　彼女はいつものゴシックロリータ姿に、何な故ぜかポンポンのついた帽ぼう子しをかぶっている。

　昼寝の直後だったからだろう。

　馬鹿馬鹿しいにもほどがある光景だと思うが、僕も彼女も真剣そのものだ。

　繭墨は紅い唇くちびるをゆっくりと歪ゆがめ、子供に言い聞かせるような声を出した。

「あのね、小お田だ桐ぎり君くん？　君は今、ボクに凄すごくひどいことをしたんだよ？」

　ブチッと音をたてて青あお筋すじが切れる。もう我慢の限界だった。繭墨の前だが、煙草たばこを取り出し口に含む。いっそチョコレートのようにニコチンの塊かたまりを食ってしまいたい。

　まぁ、確実に死ぬだろうが。

「何がひどいんですか。言わせてもらいますがね、繭さん。悪いのはアンタですよ。いい加減、覚悟を決めてください」

　僕はもう一つ箱を手に取った。繭墨は嫣えん然ぜんと笑うだけで微動だにしない。だが、その目が珍しく怒りに満ちているのに僕は気づいていた。つまり、脅きよう迫はくの効果はあるのだ。

　箱を窓から突き出す。そして、煙草を片手に持ち、続けた。

「このままチョコレートを全て放り投げられるか、薬を飲むかの二に択たくです」




　糖分の過か剰じよう摂せつ取しゆは健康に害がある。また、必要栄養素が絶対的に足りない状況では、風か邪ぜが長引くのは必然だった。僕が獣けもののように地面を這はい、咆ほう哮こうしてから数日が経けい過かしたが、のんきなことに、繭墨の風邪は未いまだ完治していない。僕の腹の傷が再びふさがった後も、彼女の咳せきは止まらなかった。だが、それ自体に特に不満はない。

　治らないものはしかたがない。問題は、彼女が治そうと努力しないことだ。

『そうかい、それじゃあ、またにするよ』

　姿を消したあさとは、いつ現れるか不明だというのに、繭墨に危機感はなかった。

「彼が弱っているボクを殺すはずがないだろう？　彼にとってボクは大切な妹なんだから。簡単に殺せる状況で、憎い相手を殺すのはね小田桐君。自身の敗北と同意義だよ」

　まぁ君みたいな人間には、わからない、わからない方がいい概念かもね。

　繭墨はそう言い、チョコレートを齧かじった。僕は、それを見ながら痛む腹を押さえる。怒りを覚えると内臓の隙すき間まが蠢うごめくのだが、上う手まく無関心を保てない。僕の不ふ機き嫌げんを察したのか、繭墨は言った。

「あのね、小田桐君。焦あせることはないんだよ。今は、休憩時間だと思って、傷ついた体と心を癒いやせばいい。君は気づいていないようだけれどね。女を見殺しにしてしまったいらだちのせいで、君はかなり精神が摩ま耗もうしているよ。大丈夫、君が気にすることじゃないんだ。彼女は、自分で選んで死んだようなものなんだからね」

　次の瞬間、目の前に泡が沸わき立たった気がした。肌色の、人肌が溶けた泡だ。それが弾はじけた瞬間、僕はチョコレートの箱を持ち立ち上がった。大おお股またで歩き、窓を引き開ける。




　吹っ飛べと、中身を全て放り投げる。

　青空に、大量のチョコレートが舞った。





　　　　＊　＊　＊






「────ごちそうさま」

「はい、おそまつさまでした」

　互いに頭を下げ、次の瞬間睨にらみ合あう。僕の勝利の結果として、繭墨は薬を飲んだ。彼女の目は、笑っているようで笑っていないが、僕も今度ばかりは折れはしない。何せ今回の提案は、全人類に多数決を取っても勝つ自信がある。

　風邪なら、薬を飲め。菓子を食うな。暖かくして寝てろ。

　つまりは、そういうことだ。よく考えなくても、非難される筋合いはない。

「この調子で、薬だけでなく、粥かゆも食べませんかね？」

「あのね、小田桐君。それは調子に乗りすぎというものだよ。君の提案を受け入れたのは、君の言うことにも確かに一理あるからだ。部下の精神的安定を考こう慮りよするのも、上司の役目だからね。だからと言って、ボクがチョコレート以外の物を口にするなんて、君にだって、どれほどの一大事かわかるだろう？」

　それが、一大事になる現状が異常なのだ。

　そう思うが、あえて口には出さない。せめて林りん檎ごを煮て、チョコソースでもかけてやろうと立ち上がる。すると、背後から声をかけられた。

「─────小田桐君」

「はい、何ですか？　繭さん？」

　繭墨は猫のように毛もう布ふに潜り込んだ。左手で帽子を引ひっ摑つかみ、頭に乗せながら言う。

「眠るから、起こさないように」

　もしかして、グレたのかもしれない。

　そして、その帽子には一体何の意味があるのだろうか。

　じっとポンポンを見つめる。二羽のアヒルの口が、繭墨が動く度たびカパカパと開いた。やはり、どう見ても進化している。思わず触さわろうとした次の瞬間、チャイムが鳴った。

　ためらいがちな音が響ひびく。同時に、背筋を寒気が駆け下りた。

　誰だれかが事務所の扉を叩たたく。その意味は一つだけだ。




　また誰かが死んだか、おぞましいことが起こったか。




　振り向くが、一度、眠ると宣言した繭墨は、何があろうと起きない。嫌な予感を振り払い、僕はインターフォンへ向き直った。唾つばを飲み込み、口を開く。

「はい、繭墨霊能探偵事務所です」

『突然失礼いたします。繭墨あざか様はいらっしゃいますか？』

　柔らかな女の声が返った。逆に不安が背筋を撫なでる。直に事務所まで訪ねてくる客は、たいてい追いつめられたような声をしているものだ。この声には、それがない。

　泡となって消えた、彼女のように。

「どちら、様ですか？」

『─────私は繭墨千ち花はなと申します』

　繭、墨？

　一瞬、何を言われたのか理解できなかった。聞き慣れすぎた苗みよう字じに、再び振り向く。

　どういうことだ？

　答えを求めても、毛布に包まれた繭墨は顔さえ上げない。

『あざか様、千花が参りました───あなた様の千花が参りました。どうか、どうかこの扉をお開け頂くわけには参りませんでしょうか？』

　次の言葉は、直接繭墨へと投げかけられた。僕に向けられていた時とは一転して、甘く絡からみつくような声が響く。振り向くが返事はない。しかたなく、代わりに答えようとした瞬間だった。

「──────答えるな」

　冷たい声が、背中に刺さった。首筋を抉られたような錯さつ覚かくを抱く。恐る恐る振り向くと、繭墨が毛布から目だけを覗のぞかせていた。獣じみた眼光が、暗がりで瞬またたく。

「ボクは、今、ここには、いない─────いいね、小田桐君」

　次の瞬間、目は暗くら闇やみに飲み込まれた。後には帽子をかぶり、顔を隠した寝姿が残る。間抜けなそれを見ても怯おびえは消えない。顎あごを伝う汗をぬぐい、僕はぼんやりと口を開いた。

「申し訳ありませんが……所長は現在外出中ですので」

『──やはり、お会いくださらないのですね。あざか様。あなた様が本家をお出になったあの日から、千花はあなた様の帰りをお待ちしておりますのに』

　悲痛な声が響いた。すがるように女は言う。

『最も早はや、百年。お待ちした心地ですのに』

　だが、繭墨からの答えはない。啞あ然ぜんとする僕の前で、女の声は途と切ぎれた。不意に、再び落ちつきを取り戻した声が流れる。

『───わかりました。それでは、小田桐様。あなた様のご予定はいかがでしょうか？』

　──────僕？

　突然の誘いに、どう言葉を返せばいいのかすらわからなかった。繭墨は沈黙したままだ。けれども、不意に幻のような呟つぶやきが返った。

「行きたいのなら行っておいで」

　いや、行きたくなどない。頼まれてもごめんだ。

　だが、繭墨という苗字がひどく気になった。あさとと、あざか以外の、おそらく繭墨家の人間。化け物の棲すみ家かを知りたいと思うのは、よくない好奇心だと知っている。

　だからと言って、ここで帰してしまっても、いいものなのだろうか。

「───ボクは、彼らのことはどうでもいいよ」

　繭墨は、判断は僕に任せると言う。つまり、そう危険はないのだろう。しばらく悩み、僕は返事をしないまま扉に手をかけた。勢いよく開ける。黒い着物をまとった美しい女がいた。銀髪に近い白髪が、紅い簪かんざしで結ゆいあげられている。その髪色と反して、女は若い。柔にゆう和わな印象を与える垂たれ目めの下に、泣なき黒子ぼくろが一つある。彼女は妖よう艶えんに微笑んだ。




　柔らかく、その唇が弧こを描いた。





　　　　＊　＊　＊






「ありがとうございます。あなた様がいてくださって大変助かりました。あざか様が小田桐様という従じゆう者しやを飼っていてくださったことを、本当になによりと思います」

　確かに、僕は繭墨の部下だが、従者と呼ばれることには反発を覚える。

　彼女は僕の上司だが、主人ではない。

　だが、それ以前に、女の言葉には何か問題がある気がする。

　───────飼う？

　黒くろ塗ぬりのハイヤーに乗り、向かった先は料亭だった。本当に奈な午ご市し内ないにあるのかと疑いたくなるほど長距離を走行した先で、古風な佇たたずまいに到着する。仲居に案内された奥おく座ざ敷しきで、女と向かい合った。座敷を飾る調度品は、その価値を考えることすら怖ろしい。柔和な笑顔を浮かべた女は、当あたり障さわりのない世間話を繰り返している。話題は豊富で話術も巧たくみだ。何よりその美び貌ぼうに目を奪われるが、張り付いた違和感は離れない。

　確かめることができなかった言葉が、気にかかる。

「申し遅れました、私の名は繭墨千花──繭墨家当主代理を務つとめております」

　女、千花は懐ふところから名刺を取り出した。両手に持ち、差しだされたそれを断る。

「申し訳ありませんが、お受け取りできません。所長から、あまり実家の方とは縁を作らないようにと厳命されておりますので」

　とっさの判断だった。聞いておくべきかもしれないが、繭墨を通さなくても、実家に連絡できる状況は作りたくなかった。それは逆を言えば、僕さえ通せば、繭墨に対して、実家が連絡を取れるということだからだ。

　繭墨あざかの意向を無視して、その家に頼らざるを得ない状況。あるいは逆。

　そんなもの、想像するだけで寒気がする。

「僕は所長の家についてはよく知りません。けれども、マンションを一ひと棟むね、家出した娘に与えるほどの方と、交わせる名刺は持っておりませんよ」

　両手を万ばん歳ざいの形にして、軽く言う。すると、千花は応えるように笑った。

「あらあら、何をおっしゃいますか。私など当主様のお手伝いをさせて頂いているだけの、つまらない人間です。本家にいたしましても、繭墨グループの象徴的存在でしかありません。私も当主様も、老おいた雛ひな飾かざり同然……私からすれば、あなた様の方こそうらやましいのですよ、小田桐様？」

　灰色の目が、ゆっくりと開く。それを見た瞬間、背筋が粟あわ立だつのを覚えた。

「あなた様は、繭墨家の神に飼われているのですから」

　その中には、明確な感情が煮えている。

　僕が知る限り、それは嫉しつ妬とと呼ぶものに、一番近かった。

「──────今、何と？」

「そのままの意味でございますよ。小田桐様。千花は、あなた様のことがうらやましい。私は繭墨家の神を、繭墨あざか様をお慕したいしております。想っております」

　胸に掌てのひらを当てて、彼女は囁ささやく。

「私は、彼女を─────信仰しているのです」

　襖ふすまが開き、仲居が現れる。千花はまた口をつぐんだ。彼女がそう言いつけたのか、目の前に懐かい石せきと酒が一度に並べられる。襖が再び閉じ、濃厚な沈黙が耳を刺した。喉のどの渇かわきを覚えるが、杯さかずきを取る気にはなれない。僕は、再び口を開いた。

　飼われている。というその言葉の意味を確かめる気にはならなかった。

　この女と僕の生きる場所は、恐らく常識が違うのだ。

　これが、繭墨家か。これが、繭墨家の人間か。

　そう思った瞬間、僕の喉を言葉が込み上げた。

「一つ、お聞きしたいことがあります」

「────なんなりと」

「あなたは繭墨家の人間ですよね？　所長……繭墨あざかと、繭墨あさとを抱かかえた一族の、人間だ」

「ええ、その通りです」

　千花は穏おだやかな声で言う。それなら、聞きたいことがあった。繭墨を神と呼ぶこの女性は、果たして知っているのだろうか。

　確かめてどうするというのか。だが、毒を食らわば皿までだ。

「それなら、僕のことはご存じですか？」

　千花は、わずかに片かた眉まゆを跳はね上あげた。つぅっと筆で描いたような笑みがその口を彩る。

　答えは、聞く前にわかった。

　この女は知っている。

「ええ、腹に鬼を孕はらんだ者だ────と聞きおよんでおります」

　目の前が紅く焼けた。同時に、腹の底が蠢く。耳元で、いつか聞いた言葉が蘇よみがえった。

　桜が咲いていた。確かそれは、白く柔らかな手を握った後のことだ。

『君をそんな目にあわせたのはね、ボクの兄様にあたる人なんだよ。彼は、ボクの家、繭墨の家から出て行ったんだ。ボクと家に怨うらみを持ってね。そして、誰も彼を止めなかった。だから、君はこうなった』

　紅い唐から傘かさを肩に乗せ、彼女は言う。僕を見下ろしながら続ける。

『恨うらみたいのなら恨みたまえ。ボクは君を助けるけれども───キミをそんな風にした要因は、きっとボクにもあるんだから』

　その言葉通りに、恨めたのならばきっと楽だったろう。

　全てを彼女のせいにしたとしても、あの少女は文句一つ言わない。

　彼女はそういう女だ。そして、あの狐きつねに不用意に近づいたのは僕だった。鬼を孕むことになった原因の一つが彼女だとしても、全てを彼女のせいにすることはできなかった。彼女の性質を憎く思うし不ぶ気き味みに思う。あの少女は、人として問題がありすぎる。

　だが、恨んではいないのだ。恨んでは、いけない。それは単なる逃とう避ひだ。

　けれども、この女はあの少女ではなかった。

「あんた達は、何故あさとを止めなかった」

　声に覗く怒りを隠すことはできなかった。すると、千花はわずかに首を傾げた。

「……あさと様のことは、あざか様からお聞きになっていらっしゃいますよね？　あざか様の兄であるあのお方は、我々の一族から出しゆつ奔ぽんいたしました。そして、方ほう々ぼうで騒ぎを起こしていらっしゃいます。繭墨家と、あざか様に対する恨みから、あるいは自身の娯楽のために、あらゆる怪異を引き起こしていらっしゃるのです。あなた様のおっしゃる通り、私共はそれを存じておりました」

　千花はひどく真剣な眼まな差ざしで続ける。

「この度、私があなた様をお訪ねしたのも、あさと様が、あざか様の前に現れたとお聞きし、あざか様の御身に何かあってはと危き惧ぐしたからに他なりません。そうでなければ、あざか様の近寄るなというお言いつけを破るなど、私共は決して致しません。あざか様の危機。私達にとって、あさと様の行動で恐ろしいのはそれだけでございます」

　そして千花は夢見るような眼差しで続けた。

「つまり、誰が死のうが孕もうが、それは尊い犠牲ではありませんか？」

「────なっ」

　あまりの言い分に息を飲む。叫ぼうとした瞬間、千花は一転して頭を下げた。

「それに、あさと様は、止めようと思って、止められる方ではございません。今回、私共がその行動を把は握あくできましたのも、あさと様からあざか様に接触したためです。そうでなければ、どこでどんな死体が出ようと、それがあさと様の手によるものか、ただの怪異の結果なのか、憐あわれな私共には判別などつきません」

　人間は無力ですもの？　あなた様にはきっとおわかりいただけるでしょう？

　人の怒ど鳴なるタイミングを完全に折り、千花は両手を突き、頭を下げた。僕は呆ぼう然ぜんとする。狂った常識を抱きながら、女の言動はどこまでも正気だ。

　これは、どういう生き物だ？

　相変わらず、彼女の目の中には煮つめられた感情が揺れている。

「私の方こそ、小田桐様にお聞きしてもよろしいでしょうか？　繭墨あざか様。彼女が何者かも知らずに、その傍そばにいらっしゃるなどと……それで、繭墨家の人間の前に顔を出すなど、申し訳ありませんが、千花にはとても信じられません」

　千花の目に宿る感情は、いっそ殺意に近い。

　それは、全て僕に向けられていた。

　沈黙が降りる。問いを全て飲み込み、僕は千花を見つめた。彼女の妄もう念ねんを感じさせる言葉が不意に気になる。理解できないその言葉の意味は、何なのだろうか。

　千花は、繭墨を神と呼んだ。

「少し、昔話をいかがでしょうか？」

　千花は微笑み、徳とつ利くりを傾けた。酒が、ゆっくりと零れ落ち、糸のように流れる。

　杯の内側は、血のように紅い。




「─────繭墨家はね、昔、鬼を食ったのです」




　昔、繭墨家は、松まつ代しろの豪農で村の名な主ぬしを務めていた。ある時、村人から『鬼』の被害を訴えられ、捕ほ獲かくの上、殺害。その生き血を飲む。




「すばらしい話でしょう。小田桐様。繭墨の人間は、鬼を食うことで人を超え、結果、霊的な力を手に入れたのです」




　死者の声を聞き、人を呪のろい、人を呪いから救う力。それは、畏い怖ふすべき物であると同時に、人間の欲望を引きつけるものでもあった。繭墨家がその力によって、方々の有力者との繫つながりを深めていったのは必然だった。

　力は、特に繭墨家の女子に強く発現したため、『能力』が発現した直系男子が当主、女子が『生き神』となり、すがってくる人々の欲望を叶かなえていったのだ。

　明治維新後、繭墨家は以前からのコネクションを利用して殖しよく産さん興こう業ぎようの波に乗り、数々の事業に成功する。当時の当主は、能力はほとんど発現せず、逆に『生き神』として選ばれた『あざか』という名の女子は、稀まれにみる強力な力を持っていた。




「そして……自身に能力がなく、女子が優れているという生来の負い目を克こく服ふくするためと、表の世界での成功と地位を固めるため、愚かな当主は繭墨家の変革を試みたのです。神に逆らおうとするのは、愚ぐ物ぶつの性さがでございますね。必ず、天てん罰ばつが下るというのに」




『鬼の血』による『能力』を、彼は、家の発展には邪魔だと一掃しようとし、変革に反抗する一族を粛しゆく清せいする。しかし、当代の『生き神』は、幼少時より染みついた恐れと、一族の反発への不安から殺すことができず、『生き神』の近縁者と共に、座ざ敷しき牢ろうに幽ゆう閉へいした。だが、変革を推おし進すすめた当主やその主要な血族は、次々と不審死を遂とげる。




「それこそが、『生き神』による奇跡であり天罰です。愚おろかな人間が、『鬼の血』に逆らいました末まつ路ろです」




　生き残った繭墨家の者たちは、『生き神』を幽閉したせいだと後悔し、すがる思いで『生き神』の元に集つどう。会談の結果、『生き神』が繭墨家の絶対的な支配者として当主の上に立つこと。分家に実業の部分は譲り、繭墨本家はあくまで『能力』によって陰かげからすべてを支配することが決まる。『生き神』の近縁者が、新当主を務めると共に、新たな変革を祈念し、今後『生き神』に選ばれる女子は、『繭墨あざか』と名付けられることとなった。それらは、当代の『生き神』であった、初代『繭墨あざか』の指示であり、今なお、家訓に刻まれている。




「つまり、あなた様の主人は、繭墨家の神なのですよ」




　おわかりいただけましたか？




　千花の話は長かった。僕が黙ったままでいると、彼女はさらに続けた。

「特に、現代のあざか様は初代様の再来とうたわれるほど、強い力をお持ちです。彼女は、何を思ってか、私共の元を離れていらっしゃいます。けれども、彼女は私共にとって唯ゆい一いつ無む二にの繭墨あざかなのです。私共の神なのです。あざか様の代わりなどいらっしゃいません。それなのに、あろうことかあなた様がそれをご存じでないなんて」

　千花は嘆くように首を振った。不意に、僕は明確な嫌悪を覚えた。まるで、子供が蛙かえるの死体を弄もてあそぶ様子を見ているような気分だ。子供達は単純に楽しんでいるが、他者から見ればその光景は、異様であり醜悪だろう。

　鬼を食った。生き血を飲んだ。力を手に入れた。生き神を作り上げた。

　その話のどこに、恍こう惚こつと語るべき要素があるのか。

　どこにも、そんなものはない。

　それに、何より。

「───僕の知っている繭墨あざかは、自分のことを神と呼ばれれば怒ります」

　繭墨は、誰かに崇あがめられることを嫌悪する生き物だ。

『あのね、ボクを崇めてどうするんだい？　人は時に、誰かにすがらなければ生きていけない。けれども、ボクにすがるのだけは止やめておきたまえ。それは悪趣味と言うものさ』

　彼女なら、そう言って笑うに違いない。

「あなたの話はわかりました。ですが、それは僕には何の意味もない」

　彼女は、繭墨家の神だという。

　だが、それがどうした。

　睨みつけると、千花の唇が音も無く動いた。それから、彼女は穏やかな笑みを浮かべた。

「わかりました。私は、別に構いはしません。あなたはあざか様が、他でもないあざか様が選んだ方ですもの。これ以上申し上げることなど何もございません」

　千花はそう言い、おっとりと笑った。だが、その唇が音も無く吐はいた言葉は消えない。

　──────この、犬畜生が。

「ところで……食事はお召しあがりになりませんか？」

　場を切り替えるように、千花は料理を勧すすめた。食欲などない。そう言う千花自体、皿には一切手をつけていなかった。料理は、ただ和なごやかに歓談が進んでいると見せかけるための道具にすぎない。そのはずが、彼女の前の皿は、改めて見てみるとあらかた片付いていた。僕は思わず目を見開いた。確か、千花は酒にしか触れていないはずだ。

　カ、チ。

　不意に、小さな音が聞こえた。顔を上げると、座敷の隅すみに人影がいた。膝ひざを折り、縮ちぢこまった男が、カチカチと陶器を鳴らし、飯を搔かき込こんでいる。

　ガツガツと搔き込み、ゴクリと飲み込み、ベロリと舐なめる。

　実に気持ちのいい食べっぷりだった。男は、最後に茶をがぶ飲みすると、這うようにして机に近寄った。茶ちや碗わんを元に戻し、水菓子の皿を手にしてうずくまる。

　まるで犬のように、食べ始めた。

「久く々ぐ津つや、久々津。話は終わりました。食べていいとは言いましたが、もうお止めなさい」

「へぇい。すみません、すみませんねぇ。何せ、まずいもんで、時間が掛かっちまって。まずいですよ、コレ───マズイ……」

　ガッと男は最後の一切れを口に押し込んだ。分厚い舌で唇を舐め、顔を上げる。

　白髪しらが混ざりの黒髪が、瘦やせた顔を縁取っていた。大きな口がにぃっと動く。

「へぇ、へぇへぇ、どぉも。こりゃあ、立派な旦だん那なじゃないですか？　お初にお目にかかります。繭墨久々津という者で。見ての通り、末まつ席せきも末席、本来なら、旦那のお傍にも近寄れない下げ賤せんな生まれですが、何とぞ何とぞよろしくお願い申し上げます」












　ブンッと男は勢いよく頭を下げた。黒く濡ぬれた目が僕を見上げる。妙に卑屈な眼差しだった。思わず眉根を寄せるが、男は応えるように笑う。

　人に見下されることに、慣れた表情だった。

「こちらの久々津を、あざか様の元へ置いていただけないでしょうか？　あなた様が連れて帰られれば、帰す術すべもないのに、あざか様も帰せとはおっしゃらないでしょう。家事、掃除など一通りのことは仕込んであります。何かと、お役に立つかと思いますが……」

　突然の提案に、僕は男を見る。久々津と呼ばれた彼は、顔を伏せたままぴくりとも動かない。突然その腹を蹴けり上あげても、動かないのではないかと疑いたくなった。

「……あさとが姿を現したので、護衛として傍におけということですか？」

　尋たずねると、千花は緩ゆるやかに首を振った。

「護衛ではありません。どうぞ盾としてお使いください」

「─────は、ぁ？」

　人間の、盾。意味がわからずに眉をしかめると、久々津が言葉を引き継いだ。

「お毒見から、代わりに刺されることまで。それがお役目なら、俺おれはなんでもありがたくやらせていただきますよ？」

　明めい瞭りような声が言う。ぎょっとして視線を向けるが、千花も否定しなかった。

　久々津は顔を上げない。肌が粟立った。彼らは、互いにそれを当然だと思っている。

　人間を、何だと思っていやがる。

　ふざけやがって。

　そう怒鳴りつけようとした瞬間、久々津は膝立ちでにじり寄ってきた。半なかば以上顔を伏せたまま、囁いてくる。

「大変、大ッ変失礼とは存じ上げますが。旦那、お傍で喋しやべることをお許しください。あのですね、俺は旦那に帰されたら、それでお陀だ仏ぶつかもしれないんですよ。死ぬなら主のお役にたって死ぬのが俺の定めです。旦那がお優しいことは、もう十ッ分に感じさせて頂きました。涙が出るほどありがたい話ですが、こんな犬畜生、気づかう必要なんてありません。どうか旦那。俺をあざか様の事務所へ連れて帰って頂けませんかね？」

　給料なんて要求しません。水も食事も風呂も結構ですから。

　久々津は再び畳たたみに額ひたいを擦すりつけた。啞然としながら、僕はその姿を見る。信じられなかった。どうやったら、こんな人間を作り出すことができるのか。

「────お断り頂いても構いませんよ？」

　おっとりと千花が言う。久々津は顔を上げないが、その肩がわずかに震えていた。

　ちっくしょう。

　吐き捨てたいのを耐たえ、僕は強く唇を嚙かんだ。
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「いやぁあああ、ありがとうございます、旦那。ありがたい、ありがたい、やっぱりお優しいですねぇ、徳の高いお方だ。さすが、あざか様がお傍におくだけの人ですよ」

「……悪いが、黙って付いてきてもらえるか？」

　頭痛を耐えながら、僕は鍵かぎを取り出した。犬猫を拾ったのとはわけが違うのだ。どう言い訳すればいいのか全く思いつかない。断ることはできなかったが、連れて帰るのも、相手の思うツボだろう。付いて行って、このザマだ。情けない。

　扉を開けると、繭墨はみの虫になっていた。毛布から帽子だけ出している姿は、新種の生き物にも見える。どうやら、あのまま眠ったらしい。僕はその肩に手をかけ、揺り起した。

「繭さん、繭さん」

「うーん……お帰り、小田桐君……うん？」

　繭墨は警戒する猫のように眉根を寄せた。彼女の視線を追うと、久々津は薬に同どう封ふうされている成分表を眺めていた。

「これはいけませんよ、旦那。いつからあざか様がお飲みになってらっしゃるかは知りませんがね。いけませんよ、薬は肉に残る。もしもよろしければ、今度漢方でも仕入れてきますから、そっちの方をお飲みになってください」

「いらないね。小田桐君がもらってきてくれたもので十分だよ。これ以上、得体の知れないものをボクの家に入れるなんて、お断りだね」

　あっさりと繭墨は答えた。ココアと薬を手に取り、飲み干す。白さ湯ゆで飲め。飲むタイミングは食間だ。本来ならそう怒鳴るところだが、思わず媚こびるような声が出た。

「あの……繭、さん？」

「……まぁ、言わなくても理由はわかるよ。どうせ、無理やり押しつけられたんだろう。君が連れて来たんだから、好きにしたまえ。ボクは知らないよ。拾った猫の世話をするのは、拾い主だと小学生でも知っているさ」

　何せ、ボクは彼らのことは本気でどうでもいいんだ。

　苦みに顔をしかめて、再び繭墨は変な生き物に戻った。彼女の後ろで、久々津は嬉き々きとして掃除を始めている。

「あざか様は、思ったよりも瘦せた方ですねぇ……」

　どんな豊満な女を想像していたのか、残念そうに彼は呟く。

　僕は溜ため息いきを吐つき、久々津の手から、捨てられかけた煙草を引ったくった。
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　脇わきから刃物を刺し入れる。取りだした肝かん臓ぞうを新鮮なうちに薄く切り裂く。柔らかな臓器は舌に絡み、脂あぶらは甘くとろける。骨ごと切り取った胸肉は調理に回し、頰ほおの肉は齧りきる。残った脳は煮込むのがいいだろう。涙が零れ落ちそうになる。余らせるところなど微み塵じんもない。骨ですら上質な出だ汁しがでる。これで、しばらくは飢うえが満たされる。何とすばらしい肉だろうか。誰かれ構わず訴えたい衝動に駆られる。




　■の、肉はこんなにも美う味まい。




　目を覚ますと、舌に鉄の味が滲にじんでいた。吐き戻しそうになりながら、僕は洗面所に向かう。水道から直にうがいをするが、舌に絡む鉄錆の匂いはなくならなかった。

　美味いと感じた肉の味も。

　千花の話を聞いたせいだろうか、妙な夢を見た。何かの肉を食う夢だ。いや、本当はわかっている。あの話に引きずられたのなら、肉の正体は明らかなはずだ。

　あれは、鬼だ。けれども、そのわりに……。

　鏡を覗き込むと血走った目に出会った。リビングでは、繭墨と久々津が眠っている。繭墨はソファーで、久々津は器用にも、机の下に潜もぐっているはずだった。

　アパートに久々津を連れて帰ろうとしたのだが、護衛の意味がないと拒否された。確かにそうだが、彼と繭墨を二人きりにするわけにもいかない。連れてきた責任上、僕も泊まることにした。部屋の造りは２ＬＤＫだが、リビング以外は、繭墨が蔵書や服で埋めている。また、繭墨自身リビングを寝室にしているので、そこを使用することにした。すると、久々津は、嬉々として机の下に潜り込んだ。これだけ広ければ十分らしい。

　普段はどこで寝ているのだろうか。

　居間に戻ると、久々津はいなかった。キッチンで何か音がする。いつの間に移動したのか、彼は冷蔵庫に顔を突っ込み、思案深げな顔をしていた。

「何もないだろう？」

「あっ、おはようございます。旦那。本当に、何もありませんねぇ……」

　溜息と共に、久々津は冷蔵庫を閉じた。中には、僕が買ってきた雑ぞう炊すいの材料しか入っていない。中華風、和風とそろえてあるが、どうせ食べられずに捨てられる運命だ。僕は、繭墨のマンションで食事は取らないので、冷蔵庫は日頃、ほぼ空からの状態にある。

「これじゃあ、ろくな食事が作れないじゃないですか……卵と米。ささみ、梅干し、出汁」

「米を炊たいて、茹ゆでたささみを梅ばい肉にく和あえにして、出だ汁し巻まき卵たまごでも作るか？　最も、食べるのは僕とお前だけになるけどな」

　手を伸ばし、卵を取り出して言う。久々津は驚いた顔をした。

「旦那は料理ができるんですか？」

「まぁな。一応、一通りはできる」

「へーえー。でも、材料にはあまりこだわりはないようで、すねぇ」

　ささみのパックを取り出し、久々津は呟いた。カチンとくる。粥を作るのは自腹だ。いちいち味を確かめてはいるが、どうせ捨てられるのに高級食材を使う気はしない。

　特売品な上にタイムセールスだが、何か不満があるのか。

「申し訳ありません、旦那。別に、旦那の目め利ききにケチを付けるわけじゃないんですよ。これは、売る店の方が悪い。質のよくない肉を、奴やつら平気で売りやがる。今度、俺が勝手に仕入れてきますから、どうかお構いなく」

　そう言い、久々津はパックを開けた。生のささみをじっと見つめ、突然ぶら下げる。縦に長いそれが、開いた喉奥に消えた。ぱくんと巨大な口を閉じ、久々津は唇を舐める。

「これは、俺が処理しておきますんで。朝は梅粥と出汁巻き卵にしましょう。旦那は、お待ちください。繭墨様に菓子でもお作りしたいんですが、砂糖はどこですか？」

　久々津はあっけらかんと喋る。僕はただ呆然と、空のトレーを見つめた。
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「犬のように生きてきた人間は、腹など壊さないさ」

　久々津について尋ねると、繭墨はチョコレートプディングをすくいながら答えた。彼の作った朝食は美味かった。出汁巻き卵は柔らかく、梅粥も上品な味がついていた。だが、久々津はその一切に手を付けず、代わりに、卵の殻と梅の種を吞のみ込こんだ。今は、宣言通り買い物に行っている。

「………犬、ですか」

「そう、犬だよ。千花の教育が悪かったんだね。繭墨家の人間は人でなしばかりだけれど、さすがにあそこまで自分を卑ひ下げする人間を作りはしないさ。自分が人間以下であると認識するように、千花が彼を育てたんだろう。命令されればあっさりと死ぬような、人間の盾を作るためにね。千花は分家の人間なのだけれど、最近になって、働きを買われて、当主殿の代理を務めるようになったんだ。あざか以外の女でありながら、繭墨家の中ちゆう枢すうに食い込むなんて大したものだよ。あざかになれなかった女に生きる価値などない。そう言われているからね……けれどね、彼女は色々とうっとうしいんだよ」

　繭墨は嘲あざけるような笑みを浮かべた。僕の脳裏に千花の姿が浮かぶ。

　あざか様、あざか様と語る度、彼女の頰は紅潮していた。彼女は繭墨を盲信している。

繭墨はいらだたしげに吐き捨てた。

「何が盾だい。あんな人間が死ぬ様など、つまらないだけさ」

　言葉こそ辛しん辣らつだが、気持ちはわからないでもなかった。繭墨は何より束縛を嫌う。

　盾になど、守られたくはないのだ。

「千花がそこまでする理由は、あなたが彼女にとって、神だからじゃないんですか？」

　脳裏に浮かんだ灰色の目を思いながら尋ねる。すると、繭墨はゆっくりと別の笑みを浮かべた。諦てい観かんに近い表情が少女の顔を埋める。

「ボクは妄信は嫌いだ、小田桐君。見えない目なら、いっそ塞ふさいでしまえばいい」

　そこには複雑な感情があった。穏やかな目に浮かんだそれは、悲しみに似ている。

「ボクができることは、異界に触れることだけさ。ここでは無い彼ひ岸がんと、ボクは唐傘を媒ばい介かいにして繫がることができる。死者の声を聞いたり、人の怨うらみ辛つらみを呪いという形に昇しよう華かさせることも可能だよ。あるいは解くこともね。条件がそろえば、夢渡りもできるかな。でもね、ただそれだけさ。そんなボクを人で無いと言うのは自由だよ。ただね」

　わずかに、彼女は口元だけで笑った。

「神なんて言葉は、定義が曖あい昧まいすぎる。ボクは誰も救いはしないさ」

　初めて見る表情に、僕は思わず口をつぐんだ。繭墨はスプーンを置いて目を閉じる。そのまま眠ってしまうのかと思った時、彼女は不意に口を開いた。

「君は、千花に何を聞いたんだい？」

　あなたは、繭墨家の神に飼われているのですよ。

　聞いた言葉を思い出しながら話す。すると、繭墨は笑みを深くした。

「なるほど、なるほど……繭墨家の成り立ち、ね」

　ごろりと繭墨は僕に向き直る。そして、思ってもみなかったことを尋ねてきた。

「小田桐君、君は鬼が本当にいると思うのかい？」

「はい？」

　鬼は、本当にいるのか。

　その問いかけに、僕は眉をひそめた。いるかいないかと問われれば、いないと答えたいところだ。そんなもの、伝説上の存在だと切り捨てたい。だが、それは今。

　腹の、中に。

「そう、君の腹に孕んだそれは、鬼さ。人の情念は、時に人で無いものを生む。怨えん恨こんや憤ふん怒ぬによって肉さえも変化した者は、鬼と呼んで差しつかえないよ。けれども、ボクが今言うのは、絵に描いたような鬼のことさ。鬼の伝説は数多いね。安あ達だちヶ原はらの鬼おに婆ばば、酒しゆ吞てん童どう子じ、茨いばら木き童どう子じ、宇う治じの橋はし姫ひめ……他にもいくらでもあるよ。形あるものから無いものまで、鬼の災さい厄やくを語る伝説は数多い。ボク達、繭墨家はそれを食った。さて、それは本当に鬼だったのかな？」

　嫌な笑みを浮かべ、彼女は無邪気に問いを投げかけて来た。

「昔、人より育ち過ぎたり、歯の生え始めが早かったり、霊的な素養を持った子供は鬼として捨てられたというよ」

　生まれた時から『人と違う者』は、『人で無い者』に育つかもしれない。

　その恐れから、人と違う子供は捨てられ、山の中で死んだ。

　けれども時に、生き延びた。

「ボクの祖先が食べたのは、山中に捨てられ、運よく生き延びたけれども、村人に忌いみ嫌きらわれていた『人』だったのかもしれない」

「つまり、人を食った、と……？」

「人肉を摂取することで相手の全てを得られると信じる考えは、古来から存在するよ。女子に多く力が発現したというのなら、その相手は娘だったのかもしれないね？」

　にやりと繭墨は笑い、チョコレートを手に取った。

「さらに言うと、繭墨家の『能力者』は、皆短命だ。力の発現した直系には、病死や不審死が相次いだんだよ。力を手に入れた、すばらしい？　ははっ、笑わせてくれる」

　いつか感じた印象を再び思いだす。溶けたチョコレートは胎たい盤ばんに似ている。それは、女にしか存在しない器官だ。繭墨は僕の連想に構わず、菓子を生々しく歯で潰つぶす。

　ぐちゃりと、それは崩れた。

「つまりボクらは、ただ単に、人を食ったから呪われたんじゃないかなぁ？」

　人を呪わば穴二つ。人を殺せば、それ相応の報むくいが下る。

　食ったとしても、同じだ。

「まぁ、これは与よ太た話ばなしだよ。そもそも、本当に食ったかも怪しいものさ。繭墨家は、鬼の家系だ。そう言われるほど、ボク達は世間から後ろ指をさされているし、ボク達もその畏怖を利用してきた。『人で無し』と言われるよりは、『人で無い』と恐れられる方が、何かと便利だからね───さて、でもここからは、確かな話だよ、小田桐君。千花の話からはね、いくつか情報が欠けている」

　僕は思わず居住まいを正した。相あい槌づちは一切打たないまま、ただ繭墨の言葉を待つ。

　あの恍惚とした語り口に、含まれていた噓うそとは何なのか。

「何故、最初の『繭墨あざか』が強い力を持って生まれて来たか。これはね、リスクを顧かえりみない兄妹間の近きん親しん相そう姦かんの結果だよ」

　さらりと、繭墨はその事実を口にした。

　思わず反応が遅れる。話が上手く脳裏に染み込まない。僕の返事を待たずに、繭墨は先を続けた。

「繭墨家はね、昔から近親間の婚こん姻いんが多いんだ。力にこだわった一族の者達が、血を濃くしようとした結果だね。それが、逆に呪いを加速させる結果になり、多くの死者も出した。それなのに、最たる禁きん忌きを犯し、ついに最大の化け物を作り上げたんだ」

　同じ両親から生まれた子から、子を作った。

　何よりも、失われていく血を濃くするために。

「それが、『繭墨あざか』だ。彼らの言葉を借りるなら、鬼の血を最も濃く受け継ぐ生き物だよ」

　そして、その生き物は、目の前のこの少女と同じ名前を持つのだ。

　人の死を嗤わらい、楽しむ生き物と。

　不意に気になった。彼女は、それをどう思うのか。

「繭さん……あなたは、それをどう」

「人を食い、兄妹で交わり、自身の利益のために、ことわりを曲げた。生まれた時から、ボクらは畜生さ。ある意味、この上なく人間らしくもあるけれどね」

　僕の言葉をさえぎり、繭墨は笑った。自身と自身の一族を卑下する言葉には、不思議と陰いん湿しつさの欠片かけらもない。ただ愉ゆ快かいそうに彼女は続ける。

「鬼とは、よく言ったものだよ」

　沈黙が降りる。前触れなく繭墨は欠伸あくびをした。話をすることに飽あきたのか、目をつむる。僕は何も言うことができなかった。どう反応するべきか、全くわからない。眠ろうと、帽子を引き寄せながら、繭墨はさらに言った。

「そうそう、最後に『繭墨あざか』の名誉のために付け加えようか──『生き神』が繭墨家の絶対的な支配者として当主の上に立つこと。分家に実業の部分は譲り、繭墨本家はあくまで『能力』によって陰からすべてを支配する──という決まりが、繭墨あざかの命令でできたと言ったね。それも噓さ。初代様は、ボクと似た人間だ──むしろ、ボクと同一の生き物だった。ボクならそんな命令は絶対に出さないね。そのくだらない決まりを作ったのは、近親者の誰かだよ。名誉も、権力も、悪趣味な飾りさ。ぶら下げれば、いつか重さで肌ごとちぎれるよ。あれば存分に使うけれどね、欲しくはない」

　にぃっと繭墨は笑った。それで話は終わったらしい。僕は再び言葉を飲み込んだ。尋ねたいことは山ほどあったが、どれも聞くに値あたいしない気がする。

　結局、口から飛び出したのは、実に単純な問いかけだった。

「繭さん、あなたは辛くないんですか？」

　聞いてどうする。そう思いながらも、これだけは聞かずにはいられなかった。

　その事実を、一族にまつわる逸いつ話わを、彼女はどうとらえているのか。

　繭墨は応えるように薄目を開けた。

　問いが面白かったのか、また別種の笑みを浮かべて言う。

「ボクは繭墨あざかだ。空が空であるように、海が海であるように、それは当然のことさ。ボクはそれを卑下しないし、この名が無くなるのは、ボクの死と同意義だ。ただ、祀まつり上あげられるのは嫌いだよ。繭墨家は、ボクが生まれるまで、血の薄れから能力をほぼ持たない女子を、何人も権力の象徴として祀り上げてきた。操あやつり人形ならいくらでも作ればいい。人は神にすがらずにはいられない。けれども、ボクにすがってどうするんだい？」

　繭墨はゆっくりと目を閉じる。

　そして、かつて僕が思った通りの言葉を言った。

「─────それは、悪趣味だよ」

　彼女は人でなしだ。

　だが、神と驕おごることはない。

　目をつむった彼女は、やはり人間に過ぎなかった。
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「よっ、と。アレ、旦那？　もしかして、繭墨様はお眠りですか？」

「ああ、今は眠っているな」

　答えた途端、久々津は口を閉じた。もしかして、息すら止めているかもしれない。それから、彼は食材を無音で冷蔵庫に詰めていった。食材が傷いたまないなら、繭墨の起床まで待つのだろうが、そうもいかないらしい。冷蔵庫の隙間がみっしりと埋まるが、そこに肉は一切なかった。

「何で、肉がないんだ？」

　屈かがみ込こんで尋ねると、久々津は口を金魚のように動かした。

　どうやら、喋れないと主張しているようだ。

「……いや、一度眠った繭さんは、滅めつ多たに起きないからな。気にしないでもいいぞ？」

　久々津は再び口をパクパクと動かした。どうやら迷っているらしい。だが、僕の不機嫌を察したのか、蚊かの鳴くような声を出した。

「……ろくな肉がないんですよ。ご厚意でお世話になるんですから、いい肉を選びたいんです。本ッ当に申し訳ないんですがね。もう少しお待ちください。今日は、湯ゆ豆どう腐ふと湯ゆ葉ばにしますんで。旦那、大豆はお嫌いですか？」

「言っておくけどな、僕の飯は気にしないでいいぞ？　繭さんはどうせ食べないしな」

「いえいえいえいえいえいえ、ご親切な旦那に不ま味ずい肉を食べさせるわけには参りません。そこには、こんな犬畜生にも、こだわりってもんがありますんで」

　久々津は、奥から古びた人にん参じんを見つけた。しなびたそれを口に放り込み、嚙かみ砕くだく。

「肉はいいですよ。俺は、料理が好きです。千花様が俺にお許し下さった行動の中で、俺は料理が一番好きです。何より、お役に立てていると実感できます」

　次にキャベツの芯しんを飲み、久々津はへらりと笑った。

「どうせ、犬のこだわりなんですがねぇ？」

　僕の脳裏に、繭墨の言葉が浮かんだ。怒りがじわりと湧わきだす。腹が痛み、慌てて心を鎮めた。だからと言って、ふざけるにもほどがある。

　自分が人間以下であると認識するように育てられた。

　何故、あの女は、人をそんな風に扱ったのか。

「お前な、自分のことを犬とか言うな。僕から見れば、お前はただの人間だ」

「いいえ、俺は人じゃありませんよ。人なわけがありません」

　久々津は言いきり、牛乳パックをしまった。振り向くと、明るい笑顔で言う。

「そう言えば、近くに女子高があるんですね？　年頃のお嬢さんがたは、柔らかそうでいいですねぇ？　繭墨様も、あれくらいふくよかになられた方がよろしいのに」

　からりと言い、彼は大量のチョコレートを運び出した。どうやら、湯ゆ煎せんで溶かすつもりらしい。昼食の準備をする姿を見ながら、僕は溜息を吐いた。

　彼に何を言っても無む駄だだろう。心に硬い殻からがあるのだ。どうやっても届きはしない。

　誰も彼もがおかしいのだ。そして、そのおかしさに気がつかない。

　犬も神も、鬼も狐も。

　どいつも、こいつも。
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　子供の指を、齧った。

　目の前に肥こえた人差し指があった。私の目を悪戯いたずらで突こうとしたらしい。今、指先は私の眼球直前で止まっている。明確な悪意が首筋を撫でた。忍しのび笑わらいが聞こえる。子供達は、私を罵ののしり蹴り、犬のように扱うことを娯楽としている。ゆえに、私の友人は書物だけだった。彼らは生まれや育ちで人を差別しない。蔵書の数々に私は没頭したが、中でもある伝説に強く惹ひきつけられた。

　鬼を食えば、鬼になるという。

　私は人ではない。私は人ではない。私は人ではない。

　長くそう感じ続けていた私が、物理的に人を超える最短の手段が、そこにはあった。

　鬼を食った者は鬼になると言う。

　何より、伝説の中で語られる肉は、とても美味そうに見えた。

　食することで相手の全てを得られるとは、何と効率の良い食事だろう。相手の魂たましいの詰まった肉は、さぞかし美味に違いない。それは、おそらく最高の美食だ。

　そして今、私の目の前にはふくよかな指がある。

　絶好の機会だった。これを、食べない手はないだろう。

　蒸しパンを思わせる肌に歯を立てる。柔らかな肉に犬歯が埋まった。熱い血ち潮しおが溢あふれ、耳ざわりな悲鳴が上がる。私は頭を殴なぐられながら、顎に力を込めた。私の顎と、相手の指の骨が折れるのは同時だった。私はそのまま、相手の指を嚙み切った。

　顎の激痛に耐え、痙けい攣れんする肉を飲み込む。その瞬間、確信した。

　私は今まで、ろくなものを食べて来なかった。新鮮な肉はいい肉だ。それが、劣等感を抱き続け、無様に地を這う私に、唯一許された最大の快楽だった。世界の人間は私の食料にすぎない。私は人ではないのだから、人を食っても構わない。




　人の肉はこんなにも美味い。

　それなら神の肉は、どれほどに美味いのだろう。
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　激しくうがいをする。歯ブラシを手に取ると、練り歯磨きをぶちまけ、僕は乱暴に歯を洗った。そのまま部屋から飛びだし、煙草に火を点つける。慣れた煙の味が肺を満たすと、喉の痙攣が噓のように治まった。僕は顔を覆おおい、深い溜息を吐いた。夢で感じた味が舌先に残っている。その濃厚な美味さと、痙攣する肉の感覚も鮮やかだ。視界には白くふくよかな、美味そうな指が焼きついている。

　あの夢は何だ。あの現実感は何だ。僕は、何を食った？

　改めて考え、愕がく然ぜんとした。動揺を面白がるように、腹の中が蠢く。それを殴りつけ、部屋に戻る。繭墨の話に影響されたのだろうか。昨日に引き続き歪いびつな夢を見た。何より、夢にしては細部が緻ち密みつすぎる。まるで、現実に展開された映像をなぞった様だ。

　この感覚には覚えがあった。冷たい床に倒れ込んだ後、見た夢に似ている。

　髑どく髏ろの事件を思い出す。腹の中の生き物は、誰かの思念や記憶を食うのだ。陰いん惨さんなものほど好んで食らう。

　それに思い当たりゾッとした。これが、単なる夢でない可能性に不意に気がつく。もしかしてこの夢は、誰かの記憶をなぞったものではないのか。

　だが一体、誰の？

　再び、口に鉄錆の匂いが込み上げた。生なま臭ぐさいその味を、美味いと認識する自分に吐き気がする。倒れかけながら、部屋に戻った。そこで、香ばしい匂いに気がつく。




　久々津が、肉を焼いていた。




　思わず目を見開く。フライパンの上では、美味そうな肉が焼けている。手製らしいソースを肉にかけると、久々津はフライ返しを手に取った。千切りキャベツの上に、適度に焦こげ目めがつき、脂のとろけた肉が載る。それを硬めのパンで挟み、彼は振り向いた。

「あれ？　おはようございます。旦那。お顔の色が悪いようですが、大丈夫ですか？」

　上手く答えることができなかった。脳が混乱している。夢と現実が混こん濁だくし、目の前の情景を上手く飲み込むことができない。ただ、ひどく不思議で、不快だった。

　何故、ここに肉があるのか。

「久々津……お前、確か肉は買ってこなかったんじゃないのか？」

「今け朝さ、朝市で仕入れてきました。いやぁ、お喜びください旦那。やっといい肉が手に入りまして。とりあえず、量は少ないんですが、朝ならこれくらいでちょうどですよね？　ぜひ召し上がってください。俺が作ったもんなんで、高は知れてるでしょうが、おそらく、旦那も驚かれるはずですよ。いい肉は、こんなに違うもんなんだって」

　照れ臭そうに久々津は笑った。確かに美味そうな匂いがしている。脂の焦げる匂いに、吐き気が込み上げた。想像上の肉の味が、先ほど感じた肉の味と混ざる。

　両方とも、あまりにも美味い。

　僕は、一体何を感じている？

　同時に、胃が逆流した。流しに向かって中身を吐き捨てる。腹の中のものが腹を蹴りながら笑った。大丈夫ですか？　と久々津が心配そうに言う。汗が背筋に伝うのを感じながら、僕は目を見開いた。そういえば、この夢はいつから見始めたのだろうか。

　千花と会い、久々津が家に来てからだ。

　ある予感に駆られながら、恐る恐る振り向く。そして、尋ねた。

「久々津……それは、何の肉だ？」

「………豚、ですけど？」

　久々津は不思議そうに首を傾げた。確かに、机には豚肉のトレーが転がっている。その横には、チョコレートケーキがあった。一体、いつ準備したのだろうか。もしかして、彼はほとんど眠っていないのかもしれない。その姿に、邪気は一切なかった。

　気のせいだと嫌な予感を振り払う。そんな異常なことあるわけがない。

　だが、脳のう裏りでは警報が鳴っていた。今まで、様々な事件を見てきた。最近の事例が脳裏をよぎる。子宮が空から落ち、髑髏が笑い、人が泡になった。それに比べれば、何だ。

　人が人を食う程度、異常でも何でもない。

　ありえないことなど、ありはしないのだ。

　僕は振り向いた。同時に、悲鳴を飲み込む。驚くほど近くに、久々津の顔があった。背筋を寒気が走る。脳裏に、眼球の間近に伸びる白い指が浮かんだ。

　目の前に肉があったから、食った。

　今、久々津の目には僕の顔が映っていた。子供のような怯えが全身を走り、反射的に突き飛ばしそうになる。だが、久々津は鼻を犬のように鳴らし、眉をしかめた。

「旦那、あの……大変失礼ながらお聞きしますが、もしかして、煙草を吸ってらっしゃいますか？　お若いのに？　煙草がお好きで？」

「あっ、ああ……まぁな。吸ってる、けどなそれが」

「いけません。いけませんよぉ。旦那。煙草は体に悪いです。肺も肉も血管も汚れます。止めましょう。旦那、煙草はいけません。薬と同じくらいよくありません」

　久々津は嘆くように首を振った。僕が返事をしないでいると、不満そうに眉を寄せて彼は料理に戻った。スープを運ぶ姿を見ながら、僕は気がつく。薬、煙草。彼は何故か、肉に残る毒素を嫌がる。

　目の前に、昨日よりはるかに手のこんだ朝食が並んだ。

「さぁ、どうぞ。旦那。召し上がってください」

　そして、久々津は明るい笑顔で続けた。

「俺は、もう食べましたから」

　背筋を寒気が駆け下りる。僕はどうしても席に着くことができなかった。

　湯気を立てる朝食は、得体の知れない何かに見えた。
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　結局、朝食は断った。久々津は不満そうな顔をしたが、捨ててくれと言うと、黙って残りを飲み込んだ。食事は断るが、生ごみは食べるらしい。食器を洗う背中を見ていると、得体の知れない恐怖が込み上げた。時限爆弾を抱えているような不安を覚える。

　繭墨は今け朝さから薬を飲んでいない。

　昨夜から咳が止まり、体調も随分よくなったのだと言う。

　それを聞いた時、久々津は心の底から嬉うれしそうな笑顔を浮かべた。

　薬は肉に残るが、体内から一日、二日で抜ける。

　その事実が何故か心に重くのしかかった。理由はわかっている。油断すると、口内で甘い血の味が蘇った。

　新鮮な肉は、いい肉だ。

　人がこれほどに美味いのなら、神の肉はどれほどに美味いのだろう。

　あの夢が怖いのだ。あの夢が誰かの記憶を化け物が食ったものなら、その誰かはまぎれもない異常者だ。だが、久々津は千花から引き渡された部下であり、繭墨本家の人間だ。身元の確かな人物が、異常者だということはありうるのだろうか。取り越し苦労に過ぎないのかもしれない。アレは、腹の中の化け物が、繭墨の話から作り上げた夢かもしれない。

　千花に連絡を取りたいと思った。名刺を受け取らなかったことを今更悔やむ。繭墨の私室に積まれた本の山から、手帳やメモの類を探してみるが、何も発見できなかった。

　どこにしまってあるのだろうか。あるいは、元から無いのだろうか。

　彼女なら興味のない電話番号など、記憶すらしていないかもしれない。

　元の通りに戻そうとしてノートを落とし、本の山を崩してしまった。口内に広がる味が、気になり、冷静な行動をとることができない。これは夢の中の味覚だ。そのはずが、自身の記憶と錯覚してしまい、理性が保たもてそうにない。




　こんなに美味いのなら、人が人を食わないのはおかしい。

　全く、人間はかわいそうだ。




　そこで、電話が鳴った。慌てて居間に駆け込み、受話器を手に取る。落ちついた声が耳に届いた。

「お久しぶりです───久々津は真面目に働いておりますか？」

　繭墨、千花だ。思わず受話器を強く握りしめる。久々津の様子を確かめに電話したのだろうが、渡りに船だった。背後のソファーをうかがう。横になった繭墨は目覚めそうにないが、なるべく声を殺して囁いた。

「ちょうどいいところにかけてくれた……アンタに、聞きたいことがある」

「いかがなされました、小田桐様？　声の調子がよくありませんが……お体でも？」

　断りを入れ子機に転送し、繭墨の私室の一つで受け取った。暗い部屋に埋もれていた子器は、音が異常に悪い。だが、繭墨に聞かれたくはなかった。人を食う夢を見たなど、どうからかわれるかわかったものではない。必ず、美味かったかと聞かれるだろう。僕は堰せきを切ったように夢のことを話し、久々津について尋ねた。

「……結論から言う。アンタが寄こしたアイツは、信頼できる人間なのか？」

　沈黙の後、わずかにかすれた声が耳に届いた。

「………驚きました。他人の思念や記憶を、あなた様の鬼は拾えるのですか。他人の心など覗けない人間からすれば、何と恐るべき能力でしょう」

「そんなことはどうでもいいッ！　アイツは、人食いなのか、どうなんだッ！」

　あの夢は事実なのか、どうなのか。

　尋ねると、千花は答えた。

「アレは、私が育て上げた男です。異常な言動に覚えはありませんし、人肉に興味などございません。けれども………あなた様の鬼が言うのならば、そうなのかもしれません。決してそんなことはないはずなのですが、もしも繭墨様に危険が及ぶようなことになれば………私は、私は……千花は」

　不意に千花の声が震えた。彼女は何を想像したのか、急に引きつったような音を立て沈黙した。だが、その声はすぐに元通りの冷静さを取り戻した。

「わかりました。あなた様の鬼が言うのならば、きっとその記憶は、久々津のものなのでしょう。けれども、あなた様に久々津がお出しした肉は、人肉ではございません。あざか様のお近くで殺人事件が発生したという話は、千花の耳に届いておりません」

　その言葉に僕は脱力した。だが、奴が人食いだと言う事実に変わりはない。久々津が繭墨に食指を動かしていると言うのなら、彼女の危機は明らかだ。

　僕が口を開こうとすると、それをさえぎるようにして千花は言った。

「久々津は、私が何とか致します。本日中に準備を整え、明朝おうかがいしますので小田桐様はどうかご避難を。繭墨様はお連れ出しにならないほうがいいでしょう。もしも、久々津が繭墨様に食指を動かしているのなら………何か不審に感じたのなら、どういう行動をするのかわかりません。入れ替わりに私共が向かいます。小田桐様はお逃げください」

　千花の言葉に息を飲む。それでは、久々津と繭墨を一時的とはいえ二人きりにすることになる。

「しかし、繭さんを残しては」

「大丈夫です。いつあなたが帰るかわからないのに、繭墨様に手を出すほど、久々津の理性は枯こ渇かつしてはおりません。それよりも、私達にとって怖ろしいのはあなた様の鬼が暴走することです」

　何を言われたのかわからなかった。

　人食いより、僕の鬼の方が怖ろしいとはどういうことか。

　すると、真剣な声で千花は続けた。

「私達が久々津を捕えるとき───久々津は暴れるかもしれません。その際、あなた様の鬼が、あざか様ごと久々津を食う可能性は？」

　そんなことは無いと、言い切ろうとしてできなかった。

　この腹の中の生き物は、食えるものならば何でも食うのだ。

　もしも久々津が繭墨の傍にいたのなら、その可能性もないとは言えない。

「あざか様は千花が守ります……必ず、千花がお守りします」

　その声を聞き、僕は不意に別の動機に気がついた。彼女は『僕に』繭墨を守られたくないのではないのか。だからこそ彼女は、僕と繭墨を引き離した上で、久々津を捕えようとしているのだ。このまま繰り返しても話が進展するとは思えない。そして、僕が久久津を押さえるより、複数で捕えた方がいいだろう。

　僕の鬼が、誰かを食うことになるよりは。

　僕は一度言葉を飲み込み、それから続けた。

「…………わかりました。明日の予定をお願いします」

　時間と段取りを決める。千花は丁てい寧ねいに礼と詫わびを述べた後、最後に念を押した。

「くれぐれも、久々津に疑われないよう。よろしくお願い申し上げます。彼を安心させるように努つとめてください。あざか様にも久々津にも、どうか悟られることのないよう」

　わかったと答えると、別れの言葉と共に電話は切れた。後には、虚しい断絶音だけが響く。埃っぽい部屋で、僕は深く息を吐いた。繭墨の衣装の山にもたれながら、薄汚れた天てん井じようを仰あおぐ。




　僕の鬼が繭墨を食う。考えてもみなかった可能性に眩暈めまいを覚える。明日の段取りをなぞり、不安を押し込めながら、ふと僕は呟いた。




　人が人を食えば鬼になる。

　人が神を食えば神になる。

　鬼が神を食ったのならば、何になるのだろう。




　リビングに戻ると、久々津は料理を作っていた。一心にシチューを煮込んでいる。バターと小麦粉が置いてあるので、ルーから作ったらしい。肉を見るとまだ背筋が粟立った。だが、心配そうな顔をする久々津に押されて、食卓に着く。治療のため眠ってばかりいる繭墨は、退屈そうにガトーオペラを食べている。久々津は僕の方を見て、食べないのかと問いたげな眼差しをした。




　久々津を安心させて欲しい。




　その言葉を思い出し、僕は、肉を避さけたシチューとパンをもらい、口にふくんだ。じゃがいもが割れ、玉ねぎがとろける。




　よく煮込まれたシチューは、美味かった。
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　人を食えば人でなくなり、鬼を食えば鬼になると言う。

　それならば、私は神になりたい。神を食って神になりたい。

　神と同一化し、人でないこの身を神へと昇華したい。




　目の前の肉にフォークを突き刺す。柔らかく煮込んだ肉には、生とはまた違った味わいがある。香こう辛しん料りようの効きいたソースは絶品だ。それは、骨と骨こつ髄ずいを煮込んだ汁で作られている。肉を舌先で溶かしながら考える。私は神になろう。神を食って、神になろう。あぁ、それは、何とすばらしいことだろう。

　美食の果てに至る境地の、何と神聖なことか。




　浅い眠りしかとっていない頭が重い。今日は、千花との約束の日だった。電話があった当日は、眠ることができず朝を迎えた。しかし、わずかにまどろんだ途端、再び夢に襲われた。口の中に甘い味が溢れる。夢は何故か濃厚さを増し、抗あらがいがたい甘美ささえ感じさせた。食の悦よろこびは、こんなにも強いものだっただろうか。

　このままでは、夢を待ち焦がれるようになってしまうのではないか。馬鹿らしいと唾だ棄きしながらも、そう怯えずにはいられない。

　当然、食欲など無い。コーヒーを幾杯も飲み干し、立ち上がる。寝不足の視界が揺れた。振り向くと、繭墨はまたみの虫になっている。大人しく治すことに決めたらしい。それは喜ばしいことだったが、まだ体調が万全でないことは不安でしかたがない。

　なるべく平静に聞こえるよう、丸い背中に告げた。

「繭さん、少し出かけてきますね」

「うん？　出かけるのかい、小田桐君。それなら、暖かくして行くんだよ。まだ風は冷たいからね」

　ひょいっと毛布から手が伸びた。振り向きすらしないが、見送ってはくれるらしい。久々津は台所で仕込みをしている。彼と繭墨を二人きりにすると思うと不安が喉を突きかけた。だが、すぐに千花達が来るのだ。心配はいらない。僕は無理やり焦りと怯えを飲み込み、久々津に言った。

「少し出かけるが、すぐに帰って来る。朝から働いてばかりだが、無理するなよ？」

「もったいないお言葉です。どうかお気を付けて。美味い夕飯を作って、旦那の帰りをお待ちしておりますので」

　深々と腰を折り、久々津は僕を見送った。一歩、外へ出る。足早にエレベーターへ向かい、ボタンを押すとドアが開いた。中に乗ってドアを閉じ、一階を選んだ直後だった。

　腹の中のものが笑った。

　化け物の口から、泡のような言葉が溢れ出す。

　臓器の内側が蠢き、あまりの痛みに僕は膝を折った。指先が震える。腹の中のものが僕の血を飲み込みながら、笑っている。大声を出し、何かが楽しいと訴えてくる。痛みに耐えながら、僕は本能的に腕を伸ばした。自分でも意味を理解しないまま、階数ボタンをなぞる。五階、四階、三階は変化ない。だが、二階に触れた途端、笑い声が爆発的に高まった。

　ボタンを押し込む。

　下降していたエレベーターが止まった。ガクンと衝撃が走る。

　ドアが、開いた。

　笑い声が、忍び笑いに切り替わった。それを聞きながら、僕は震える足を進めた。繭墨所有のマンションに他の入居者はいない。早く一階へ行かなければと思いながらも、足は止まらなかった。空の廊ろう下かを進みながら、いつかの光景が脳裏をかすめる。あの日の夜も、こんな風に人ひと気けのない廊下を歩いたのだ。

　たった、一人きりで。

　腹を押さえ、痛みと吐き気に耐える。不意に一室の前で中のものが腹を蹴った。うながされ、立ち止まる。背筋を寒気が駆け下りた。ドアノブが明らかにおかしい。まるで無理やりこじ開けでもしたかのように、金属の傷がいくつも付いている。

　鍵が開いていた。

　一体、誰が、何のために。

　ドアノブに手をかけた。化け物の笑い声と、金属の軋きしみが重なる。ドアを開くと、その向こうの闇を覗き込んだ。

　フローリングの床が見えた。造りは繭墨の部屋と同様だが、何の家具も置かれていない。ただ、陽光が差し込む床の中心に、アイスボックスが置いてあった。箱の周りには、整然と脱臭剤が並んでいる。異様な光景だが、僕はその意味を一瞬で理解した。

　中に封じてある『何か』の、臭いが漏もれないようにしてあるのだ。

　風呂場で水の滴したたる音が聞こえる。鉄錆の匂いとわずかな腐臭が鼻を刺した。近寄りたくなどない。何が入っているのか、知るのもごめんだ。それでも、無理やり足を動かした。アイスボックスに触れると表面は濡れている。まるで、誰かが濡れた手で、最近触りでもしたかのようだ。留め金を外し、ゆっくりと蓋ふたを開ける。

　バクンと、湿った音が響く。

　中には、みっしりと保ほ冷れい剤ざいが詰まっていた。冷気に指先が痺しびれる。幾つも取りだすと、その下にビニール袋があった。中には、血抜きを終えた肉が詰まっている。食べやすそうな肉の塊が、丁寧に保存されていた。薄紅く染まった袋の中を覗き込む。

　他の食べにくい部分はどこにいったのか。指や、耳や、鼻は。

　おそらく、胃の中に片づけたのだろう。だから、それほど生々しさはなかった。

　けれども、ビニール袋の中の肉は、明らかに動物のものではなかった。

「はっ………ははっ、はっ」

　肋ろつ骨こつがついたままの肉は、人間の胸から切り出したものだろう。均きん等とうに分けられた塊は、確かあの朝、パンに載っていたものと同じ形だった。これは肩で、これは太ももだ。細さからして女性のものだろう。そう言えば彼は、女子高生は柔らかいと言っていた。やはりあの夢は、人の記憶を拾ったものなのかと今更思う。

　コレを作ったのはいつなのか。腐ふ敗はいが遅く、傷んでいる肉も少ないことから、最近だろう。久々津が肉を仕入れて来たのは、確か昨日の朝だった。冷蔵庫のように冷えたこの箱なら、それくらい保つだろうか。妙に冷静に考えたところで、よく煮込まれたシチューを思い出した。

　あれは、美味かった。

　あの中で煮込まれていたのは……。

「っ、がっ、ぐっうっ………」

　今さら吐いてもしかたない。だが、胃液は勝手に逆流した。今朝はコーヒーを飲んだだけだ。苦い胃液を吐き戻し、立ち上がる。化け物は嬉しそうに笑っている。腹の生き物にとって、あの肉汁は美味かっただろう。もっと食って欲しいと笑っているのかもしれない。腹がまた裂けようとしている。だが、構っている暇ひまはなかった。




　人の肉がこれほどに美味いのなら、神の肉はきっと。




　体を引きずり、立ち上がった。脳裏に千花の姿が浮かぶ。彼女は僕と入れ違いにと言っていた。けれども、既すでに久々津が人を殺しているのなら、奴に理性などありはしないだろう。危機感に駆られエレベーターへ戻る。五階へ戻ると、繭墨の部屋へ向かった。気づかれないように、ドアの隙間に身を滑り込ませ、台所を覗く。

　大量の肉以外の食材が、机上に並んでいた。

　久々津は、一心に料理をしている。何を作るつもりなのか、大きな皿が並ぶが、メインになりそうな食材はない。野菜で付け合わせを作る姿をうかがいながら、僕は目を見開いた。巨大な包丁があった。光る刃は、鮪まぐろの頭でも一ひと太た刀ちで落とせそうだ。

　アイスボックスの肉は、すでに切る必要がない。

　それならば、何を切るつもりなのか、答えは明らかだ。

　そっと体を伏せ、リビングへ進む。繭墨は相変わらずみの虫になっていた。最低限逃走に必要なものとして、紅い唐傘と財布を引き寄せる。すぐに繭墨の体を揺すった。

「繭さん、繭さん……起きてください」

「うん、何だい、小田桐君……ううん？」

　はしっと寝ぼけているその口を塞ぎ、有無を言わさず抱きあげた。一緒に歩くより、音はしないだろう。弱っている繭墨に走らせるわけにもいかない。

「すみません、事情は後から説明します……逃げますよ」

　繭墨は眉をひそめたが、何も言わなかった。その頭から緩くかぶっていた帽子が落ちる。繭墨は黙ったまま僕から唐傘を受け取った。そっと足音を忍ばせ、歩き出す。一歩、二歩と歩を進め、玄関へ向かった。心臓が早はや鐘がねを打つ。繭墨の体重が軽いことに感謝したくなった。やはり、彼女は細いままでいい。肉などつかない方がいい。

　ドアノブを、汗で滑すべる手で摑んだ瞬間だった。

「………あれぇ、旦那？　おかえりなさい、ですか？」

　ぼうっとした声が背後で響いた。背筋を冷や汗が伝う。心臓が喉から飛びだしそうになったが、久々津の声には、いっそ親愛さえこめられていた。それにすがるような気持ちでゆっくりと背後を振り返る。その瞬間、信じられない光景が目に飛び込んだ。

「そして、どこにお出かけですか？」

　久々津は笑いながら、二本の出刃包丁を持っていた。

　転ころがるようにして僕は走り出した。繭墨は僕の腕の中で指を組み、大人しくしている。エレベーターに駆け寄ろうとしたが、背後からの距離が少なすぎることに気がついた。久々津の足音はおかしい、タッタッタとリズミカルに響く音は、人間が走っているというよりも、獣が跳とびながら駆けているようだ。足元を影が揺れる。その異様な動きが恐ろしい。

　人間では無い存在から、逃げ切れるものか。

　階段にたどり着いてどうする。あの時も、どうせ逃げても奈な落らくだった。

　何もかもが無駄で、どうにもならなかったじゃないか。

　頭が沸ふつ騰とうしそうになる。混乱のあまり叫び出そうとした瞬間、パシンと小さな手が僕の頰を叩いた。見ると繭墨はいつも通りの冷静な顔で、僕を見ていた。

「悪いけれどね、階段を降りてくれるかな？　小田桐君」

　彼女はそれだけ言うと、目を閉じた。言葉に操られるようにして、僕は階段を駆け降りた。背後の一足飛ばしに降りてくる音に押されながら、地下駐車場まで駆け抜けた。扉にぶつかり、転がり込む。鬼に食われそうになり、逃げる民話を思い出した。寺まで逃げれば助かるはずだが、ここはまるで石に囲まれた墓穴のようだ。広い場所まで駆け、立ち止まった。すると繭墨は目を開き、腕から飛び降りた。

　タンッと軽やかな足音が響く。

　彼女の視線の先には、包丁を構えた久々津がいる。

　彼女は唐傘を肩に乗せた。

　パンッと紅い華が咲く。

　そして穏やかに、微笑んだ。

「見ての通りの行き止まりだよ。久々津君。少し落ち着いて、話でもしないかな？」

　ボクはどこにも逃げはしないよ。

　久々津は黙ったままだ。無言のまま佇む猫背の姿は化け物じみている。両腕に持った包丁は、まるで体の延長のようだ。僕はゆっくりと息を飲んだ。繭墨に恐れはないようだが、どうすればいいのかわからない。

　今の久々津は、人間には見えなかった。

　いつか夢で聞いた言葉が脳裏に浮かぶ。人間ではないから、人間を食ってもいい。ろくなものを食べて来なかったから、人肉を美味く感じた。

　だから、癖くせになったのか。

　その果てに、神を食おうと思ったのか。

　神と崇められている当の繭墨は、獲物の立場にありながら笑っている。

「さて、それじゃあ、君に尋ねようか？」

　タンッと久々津が一歩を踏み出すが、繭墨は軽く尋ねた。

　紅い唐傘が勢いよく回る。肩の上でそれを弄びながら、彼女は口にした。




「どうして、千花はボクを食おうと思ったのかな？」




　その瞬間、久々津は顔を上げた。

　彼は、泣きそうな顔をしている。

　それは、どこまでも無力な、人間の表情だった。





　　　　＊　＊　＊






「………千花、ですか？」

　僕は呆然と呟いた。目の前で包丁を構えているのは、久々津だ。繭墨を料理しようとしていたのも久々津だ。それなのに、何故その名前が出てくるのか。それに、繭墨は知らないかもしれないが、僕は調理される前の死肉を見ている。だが繭墨は、自分を食おうとしたのは千花だと言う。

　あれほどに、繭墨を想っている女だと言う。

　全く理解できない。整理がつかない。何がどうなっている。

　すると、突然、久々津は口を開いた。

「………俺は人間じゃありません、旦那。それでも、俺には意地があります。俺は料理人です。美食家じゃありませんが、料理人です。肉にはこだわりがあります。俺には味なんてわからない。何を食っても俺にはまずい。俺の舌はね、旦那。小さい頃に傷んだものを食い過ぎたせいで、イカレちまったんですよ。それでも、いい肉はわかります。千花様が、俺にいい肉を調理するようにお教え下さったから。いい肉を、人の肉を料理すれば、そうすれば人は喜んでくれる………こんな俺を褒ほめて下さる」

　その瞬間、思い出した。料理した肉を、久々津は一口も食べていなかった。捨てる物は食べたが、進んで口にしようとはしなかった。彼は、食の快楽を捨てきっていた。

　夢の、肉を食う度に悦ぶ人間とは真逆に。

　あの記憶は、誰の記憶だったのか。会談の後から見続けていたあの夢は、化け物が千花の記憶を気に入り、何度も反はん芻すうしていたものだったのか。

「………俺は、旦那を喜ばして差し上げたかった。だから、噓を吐いてまで、いい肉をそろえて来たんです。アレが一番美味いものだと千花様はおっしゃっていましたから。時に千花様は、自分の手を汚してまで、新鮮な肉を食うことを好んだほどでしたから」

　人に忌み嫌われる食いものだとは知っています。それでも、食べさせて差し上げたかったんです。

　千花様はこのことを知りません。俺が勝手にやったことです。

　そう言い、久々津は一瞬だけ泣きそうな顔をした。

「最後には裏切る予定でしたが、旦那は、親切なお方でしたから」

　久々津はそう呟いた。用意したあの肉は、全て好意に基もとづくものなのだと告白する。

　僕は呆然とその顔を見つめた。繭墨は首を振って続ける。

「薬が抜ける時を見計らって、ボクを殺すつもりだったんだろ？　そして調理して、千花に食べさせるつもりだった。それが、彼女の命令だった。そうなんだね？　千花は、ボクという存在に執着していた。彼女の名前の意味はわかるかな、小田桐君」

　突然、繭墨はそう言った。尋ねられてもわかるわけがない。すると、繭墨は猫のように笑った。

「千花はね─────せんか。書き換えれば『鮮花』。あざか、だよ」

　彼女は、あざかとなることを期待されて生まれた子供だった。

　けれども、それは叶わなかった。

　彼女が生まれて数年後、生まれた子供が『生まれながらに』あざかだったせいで。

「お前は人では無いと育てられながら、彼女はその瞬間、人間に戻されたんだよ」

　本人は─────きっと認められなかっただろうけれどね？

　繭墨は緩やかに笑って言う。僕の脳裏を化け物が食った記憶がよぎった。

　子供達に蔑さげすまれ、いたぶられる誰かの記憶。

『神』として親に育てられ、他から期待され、差別されていた子供が、突然、その地位を失う。

　あざかになれなかった女に、生きる価値は無い。

　その瞬間、彼女は人以下になり、その驕った態度と分家という地位から他者に差別されるようになったのだろう。それでも、彼女には認められない。

『私は、人ではない』

「彼女はボクに憧あこがれ、ボクを慕い、神と崇めていた。百年、待ちわびるようにボクのことを待っていた。ボクを信仰していた。けれども、それが愛情である必要性はないんだよ」

　人を愛さなくても、神を慕うことはできる。

『繭墨あざか』という名を、盲信し慕うことはできる。

「それが、『繭墨あざか』個人への愛情である必要はないんだ」

　彼女のそれは、失った地位に対する盲愛だったのだろうか。

　彼女はそれを取り戻すことを願ったのだろう。そして、それは『人では無い』自分のアイデンティティを維持するために見つけた『人食い』の趣味と結びつく。

「そして、ボクを食う事により、ボクと同一化して神になろうとした」

　鬼を食えば鬼になると言う。

　だから、神を食えば神になれるだろうと。

「神になろうなどと考えるのはね、小田桐君。元々、自分を人間以上の存在だと自うぬ惚ぼれている者だけだよ。地を這う犬は、神の存在すら知らないんだ」

　犬はたとえ、人を食っても犬のままだ。

　だから、犬は神など知らない。

　僕は彼女の声を聞きながら、呆然と呟いた。

「……繭さん、あなたはどこまで知っていたんですか？」

「君が辛そうにしていたからね。一度夢を覗き見させてもらったんだよ。彼や君がどう動くのかわからなかったから、そのまま放置させてもらったけどね。前に言っただろう？　夢は異界にほど近い、ボクの領域だから自由に扱える。君が死にかけているという条件付きでいいなら、夢を窓口に、君を移動させることだってできるよ？」

　にぃっと繭墨は笑った。その間、彼女は久々津から視線を逸そらした。久々津は、僕と繭墨を見たまま動かない。震えるその姿は、何かを耐えているようにも見える。

　彼に背中を向けたまま、繭墨は言う。

「繭墨家に生まれた者は、他に信仰の対象でもない限り、生来の恐怖から『繭墨あざか』を殺せない。だから、千花は自身の手で養育した君を使うことにしたんだろうね。『繭墨あざか』を殺し、調理するために、君に料理と殺人を仕込んだ。自分を人間でないと認識するほど、痛めつけて育てた。彼女がこうして動き出したのは、ボクがあさとに殺される恐れを覚えたからだろう。あるいは、あさとに焚たきつけられたのかなぁ？　彼好みの余よ興きようさ。あさとがボクに千花を送りつけたのなら、その意味は一つだけだよ。千花にボクは殺せないから、ただの嫌がらせだ」

　繭墨はそこで振り向いた。喪服のような黒いドレスが広がる。リボンが暗い円を描く。

　きっと繭墨は、静かに笑っているに違いない。

　久々津が、思わず息を飲むほどに。

「つまり、君にボクを殺せはしないよ？」

　彼女の言葉の根拠が僕にはわからなかった。だが、繭墨は不敵に笑っている。久々津の腕が震えた。彼は本能的な恐怖に駆られているらしい。不意に、僕の脳裏を怒りが駆け抜けた。久々津は僕を親切な旦那と呼んだ。僕は何もしていないのに、僕を親切と。

　つまり彼は、誰にも気づかわれたことなどないのだ。

　どうして、こんな人間を作った。どうして、人をこんな風に扱った。

　人間は、犬ではないのに。

「久々津、止めろ。もう包丁を置けッ！　僕にはわかる、お前だって被害者だ。アイツの言うことなんて、聞く必要あるかッ！　無いだろッ！」

　包丁の刃先が怪しく震える。その瞬間、久々津は歯を剝むき出だして叫んだ。

「アンタはそう言いますがねぇ旦那ッ！　俺には千花様に逆らう術はないんですよッ！　アンタは、首輪をつけられて引きずりまわされたことがありますか？　腐肉を口の中に詰め込まれたことは？　人の言葉を忘れるまで棒で殴られて、それからまた教え込まれたことは？」

　それは、悲痛な叫びだった。まるで犬が吠ほえるように、彼は絶叫する。

「鎖くさりをつけられたまま日常を過ごす気分が、アンタにわかるんですかぁッ！」

　脳裏に千花の姿が蘇る。彼女は人に鎖をつけることに、ためらいなど覚えないだろう。彼女は人が神に飼われるのを、当然だと思っていた。

　彼女にとっては、人を犬扱いすることが常識なのだ。

　どこまでも、正気のままで。

「犬は飼い主の言うことを聞かなけりゃならない。俺にはそれしかないッ、真っ当な人間様にはわかりゃしないでしょうがね、俺にはそれしかないんですよッ！」

　包丁の刃先が、震える歯のように揺れた。泣き声の混ざったそれを聞いて。

　繭墨は、鼻で笑った。

「馬鹿を言うんじゃないよ。あのね、久々津君。君は逃げているだけだ。そう言って、思考を停止しているだけだよ。君は肝心なことに気がついていない。犬はね、自分を犬だとすら認識しないんだよ。自分を犬だと叫ぶのは、そうしなければやっていられないからだ。君は逃げ出したいのに動けない。あのね、ボクに甘えないでもらえるかな？」

　紅い唐傘がぐるりと回る。

　そして、繭墨は残酷に告げた。

「飼い殺されたままでいるのは、結局、君の意思じゃないか？」

　久々津は、目を見開いて動きを止めた。

　大きな口がカパリと開く。絶叫が響いた。獣が遠吠えをするような音がほとばしる。喉を壊すほどに叫びながら、久々津は走り出した。包丁が繭墨の腹に迫る。それが、柔らかな肌を切り裂こうとした瞬間だった。

　繭墨は、手を伸ばすと、僕の首根っこを引っ摑み、自分の前に引きずり出した。

　君に、ボクを殺せはしないよ。

　なるほど、そういう意味か。

　怒りを覚える暇さえない。ただ妙な納得と共に、腹に包丁が突き刺さった。その瞬間、刃先が止まった。小さな濡れた手が、包丁の刃を摑む。紅く濡れた灰色の指が、刃を支えにして自分の体を僕の腹の中から引きずり出した。ずるり、と小さな腕が伸び、化け物が現れる。久々津は目を見開く。化け物は小さな口を開く。

　それはぐっと広がり、ばくりと久々津の腕を嚙んだ。

　音を立てて久々津の指が嚙み切られる。同時に、僕の脳裏に感情が溢れた。化け物が肉を咀そ嚼しやくする。骨を飴あめのように舐める。それと共に、肉の持ち主の荒れ狂った感情が伝わってきた。それさえも、化け物は食っているらしい。食われる恐怖が僕の全身を貫いた。




　怖い怖い怖い何だこれ何だこれ何だこれ痛い、痛い痛い死にたくない食われた俺が食われ怖い俺は食われたくない怖い怖い、俺は無力じゃないか何だこれ、これが鬼かこれが鬼なのか人間とは格が違うじゃねぇかよ聞いてねぇよこんなモン怖い鬼これがああああああ、あ、あぁ、ああああ…あ、ああ？　…あぁ、何、だ。




　こんなにも、怖いじゃないか。あの人より、コレの方が怖いじゃないか。

　鬼とはもっと凄いじゃないか。人で無いものは、もっと怖いんじゃないか。

　あ、あああああ、俺は食われてる。食い殺されようとしている。

　ようやく、わかった。

　──────────ありが、とう。




「──────はっ？」

　思わず目を見開く。同時に、久々津は駆け出した。食いちぎられた腕を抱えたまま、どこへ行こうというのか疾走する。ドアが激しく開く音が響き、僕の視界が切り替わった。化け物が映像を拾っていく。久々津の肉を飲み込み、消化する間、彼の視界を面白がって追い続ける。




　まるでこの先の光景を、期待するかのように。
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　マンションの前に、一台の高級車が停まっていた。その隣には護衛が一人控えている。ガラスの向こうに、千花の姿が見えた。僕を呼び出し、久々津の調理が終わるまで外へ連れ出すか、殺すつもりだったのだろう。彼女はいらだたしげに携帯電話をかけている。僕が来ないことと、久々津からの連絡が無いことを不審に思っているらしい。高級車が近づき、ドアが開く。同時に、首を嚙みちぎられた護衛が音もなく倒れ伏す。千花の顔が間近に迫る。彼女が顔を上げる。その顔が驚きよう愕がくに染まるが、もう遅い。

　久々津は車に乗り込み、護衛の死体を膝で踏みつけると、千花の顔を左手で摑んだ。指を肉に食い込ませながら、低く囁く。

「運転手さんは動かないでくださいよ。逃げるんなら逃げてください。アンタ下っ端なんでしょ？　義理人情で死ぬのは馬鹿のやることですよ」

　化け物に食いちぎられた右手から、血がぼたぼたと落ちた。見ると久々津の親指から手首の辺りはごっそりと欠けている。だが、久々津は痛みなど感じていないらしい。運転手が奇声を上げ逃げ出す。同時に、久々津は大声で笑った。その口から、嚙み切った護衛の血と肉が飛ぶ。

「わかった。やっとわかったんです。鬼に食われてわかったんですよ。アンタは鬼じゃありませんね。だって、鬼はもっと怖いんですよ。アレに食われた瞬間よくわかりました。手首を食われた瞬間、自分が餌えさでしかないってわかりました。俺は肉だった。あの生き物の前では、完かん璧ぺきに肉だった。格が違います。アレは格が違います。だからわかりました。俺にはわかりました。アンタは鬼じゃない。人間以上の存在じゃない。それなら、自分を人間以上の存在だと言う、アンタは一体何なんですか？」

　ぶるぶると千花の頰が震える。彼女は必死に何かを言おうとする。だが、久々津は聞かず、さらに指に力を込めた。

　きっと久々津は獣じみた笑顔を浮かべているのだろう。

　神になろうとした彼女が、怯えるほどに。

「アンタは畜生だ。本当の鬼からしたら、アンタはきっと肉ですらない、生ゴミと同じだ。食ったら腹を壊しますよ。なら食っても構いませんよねぇ？　俺は人間じゃない。俺は犬です。犬として育てられた。生ゴミだけを食って、食わされて生きてきた。なら、食ってもいいですよねぇ？　生ゴミは片付けなきゃいけない。なら、アンタは俺が食うべきですよねぇ？」

　かぱりと、久々津は口を開く。千花の顔が引きつる。それは、恐怖に震える人間の顔だ。何かを叫ぼうとした女の喉に、久々津は顔を寄せていく。




　ぐしゃりと、濡れた、音がした。

　口に満ちる血の味は、不味い。
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　脳裏から映像が途切れ、混乱が収まった。繭墨は黙々と僕の腹を塞いでいる。先ほどの彼女の行動を思い出したが、文句を言う気にはなれなかった。彼女が死ぬのと、僕が刺されるのと、どっちがマシかはわかっている。何より、僕の腹の調子より、久々津のことが気になった。

　彼は、あれからどうしたのか。

　繭墨は何も言わない。彼女に頼み、肩を貸してもらって駐車場から外に出た。すでに、車は走り去った後だ。道路には大量の血けつ痕こんが残っている。その中心に、千花の死体が投げ捨てられていた。彼女の首元は、獣が齧り切ったように無残に引きちぎられている。目を見開いたまま固まったその死体は、捨てられた人形のようにも見えた。

　走り出した犬が、どこに行ったのかはわからない。

　彼が今何を考えながら、すすった血を、飲み下しているのかさえ。

「─────犬が、生ゴミを食った、か」

　彼が呟いた言葉を苦々しくなぞる。すると、繭墨は不愉快そうに吐き捨てた。

「馬鹿を言っちゃいけないよ。小田桐君」

　彼女はそっと歩き出す。紅い唐傘が青空の下、華のように光る。

　白い指が、倒れた死体をゆっくりと撫でた。




「人が、人を殺しただけだよ」




　彼女は、そう囁く。

　青空の下には、もう僕達以外、誰もいない。







　ただ人が一人、死んで。

　もう一人が、いなくなっていた。









StoryⅤ






　あの方のために、私は人を殺したのです。

　初めてあの方にお会いした日の衝撃を、私は決して忘れはしません。薄うす曇ぐもりの下、あの方はお母上に手を引かれていらっしゃいました。華やかな唐から傘かさを差したお姿は、幼い身でありながら大変美しく、その瞬間、私は、あぁ私はこの方のために生まれたのだなと、何の迷いもなく悟りました。あの方は、今までこの世に生まれ出た誰だれより美しく、私は一目で心を奪われたのです。けれども、私はあまりにも醜みにくい男でした。生きる価値のない人間でした。ゆえに、あの方におかけする言葉を、何一つとして持っておりませんでした。ただそのお姿を遠くからうかがうことができるだけで、あの時の私は幸せでした。




　繭まゆ墨ずみあざか様。

　そう、あの方のために、私は人を殺したのです。

　あの方のためだけに、人を殺したのです。




　あの方のためだけに、今日も私は人を殺すのです。
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　久く々ぐ津つの一件が終わり、繭墨の全快から、さらに数週間が経けい過かした。だが、桜がほころび始めても、繭墨あさとからの接触はない。

「君の時もそうだっただろう。彼は気まぐれで受動的だよ。最もいいタイミングと、使える状況にならなければ、動くわけがないさ」

　繭墨はそう言い、チョコレートを齧かじった。僕は返事をする気になれなかった。寝不足のせいで視界がかすむ。脳のう裏りに久々津の吠ほえる姿や千ち花はなの死体がよぎり、琴こと子この笑顔が浮かんでは弾はじけた。それが、不意に別の笑顔に切り替わる。

　懐なつかしい顔だちが、悲しそうに揺らいだ。

　それを振り払い、僕はテレビをつけた。数日前から騒がれている連続殺人事件の続報が流れ出す。被害者は十三歳から二十歳までの女性。いずれも腹を裂かれ、内臓を引きずり出されていたらしい。繭墨好みの事件だが、彼女は見向きもしない。画面越しの事件には惹ひかれないのだろう。過か剰じように不安をあおりたてる画面に嫌気がさし、僕はスイッチを消した。再び沈黙が降りる。

「繭さん……」

　何か言おうとして僕は言葉を飲み込んだ。時間ばかりが過ぎていく。焦しよう燥そうが胸を焦こがすが、何もやる事がない。目をつむると、不意にあの日の情景を思い出した。




　紺こん色いろの唐傘と紅あか色いろの唐傘が向き合う。二人は同じ形の笑みを浮かべていた。

　繭墨あさとと、繭墨あざか。あさとは、あざかを怨うらんでいるという。

　この二人の確かく執しつの詳細を、そういえば僕は知らないのだ。

「繭さん、あなたとあさとは……」

　尋たずねようとした時、チャイムが鳴なり響ひびいた。ぞくりと背筋が粟あわ立だち、僕は駆け出した。飛びつくようにして、ノブを摑つかみドアを引き開ける。

　満面の笑顔を浮かべた少年が、やあっと手を上げた。




　────嵯さ峨が雄ゆう介すけ。




「こんにちはー、今度こそお久しぶりです、小お田だ桐ぎりさんって、っへ？」

　問答無用で僕はその胸むな倉ぐらを摑み、引き倒した。雄介は一瞬驚いた顔をした後、にやりと笑った。

「繭墨あさとはどこにいる」

　尋ねながらやりすぎかと思った。けれども、雄介はあさとに繫つながる糸を持っているはずだ。逃がすわけにはいかない。だが、彼はふざけた態度で手を振った。












「やっだなー、そんなに怖い顔しなくたっていいじゃないですか？　むしろ、俺おれが知りたいくらいですよ。あなた達に助言をしたせいで、俺はあさとさんと連絡が取れなくなっていまして。少しは責任感じてくれても罰ばちはっ、ってちょっとお」

　肩を押さえる手に力を込めると、雄介は嫌そうな声をだした。だが、そのへらへら笑いは変わらない。暴力に対する恐れが全くないらしい。それを見て、僕は気がついた。

　こいつは、正常な感覚が麻ま痺ひしている。

「ギブギブギブギブですよっ、うわぁひどいなぁ。小田桐さんって意外と体育会系ですか？　暴力反対ですよ反対」

　力を緩ゆるめると雄介は立ち上がり、軽けい薄はくな動作で礼をした。気にするそぶりすら見せない。やはり、何かが欠けつ落らくしている。

「改めまして、お久しぶりです。お二人とも元気そうでなにより」

「まあね。おかげ様で風か邪ぜはよくなったよ。小田桐君の腹も塞ふさがったしね」

　振り向くと繭墨が立っていた。ロングスカートのレース越しに、白い足首が覗のぞいている。そろいの帽ぼう子しをかぶる姿は、歪いびつな喪も服ふくのようにも見えた。

「今日は何の用かな雄介君。もう恩は前回で十分返してもらったつもりだけどね？」

「ハハッ、確かに恩義分は働いたつもりですよ。ただ、ちょっとネットを漁あさっていたら、面白いモンにぶち当たりまして」

　雄介は、床に落ちた茶封筒を拾い上げ、僕の胸へ押しつけた。

「あさとさんの仕し業わざかどうかは未知数ですけど、あざかさんに関係があることだけは確かです。そろそろ、実家からも連絡があるんじゃないですか？　いやーゾクゾクしますね。あなたがこの状況でも笑えるのかどうか、俺は楽しみにしていますよ」

　にやりと雄介は笑った。釣り上がった口から歯が覗く。骸がい骨こつを連想させる嫌な笑みだ。

　繭墨も、よく似た笑みでそれを受け取った。

「ありがとう。それだけ面白い事態なら、楽しみにさせてもらうよ。でも、わざわざ悪いねぇ。どうして持ってきてくれたんだい？」

「いえいえ、簡単なことですよ。俺は今暇ひま人じんですから。あなた達になるべく首を突っ込むことにしているんです。人生で最も愉快な体験を済ました者は、半はん端ぱな娯楽じゃ満足できない。俺の興味を惹くのは、もうあなた達くらいですから」

　最も愉ゆ快かいな体験と聞き、僕は眉まゆをしかめた。それは、雄介の父親が首を吊った時のことだろう。彼は、恐らくそれを笑顔で見守ったのだ。手を叩たたいてはやしたかもしれない。

「そうですよ小田桐さん。朝あさ子こさんと秋あきと一緒に、ガンバレ親父って応援しましたよ」

「人の考えを読むな」

「すみません。小田桐さん単細胞なんで、からかいたくなるんですよね。だから繭墨さんも、あなたを気に入ってるんじゃないですか？」

　誰が単細胞だ。不吉なことを言うな。繭墨に気に入られてたまるか。

　だが、文もん句くを言う暇もなく、雄介は笑いながら手を振った。

「それじゃあ、さよなら。きっとまた遊びに来ますから、その時はどうぞよろしく」

　二度と来るな。そう呟つぶやいた僕とは裏腹に、繭墨は手を振って見送った。茶封筒を手にきびすを返し、僕はソファーに座った。

「なかなか面白い子だねぇ。父親が死んで、さらに愉快になったんじゃないかなぁ？」

「単に壊れただけでしょう……一体、なんなんでしょうね」

　開封すると写真が出て来た。随ずい分ぶん解像度が低い。ネットか何かで手に入れた画像を、無理やり引ひき延のばしでもしたかのようだ。そこに写ったモノを確認し、僕は息を飲んだ。

　ゴシックロリータを着た女性が死んでいる。

　暗い森を背景に、見慣れた姿が磔はりつけになっていた。白い手が、楔くさびのようなもので樹に打ちつけられている。裂かれた腹からは紅黒いものが溢あふれ出でていた。解像度の低さに思わず感謝をする。その傍そばには紅い唐傘が立てかけられていた。まるで紅い大輪の花が手た向むけられているかのようだ。

　死んでいるのは、どう見ても。

「落ち着きたまえ、小田桐君」

　冷静な声に言われ、僕は顔を上げた。目の前には、写真の死者と同じ姿をした人間が座っている。混乱する僕を落ちつかせるように、繭墨は言った。

「ボクは、ここにいるよ」

　そんなことはわかっている。けれども。

　それなら、これは誰だ？

　封筒を逆さにすると、僕は中身を全てぶちまけた。よく似た写真が幾いく枚まいも散らばる。森を、コンクリート塀べいを、室内を背景にして、ゴシックロリータ姿の少女が磔になっている。裂かれた腹は紅く染まり、内臓が飛び出ている。その傍には、やはり紅い唐傘が置いてあった。

「………これは、一体？」

　繭墨は不意に写真を一枚つまみ、裏返した。手書きのＵＲＬが記載されている。僕は携帯を開くと、ネットに接続した。ＵＲＬを打ち込むと、毒々しい原色に彩いろどられた掲けい示じ板ばんが表示される。グロテスクな画像専門の投稿掲示板らしい。連れん続ぞく猟りよう奇き殺さつ人じん事じ件けんの専門スレッドがたっている。そこに画像がアップロードされ、スレッドは大騒ぎになっていた。狂きよう騒そうという言葉がふさわしいレスの数々をなぞりながら、僕は呟く。

「ただの殺人じゃ、なかったのか……？」

「恐らく、警察は情報を規制しているんだろうね。模も倣ほう犯はんの防止と犯人特定のためだよ。ゴシックロリータに紅い唐傘で飾られた死体なんて、情報が流出したら大騒ぎさ」

　繭墨は僕から携帯を受け取り、画面を興味深そうに見つめた。不意に彼女はＵＲＬを指さした。

「やはり、これはボクにあてたものなんだろうね。ボクが気づくのを待っていたのか、雄介君の行動を予想したのか。あるいは雄介君の言葉自体が噓うそなのか。どれかはわからないけれど……まぁ、見たまえ」

　そこには、『Azaka1.jpg』とあった。他の画像も番号以外は同様だ。

「これは、あさとがやったんですか……？」

　尋ねながら、僕は確信していた。これは何らかの脅きよう迫はくか予告だろう。そんなものに人の死体を使うのはあさとくらいだ。写真から伝わる無意味な残ざん酷こくさに、僕は唇くちびるを嚙かんだ。

　人をそんなことで殺しやがって。反へ吐どが出る。

　だが、繭墨は僕の確信を否定した。

「さあ、どうだろうね」

　驚いて顔を上げると、繭墨は静かな顔で写真を眺ながめていた。自分とよく似た死体を見つめながら繰り返す。

「どうかは、わからないよ」

　彼女の瞳ひとみは、何かを覚悟するかのように澄すんでいた。

「………繭さん？」

　僕はいぶかしみながら名前を呼んだ。同時に、電話のベルが鳴り響く。繭墨は珍しく自分から歩き出し、受話器を手に取った。

「ああ、ボクだよ……ふぅん。やはりね。いや、さっき知ったところだよ」

　相手が誰かはわからない。ただ、繭墨の口調は普段と微び妙みように異ことなっていた。

「なるほどね。わかった。今回ばかりは、言うことを聞かないわけにもいかないね。大人しく向かうとするよ」

　ガチャリと電話を切り、彼女は振り向いた。

「雄介君の予感は当たったね。本家からの呼び出しだ」

　思わず背筋が粟立った。繭墨の本家とは、数週間前に連絡を絶たったばかりのはずだ。

繭墨を通した情報だが、千花の行動を本家は把は握あくしていなかったらしい。繭墨の元を訪れたのは彼女の独断だったのだという。繭墨からの連絡を受け、本家は千花の息のかかった者を粛しゆく清せいした。それと共に繭墨からの厳げん命めいで、二度と連絡しないことを約束させられていたはずだった。それなのに連絡をしてきたとは、事態の最悪さがたやすく予想できる。

「繭墨家の女が、殺されたそうだよ」

　繭墨の言葉を聞き、僕は再び写真に目を向けた。飾り立てられた死体の写真は、まるで幾人もの繭墨が死んでいるように目に映る。

「ボクと、まるで同じ格好に飾られてね」




　そう言い、繭墨は緩やかに微笑ほほえんだ。
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　僕は繭墨の実家を訪れたことがない。長野にあるそこは、想像すらしたくない場所だった。繭墨あざかを頂点に掲かかげる、鬼の呪じゆ縛ばくにからめとられた一族の棲すむ土地。絵に描いたような日本家屋は物々しく、まるでこの場所だけ時が止まっているかのように感じられる。荘そう厳ごんな門は、足を踏ふみ入いれた者を飲み込むかのようだ。きっとその感覚は間違っていないのだろう。繭墨家の広大な一角だけ、世界が違う。自身を犬と呼ぶ久々津を生み出し、千花の妄もう念ねんを育はぐくんだ場所。そして、何より繭墨あさとと、繭墨あざかの実家だ。

　それは、僕から見れば化け物屋敷と同義語だ。

「君が何を考えているのかはわかるけれどね。そう、恐れる必要はないよ。繭墨家の人間は、現在そのほとんどが普通の人間だ……まぁ、例外もいたわけだけどね」

　繭墨はくるりと唐傘を回した。空には桜がほころぶように咲いている。広大な庭園には桜の樹が並んでいた。満開にはまだ遠いが、しばらくすれば絢けん爛らん豪ごう華かな景色を眺めることができるだろう。それはきっと、醜しゆう悪あくな光景だ。

「桜の樹の下には死体が埋まっているのです、か」

　僕の考えをなぞるように繭墨は呟き、くっと唇を歪ゆがめた。

「それはないよ、小田桐君。その証拠に、ここの花は白いんだ」

　空に咲き始めた白い花か弁べんを見て、繭墨は言う。

「残念だけどね」

　それに答えないまま、僕は辺りを見回した。遠くに着物姿の使用人が見える。その眼は油ゆ断だんなく辺りをうかがっていた。

　繭墨の実家を訪れて数刻が経たつ。僕を部屋に待たせ、繭墨は当主への挨あい拶さつを済ませていた。千花の裏切りについても何か言葉が交わされたのだろう。そのせいもあってか、繭墨の厳命を遵じゆん守しゆし、使用人は遠くに控ひかえている。ここに来るまでも、全ての人間が繭墨を見るたび、黙ったまま深々と頭こうべを垂たれた。

　年とし端はもいかない少女に、あらゆる大人が忠誠を誓っている。

　歪な光景だった。何もかもがおかしい。それなのに、誰もそれを不ふ審しんに思わない。

「前にも言っただろう、小田桐君。繭墨家は、繭墨あざかがいなければ成立しない……不思議な力を持つボク達がいなければ、繭墨家は滅亡すると未いまだ信じられている。ボクらは無む闇やみに崇あがめられながら生きて、そして死ぬ」

　繭墨は不意に虚こ空くうに手を伸ばした。掌てのひらに落ちた花びらを、握にぎり潰つぶして続ける。

「その代のあざかが死ぬ度たびにね、一族の女子を全て集めて新しいあざかを選出するんだ。それは壮そう観かんな光景だと聞くよ。幼い子供達が、皆死に物狂いの目をするんだ。あざかになれない女になど生まれた価値はない……面白いだろう？　時じ代だい錯さく誤ごもいいところなこの妄念に、一族はとり憑つかれたままだ。繭墨家の女は、あざかに選ばれなかった時から、あざかを生むことだけを心の支えにする。そして、あざかが生まれれば喜ぶのさ」

　それこそ、神でも生んだかのように、ね。

　子供の価値とは本来そんなものではないはずだ。けれども、ここでその考えは通用しないらしい。歪な慣習を軽く語り終え、繭墨は唐傘を回した。庭は静かだ。佇たたずんでいると、まるで時が止まっているような錯さつ覚かくすら覚える。

「そして、次代のあざかに選ばれた女子は、本家にひきとられ養育される。それはね、次代の化け物に選ばれた子供を、二度と人間に戻れないよう変化させる作業だよ」

　くつくつと繭墨は笑った。その口調に悲哀はなく、世間話でもするように乾かわいている。だが、僕は息を飲んだ。あまりにも、この庭が静かだからかもしれない。

　あるいは佇む彼女の背中が、どこか儚はかなく見えたせいだろうか。

「繭さん、どうしてそれを僕に話すんですか」

「今まで話したことがなかったからね。せっかく本家に来たんだ。ボクのことを少しは知るのもいいだろう。君はボクのことを、知っているようで知らないからね。ボクは君のことを、時に君より多く知っているけれども……もちろん、情報としてだよ。君の内面や精神まで、ボクが把握しているわけがないさ。できるわけがない」

　繭墨は不意にきびすを返した。部屋へ戻るらしい。僕は後を追いながら問いかけた。

「繭さん、あなたは親元を引き離されて、寂さびしくなかったんですか？」

　期待しても無む駄だだ。この少女に、そんな情があるわけがない。

　そう思いながらも、僕は問いかけずにはいられなかった。彼女が幼い頃なら。今、僕が知っている『あざか』になる前ならば、繭墨も普通の少女だったかもしれない。

　普通に泣き、普通に笑うような。人の痛みがわかるような。

　けれども、繭墨はあっさりと答えた。

「ああ、勘かん違ちがいしているようだね。小田桐君。ボクはお婆ばあ様とも、お母様とも違うんだ。ボクは繭墨あざか。初代様に次いで、唯ゆい一いつの『生まれながらの本当のあざか』だ」

　紅い唐傘を肩にかけ、彼女は微笑む。

「別の名は持っていたけれどね。生まれながらに、次の世襲が決まっていたんだよ。何を寂しく思うと言うんだい？」

　その微笑みを見て、僕の胸をわずかな失望がよぎった。繭墨の笑顔はいつも同じだ。幼い頃から、彼女はこの歪な笑みを浮かべていたのだろう。そして、人の死を見ては笑い、人の絶望や苦痛を悦よろこんだのだろう。

「まだ早いけれど、部屋に戻ろう。今後のことを話しておきたいからね」

　サクサクと砂を踏み、彼女はそっと呟いた。

「ボクの腹は、裂かれたら戻りはしないんだから」

　脳裏に写真が浮かんだ。動かない死体に繭墨の姿が重なる。磔になった繭墨が、紅い唐傘を花のように手向けられ、目を閉じている。

　それはまるで、一枚の絵のように荘厳な図だった。
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　夕食は部屋に運ばせると繭墨は言った。彼女の言葉通り、豪勢な食事が並べられた。

僕の目の前にだけ、だが。

　繭墨の前に並ぶ、果物やスポンジケーキ、マシュマロなどを僕は呆ぼう然ぜんと眺めた。その中心には、滑なめらかな黒の液体が入った鍋なべがある。

　チョコレートフォンデュだ。

　他にもザッハトルテやフォンダンショコラなどの菓子が並んでいる。繭墨家はパティシエでも雇やとっているのだろうか、濃厚な甘い匂いが漂ただよった。胸焼けで、僕は甘あま鯛だいの椀わん物ものを口に運ぶことすらできない。

　美う味まそうな料理を前にしながら、一種の拷ごう問もんだ。

「繭さん、僕が言うのも何ですけれどね。この家の教育方針はまちがってますよ」

「失礼なことを言うね、小田桐君。ボクは繭墨あざかなんだから、ボクに忠告をできる立場の者は、この家にはいないんだよ。つまり、君から見てまちがっているのは、家の教育方針ではなく、ボクの嗜し好こうと言うことさ」

　そこは恥じるところだ。頼むから胸を張るな。

　そう思うが、どうせ言っても無駄だろう。ついに食べるのを諦あきらめ、僕は箸はしを置いた。

「繭さん……そんな調子で、よくそこまで大きくなれましたね」

　必要栄養素が圧倒的に足りていない。これでは、成長期前に死にそうなものだ。

「何を言ってるんだい、小田桐君。ボクだって、昔は普通に物を食べていたよ。幼い子供が偏へん食しよくをするなんて、大人達が許してくれるわけがないだろう？」

　僕はその言葉に目を見開いた。チョコレート以外の物を食べる繭墨など、野菜をむさぼり食うライオンと同レベルにありえない。

「ボクはそれなりに厳しく育てられたからね。こうして、チョコレートばかり食べられるようになったのは、ボクがあざかの名を継いでからだよ。これだけでも、存分に価値はあったというものさ」

　繭墨は嬉うれしそうに食事を進める。僕は熱い緑茶をすすった。芳ほう醇じゆんな香りがあるはずだが、甘い匂いに隠され何も感じない。僕が甘党ならここは極楽なのかもしれないが、残念なことに地獄と同義だ。

「家の者達も独自に調査を始めているらしいよ。よっぽどボクを殺されたくないらしい。この隣りん室しつにも護ご衛えいが控えているしね。視界に入られてもうっとうしいから、遠ざけてあるけれど……どうせ、彼らはただの人間だ。役にはたたない」

　憐あわれなことにね。数十匹程度の蟻ありでは獣けものの足を止められない。

　繭墨は言い切り、ケーキにフォークをいれた。小さく切り出した後、顔をあげる。

「それとね、小田桐君。昨日の被害者はボクの遠縁にあたる女性だったよ。状況は今までと同じ。死体はゴシックロリータと紅い唐傘で飾られていたそうだ。写真見るかい？　今度は繭墨家の者が映したからね。死体は傷いたんでいるけれど、鮮明に映っているよ」

　僕の返答を待たず、繭墨は写真を投げてきた。確かに鮮明な写真だった。腹ふつ腔こうから溢れだした腸ちようや肝かん臓ぞうは、血に濡ぬれ、生々しく光っている。

　食事中なのだが。見たくないのだが。いい加減にして欲しいのだが。

　文句を嚙み潰し、僕は写真を眺めた。鮮明さの度合いは異なるが、内容は同じだ。けれども、僕はそこで違和感を覚えた。

「繭さん、この人……今までの被害者と比べて、歳としが上じゃないですか？」

「その通りだよ。君らしくもなく勘がいいじゃないか。繭墨家の女は、あまり老ふけ込こむことはないからね。若く見えるけれども、その人は三十代後半だよ。まぁ、犯人が何を考えたのか想像はつくけれどね。こちらにはあまり意味はないことさ」

　過去の被害者と比較すると、明らかに今回の被害者は年齢が上だ。その理由を知っているのか、繭墨は口元を歪めた。だが説明はない。

「……繭さんあの」

「色々と前提が面倒だからね、聞いても答えないよ。それより、君も食事をとるといい。うちの料理人の腕はいいよ。残したら罰が当たるというものさ」

　そう言われても、食欲などすでに枯こ渇かつしている。再び僕は溜ため息いきを吐ついた。庭を見ると、日が暮れかけている。橙だいだい色いろに染まったそこは、どこか不吉に見えた。

　何もかもが血濡れたように目に映る。

「ねぇ、小田桐君」

「何ですか、繭さん」

　繭墨は突然、首元を探った。そのまま何かを手渡される。

「これを、渡しておくよ」

　掌にガラス球を置かれた。金具と細い紐ひもが付いている。どうやら、首にかけられるようになっているらしい。ガラスの内側には、紅い液体が入っていた。

　黒に近い深しん紅くが、ちゃぷりと揺ゆれる。

「繭さん、こんなもの着けてましたか？」

「いや、普段は着けていないよ。と、いうか。何個も作りたいものではないしね」

　中に入っている液体に、僕は目を奪われた。暮れかけの太陽に透すかすと嫌な予感が背筋を這はう。石榴ざくろを連想させる濃密な紅は、美しいが不吉だ。僕はこの色を知っている気がした。

「中に入っているのは、ボクの血だよ」

　さらりと繭墨は答えた。寒気が指先を駆け抜ける。思わずガラス球を取り落とすと、それは硬い音を立てて机に落ちた。

「小田桐君、何をするんだい？　大切に扱ってくれないと困るよ。何個も作れる物じゃないんだからね」

「えっ、あっ、はい、すみません」

　謝り、僕は再びそれを拾い上げた。中に繭墨の血が入っていること以外は、普通の装飾品に見える。だが、気味が悪いことに変わりはない。

「一体、これをどうしろっていうんですか？」

「何を言ってるんだい？　ペンダントの使い道なんて一つだろう。首にかけるんだよ」

　途方に暮れて尋ねると、繭墨は答えた。血を持ち歩けと言うことらしい。ふざけているのかと思ったが、彼女の目は真剣だ。何か考えがあるのだろうと、僕は大人しく首にかけた。繭墨は満足そうに頷うなずく。

「それは触しよく媒ばいさ。ボクと君が離れた時、血に残る魂たましいを媒ばい介かいにして、君にボクの様子を伝えてくれるんだ。逆はできないのが残念だけれどね。君の血を抜いたって、何の効果もないから」

　胸元で血が揺れる。僕のいぶかしげな視線を受け、繭墨は猫のように笑った。

「今回は特別だよ。あの死体は、恐らくあさとがやったことだ。ただ、もしかしてボクは、君をボクの運命に巻き込みかけているのかもしれない。だから、それを持っておいで。きっと闇の中の指し標ひようにもなるだろうから」

　チョコレートに濡れた唇が、緩やかに弧こを描いた。僕はその表情を見ながら、呆然と彼女の言葉をなぞった。

　君を、ボクの運命に。巻き込みかけているのかもしれない。

「あれ、前に言っていなかったかな。小田桐君？」

　首を傾げ、繭墨はチョコレートに濡れた果実を口に運んだ。滴したたる黒が、白い皿に血ち溜だまりのような跡を残す。何でもないことのように、彼女は続けた。




「繭墨あざかはね、皆殺される運命にあるんだよ」
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　祖母は怨みをもった男に刺し殺され、母は使用人に殺された。今までの繭墨あざかは、全員殺されている。中でも初代様は、自身に仕つかえる者に殺されたんだ。繭墨あざかを盲愛し、神のように崇めていた男にね。以来、あざかの名を継ぐ者は殺され続けている。それが、呪のろわれた直系の中でも鬼の血を濃く受け継ぐボクらの運命だよ。今度こそ、ボクの番でも何も不思議はないさ。ボクは誰よりも優すぐれた繭墨あざかなんだから。




　僕は黙ったまま彼女の言葉を聞いた。その意味は理解できるが、想像することはできない。人の死を笑い、悲劇を楽しむ繭墨が殺される運命にある。そんなこと、とても信じられなかった。不意に人魚の事件が脳裏をよぎった。あの時、僕は彼女が死んだと思った。けれども、動かない彼女を抱き上げながら、それを認めることができなかった。

「繭さん。あなたは怖くないんですか？」

　口を突いて出たのは、凡ぼん庸ような質問だった。繭墨は嫌がることなく美しい笑みで応えた。

「ボクはかつて思ったんだ。ボクが生まれた時点で、ボク以外の者が、あざかの座に着いていること自体が間違っていると。だから、ボクは自分の運命を恐れたことなど一度もない」

　あぁ、そうだろうなと僕は思った。この少女は運命を恐れはしないし、自分の死を他人のそれと比べて、特別視することすらしないだろう。

「ボクはあざかだ。あざかにされたのではなく、あざかとして生まれた。それなら、何を恐れることがあるんだい？」

　自分自身の死を目前にしても、彼女は笑って見せるだろう。

　他人の死を、悦ぶことと同じように。
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　布団ふとんの中で僕は寝返りを打った。背後から幼い子供のような繭墨の寝息が聞こえる。あさとのこと、繭墨の運命のこと、目をつむると様々な考えが脳裏を巡った。体力は温存しておくべきだが、とても眠れそうにない。何か別のことを考えようとすると、使用人の女性に睨にらまれたことを思い出した。僕と繭墨が同室で眠ることに反対されたのだ。

『言っておくけれどね、彼はボクの選んだ者だ。君は信用しないようだけれど、彼以上の護衛はいないよ。君は、ボクの言葉を疑うというのかい？』

　僕は戦闘の心得などあまり無いのだが、繭墨はそう言って退ひかなかった。それでもなお言いい募つのる女性に対し、繭墨は告げた。

『安心したまえ、彼は不能だから』

　ひどい噓を吐くなこの野郎。

　ただでさえ冴えていた目が完全に冴えた。腹立ちまぎれに体を起こす。言い返すことすらできなかった悔しさが、今さら蘇よみがえって来た。別の部屋を準備してもらえばいいのだが、そうもいかない。繭墨あさとがどう行動を起こすのか。連続殺人事件がどう関わってくるのか。何もかもが未知数だ。それなら繭墨と僕は、なるべく離れない方がいい。

　あの狐きつねは、いつ現れるのだろうか。

　考えると酷い息苦しさを覚えた。僕は立ち上がり、空気を入れ替えるため襖ふすまを開いた。




　真っ白に染まった庭が目に入った。

　まるで雪のように、桜の花びらが乱舞している。




　月光に照らされ、夢のように美しい景色が広がっていた。空一面が柔らかな白色に染め上げられている。庭の桜は狂い咲いていた。満開の桜が幾千と花びらを散らしている。

　遠い昔の記憶が、目の前の景色と重なった。




　血が道路に垂れる。腹の激痛に耐たえながら顔を上げると、紅い唐傘が佇んでいる。

　そこには、今、別の人物が立っていた。

　月光を映す池の前に、誰かが佇んでいる。死者のような白い着物の裾すそが揺れた。彼女はそっと身を屈かがめ水面みなもに触れる。細い指先に、音もなく銀色の波は紋もんが浮かんだ。

　彼女はゆっくりと顔を上げる。

　ショートカットの黒髪から大きな目が覗く。そこに、人懐っこい笑みが浮かんだ。

『勤つとむさん』

　懐かしい声がした。

　気がつくと僕は庭に降りていた。裸足はだしのまま彼女と向き合う。彼女は柔らかな笑みを浮かべて僕を見つめた。




　これは、夢だ。それもとっておきの悪夢に違いない。

　こんな美しい光景が、現実にありうるはずがないのだから。




「……静しず香か」




　震える声で、僕はその名前を呼んだ。




『──────……はい』




　彼女は、微笑みながら頷いた。
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　深み山やま静香と僕は高校の文化祭で知りあった。文芸部に所属する友人の頼みで、展示の受付を手伝ったのだが、僕と共に担当したのが一年生の彼女だったのだ。彼女は名前の通り物静かな女生徒で、緊張のあまり声すら出せなかった。他部員に押しつけられたらしい彼女を見かね、結局、受付は僕一人で行った。

　それが全ての始まりだった。

　人に手伝わせておいて、当の友人は遊び歩いていた。痺しびれをきらして連れ戻すと、彼は悪びれもせず飄ひよう々ひようと笑った。彼はいつも無責任だったが、何となく憎めない男だった。

「一体、人に頼んでどこに行ってたんだよ？」

「屋や台たいの辺りをちょっとふらふらとね。腹が減っては、戦いくさはできないだろう？　頼まれていたチョコバナナだよ。食べるといい。ほぅら、美味いよ」

「だから、噓をつくなって。僕は腹に溜まるものを頼んだはずだし、もう昼食の時間はとっくに」

「いいじゃないか。チョコバナナだって食物さ。腹には溜まるよ。ほら、静香ちゃんもどうぞ」

　やっと緊張が解けたらしく、静香はくすくすと笑った。笑うとかわいらしいんだなと思ったことを今でも覚えている。チョコバナナを何な故ぜか三本も持ち歩いていた男は、自分の分を齧った。

　彼は頭に、何故か狐面を乗せていた。

「なぁ、あさと」

　僕は知らなかった。

　狐は時おり好奇心から、人里に下りてくる。

　そして、人間に混ざって生活することができるのだ。

　平穏だった季節。平和だった時間。




　───────あれから随分時が経った。




『勤さん』




　だから、彼女がここにいるはずがない。

　いるはずがない、のに。




　静香はそっと白い手を伸ばしてきた。柔らかな掌が僕の頰ほおに触れる。その肌はやはり死肉のように冷たい。

『懐かしいですね、勤さん。こうしていると、まるであの日のようですね』

　囁ささやくような声で彼女は言った。あの日とは、いつのことかわからなかった。文化祭だろうか。共に過ごした昼休みだろうか。息詰まる書庫でのことだろうか。

　それともあの日、血ち塗まみれの。

『ああ………』

　嬉しそうに彼女は小さく声を上げた。彼女は、その場にためらいなくひざまずくと、愛いとしそうに僕の腹に頰を寄せた。思わず僕がたじろいだ瞬間、彼女は笑い混じりの声で囁いた。




『私の子を、孕んでいて下さったのですね』




　今、何と言った？




　全身を強烈な寒気が駆け抜けた。発ほつ作さ的てきに静香を突き飛ばす。彼女はたやすく湖へ倒れ込んだ。派手な水みず飛沫しぶきがあがり、狂気的な笑い声が響く。僕の腹の中を、内側から何かが叩いた。何かなど今さらだった。僕は知っていた。中の化け物が肉壁を叩いている。狭せまい腹の中から出たいと騒いでいる。

　僕が孕はらんだこれは。

　お前の──────……ッ！

　激情に駆られ、僕は静香の下へ駆け寄った。白い首に手を伸ばすと、涙が勝手に頰を伝い落ちる。静香は伸びてくる手を見て、さらに声をあげて笑った。

　死者が蘇るな。生き返るな。戻ってくるな。死んでいろ。頼むから。

　もう、終わったはずなのだ。何もかも、取り返しがつかない。

　細い首に指を絡めた瞬間、静香の体が崩れた。腕の下で女の体が桜に変わり、崩壊していく。白い花が乱舞した。不意に、僕はそれが桜ではなく、白い紙であることに気がついた。紙し片へんが肌に張りつくと、腹の中の動きが不自然なほど沈黙する。空に紙かみ吹雪ふぶきが舞う。まるで桜のように、百と、千と、ちぎれた紙が空を覆おおった。

　それを背景に、ぶらりと人影が現れた。

「いーい月夜ですねぇ、小田桐さん」

　人影が笑った。人形のように整ととのった顔の中で、歯が凶暴に光る。サングラスを取った顔が、場違いに明るい笑みを刻んだ。

　血濡れた鉄バットを持って、雄介が立っていた。

「雄介、お前ッ……」

「今晩はー、ハハハッ、やっぱり挨拶はしてくれないわけですか。残念だなぁ。俺だって傷つくんですよ。思春期の男子はガラスのハートだっていうのに」

　ふざけたことを言いながら、雄介はバットで自分の肩を叩いた。その度に、バットの先端から血が落ちる。背筋が凍り僕は屋敷を振り返った。途端、雄介は爆笑した。

「わぉっ、いい人じゃないですか小田桐さん。大ピンチだってのに、人の心配ができるのは、善人っぽくて凄すごくいいと思いますよ。でも、繭墨あざかさんは無事ですので、ご心配なく。玄関で護衛をしていた方々はお気の毒でしたけど。どっちにしろ自分の頭がかち割られないか、心配をした方がよくないですか？」

　物ぶつ騒そうな言葉とは裏腹に、何故か雄介からは殺意が感じられなかった。彼の言葉には悪意すらない。妙にからりとしている。

「見てくださいよこれ。本当はナイフがいいんですけどね。アイツとおそろいってのも嫌なんで、新調してみました。おニューですよ、ほら。それにね、親父が首を吊った時に思ったんですけど、ただ死んだだけだと、不安でしかたがないですね。いつ、歌いだすかわかったもんじゃない」

　バットが不意に振り上げられた。次の瞬間、鋭い軌き跡せきと共に、それは僕の頭上に振り下ろされた。

「死体の頭ず蓋がい骨ごつを、割らないと」

　ぴたりと僕の鼻先でバットは止まった。重油のように粘ねばつく血が、糸を引いて垂れる。

「どうやって、ここに侵入した」

「あれ？　そこを聞くんですか。いいんですか？　ファイナルアンサー？　ええっとですね、ここの警備は優秀ですが、皆ただの人間です。だから、方法はあるんですよ」

　雄介はジーンズのポケットに手を入れ、ちぎれた紙を取り出した。月光に紙片が舞う。

「人間に目を凝こらしてたって、紙の進入は防げないですよねぇ？　大丈夫。眠っている人ばっかりですよ。俺が殴なぐり殺ころしたのは何と二人だけですから」

　ピースをして雄介は笑った。やはり恐怖は湧わいてこないので、やけくそ気味に尋ねる。

「………繭墨あさととは」

「連絡を取っていますよ？　といいますか、実は彼のところでパシリやってます。恩義は貸したまま借金状態です。今は、お金をもらって勤労青年ですよ」

　あっさりと雄介は噓を告白し、溜息を吐いた。

「……えーっと、信じる方がおかしかないですか？　だって、相手は俺ですよ？」

　良心の呵か責しやくが無い人間だってことくらい、知ってるでしょう？

　なんせ、実の親を笑って殺せるくらいなんですから。

　彼はそう言い、首を傾げた。そこで僕は気がついた。雄介は少しだけ繭墨に似ている。彼の行動には善意はないが悪意もない。だから、恐怖が湧かないのかもしれなかった。

「あの、連続殺人事件も、お前達が？」

　尋ねると、雄介は意外にも眉をしかめた。

「アレは、俺とは関係ないですよ」

　ぼそりと呟き、彼は嫌そうに歯を嚙み合わせた。

「あさとさんも、それなりに関係ありません。便びん乗じようはしてますけどね？　アレが繭墨あざかさんを殺したいと言ったから、俺達がお膳ぜん立だてをしてやっただけの話です。俺もあさとさんも楽しんで手を貸してますけど、一緒にするのはやめてくださいよ気色悪い」

　雄介は、手を貸しているという相手に対する嫌悪を隠そうともしない。犯人はどこの誰だ。そう問いかける前に、彼は肩をすくめた。

「この状況でも彼女が、笑えるのかどうか、俺は楽しみにしてるんです。あさとさんは……どうですかね。これも彼にとっては、遊びのようなもんでしょうから」

　その口調がわずかに変化した気がした。一瞬だけ、雄介の目はわざとらしく横を向いた。その先には、繭墨の眠っている部屋がある。

「自分の腹を裂かれて笑えるなら、いい感じに狂ってますよね？　俺は、自分の首の骨を折られたら笑えません。あの人が俺より狂っているのかどうか、俺は知りたい」

　背筋が総そう毛け立だった。僕の目は雄介の背後に、すばやく蠢うごめく人影をとらえた。背筋の曲がった男が走っている。その姿は蟲むしを連想させた。

「止められますか、小田桐さん？」

　雄介が囁くと同時に、僕は走り出した。水を蹴けたて跳ちよう躍やくする。同時に、バットが前触れなく僕がいた位置に振り下ろされた。弾き飛ばされた鯉こいが、地面の上で跳はねる。僕は振り向かずに走り続けた。背後からの追撃は考えない。今は繭墨の方が先決だ。彼女は人でなしだが、その腹が裂かれる様など絶対に見たくない。

　前のめりになり、僕は蟲のような人影にぶつかった。意外なほど簡単に相手は転がったが、暴れながら何かを突き出してきた。頰に灼しやく熱ねつが走るが、無視してその手を摑む。銀色のナイフが月光に光った。摑んだ手に力を込めると、皺しわまみれの指からナイフが落ちる。僕はそこで初めて組くみ敷しいた相手の顔を見た。

　ぎらつく目と視線が合った。醜い男だった。骨が張り出し、蛙かえるのように潰れた顔をしている。何故かその頰には巨大な穴が開いていた。ふっふっと乱らん食くい歯ばの間から荒い息が漏もれる。背後で、実に適当な拍手の音が響いた。

「いやーさすがですねぇ。前から思ってたんですけど、小田桐さんって結構対応が早いですよね。勘かんがいいのかなぁ、動きはめちゃくちゃの癖くせに」

　背後から雄介が近寄って来る。僕はどうするべきか後ろをうかがいながら迷った。その間にも、バットで肩を叩く音が大きくなる。男の肩関節でも外して立ち上がろうとした時、くぐもった声が聞こえた。それは、まるで念仏でも唱えているような低い呟きだった。

「お前なぞに止められるものか。お前に何の権利がある。お前のようなごみ屑くずに何の権利がある。死んでしまえ死んでしまえ。私はあざか様のために。あざか様のためだけに人を殺し。あざか様のためだけに繭墨あざかを殺すというのに」

　分厚い舌で背筋を舐なめられたような気がした。べたべたと粘つく狂った愛情が、男の声からは溢れだしている。脳裏でその声に、別の声が重なった。




　あざか様あざか様あざか様あざか様あざか様あざか様。

　勤さん勤さん勤さん勤さん勤さん勤さん勤さん勤さん。




　私は今日も人を殺します。あの方のために人を殺します。ナイフを振り下ろし、女の内臓を引き出します。繭墨あざか様。猫のような目をしたお美しいあざか様。あざか様のために人を殺してあざか様のためにあざか様を。私は幸せです。とても幸せです。




　次の瞬間、狂った想いが脳裏に直接流れ込んできた。腹の中のものが、男の記憶を食ったらしい。僕は吐はき気けを覚えて強く唇を嚙んだ。行き過ぎた愛情は相手を壊すだけだ。相手を自分のものと考えて握り潰してしまうだけだ。

　何故それが、わからない。

　反射的に、僕は男の肩を摑んでいた。迷うことなく引き抜くと、鈍にぶい音と共に悲鳴があがる。それでも、男の呟きは止まらなかった。

「あーあ。止めてあげてくださいよ。ちょっとは同情してあげてくださいって。ソイツがそうなったのもしかたがないんですよ？　ソイツは自分の全てを捨てて、繭墨あざかに仕えていた。それなのに捨てられてしまったんですから」

　あざか様あざか様あざか様あざか様。聞いているだけで気が狂いそうになる。繭墨とこの男の間に、何があったかなど僕は知らない。知りたくもない。

　だが、こんな男は捨てられて当然だ。

　僕がそう叫ぼうとした瞬間だった。雄介はにやりと笑った。




「何せ、彼は繭墨あざかに命じられて、先代の繭墨あざかを殺したんですから」




　今、何と言ったのか。

　僕が絶ぜつ句くすると、雄介は楽しそうに笑みを深くした。繭墨の笑みに似ているが、彼のそれは髑どく髏ろを連想させる。僕の脳裏を、今聞いた言葉が駆け巡った。

　誰が、誰に命じられて、誰を殺した。

「………噓だ」

　気がつくと僕はそう断言していた。脳裏に繭墨の姿が浮かぶ。彼女は人の死を笑い、他人の不幸に唇を歪める生き物だ。人の不幸を娯楽として、食い潰して生きている。だが、それでも僕は断言できた。

　人に命じて人を殺させる。

　彼女は、絶対にそんなことはしない。

「あっちゃー。信じてもらえませんか？　本当ですって。確かに俺は、びっくりするほど不誠実で、裏切り者で、噓吐きですけど、今度ばかりは本当ですって」

「彼女は、そんなことはしない」

　僕が迷いなく言い切ると、雄介は舌打ちした。

「小田桐さん。あなたもしつこい人だなぁ。俺から見たらね、あなたみたいな普通を二乗してさらに足したような人が、繭墨さんを信用するのは、ちょっとばかし異常ですよ？」

　その言葉には誤解があった。僕は彼女を信用していない。繭墨は平気で人を騙だます。信用すれば裏切られ、信頼すれば痛い目を見る。彼女に何かを期待するだけ無駄だ。けれども、それとこれとは話が別だった。

　彼女がどんな人間かは知っている。ただ、それだけだ。

「……わかりました。俺のことを信頼しないのは構いません。けれどね、本当か噓かは、彼に聞けばいいじゃないですか？」

　雄介にうながされ、僕は男と向かい合った。繭墨様と呟き続ける男に、僕と雄介の会話を理解した様子はない。その目は油ゆ膜まくのような光を帯び濁にごっている。噓を吐くだけの理性が残っているとは思えなかった。それならば、聞いてみればいい。そう思いながらも何故か背筋を冷や汗が伝い落ちた。

　聞いてはいけない。尋ねてはいけない。

　そう思いながらも、僕は口を開いた。

「……お前が殺したのか？」

　男はやっと僕を見た。その目は凶悪な光を放ちながらも、死んだ魚のように濁っている。

「……繭墨あざかに命じられて、先代の繭墨あざかを殺したのか？」

　返事はなかった。そのことに深い安あん堵どを覚えた瞬間、男のねじれた唇が歪んだ。

「そうです、あざか様が私に、豚のような私に命じて下さったのです。他でもないあの方が他でもない私に。先代様を殺すようにと。あざかの紛まがい物もののくせに、あざかの地位にいる、ふてぶてしいあの女を殺すようにと。私はあざか様のおっしゃる通りにいたしました。ああ、あああ、それなのに。何故、どうして、あのような、あ、あああああ」

　男は涙を流し絶叫した。獣のような慟どう哭こくが轟とどろく。目の前が真っ白になった。彼女から聞いた言葉が耳元に蘇る。

『ボクはかつて思ったんだ。ボクが生まれた時点で、ボク以外の者が、あざかの座に着いていること自体が間違っていると』




　紛い物の、繭墨あざか。

　本物の、唯一の繭墨あざか。




　繭、さん。




　僕は呆然と呟いた。背後で雄介が爆笑する。心の底から嬉しそうなその声は、いつか聞いた骸骨のものとよく似ていた。

「アハハハハハハハッ、かっわいそうな小田桐さん。あなたはあの人を信じていたから。信用していないし、信頼もしていない。それでも、最低限のところで、人間味を感じていたからついて来たってのに、これは辛つらいですねぇ」

　そんなことはない。人間味など、僕は彼女に微み塵じんも感じていなかった。繭墨にそんなものありはしない。そのはずなのに、何故僕は動けないのだろうか。

　何故、僕はこれほどまでに衝撃を受けているのだろうか。

　腕から力が抜けた。思わず助けを求めるように顔を上げる。襖の向こう、部屋の奥からは何の答えもない。

「はい、それじゃあ、人間関係も崩れたところで」

　目の前に、月光に照らされた長い影が伸びた。それが、雄介がバットを構えているシルエットだと気づいた時には、もう遅かった。

「じゃあ、さよならー」

　からりと明るい声で雄介は言った。同時に、バットが振り下ろされる。

　鋭い風切り音。




　ゴギンという音と共に、僕の視界は閉じた。
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　静香と僕が親しくなったのは急速だった。急速すぎたと言ってもいい。何が気に入ったのか、彼女は僕に付いて回るようになった。彼女は僕の視界の端はしに立ち、訴えるような視線を投げかけて来た。その姿は、飼い主を慕したう子犬を連想させた。自うぬ惚ぼれかとも思ったが、彼女の視線はその懸け念ねんすら打うち砕くだくほどに、ひたむきで純粋だった。僕が後ろを振り返ると、彼女は真まっ赤かになりうつむく。その姿は、まるで初恋すらも未経験の小学生のようだった。

　それでも、僕は彼女を無視していた。

　学年が違うため、声をかけづらかったせいもある。同級生にはやしたてられるのもごめんだったが、何より声をかけた瞬間、彼女は遠くに逃げて行く気がした。

　ガラス越しに隔へだてられたような微妙な関係を、壊したのはあさとだった。

「ねぇ、小田桐。気づいているかな？」

「急に何だよ？」

「あれ、気がついていないはずがないよね？　彼女のことだよ。こう言って、わからないと答えるようなら、君もひどい男だよね」

　あさとは不思議な男だった。人間離れした美び貌ぼうの持ち主なだけでなく、頭に狐面を乗せている。私立高校とはいえ、校則はそれなりに厳しいのだが、彼の異様な格好を咎とがめる教師はいなかった。出席は気まぐれで、ほとんど来ないかと思えば、体育祭から大掃除まで、行事にはどんな些さ細さいなものでも必ず参加していたりする。出席日数を考えると、留年は確定しているのだろうが、気にするそぶりすら見せない。文芸部にも小まめに顔を出しているらしく、隔月発行の冊子には、必ず彼の名前が載っていた。彼の作品は非常に技ぎ巧こう的てきであることは素人しろうと目にもわかったが、難解すぎて読む気にはなれなかった。

　仲良くなったのは、あさとが僕に寄ってきたからだった。

　狐が人間に近寄るように、あさとは飄々と僕に声をかけて来た。彼は僕だけでなく、学年全員に声をかけ、何故か僕の元へ戻って来た。狐面に変な顔をしなかったのが、僕だけだったのだと言う。くじでも引くような気軽さで、あさとは僕を友人に選んだらしかった。




　友人っぽいものを、一度作ってみたかったんだよね。というわけで、君に決めたからよろしく。




　僕の記憶では、それまであさとと僕は別クラスだった。それどころか、二年生の廊ろう下かで彼の姿を見たことはなかった。だが気がつくと、あさとはクラスの片かた隅すみに当然のように座っていた。以来、微妙な縁が続いている。最初僕は警戒していたが、その奇き抜ばつな行動と反はんして、あさとは悪い人間ではないようだった。それどころか、彼のまとう人に気を使わない空気は、妙に居心地がよかった。

　あさとは狐だ。

　それならば、遠慮はいらない。他の人間に必要な気づかいは、彼の前では無用だった。遠慮がなさすぎるのが、たまに瑕きずだったが。

「俺、ちょっと彼女を呼んでくるね。君だって気になってるんだろう？　ご覧よ、静香ちゃんのあの子犬のような目を。君を一心に慕う目だね。君みたいな単純な人間があの目にぐらっとこないはずがないのに、微妙な関係のままでいるのは不健全だよ」

　そう宣言し、あさとは立ち上がった。止める間もなく、彼は教室を覗いていた静香の腕を摑み、引きずって来た。かわいそうな彼女は、何が起こったのか理解できない顔をしている。

「はい、ご対面」

「えっあの、私……あさと先せん輩ぱい、何で」

「だって君はさっきから、ずっと小田桐を見ていただろう？　あまり離れた状態にいるのは不自然さ」

　その瞬間、静香の顔は面白いくらい真っ赤になった。慌あわてて下を向き、彼女は全身を強こわ張ばらせた。その姿は今にも消え入りそうに見える。

「特に、君みたいな人間はね。伝えなければ、幸せにはなれないし、伝わらなければ、歪んでいくんだから」

　あさとは微妙な言い回しをしたが、その時の僕は気にも留とめなかった。

　僕は静香を見ていた。瞳に涙をいっぱいに溜めた彼女を見つめていた。

　あさとの言う通り、僕は彼女と仲良くなりたかったのかもしれない。

「ええっと、深山、さんだよね。もしよかったら少し話でもしていかないかな」

　そう告げると、彼女はぱっと笑顔を浮かべた。花開くようなそれは、抱き続けていた願いが、やっと叶かなったとでもいうかのような満面の笑みだった。

　そこに、さっきまで泣きそうだった面影は一切無かった。

　あさとがゆっくりと笑う。

　唇だけ歪めるその笑顔は、狐面とよく似ていた。
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　それを、僕は、ぼうっと眺めていた。

「何だ……これは」

　僕の目の前には、スクリーンのような空間が広がっていた。灰色一色に塗ぬり潰つぶされた世界の中で、四角く切り取られたそこだけが明るく光っている。スクリーンには過去の光景が次々と映し出されていた。学生時代の僕とあさと、静香が話をしている。真っ赤になった静香が僕の背中に隠れ、あさとがそれをからかっている。過去の僕の穏おだやかな口調に、思わず吹き出しそうになった。そうだった。僕は昔、こんな喋しやべり方をしていたのだ。平和な光景は続く。けれども、この光景がすぐに崩れることを僕は知っている。

　もう体験したのだから、わかっている。

　だから、こんな光景など見たくもない。

　僕はスクリーンから離れようと振り向いた。だがそこには灰色の闇が広がっている。手を前へ差し出すと、肘ひじから先が消えた。それでも歩き出そうとすると、異様な感覚に包まれる。生ぬるい蠕ぜん動どうする『何か』に体が覆われた。まるで、獣の口の中に飛び込んだかのようだ。食われると思い、僕は本能的に後ろに下がった。一体、ここはどこなのだろう。どこへ連れて来られたのだろうか。振り向くと、背後では明るい光景が続いている。




　強制的に、それが視界いっぱいに広がった。
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　勤さん。勤さん。勤さん。勤さん。勤さん。

　舌足らずに名前を呼んでくる声が好きだった。からかうと真っ赤になるところが気にいっていた。恥ずかしそうにうつむく頭を撫なでるのが心地よかった。















　あの日から、僕達は三人で過ごすようになった。三人で昼食をとり、授業後合流し、必ずどこかに寄って話をした。図書室の書庫は特に絶好の場所だった。図書委員の静香の特権で入れたのだが、他に生徒がいないので、いくらでも長居ができるのだ。たいていはくだらない話題を喋るだけだったが、トランプで遊ぶ日もあった。あさとはカードさばきこそ見事だが、何故か後ろからは丸見えだった。静香は静香で状況に合わせ百ひやく面めん相そうをする。いつもゲームは僕の一人勝ちだったが、カードを持ってくるのはあさとか静香だった。

　あさとは外を歩く時、紺色の唐傘を差していた。ある日、静香が尋ねた。

「あの、あさとさん。それはどうしてなんですか？」

「それ？　何かな？　代名詞だとわからないよ」

「あさと……もしかしてわざと言ってたりするのか？　どう考えたって、その紺色の唐傘のことに決まってるだろ？」

「えっ？　これ？」

　あさとがぐるりと唐傘を回すと、静香は頷いた。首を傾げ、あさとは答えた。

「何ていうのかな、真ま似ねだね」

「………真似、ですか？」

「うん、ちょっと血縁のね」

「ちょ、ちょっと待って。あさと以外にも、そんな恰好をしてる奴やつが親戚にいるのか？　一体、どんな家なんだよ」

「うん、あの子の方が凄いと俺は思うけどね。俺の方がまだ地味なくらいだよ」

　あさとは狐面をかぽっと顔にかぶせ、ふざけた口調で言った。

「それよりさ、静香ちゃんは小田桐に色々聞いた方がいいと思うよ。俺のことなんて、君は、実は欠片も興味なんて無いだろう？」

　妙に棘とげのある言い回しだった。真っ赤になり、静香は首を振って否定した。

「そっそんなことないですよ」

「おいこら、静香に絡むんじゃない。後こう輩はいをいじめるな」

「ふふっ……まあいいじゃないか。俺は、この時間もなかなかどうして面白いよ」

　にやにやとあさとは笑った。静香はちらりと僕を見ると、囁いた。

「で、でも。私、勤さんのこと、本当にもっと知りたいかもしれません」

　その頰は紅く染まっている。返事をしながらも、僕は違和感を覚えた。静香といると楽しかった。彼女をかわいらしいと思っていた。けれども、それは、懐いてくる妹に抱くような好意で、異性に対するそれではなかった。いつの間にか、僕の彼女に対する気持ちはそう変化していた。静香の頭を撫でながら、僕はどうするべきか悩んだ。三人でいる時間は心地よかった。僕はそれを壊したくなかった。

　だから、僕は先送りにしてはいけない問題を先送りにした。

　くつくつと、狐面が笑う。

　その音は、まるで狐が笑っているようにも聞こえた。
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　懐かしい笑い声を耳にしながら、僕は困惑した。

　スクリーンに映る光景は進んでいく。それを眺めながら、僕は立ちすくんでいた。本当にここはどこなのだろう。もしかして、僕は悪い夢でも見ているのだろうか。そう思った瞬間、妙に納得した。肉体の感覚の希薄さも、現実味があるのに精せい細さいを欠いた視界も、思い起こせば夢特有のものだ。

　これは恐らく『過去の映像を無理やり見せられている』夢だ。

　だが、それがわかったところで、僕にはなす術すべがない。

　どうすれば、目が覚めるのか。そもそも、どうしてここに閉じ込められたのか。

　全てわけがわからなかった。そもそもこんな状況は、僕の領りよう分ぶんではないのだ。

　こういう理解不能な状況は、彼女の領分だったはずだ。

　■さん。

　名前を呼ぼうとして、頭痛を覚えた。脳裏にわずかな嫌悪感が差し込む。




　彼女が命じて。

　彼女が殺した。




　彼女は最悪な人間だ。そう僕は言い切れる。彼女は人の不幸を笑い、娯楽のためだけに事態を煽あおる。チョコレートをつまむように、他人の悲劇を食い潰しながら生きている。だが、自分の利益のために人を殺すことだけはしないと、僕は信じていた。

　そう信じていたのに。

　本当かどうか問いつめなければならない。

　もし本当ならば、許すことはできない。

　彼女に聞かなければならない。

　けれども。




　■さんに聞かなければ。

　■さんに尋ねなければ。

　■さんに会わなければ。




　それが、誰だか思い出せない。

　■さんは、どこに行ってしまったんだろう。




　そう思った時、不意に胸の辺りが熱くなった。まるで火でも抱かかえているかのように、胸に焼きつく痛みを覚える。その瞬間、視界が切り替わった。




　ちゃぷりと、小さな音が響いた。
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　紅い血の滴しずくが飛び散り、落下する。次の瞬間、猫脚の椅い子すにゴシックロリータ姿の少女が座っているのが目に入った。廃はい墟きよのような狭い一室の中、彼女の姿は歪な芸術作品のようにも見える。その細い首には、真っ黒に装飾された首輪がはめられていた。それは、床に打ちつけられた杭くいと鎖くさりで繫がっている。鎖は短く、少女が少しでも動けば首が絞しまりそうだ。けれども、少女が苦にする様子は無い。

　彼女は、退屈そうな眼まな差ざしでチョコレートを齧っている。

　不意に、彼女のすぐ近くで血が飛び散った。何だろうと僕が思った瞬間、視点が入れ替わった。少女の目の前で、醜い男が組み敷いた女性に向かってナイフを振り下ろしている。女性は苦く悶もんの声一つ上げない。宙に投げ出されたままの足が、音もなく上下に揺れ動いた。男は女性の腹に腕を突っ込む。腹腔から引きずり出された内臓が捨てられ、ひび割れた床に、血だまりが広がった。

　これは、一体何だ？

　絶句する僕の前で、異様な光景が続く。突然、誰かの声が響いた。

「本ッ当に怯おびえませんねー。それと、よくこんな状況でチョコレートなんて食べれますよね。吐き気がしませんか？」

「前に小田桐君にも言われたよ。血かな、内臓かな？　溶けたチョコレートは肉に見えなくもないけれどね。そんなに似ているとは、ボクには思えないよ」

　飄々とした声に向かって、少女は答えた。彼女は誰なのだろうか。どうして僕の名前を知っているのだろうか。疑問が次々に湧き上がる。だが、それを考えようとすると脳裏に霧がかった。

　唾だ液えきで濡れたチョコレートに、少女はゆっくりと舌を這わせる。

「チョコレートと人肉じゃ、味も違うしね」

　僕の視点は次々に部屋中を移動する。男は荒い息を吐きながら顔を上げた。汗を乱暴に拭ふき、少女を見つめる。その視線には、熱烈な欲望が込められているが、少女は顔色一つ変えない。

「………それより、こんなこといつまで続けるんだい？」

　けだるそうに少女は問いかける。その横で、一人の少年が肩をすくめた。彼はミネラルウォーターのペットボトルをあおり、顔をしかめながら言った。

「いや、俺だってこんなことしたくないですよ？　フェミニストとして生きるべしが、人生最大目標の一つですし。でも、しかたないんですよ。これは、呪じゆ法ほうの一種なんで」

「呪法？」

「あなたと同じ形に飾った女の腹を裂き続けることで、あなたの運命をより強固なものにするんだそうです。運命には様々な選せん択たく肢しがありますが、よく似た形かた代しろに、幾度も同じ運命をたどらせることによって、それを一つに固定することができる。ってあさとさんが言ってました。呪いの一種らしいですよ」

　少女はあからさまに眉をひそめた。肩をすくめて言う。

「馬鹿馬鹿しい。何でリスクが高い上に、ほぼ利益がないことをするんだい？　今すぐここで、ボクの腹を裂けば済む話じゃないか」

「まぁそうですよね。ぶっちゃけますと、『という建前』の餌えさですね」

「餌？」

「犬が極上の肉に嚙みつかないように、別の肉を撒まいてるってわけですよ」

　少年は顎あごをしゃくった。その先では、男が執しつ拗ように女性の腹を裂いている。血と脂あぶらで濡れた腸はらわたを太い指が握り潰した。溢れ出る内容物にまみれながら男は顔を上げる。

　そして、満面の笑みを少女へ向けた。ふんっと少女は鼻を鳴らし、足を組む。

「あなたを殺すならふさわしい日がある───その時まで、あなたを大切に取っておくように。それが、あさとさんの命令ですから」

「馬鹿げているね。こんな退たい屈くつな見世物は飽あき飽あきだよ。醜悪にもほどがある」

「しかたがありませんよ。もうすぐですから我慢してください」

　そう言い、彼は窓へ視線を向けた。あさと。あさとが、一体何をしようとしているのだろうか。僕の疑問に彼は答えない。割れたガラス窓の向こう側には、ほころびかけている桜の枝がある。

「あなたが死ぬのは、桜の狂い咲いた日。あなたが、その名を受け継いだ日ですよ」

　遠い日ではありませんから、待っていてください。

　少年はいっそ穏やかとさえ言える顔で笑うと、死体を指さした。

「それに、せめて憐あわれむとか、祈るとかしたらどうですか？　あの子達は、あなたの代わりに死んでいるようなものなんですから」

「お断りするよ。それとも、叫んで取り乱しでもすれば、犠ぎ牲せい者しやが減るとでもいうのかい？　それなら、やらないこともないよ。どうせ退屈だからね。気は紛れるさ」

　少年は、ナイフを舐めまわす男に視線を移した。死体を静かな目で眺めて言う。

「でも、憐れめなんて、今さらでしたねぇ」

　次に少女を見下ろし、彼は微笑んだ。

「あなたの母親が殺されても、あなたは涙一つ浮かべませんでしたしね」

　少女は、猫のような笑顔でそれに応えた。

　僕の胸を失望がよぎる。同時に、世界が揺らぎ始めた。

　男は壁際まで死体を引きずり、人形のように壁にもたせかけた。その横に紅い唐傘を飾っていく。壁にはすでに三体、似た姿の死体が並んでいる。黒いドレスを着せられた死体の列は、繫がれた少女によく似ている。その光景を眺めながら、僕の視界は濁っていく。まるで水に潜もぐったように全てが溶けていった。




　そして、激しい雨音が耳を叩いた。
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　雨が校こう舎しやの屋や根ねを叩いている。図書室に戻って雨足を確かめると、僕は帰宅を遅らせることに決めた。書庫に戻ると雨音は一気に遠ざかる。書しよ架かの間に持ち込んだ机には、静香が座っていた。あさとは、今日は休みだ。彼女は僕の提案に同意し、トランプを取りだした。ダウトでもしようと二人でカードを配る。インクと紙の匂いが、晴れの日より濃厚に香かおった。部屋の中は気のせいか、いつもより暗さを増している。

　まるで水すい槽そうの中のようだね。

　あさとなら、きっとそう言うだろう。

「二人っきりは久しぶりですね。私、何だか嬉しいです」

「いつもはあさとがいるからね……うん、確かに久しぶりだ」

　僕はそう言い、微笑む静香の頭を撫でた。彼女が子供のように喜ぶので、撫でるのが癖になってしまっている。首をすくめながら、静香は声をあげて笑った。

「ずっと、ここで、勤さんとこうしていられたらいいのになぁ」

　彼女は心の底から嬉しそうに言った。その笑みに、僕は何となく告げた。

　深く考えもしないで。

「でも、来年からは受験だからさ。もう今から勉強を始めている奴もいるし……あまりこうして会えなくなると思う。そう考えると寂しいなぁ」

「─────────えっ？」

　バサリと音をたてて、床にトランプが散らばった。何故、静香がそれを取り落としたのか僕にはわからなかった。トランプを拾おうと身を屈める。静香は硬こう直ちよくしたまま動かない。違和感を覚え、僕は顔を上げた。

「─────────えっ？」

　目を見開き静香は繰り返した。その口元には歪な笑みが浮かんでいる。見開かれた目は異様な輝きを孕み、眉尻の辺りが神経質に痙けい攣れんしていた。

　それは、僕が生まれて初めて見る病やんだ表情だった。

「……静香？　どうし」

「今、勤さん。何て言いました？」

　彼女は妙に機械的な口調で言った。背筋を寒気が駆け抜けた。何か取り返しのつかない過あやまちを犯してしまった気がする。だが、思い返しても自分が何をやったのかわからなかった。

「いや、僕は………」

「ああ、すみません。私の聞き間違いですよね、特に何も言ってませんよね。ごめんなさい。そんなまさかありえませんから」

　突然屈み込み、静香は散らばったカードを拾い始めた。だが、指はカードを搔かき回まわすばかりで、なかなか拾えない。長い時間をかけ、静香は何とか全てを拾い集め、

「私と、あまり会えなくなるなんて、そんな」

　再び、全てを床に叩きつけた。

「噓、ですよね？」

　彼女は歪に微笑んだ。

　目の前にいるのが誰なのか、その瞬間、僕にはわからなくなった。日頃、はにかむように微笑む後輩の姿はそこにはなかった。雨音がうるさい。書庫に僕達二人しかいないという事実が、何故か恐怖となって背筋を這った。静香は不意に顔を近づけて来た。湿しめった吐息が僕の鼻先にかかる。

「噓、なんですよね？」

　心臓が異様な速さで胸を叩いた。混乱する脳と裏腹に、口はゆっくりと答えを吐いた。

「本当だけ、ど。忙しくなるから、時間は……あまり取れなくなる」

　口にした瞬間、壮絶な違和感があった。

　そう、たったそれだけだ。

　そのはずなのに。

「────────ッ」

　静香は唇を嚙み締めた。歯が肉を裂き、血が零こぼれる。だが、静香は痛みを感じないかのように血を舐めとり、微笑んだ。

「ああ、そうですよね。そういうことですよね。大丈夫です。書庫に来なくなるっていうだけで、あまり自由な時間が取れなくなるっていうだけですものね？」

　満面の笑みを浮かべ、静香は腕を伸ばしてきた。抱きつくようにして、彼女は僕に体を寄せて囁いた。

「私と、会う時間が減るわけじゃないですものね」




　静香は、まるで子供が親に甘えるように、僕に体を預けて来た。ゆっくりと押し倒される。気がつけば天てん井じようを見上げていた。僕は動くことすらできないまま、のしかかってくる体を、重く柔らかいと思った。聖母のような笑みを浮かべ、静香は囁く。

「ねぇ、勤さん。一緒に暮らしましょうよ。本当は、勤さんが大学に入って、私が卒業して、結婚したらすぐにって思ってたんですけど、やっぱりもう待たなくてもいいですよね。私達が会えなくなるなんて、そんなの不自然ですよ。私と勤さんは、一緒にいないと駄目なんです。私と勤さんは一緒じゃないと。一緒、ずっと一緒。ねぇ、勤さん」

　甘い声で言い、静香は顔を傾けた。熱い唇が僕のそれに重なる。顔を真っ赤に染めながら、静香は何度も口づけを落としてきた。それから、ためらうように一度離れると、おずおずと舌を差し込んできた。

　濡れた肉が重なる。背筋を得体の知れない感覚が這った。

　頭の中は、ぐちゃぐちゃに搔き乱されていた。一緒に暮らす。結婚。不自然。あまりにも話が飛躍しすぎていた。目の前にいる少女が、僕の知った存在だとは、どうしても思えない。まるで、スイッチが入った瞬間、別人に切り替わったかのようだ。

「ねぇ、勤さん」

　ゆっくりと伸びた腕が、僕のシャツのボタンを外した。甘えるように顔を寄せ、静香は僕の首筋を舐めた。濡れた舌の感触に背筋が粟立つ。不意に静香の腕が僕の下半身に伸びた。その瞬間、正気に返った。細い肩を摑み、引ひき剝はがす。起き上がると、静香はきょとんとした顔で僕の上に座り込んでいた。逃れようとするが、彼女は動かない。

「静香、一体どうしたんだよッ！　急に、何を」

「どうしてですか。勤さん、どうして？」

　静香は泣きそうな顔で言った。その瞬間、僕は気がついた。

　彼女は自分の行動の異常さを、本気でわかっていないのだ。

　静香の目は異様な輝きを孕みながらも、僕に対する好意は失っていなかった。背筋を再び寒気が這った。何かがおかしかった。目の前にいるのは、本当に静香なのだろうか。

「勤さんは、私を好きですよね？」

　その笑顔を好ましく思っていた。まるで妹ができたような気がしていた。けれども。

「勤さんは、私を愛していますよね？」

　けれども。

　だからこそ。

「僕っは………」

　口の中が異様に乾く。遠くで、狐の笑い声が聞こえた気がした。

　くつくつと仮面の奥で狐が笑っている。

「僕は、君を愛していない」




　静香の顔に罅ひびが入った。数秒間、致命的な空白があった。突然、静香は黙ったまま立ち上がり、走り出した。僕は呆然と立ち上がり、その後を追った。図書室の中にはもう誰もいない。ただ、雨が窓の外で激しく降り注いでいる。

　煙けぶるような雨と、水に濡れた道路。

　そこに一瞬、紺色の唐傘が見えた気がした。
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　そして、私は回る唐傘を見ながら、あの日のことを何度も思い出すのです。

　それは、桜が咲き始めた日のことでした。いつかのように、あざか様はお母上と庭園を散さん策さくしておられました。お母上は何故か陰いん気きな目をして、あざか様を睨みつけておりました。あざか様はそれに気づかず、優ゆう雅がに庭を歩いておられました。




　あざか様を蛇へびのような目で睨むお母上。彼女こそ、当代の繭墨あざかでした。彼女は自分が生存しているうちから、次代のあざかとして選ばれた娘に、いつも厳しい教育を課していました。生まれながらの繭墨あざか。特別な存在である彼女をまるで憎んででもいるかのように。




　私にとっての繭墨あざかは、あざか様お一人だけです。だから、私はあの方のお母上を、あざか様と呼んだことはありません。あざか様が存在するのに、あの方のお母上があざかの地位にいることが、私には不思議でなりませんでした。




　くるくるくる。唐傘が回る度、私は酔よったような心地になります。あざか様は楽しそうに笑っておいででした。けれども、どうしたことでしょう。あざか様は、不意に足を滑らせ、池の中へ落ちてしまわれたのです。幸いお怪け我がはありませんでした。あの方は泣きもせず、水を滴らせじっとうつむかれました。気丈なそのお姿に、私は胸を高鳴らせながら、お助けできなかった自分の愚ぐ鈍どんさを憎みました。私はやはり生きる価値のない人間です。いつかあざか様のために死のう。それだけが、私の望みでした。

　次の瞬間、お母上は鬼のような形相であざか様の手を摑みました。お母上、いえ、あの女は突然怒ど鳴なり始めたのです。あざかの名を継ぐものが、水に落ちるなんて何をしているのか。もっと品良く振る舞うことはできないのか。日頃からお前の行動は目にあまる。何という馬鹿馬鹿しい言い草でしょう。あざか様は、お生まれになったときから、あざかにふさわしい品位を身につけておいでです。だからこそ、あざか様は、当代のあざかの生きているうちから、次代のあざかにふさわしいと選出されたのです。一族の娘達からあざかを選ぶ儀式も、次代は行わないことが決定していました。それほどに、あざか様は特別なお方だったのです。あざか様をこの世に産み落とした瞬間から、あの女は使い古した胎はらでしかないのです。それなのに、よくもあんな暴言を。




　女は、あざか様を乱暴に罵ののしりながら、部屋の中へ放り込みました。私は、茂しげみから這い出ると、床下へ飛び込み耳をそばだてました。肉を打つ音と、女の醜い声が聞こえます。




　私がお前にどれだけ賭かけているのか知っているのッ！　お前をあざかにするために、私がどれだけ力を注そそいだか、お前だってわかっているのでしょうッ。それなのにお前は、何故もっと女の子らしい振る舞いができないのですかッ、いつもいつもいい加減になさい、お前は母様を馬鹿にしているのッ！




　豚の声がぶうぶうと響きます。バシバシと肉を打つ音が聞こえます。私は、その場に嘔おう吐としました。あの女はあざか様の美しいお顔を殴……あざか様。あざか様になんて事をあの女殺してやる腹を引き裂いて内臓を引きずりだして豚の餌にしてやるお前を。




　気がつけば、女の出て行く気配がしました。私は女を殺せなかったのです。あの女は当代の繭墨あざか。あの女を殺しては、私は繭墨家を追い出され、あざか様のお顔を見ることができなくなります。あの方のためなら死ぬことすらいとわないと言いながら、私は保身のために、人殺しをためらったのです。何て私は醜い生き物なのでしょう！　私は床下から這い出し、あざか様のいるお部屋を覗きました。あざか様は、ぼんやりと天井を見ておられました。おかわいそうなあざか様。私は涙を流し、無力な自分を嘆なげきました。けれども、その時でした。突然、あざか様はカラクリ人形のように首を動かし、私をご覧になりました。その顔にゆっくりと笑みが浮かびます。




　妖よう艶えんで美しい唇が弧を描き、あの方は私を魅了しながらおっしゃったのです。




「おいで」




　雷に打ち抜かれた心地がいたしました。私の全身はガクガクと震え、今にもその場に倒れ、死んでしまいそうになりました。あざか様が私に、私にお言葉を。そんな。




「おいで」




　白い手を差し伸ばし、あざか様はおっしゃいました。私は、糸で操あやつられるように、襖を開きました。あざか様はゆっくりと身を起こされました。気高い猫のような、美しい瞳が私を見下ろします。私はあざか様の前に、ごく自然にひざまずきました。

「ボクをずっと見ていたのだろう？」

　あざか様はそう微笑まれました。私は歓喜の涙を流し、頷きました。あざか様の白い手が私の頰に触れます。優しく優しく肌を撫で、あざか様はおっしゃいました。

「醜いねぇ」

　その通りです。私は醜い豚です芋いも虫むしです。そんな私をあざか様は撫でてくださるのです。何という歓喜。何という至福。それから、あざか様は、私の耳元に囁きました。

「ねぇ、ボクのものにおなりよ」

　私は頷きました。何度も何度も頷きました。あざか様は、にっこりと微笑まれました。その瞬間、私はあざか様のものになったのです。




　身も心も魂も、あざか様のものになったのです。

　今なお、私は、あざか様のものなのです。
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　そう、そして彼は少女のものになったらしい。

　その心の狂い方が、僕には信じられなかった。




　僕は強く頭を振った。灰色の闇を見つめて心を落ちつかせる。今流れ込んできた記憶は何なのだろう。目の前に映る過去の映像とも関係がない。歪な想いに溢れたそれは、誰の記憶かはわからなかった。あざか。あざかあざか。男が狂ったように呼んでいた名前が脳裏を反響する。けれども、それもすぐに溶けて消えていった。気がつくと、腹からぐちゃぐちゃと音が聞こえてきた。どうやら、腹の中のものが、気にいった記憶を反はん芻すうし、食っているらしい。頼むから止やめて欲しかった。僕の過去と見知らぬ男の記憶が入り混じり、そこに見知らぬ少女の映像まで加わってくる。自分自身がどんどん希薄になる感覚に襲われた。もうたくさんだった。僕は誰なのかさえわからなくなりそうだ。醜悪な二つの記憶と、もう一つの。

　黒い少女の記憶。

　彼女は一体誰なのだろう？

　不意にそのことが強く気になった。




　───────■さんに会いたかった。




　■さんに尋ねたい。彼女は、どんなにくだらない質問でも怒らないと言った。答えてくれるかどうかはわからないが、きっと話すだけでも心が軽くなるだろう。




　───────■さんは、どこにいるのだろう。

　どうして僕は、彼女の傍にいないのだろう。




　その時、ちゃぽんと澄んだ音が耳に届いた。胸が熱くなる。火に焼かれるような痛みが走る。何もかもが曖あい昧まいな中、それだけがとても心地よかった。

　そして、僕の視界は再び切り替わった。





　　　　＊　＊　＊






　ゴシックロリータを着た少女が視界に映った。彼女は、相変わらず首輪に繫がれたまま、猫のように体を伸ばしている。その横では、少年がチョコレートバーを齧っていた。彼の足元には男が転がっている。いい夢でも見ているのか、その顔はいびきをかきながら、幸せそうにほころんでいた。

　割れた窓から、月と桜の枝が見える。

　八分ほど咲いた花が、月光によく似た色をさらしていた。

「眠くないんですか？」

　少年に尋ねられると、少女は肩をすくめた。

「気づかいは無用だよ。眠たくなったら勝手に寝るさ。それより、鎖を外してもらいたいね。ボクは観賞用の人形じゃないんだ。こんなに座りっぱなしだと関節が壊れるよ」

「ハハッ、悪いんですけど、それは駄目らしいんで勘弁してください。あなたに唐傘だけは持たせないようにって、あさとさんに言われていますから」

　そう言いながら、何故か少年は背筋を正した。もしかして、動けない少女に付き合っているのかもしれない。飄々とした口調のわりに律儀だ。突然、少女は彼に尋ねた。

「我ながら聞くのが遅いとは思うけれどね。君、小田桐君をどうしたんだい？」

　何故か僕の名前がでてくる。すると、少年は膝を叩いて爆笑した。

「本ッ当に遅いですね。いえいえいえ、笑っておいて何ですけど、それも教えられないんですよ。すみません」

「なるほど。そうだろうと思ったよ」

　また沈黙が降りる。少女は興味をなくしたのか口をつぐんだ。人形のような横顔は、瞬またたきさえしなければ、精せい巧こうにできた作り物のようだ。

　もう少し気にしてくださいよ。

　何故か、文句が喉のどを突きかけた。だが、僕はそれを言葉にすることなく口を閉じた。声に出しても届きはしない。それに、何故急にそんなことを言いたくなったのか、自分でもわからなかった。

「そう言えば、小田桐さんって喋り方おかしくないですか？」

　不意に少年はそう言った。勝手に人のことを話題にするのは止めて欲しい。すると、少女はおかしそうに口元を歪めた。

「それは、どうしてだい？　君は彼の喋り方の、どこがおかしいと思うのかな？」

「いえ、あの人言動は乱暴な癖に僕って言うんで、ちょっと合ってないっていうか」

　少年は首を傾げる。すると、少女は静かに答えた。

「彼には、色々あったからね」

　その大きな目は、どこか暗く沈んでいる。彼女の横顔を見つめ、少年は尋ねた。

「心配ですか？」

「何がだい？」

「小田桐さんのことがですよ」

　少年が尋ねると、少女は鼻で笑った。改めてひどい扱いだと思う。

「心配も何も。彼の生死すらわからないんだ。心配のしようがないだろう？」

「それもそうですね」

「だから、こっちで勝手に捜さがすまでさ」

「ふーん。そうなんですか。いやー強いですねぇ。今は女性の方が強い時代……」

　パキリと少年はチョコレートバーを折り、あれ？　と首をひねった。

「捜すって……もしかして、何かやってます？」

「さあね。やっていようと、なかろうと見た目に変化は無いからね。見張りの領分ではないよ。安心したまえ」

「あっ、それなら、俺には関係ないですね」

　よかったよかった。

　安心したように少年は頷いた。捜すという言葉を聞き、僕は笑いだしたくなった。僕をどうやって捜し出すというのか。あの奇妙な部屋は、きっと現実のどこにもない場所なのだ。けれども嘲あざ笑わらうには、少女の横顔は真剣だった。

　僕は思わず彼女の顔をじっと見つめた。

　少女は、僕を捜し出してくれるだろうか。

　─────■さんのように。

　不意に少女は少年に視線を向けた。少女に気に病めと言ったわりに、彼も死体を眺めながらチョコレートバーを齧っている。

「君こそ、心配じゃないのかい？」

「えっ何がですか？」

　少女は猫のような笑顔を浮かべ、彼に問いかけた。

「朝子さんと、秋ちゃんだよ。二人だけにしておいてもいいのかい」

　その言葉が彼にとって、どんな意味を持っていたのかはわからない。少年は目を見開き、チョコレートバーを取り落とした。一瞬、彼の顔が歪み、そこをどす黒い感情が駆け抜ける。けれども、次の瞬間にはすとんと消えた。

　後には、空っぽな笑顔が残る。

「いいんです」

　乾いた笑いを漏らし、少年は天井を仰あおいだ。

「実はですね。二人はもういないんですよ」

「どうしてだい？　せっかく、三人で笑いあえるようになったのに」

　少年は何かをためらうかのように、顔を手で覆った。子供のような幼さが、その顔をよぎる。不意に、彼は泣きだしそうな声で言った。

「親父が首を吊った日です。二人は、もう笑わなくなったんですよ。ただの髑髏に戻っていたんです。ハハッひどいですよね、やっと。今度こそ三人だけで楽しく暮らせると思ってたってのに。その時には、もう部屋も借りていました。都会で、三人で暮らそうと思ってたんです。親父に拘こう束そくされていた分の時間を取り戻そうって、それなのに」

　それを聞き、少女はゆっくりと呟いた。

　怨みの晴れたしゃれこうべは歌わない。

　怨みを晴らすためだけに、歌っていたのだから。

「俺は、ずっと楽しみにしていたのに」

「人を呪わば穴二つ、だよ」

　眠っている間に人を殺したから。実の娘の腕を焼いたから。妻と娘を首吊り自殺に追い込んだから。実の父親を首吊り自殺に追い込んだから。

　罪の形は違っても、罰の重さは変わらないんだ。

「───そして、それが、君の落ちた穴かい？」

「ハハッ……ハハハハハッあなたはひどい人だッ！　ひどい人ですよッ本当に！　わかっているのに、どうせ知っている癖に、そんなことをわざわざ聞くなんてッ！」

　少年は爆笑した。膝ひざを叩きながら、狂ったように笑う。再びその顔が歪んだ。

「俺は、ね、本当に……」

　嚙み締めた歯の間から泣き声が漏れた。見開いたままの彼の目から、涙が零れ落ちる。












「ほんとうに、楽しみにしてたんですよぉ？」

　子供のようなすすり泣きが響く。少年は膝を抱えて泣き出した。少女は静かに頷く。

「わかっている」

　返事はない。それでも、少女は繰り返す。

「わかっているよ」

　死体置き場のような場所に、泣き声が響く。うつむいたまま少年は泣き続ける。

　その姿は、一人だけ置いていかれた子供のようにも見えた。

　遠くでチャイムの音が聞こえた。再び、視界が強制的に切り替わる。

　何もかもが、青色に染まった。
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　久しぶりの青空が目に眩まぶしい。僕は頰ほお杖づえを突きながら窓の外を眺めた。朝の教室は喧けん騒そうに包まれている。クラスメイト達のざわめきを聞きながら、僕は目を閉じた。

　あれから静香とは会っていない。彼女と一度も会わないまま、日々は流れて行く。親に叱しつ責せきされながら勉強と日常を過ごすうちに、記憶は薄れてきていた。

　雨に閉じ込められた教室。体の上で笑う静香。

　戦せん慄りつさえ覚える、壊れきった笑み。

　まるで全てが幻のようだ。現実感がなさすぎて、よくできた悪夢に似ている。だが、静香の感触を体が忘れていなかった。唇の熱さや密着してくる体の重さ。淫いん夢むにも似たそれらの記憶が、明るく笑う静香の面影と不協和音を奏でる。

　一体あれは何だったのだろう。

　もしかして全て夢だったのだろうか。

　その瞬間、肩を叩かれた。振り向くと、文芸部の山やま岸ぎしという男が立っていた。何故か心配そうな顔をしている。彼は困惑した口調で言った。

「小田桐、お前、深山と付きあってるんだよな？」

「……はっ？」

　間の抜けた反応しかできなかった。

『勤さんは、私を好きですよね？』

　静香の声が耳元をかすめた。僕と静香の様子は、他人から見れば付きあっているように見えたのだろうか。そう思い口を開くと、山岸は眉をひそめて続けた。

「深山に聞いたぞ。将来、結婚する予定だとか言ってたな。多分、学校中の奴に言いふらしてるんじゃないのか？」

「結婚……？」

　何故、いつからそんな話になったのだろうか。

　混乱のあまり言葉を喋れなかった。僕が呆然と口を開くと、山岸は頷いた。

「わかってるって。信じてる馬鹿もいないよ。教師の耳に入るとやばいかもしれないけどな……あのな、ここだけの話……深山は前にもこんなことがあったんだ。生徒の間じゃ結構有名なんだよ」

　山岸は、辺りをうかがい、声をひそめた。

「前にもあいつ、別の奴に張りついててな。そいつは気味が悪いって、相手にしてなかったんだけどさ。深山は、一度これだって決めると、付きまとうらしいんだよ。中学一緒だった奴の話だと、家に押しかけて無む理り心しん中じゆう騒ぎとかあったって聞くしな……お前と一緒の時は、普通に見えたんだけど……最近、ちょっとやばくないか？」

　うながされ、僕の脳裏に静香の姿が浮かんだ。狂喜的な光を孕んだ目が、間近で瞬く。足元で散らばったトランプが、蛍けい光こう灯とうの光を反射して薄っすらと光った。

「何だか、普通じゃないだろ？」

　彼女を妹のように思っていた。そのはずだった。

　一体何をまちがえてしまったのか。

「───────わからない」

　僕は呆然と答えた。山岸は数秒返事を待ち、諦あきらめたように頷いた。じゃあ、気をつけろよと僕の肩を叩き、グループへと戻っていく。チャイムが鳴り、教師が出席を取りだした。その声が異様に遠くに聞こえる。僕は思わず立ち上がり、早退する旨むねを告げた。

　教室の扉をくぐると、誰かが廊下にしゃがんでいた。狐面が僕を見上げる。

「………あさと？」

「さっき、静香ちゃんに会ったよ。随分興奮した様子だったね。君のことが好きで好きで好きでしかたがないそうだ」

　うらやましいねぇとあさとは笑う。同時に、静香の声が耳元で再生された。

『勤さんは、私を愛していますよね？』

　粘つくような愛情と、じっとりと絡からみつく好意が首筋を撫でる。

「静香は一体どうしたんだよ？　一体、何であんな」

「ふふっひどいなぁ……まぁ、君みたいな人間には、受け取れなくてもしかたがないか。でも、あれも愛だと俺は思うね」

　かぽりと音を立てあさとは面を外した。あらわになった口も、面と同じ形に笑っている。

「君のことが好きで好きで好きで好きでおかしくなったんだ」

　にやりと彼はさらに口元を歪めた。まるで爆笑したいのを耐えているかのようだ。

　何かがおかしかった。彼が何故笑うのか僕には理解できない。

「おかしくなった……？　一体どうして、静香はあんな子じゃなかったのに、何が」

「例えばさ、理由があるかもしれない」

　あさとは歌うように言った。僕は、意味がわからず彼の言葉を繰り返した。

「理由？」

「そう、理由。例えば、昔っから親に愛されなかったし、必要とされなくて、ただ生かされていただけだった女の子がいたとするよ。誰にも大切にされなかったし、誰にも愛されなかった。それでも、強く生きられる子は生きられる。けれども、あの子は少しおかしいまま大きくなってしまった。人との距離の取り方がわからないし、愛にもの凄すさまじく飢うえている」

　それこそ、飢え死にする寸前なんだ。

　だから、必死にパンを求める。

「俺はあの子のことが、最初っから興味深かったんだよ。だから調べたし、会わせたんだ」

　あさとは再び狐面をかぽりとはめた。表情が見えなくなるが、きっとその下の口は、狐面と同じように笑っているのだろう。僕は得体の知れない戦慄を覚えた。彼が口にした言葉の意味が、徐じよ々じよに脳裏に染み込んでくる。あさとが、学校中の人間に声をかけていたことを不意に思いだした。




　そして、彼女を興味深く思った。

　だから調べたし、会わせた。




「あさと……一体、何のつもりでッ！」

「おかしいなあ、俺に怒るのかい？　だって、狂う権利は誰にでもあるよ。同じように狂わない権利も誰にでもある。それは彼女の選択だ。俺は知らない」

　あさとは立ち上がった。狐面を少しだけ持ち上げ、おかしそうに言う。

「後は、それを見るものがどう思うかさ」

　面の下から覗く口は、やはり笑っていた。こんな顔をする奴だっただろうか。その顔は今まで見たどの表情とも異なっている。気の置けない同級生のそれではない。

「怖いなら逃げなよ。そして、目を背そむけると決めたなら、決して近づいちゃいけない」

　狐が笑う。獣が笑う。

「何せ俺は、どちらかと言えば彼女の味方なんだから」

　彼の笑顔は、ついに娯楽を見つけた獣のそれだった。
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　狐の笑顔が揺らぎ、消える。

　目の前のスクリーンは、別の場面に切り替わった。

　ざあざあと雨が降っている。記憶の中の景色は雨ばかりだ。あの年は、季節に拘わらず雨が降り続いていた。水に煙った世界はまるで空中に浮いた水槽のようだ。もしかして、あさとはここから人魚姫を思いついたのかもしれない。スクリーンを睨みながら、現実の僕はそう思った。




　スクリーンの中では、過去の僕が帰宅したところだった。制服姿のまま、僕は郵便受けから手紙を見つける。開封し、眉をしかめた。




　腹がじわりと痛んだ。夢の中で腹が痛んだのは初めてだった。中のものがそれだけ強く暴れているのかもしれない。だが、その苦痛も、やはり曖昧で遠いものでしかなかった。僕は腹に手を当てた。目の前では勝手に映像が再生され続けている。

　ストップボタンはない。

　まぶたを閉じると、闇が全身に絡みついてくるような気がした。だから、僕は映像を見続けるしかない。目覚める術など、どこにもないのだから。

『おやおやこれはひどいねぇ。とても悪趣味だ』

「ですよ、ねぇ」

　誰かの声が聞こえた気がして、僕は思わずそう呟いた。




　■さんは、どこに行ってしまったんだろう。

　一体、どこにいるんだろう。




　それだけが、知りたくてしかたがなかった。

　次の瞬間、視界が揺らいだ。ちゃぷりと澄んだ音が響く。

　暗闇の中で、僕は胸元の熱を握りしめた。





　　　　＊　＊　＊






　あの少女が、じっと闇を凝ぎよう視ししている。その傍では、少年と男が眠っていた。少女だけが、まるで何かを待つかのように起きている。泣いたせいか、片膝を抱えた少年の眠りも深いようだ。静かな闇の中、少女は虚空を睨み続けている。

　大きな目が、月光を反射して光った。

　突然、少女は片手を前へ突き出した。黒の絹手袋に包まれた手が、指揮者のように動く。彼女は指を上へ突き出し、ぴっと前へ引いた。それに操られるように、死体の前に並べられていた唐傘が動いた。

　紅い唐傘が七つ、その場でぐるりと音もなく回る。

　少女は拳こぶしを握りしめた。同時に、パタッと唐傘は閉じ、一本足で床に立った。それが倒れる寸前、少女は再び掌を開いた。

　─────パンッ

　音を立てて、唐傘は開いた。

　紅い花が七つ咲く。

　そして、少女は猫のような笑みを浮かべた。

「………繫がった」

　少女はかくりと首を倒した。次の瞬間、彼女はもう眠りについていた。

　もう何の音もしない。月光が、咲きほころぶ桜を照らしている。

　何もかもが、死しに絶たえたかのように静かだ。




　彼女は眠ってしまった。

　だから、もう僕を捜し出してはくれないのだろうか。




　視界が遠ざかる。そして、僕は過去の僕へと吸い込まれる。

　高らかに、チャイムの音が鳴った。
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　玄関のチャイムを鳴らし、僕はノブをひねった。鍵かぎはかかっていないらしい。マンションの廊下は静まり返っている。他の住人の気配が無いことを不審に思いながら、僕は傘の滴しずくを払った。部屋の中を覗き込むが、やはり誰の気配もない。

「あさと……いないのか？」

　尋ねながら玄関に上がった。返事はない。マンション全体が、まるで墓はか穴あなのように静まりかえっている。部屋の奥まで進んでも、やはり誰もいない。キッチンにもリビングにも人の気配は皆かい無むだ。僕は今日届いた手紙をもう一度開いた。

『今夜七時に、ここまでおいで』

　その横に、印の付いた地図が添そえられている。脳裏に、くつくつと笑うあさとの様子が蘇った。何度目かの後悔が脳裏をよぎったが、結局ここまでやって来てしまった。

『誰にもないしょで。じゃないと俺達はずっとさようなら』

　一体、あさとはどういうつもりなのだろうか。

　先日の彼の様子を思い出す。自分は静香の味方だと言った後、彼はずっと笑っていた。あさとはどこかおかしい。けれども、僕はあえて指示に従った。

　このままさようなら。

　きっと、それでは後悔する。せめて何がおかしいのか、知らなくてはならない。

　あさとが何を仕組み、そして何をしようとしているのか。

　指定されたマンションは、高校から随分離れた場所にあった。一人暮らしには豪華すぎる部屋に生活の気配はない。まるで狐に化ばかされているような心地がした。

　─────帰ろう。

　そう決め、玄関に向かうと、再びチャイムが鳴った。あさとが来たのかと思った次の瞬間に気がついた。ここはあさとの部屋だ。彼がチャイムを鳴らす必要はない。

　それなら、一体誰なのか。

「勤さん……？」

　小さく聞き慣れた声がした。

　────静香？

　脳裏に彼女の異常な笑みと、穏やかな表情が同時に浮かんだ。何故、静香がここにいるのか。何故、僕の名を呼ぶのか。僕がいることを知っているのか、それよりも。

　あさと。アイツは、どうして。

「あの、勤さん、いらっしゃいませんか？」

　開けてはならない。

　本能がそう訴えたが、静香の声は普段と何も変わらなかった。もしかして、静香もあさとに呼ばれただけかもしれない。そう僕は突然思いついた。あさとは、摑みどころがないが世話好きなところがある。僕と静香を仲直りさせようとしたのかもしれない。

　そうでなければ、何故、彼女がここにいるのかわからない。

　ゆっくりと手を伸ばす。脳裏で鳴り響く警報を無視して、僕はドアノブを握った。

　開けてはならない。

　────ガチャンッ

　痛烈な悪お寒かんが全身を走った。扉の隙間から、白いナメクジのような何かが入り込んできた。ぺたりと、それはドアの内側に張りつく。一瞬、それが何なのか理解できなかった。

　死肉のように白く細い腕。

　ドアの隙間から大きな目が覗いた。

「ああ、勤さん」

　それは、僕を見つけるとにっと笑った。

「やっぱり、いらっしゃいましたね？」

　ドアを閉じることはできなかった。強く挟めば、柔らかな腕は餅もちのようにちぎれてしまう気がした。ドアは少しずつ開いていく。その向こうに異様な格好の静香が見えた。下着じみた薄さのキャミソール。紺色のマフラー。タータンチェックのミニスカートに左右長さが違う靴くつ下したと長いブーツ。小学生が使うような黄色の傘。それに巨大なボストンバッグ。人が通れるだけの隙間ができると、静香はすばやく中に入ってきた。

　バアーンッと派手な音をたて、扉が閉まる。

　にぃいっと静香は微笑んだ。

　体が勝手に震えだした。気がつけば僕は怯えていた。

　目の前にいる『何か』が怖い。

「静、香？」

「勤さん、お久しぶりです。お元気でしたか？　いえ、ごめんなさい。元気なわけないですよね。私がいないのに、元気なわけないですよね。一人ぼっちで私がいなくて私が勤さんの傍にいないのに、元気だなんてそんな」

　ぶつぶつと静香は呟き、僕に抱きつこうと腕を伸ばした。蛸たこの捕食行動を連想させる。生理的嫌悪に駆られ、僕は咄とつ嗟さに静香を突き飛ばした。細い体はたやすく傾く。

　静香は、傷ついた目で僕を見た。

「止めろ、静香。落ちついて……君は……君はおかしいッ、一体何でッ！」

「何がおかしいんですか？　どうして止めなければいけないんですか？　どうしてですか？　勤さん、だって」

　静香は叫んだ。みるみるうちに、大きな目に涙が溜まり、溢れ出す。

「だって、勤さん。私のことを好きだと思ったから、傍に置いてくれたんじゃないんですかぁ？」

　突然、子供のように静香は泣き出した。冷たい玄関に座り、彼女は声を張り上げた。

「どうしてですか。どうして、私のことを嫌いになったんですかぁ」

　うわああああんと泣き声が響いた。まるで見捨てられた子供のように、静香は泣いた。細い肩が震える。彼女は必死になって自分の体を抱きしめた。

　まるで、寂しくてしかたがないと訴えるように。

　小さな女の子が、泣き叫ぶように。

「いやです。いやなんです。私、駄目なんです。勤さん。誰かに一緒にいてもらわないと寂しくてしかたがないんです。寂しくて、寂しくて、不安で不安で。駄目なんです。怖くて怖くて本当に駄目になるんです。嫌わないでください。嫌いにならないでください。こんな私を嫌いにならないでくださいどうかお願いします。お願いしまッ」

　そこで、静香は体を折り曲げた。激しく痙攣しながら、口元を押さえる。慌てて彼女はボストンバッグを引き開けた。中から、大量の薬くすり瓶びんが零れ落ちる。瓶の一つを彼女はすばやく空け、錠じよう剤ざいをぽりぽりと齧り出した。まるで菓子のように食べていく。一瓶空からにすると静香はげっと呻うめき、中身を全て吐き出した。

　砕かれた錠剤が、ぼたぼたと唾液と共に落ちていく。

　静香は大粒の涙を零していた。その間も、呟き続ける。

「嫌です。嫌です勤さん勤さん勤さん」

　彼女の笑顔を好ましく思った。だから、僕は傍に置いた。

　彼女の気持ちも考えずに。

『理由が、ある』

　脳裏で、狐が言う。

『例えば、昔っから親に愛されなかったし必要とされなくて、ただ生かされていただけだった女の子がいたとするよ。誰にも大切にされなかったし、誰にも愛されなかった』

　だから、飢えている。飢え死にしそうなほどに。

　目の前にパンを出されて、それをもらえないと知ったなら。

　それは、どれほどの絶望なのか。飢えていない者には、想像すらできない。

『君のことが好きで好きで好きで好きでおかしくなったんだ』

　これが、その結果なのか。

　それなら、悪いのは。

「あなたの、せいです」

　ぐっと僕の服の裾を摑み静香は言った。その通りだと僕は思った。全ては僕が曖昧な態度を取り続けたせいだ。何もかも僕のせいだった。

　彼女の、思いも知らないで。

「泣かないでいいから静香、僕は君のことを嫌いになったわけじゃないんだ」

　思わず僕は手を差し伸べた。それでも静香は泣き止まない。その肩は、寒くて寒くてしかたがないとでも言うかのように震えている。身を屈め、僕は彼女を強く抱きしめた。温かい涙が首筋を濡らす。

「だから泣かないで。大丈夫だから」

「……たすけて、くれますか？」

　かすれた声が言った。懇願と共にぎゅっとシャツを摑まれる。涙が次々と首筋を流れ落ちた。僕は、何度もその背中を撫でた。

「わたしのことを、たすけてくれますか？」

「助けるから。だから、もう泣かないでいいから」

　首筋を伝う雫しずくが止まった。

　その意味を、一瞬理解できなかった。

　不自然なほど、唐突に静香は泣き止んだ。

「ありがとうございます。勤さん」

　乾いた声が言う。シャツを摑んでいた手が解ほどけ、僕の首筋へと這った。柔らかな手がべったりと張りつく。そして。

「その言葉が欲しかったんです」

　何か、鋭いものが僕の肌に突き立った。




　世界が裏返った。視界に入る全ての物が肉色に染まる。天井が紅く脈動する中、声も出せずに僕は崩れ落ちた。勝手に開いた口から、唾液が零れ落ち、舌が痙攣する。

　雨音が遠い。

　とても、とても遠い。

　何もかもが遠ざかっていく。

　その中で、静香は歪な笑みを浮かべていた。

　細い腕に、見たこともない飾りがついた長い針を持っている。




　一体何を。

　何を、したのか。




「凄いでしょう。凄いでしょう。勤さん。あさとさんにもらったんです。勤さんが私を助けてくれるって言ったら使うといいって。約束したなら、それは彼の自由意志だから好きにしてもいいって。これで一緒ですよ。これでずっと一緒なんですよ？」




　あさと。

　あさと。おかしい。あさとが一体。あいつはただの学生で。いや違う最初からおかしかった。でもそのはずで。あさと狐の面。狐獣あさとはきつねけもののあさと。




『怖いなら逃げなよ。そして、目を背けると決めたなら、決して近づいちゃいけない』




　狐が笑う。きつねがわらっている。




　視界が閉じていく。哄こう笑しようが聞こえる。静香が大声で笑っている。その狂った笑い声も遠ざかることが、暗闇が迫る中で唯一の救いだった。

　最後に視界が消える寸前、僕は静香を見た。




　何故か、彼女は。

　泣きそうな、顔をしていた。




　───────────？
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　過去の僕が静香に刺され、崩れ落ちる。スクリーンを睨みながら、僕は全身を強張らせた。静香は、人形のようになった僕をベッドに運ぶと、ボストンバッグを開き、持ってきた生活用品全般を、次々に棚たなや引き出しにしまい始めた。まるで、新婚生活の初めのように嬉しそうだが、片付けは上う手まくいかない。部屋は、静香の壊れた心を反はん映えいしているのか、ガラクタ置き場のようなありさまになっていく。

　映像の中の僕は、喋りも動きもしない人形だった。

　人形に、過ぎない。勝手に愛めでることができるだけの、反応しない生き物だ。

　何が、楽しいのか。

　思わず薄く笑いが漏れた。

　静香の一人遊びは幸福そうだ。けれども、彼女はすぐに最初の失望を味わうだろう。何せ人形になった僕は、喋らないだけでなく不能なのだ。床を叩き、僕は笑いだした。狂ったような哄笑がこみ上げる。その度に、腹の奥深くが痛んだ。夢の中にまで影響するほど中身が暴れているらしい。だが、そんなことすらもうどうでもいい。涙が次々と溢れ出し、零れ落ちた。

　ここからだった。全てはここからだ。後は石が坂を転ころげ落おちるように、事態は悪化していく。結末は一つだけだ。何せ、それは今、腹の中で激痛を発している。おかしくてたまらない。ひたすらに僕は笑い転げた。ついに、息が苦しくなり笑うのを止める。

　ぽたぽたと涙が地面に落ちた。

　それは、灰色の土に当たり砕けた。

「──────ッ」

　目の前のスクリーンでは、静香が僕に身を寄せ、泣き続けている。闇に食われても構わない。これ以上何も見たくなくて、僕は後ろを振り向いた。




　そこに、紅い唐傘を差した人がいた。

　灰色の世界に、目に染みるほど鮮あざやかな色が浮かぶ。




　誰、だ？




　黒色のゴシックロリータを着た少女が立っていた。歳は、十四歳程度だろうか。夢で見た少女に似ている気がする。だが、その顔はよく見えない。滲にじんだ写真のようにぼやけていて、誰なのか判別がつかなかった。




　ただ、紅い唐傘だけが、懐かしい。

　とても、とても懐かしい。

『───やあ、遅くなったね。随分とひどいありさまじゃないか、小田桐君』

　少女は、飄々とした口調で言った。膜まくを通したかのように、その声はぼやけている。少女は残念そうに首を傾げた。

『やはり駄目だね。なるほど、あさとらしいよ。手は打ってあるということだね』

　彼女はそう呟き、きびすを返して歩き出した。紅い唐傘が遠ざかる。僕は思わず腕を伸ばした。

　待ってくれ。置いて行かないでくれ。

　少女は答えない。だが、彼女は前触れなく振り向き、呆あきれた顔をした。目鼻立ちさえ見えないのに、何故かそれがわかる。こんな時の彼女は、人を馬鹿にした顔をするに決まっていた。

『……何やってるんだい。ボク一人だけで、行かせるつもりなのかな？』

　僕は慌てて立ち上がり、隣に並んだ。すると、少女は満足気に頷いた。

『少し、歩こうか？』

　少女は歩き出す。足が食われる感覚を思い出し、僕は立ちすくんだ。だが、少女が唐傘を回すと、辺りに満ちていた灰色の闇は消え失せた。




　──────くるり

　──────ぐるり




　搔き回されるように闇は溶け崩れ、新たな景色が映し出される。

　一人の少年が座敷に座っていた。夏の強烈な光の中、彼の顔は強張っている。だが、そこに笑みが浮かんだ。黒髪の女性が彼に近寄り、手に持ったアイスを差し出す。少年は笑う、嬉しそうに笑う。

　次の瞬間、映像は緩やかに溶け消え、新しいものに切り替わった。少年は幼女と遊んでいる。遠くから女性の泣き声としわがれた怒ど号ごうが聞こえる。少年はそれを無視して、幼女と遊び続ける。再び女性の悲鳴が響く。少年は、血が出るほど強く唇を嚙みしめ、走り出す。彼は叫びながら襖を開き、老人に殴りかかる。その映像に別の映像が被かぶさる。二つの死体がゆっくりと風に揺れている。松の木の枝に、ありえない果実のように、灰色の死体が二つ並んでいる。

　雪が降っている。

　少年は目を見開いて、それを見つめている。彼の肩に雪が積もっていく。けれども、少年は声一つ上げない。

　彼は、泣かない。

　彼は、泣けない。

　そして、彼は壊れたのだ。




　少女は一いち瞥べつもくれることなく、その横を通過した。紅い唐傘に雪が積もり、すぐに溶けていく。僕も後に続こうとしたが、思わず立ち止まってしまった。少年の目にはただ虚きよ無むだけが広がっている。

　何もかもを失った、人間の目だ。

『行くよ、小田桐君』

　前を見たまま、少女は僕を呼んだ。

『ここは、寒すぎる』

　少女の言葉に従い、僕は彼女の後を追った。映像は背後でぼやけ、形を失っていく。目の前がまた灰色に染まる。次の瞬間、新たな映像が浮かんだ。春の温かな光が広がる。




　──────くるり

　──────ぐるり




　部屋の中には、着物を着た少女と男がいた。男は、いつからそうしているのか、少女の尻の下で椅子になっている。少女の顔は、この世のものとは思えないほど美しい。男が崩れ落ちかけた瞬間、少女は無邪気な伸びをして立ち上がった。彼女は振り向き、男の前に足を差し出す。男は歓喜の涙を流しながら、少女の足裏に舌を近づける。

　それが触れる寸前、少女は男の顔を思いっきり蹴り上げた。

　鼻血を吹きながら、男は床に倒れる。悶もん絶ぜつする男を見て、少女は猫のような笑みを浮かべた。男はそれを見て、恍こう惚こつとした表情をする。

　嗜し虐ぎやくと被ひ虐ぎやくが繰り返される。快楽が輪になっている、歪な構図だった。

　紅い唐傘を差した少女は、しばらくそれを見つめた。だが、無視して部屋の中を通過すると、庭石の上に腰を下ろした。

『座りたまえ』

　僕は大人しく横に並んだ。すると、少女は首を振った。

『全く。君の軽口がないと、つまらないね』

　どうせ聞きもしない癖に、何を言うのか。

　一瞬、僕の喉を何かが突きかけたが、すぐに消えてしまった。二人並んで空を見る。八分咲きといったところだろうか。白い花が青空に向かって手を伸ばしている。

『さて、小田桐君。今の君は、庭の鯉よりも思考能力が低下しているらしい。まあ、夢の中だと思考能力は低下する上に、閉じこめられっぱなしなんだから、しょうがないけれどね。だから、今の君に何を言ったって、君は理解できないだろう。今からする話は、もしも君とボクが無事戻れたら、その時に思い出してくれればいいよ。言わば、無駄話だね。ぼんやり聞いてくれると嬉しい』

　少女は辺りを見回した。何があったのか、男の悲鳴が聞こえてくる。

　同時に、肉を焼くような濁った音がした。

『この世界は随分と美しいね。さっきの世界が絶望に満ち溢れていたのと対照的だよ。ここはね、彼らの夢なんだ。雄介君と、醜いあの男のとね。ちょっと、君の元へたどり着くまでの媒ばい介かいにさせてもらったんだ。ほらね、小田桐君。前に言った通りだろう？　ボクは、夢を渡ってみせたよ？』

　クスクスと少女は笑う。僕が反応できずにいると、やがて彼女は笑いを途切れさせた。

『記憶によって形作られる世界は、主観者の感情によって、地獄にも天国にもなる……君の夢が、君にとって地獄でしかないようにね』

　地獄。ぼんやりと、僕はその言葉を繰り返した。灰色の闇の中で、記憶が延々と繰り返される悪夢。僕の地獄は、過去にあるのだ。

『心配したけれどね。君はどうやら死んでいないようだ。よかったねぇ……どうしてこんなことになっているのか説明してあげようか』

　少女は僕を見上げて言う。僕は尋ねてもいないのに、彼女は言葉を続けた。

『あさとの仕込んだ人魚の事件。あの時、あさとは思い知ったんだよ。君が腹に孕んだものが、予想外に大きく育っていることをね。あさと自身が関わった癖になんだけど、人が鬼を孕むなんて滅多にないことなんだ。彼は君の腹で育ったそれを、取り出したいと思ったんだろう。君を生かしたままね。逆に言うなら、君がそれを生うんだ後、死んでしまっては、おそらくまずいんだよ』

　少女は不意に手を伸ばし、僕の腹を撫でた。無ぶ遠えん慮りよに指先が触れる度、痛みが湧きあがってくる。夢と現実の体は関係ないはずなのに、痛みは腹の底から溢れ出した。

『これはボクの推すい測そくだけどね。母体のいなくなった化け物は、コントロールが効きかないんじゃないかなぁ。憑く相手を失った憑き神のようなものだからね。あさとは、できることなら君を生かしたまま、化け物を手に入れたいと思っている。そうでなければ、君を生かしておく意味などないからね。これは逆に言えば……ふふっ、今までボクは気づかなかったけれどね、中々面白い事実だよ。今の君に言っても無駄だから、止めておくけれどね』

　少女は、いたずらっぽく首を傾げた。背後で、また男の悲鳴が響く。襖を突き破った男が池に落ち、水飛沫が上がった。それすらこの場所では美しい光景に見える。

『君は、おそらくどこかで眠らされているのさ。君がボクから離れた状態で、誰かの感情に同調する度、腹は開いていく。まあ、ボクがいても開くけれどね。ボクがいないと、塞ふさぐことはできない。君は強制的に夢の中に閉じ込められ、過去の自分と同調させられることで、腹を開かされているんだよ。誰でも、最も速すみやかに同調できるものは、過去の自分の味わった痛みさ。眠った君は動かないのに、徐々に腹は開いていく。いいね、実に手間がかからない。お湯を注いで後は待つだけ。といったところかな？』

　応えるように腹が痛んだ。血が滴る感触まで、リアルに感じられる。だが、それもすぐに遠ざかった。

『……夢が終わる時、化け物も生まれるだろうね』

　少女は微笑み、石の上で足をぶらつかせた。

『でも、あさとはよっぽど悔しかったのかなぁ。楽ではあるけれども、なかなかそれまでの手間がかかる方法だからね』

　笑う少女は、きっと猫のような目をしている。

　背後で、男をいたぶる少女と同じように。

『あの時、彼のせいで死ぬはずだった君を、ボクに取られたことが』

　僕は誰のものでもありませんよ。

　■さん。

　勝手に、僕の口から、言葉が漏れ出た。少女の顔がその瞬間はっきりと像を結ぶ。

　そこに、満足気な笑みが浮かんだ。

『君は、本当に面白いね。小田桐君』

　そっと手が伸ばされた。僕の頰に柔らかな指が触れる。

『君は、覚えているかな。ずいぶん昔、ボクが君にその喋り方を変えないのかいと聞いた時のことだよ』

　彼女はとても澄みきった眼差しをして僕を見る。

　その大きな目が、僕にはとても懐かしいものに思えた。

『君は腹に何も孕んでいなかった時より、乱暴な口調になった。それなのに、まるで名残なごりのように自分のことを僕と呼ぶ。それがおかしいから直さないかと、そうボクが聞いた時に、君はこう答えたんだ』

　それは僕が、忘れてしまったことだ。

　けれども、彼女は覚えていてくれた。

『僕はこのままでいいですよ、■さん』

　彼女は、かつての僕の言葉をそのままなぞった。

　一部だけ言葉が聞き取れない。それをひどく残念に思った。ゆっくりと、少女の顔は溶け崩れ、再び見えなくなる。

　少女は僕の頰から手を離した。真剣な口調で先を続ける。

『この夢渡りはね。君が、ボクのことを心理的に拒絶する限り、ボクが完全に現れることはできないんだ。だから、ボクはここから君を連れて逃げることはできない。君が、あさとに……いや、雄介君にかな。何を聞かされたのかは、想像がつくけれどね。あえて、ボクは何も言わないでおくよ』

　少女は立ち上がり、紅い唐傘をとんっと肩に乗せた。その時、聞きたいことがあったのは、この人に対してではなかったかと思い出した。

　聞きたいことがあった。

　尋ねたいことがあった。

　けれども。

『ボクは何も答えないよ』

　少女は猫のような笑みを浮かべる。

　見えないけれども、それがわかった。相変わらず、底そこ意い地じの悪い笑みだ。

　からかうような声で少女は言う。

『君は、君の力で目覚めるといい』

　人が求めている答えを決して言わない。それなのに、必要ない時は好きに喋るのだ。

『君が目覚めなければボクは死ぬけれどね』

　思わず、僕は目を見開いた。

　桜を背景にした少女はとても美しい。白い花が、紅い唐傘の周りを舞っている。

　桜の樹の下には、死体が埋まっている。そう言ったのは、誰だったか。

『それでも、ボクは構わないよ』

　それでいいはずがない。いいわけがない。僕は叫ぼうとするが、声が出なかった。少女は緩やかに首を回し、桜を見て目を細めた。

『ねぇ、小田桐君』

　少女は微笑む。

　十四歳の癖に、そんな顔をするところが。

　僕は、何より嫌いだったのだ。

『美しい桜だねぇ』

　八分咲きの桜は、やがて溶け消える。少女の姿も共に薄れ、なくなっていく。最後に見た少女の横顔。




　それこそ美しいと、僕は思った。
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　そう、あの方は誰より美しい方だったのです。

　私は女の腹を裂きながら、あざか様との幸福な日々を思い出します。あざか様はあの日以来、私をお傍に置いてくださいました。私を蹴り飛ばし、腕を焼き、池に放り込み、椅子としてお使いになられました。それは極楽のような、すばらしい日々でした。豚のようなあの女は、いい顔をしませんでしたが、最初のあざか様にも、私のような従者がいたということで、咎めはしませんでした。そのため、私は思う存分あざか様にいじめられ、いたぶられ、傍にお仕えすることが許されたのです。

　それは至福の日々でしたが、唯一許せないことがありました。あざか様のお母上の豚のことです。あの豚は、ひんぱんにあざか様に暴力を振るいました。私はその度に、自分の顔を搔きむしり、殺意を鎮めました。あざか様はお泣きになりませんでした。何度殴られても、何度蹴られても。一度も。

　ただ、その目は冷たく澄んでいらっしゃいました。

　そして、ついにその日が来たのです。




　あの日、満開に近い桜が咲き誇る中、あざか様は池を見つめていらっしゃいました。細く美しい腕には無数の青あお痣あざが浮かんでいました。それだけではなく、完かん璧ぺきな形をした足にも。首にも。私は、後ろに控えたまま、それを見つめておりました。

　あざか様が唐傘を回します。

　ぐるりとそれが回る度、私は夢のような心地になります。

　──────パシンッ

　唐傘が音をたてて閉じられました。

「ねぇ、ボクはあざかだよね」

「おっしゃる通りでございます」

「ボクはあざかとして生まれ、あざかとして育てられた。母様も言っていたよ。ボクはあざかになるためにこの世に生を受けたんだと。ボクは唯一無二のあざかなんだ」

　あざか様は、そう言い、穏やかな笑みを浮かべられました。

　唐傘を肩に預け微笑まれるあざか様。それは、夢のように美しい光景でした。

「それなら、母様があざかであること自体がおかしいよね？」

　そうです。そうです。その通りなのです。

　あの女はあざかの地位に執着し、自分の死後も地位を他人に奪い取られまいと、あざか様に厳しい教育を課しました。彼女を虐ぎやく待たいし、痛めつけました。けれどもそれは、誤りだったのです。あざか様に教育など必要ありません。あの女の役目は、とうの昔に終わっているのです。

　あざか様は一人だけ。それが、この世の、絶対普ふ遍へんの真理なのですから。

　あざか様は身を屈められました。そして、醜く這いつくばる私に触れ、額ひたいに口づけをなさいました。その瞬間、私は、目から滂ぼう沱だの涙を零しました。私の魂は体を抜け出し、生きながらにして極楽の境地まで達したのです。

「あざかは、一人でいいんだ」

　あざか様が微笑まれます。あざか様が微笑まれます。

　桜を背景とした、その光景の何と美しいことか。

　それだけで、それだけで私は。

「ねぇ、ボクのために、母様を殺してくれるかな？」

　その瞬間、怯えやためらいは全て吹き飛んでしまいました。私は胸元からナイフを取り出し、飛び出しました。あざか様は、そのまま桜の元へ残りました。私は駆け、襖を勢いよく開きました。部屋の中には、醜い豚が一匹。身のほど知らずに、あざかの名前を冠する豚が一匹。私は、ナイフを振りかざし、豚に駆け寄りました。醜い鳴き声が響きます。ああ、何てうるさいのでしょう。私はその体に馬乗りになると、ためらうことなく、豚の腹を刺しました。何度も何度も刺しました。

　何度も何度も何度も何度も何度も何度も。

　鮮やかな血が飛び、池を作りぐさぐさと音がして鉄の匂いが鼻を満たしあざか様を傷つけた腕を裂きあざか様を傷つけた足を切りその目を抉えぐって内臓を切り捨てて……。

　豚の体を抉る、柔らかな感触。

　それは、それは夢のような心地でした。
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　僕は呆然と『それ』を眺めていた。

　スクリーンでは、男が執拗に女の腹を裂いている。少女がいなくなっても、繫がった夢は完全には解けないらしい。青年と雪の映像はほどなくして消えたが、何故か男の映像は残っていた。夢の鬼が拾った記憶と映像が混こん然ぜんとなり、僕に流れ込む。ただ、その映像は少女がいた時と比べ、随分と細部がぼやけ、無彩色になっていた。夜に見る夢とこの映像は違うのだろうか。不意に白昼夢という言葉を思い出す。どうやら男は起きたまま、この夢を見ているようだった。

　繰り返し、繰り返し、男は脳内で映像を再生しているのだろう。

　女の腹が裂け、塞がり、また裂ける。噴ふき出だした血は、灰色なせいで、生なま温ぬるい湯のようにも見えた。庭では唐傘を差した少女が、ぼんやりと空を眺めている。

　くるり、くるり、と派手な柄がらが回る。

　その背を見ながら、僕は何故か失望を覚えた。思わず視線を逸そらし、もう一つのスクリーンへ、自分の過去へと向き直る。映像は、また進んでいた。

　桜の花が、咲いている。

　満開に近い花の下。マンションの一室で、僕は死んだように眠っていた。台所では静香が食事を作っている。彼女は鍋に蓋ふたをすると、僕の頰にキスをして外へ出て行った。僕は動かない。ずっと眠ったままだ。季節は完全に移り変わり、春が来ている。静かな風景は歪な平和を保たもったままだ。けれども、それは唐突に崩れた。

　突然ドアが開き、背の高い人影が現れた。室内だというのに、彼は紺色の唐傘を差している。狐面をかこりと外し、あさとは僕のベッドを覗き込んだ。

　過去の僕は、目をつむったまま動かない。

　だが、何の前触れもなくその目が開いた。
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「──────やあ」

　あさとは、道端で偶然再会したかのように僕に挨拶した。ひどい頭痛がする。視界がかすみ、あさとの姿がよく見えない。だが、熱い感情に突き動かされるままに、僕は彼の手を探り当て、摑んだ。

　何故だ。一体どうして。こんなことを。お前は。彼女は。

　聞きたいこと、言いたいことは山ほどあった。だが、何一つとして言葉にならない。

「久しぶりだね。様子を見に来たよ」

　言葉が出ない代わりに、僕は無理やりあさとの手に爪を立てた。猫にでもじゃれつかれたかのように、彼はへらりと笑った。

「あっ、ちなみに君達の扱いだけど、俺の証言もあって駆け落ちってことになってるから、心配しないでいいよ……って、そんなに怒らないで欲しいなぁ。確かに俺は彼女の願いを叶えたよ？　あれだけ他人を顧かえりみない、顧みることすらできない欲望は滅多にないからね。とても面白かったよ。でも君の願いも、叶えないと不公平だろう？　だから、様子を見に来たんだよ」

　僕の爪が肉を抉り、あさとの薄い掌から血が垂れた。それでもあさとは笑ったままだ。

「彼女に渡した針に染み込ませた薬はね、元から一日だけ効果が切れるように設定してあったんだ」

　血のせいで指が滑った。あさとの手が逃げる。自由になった指で、彼は唐傘をくるりと回した。

「今日、君が彼女に『愛していない』と告げれば、効果は完全に切れるよ」

　獣の笑みを浮かべて、あさとは言う。

　全ては君の自由だとでもうながすように。

『たすけて、くれますか？』

『あいして、くれますか？』

　脳裏で誰かが言う。それを否定しろと狐は笑う。僕が強く睨みつけると、その笑みはさらに深まった。

「何故だ」

　やっと唇が動いた。頭に渦巻く疑問や恨うらみの中、真っ先に飛び出したのはそれだった。

「何、故」

　あんなに楽しかったのに。

　友人だったはずなのに。

　僕の問いに対して、あさとは首を振った。

「君が納得するような理由なんて無いよ。俺は地獄が見たいだけだ。この力は今はもう、遊ぶくらいしか使い道がないんだからね。ただの人間のふりをするのも、それはそれで、なかなか楽しかったよ？　不自由な集団生活も、一度味わっておくにはよかったしね」

　にぃっとあさとは笑い、先を続けた。

「それにさ、信じてくれたのは嬉しいけれど。俺は、本当は君より二歳年下なんだよ？　君はそんなことすら知らなかっただろ？　それなのに何故って聞かれても、ねぇ」

　肩をすくめ、あさとはきびすを返した。僕は起き上がろうともがくが、動くことができない。それを嘲笑うように、あさとは振り向いた。

「ああ、それと俺はね。一度引いたクジは絶対に捨てないタイプなんだよ。それがどんなに単純で普通のものでも。自分で引いたものだからね、大事にしたいんだ。巡り合わせは重要だよ。俺は自分が一度選んだものではね、遊べるだけ、遊ぶよ」

　あさとは無邪気に首を傾げた。かこんと狐面が音をたてる。

「つまり、君のことがそれなりに気に入ったからかな？」

　─────バタン

　扉は、容よう赦しやなく閉まった。

　後には、静寂だけが残る。




　体が動くようになると、僕はベッドから転がり落ちた。足が震えるが、どうやら筋肉は衰おとろえていないらしい。不思議な現象だった。そのことに安堵しながら、鉛なまりのように重い体を引きずり、無限にも思える距離を歩く。玄関に何とかたどり着くと、ドアを開き、体を滑り込ませた。久しぶりに感じる外の空気は暖かい。恐怖にかられるまま、僕はエレベーターに向かった。ボタンを押すと階数表示が切り替わり、扉が開く。

　そこで、彼女と目が合った。

「………勤、さん？」

　静香は呆然と呟いた。同時に、僕の全身を恐怖が駆け抜けた。

　僕は衝動的に彼女を突き飛ばし、階段へ向かって走り出した。下階段を目指すが、焦りのあまり足がもつれ、勢いよく転ぶ。手に取ったのは上階への手すりだった。背後から追いかけてくる足音がする。今さら方向を変えることはできない。そのまま上りだすと背筋を冷や汗が伝った。これでは、すぐに追いつかれてしまう。

「───ッ」

　背後から苦悶の声が聞こえた。どうやら、突き飛ばした際に静香は足を痛めたらしい。それに勇気づけられ、僕は必死になって足を動かした。最上階にたどり着いたが、エレベーターは下の階で止まったままだ。どうしたらいいのかわからず辺りを見回すと、目立たない位置に鉄の階段があることに気がついた。屋おく上じように続く階段らしい。

　それならば、出入り口には鍵がかかっているはずだ。

　階段を上り、錆さびたドアを摑み引き開ける。軋んだ音をたて、ドアはたやすく開いた。違和感を覚えながらも、僕は外に転がり出た。

　澄んだ青空が目の前に広がった。現状を嘲笑うように、季節は穏やかで優しい光に包まれている。背後からの足音は一瞬迷ったらしい。そのまま行ってくれと願うが、やがて足音はためらいながらも鉄の階段を見つけ、追ってきた。

　静香がやって来る。

　黒く切り取られた入り口に白い姿が現れた。恐怖が背筋を這う。

　けれども、その顔は。

（───えっ？）

　何故か、泣いていた。

「勤、さん」

　両手を広げて、静香は僕の名前を呼んだ。彼女は、母親に置いていかれた子供のように泣いていた。

「どうして、目が覚めたんですか？　勤さん？　どうして？　どうして」

　僕は思わず手を伸ばしかけた。だが、次の瞬間、脳裏を記憶が駆け抜けた。首筋に針の痛みが走る。人形にされ眠っていた日々が目の前に蘇り、あさとが耳元で囁いた。

『怖いなら逃げなよ。そして、目を背けると決めたなら、決して近づいちゃいけない』

　彼女がどんなにかわいそうでも。

　自分が大切なら。

「近寄るな……近寄るな、それ以上来るなああああああああッ！」

　絶叫が喉からほとばしり出た。びくりと身を震わせて静香は立ち止まった。彼女はその場にあっけなく崩れ落ち、目を見開いた。涙が幾筋もその頰を流れ落ちる。

　風が吹き、長い黒髪を揺らした。

　いつの間にか、静香の髪は伸びていた。ショートカットだったそれは、肩を覆うほどの長さになっている。

「………勤、さん」

「来るな、来るな……静香」

　静香は涙に濡れた目を上げた。そこに映る僕の顔は恐怖にひきつっている。

「………どうして、なんでしょうね。どうして、私はこうなんでしょう」

　呆然と静香は呟いた。涙を流しながら、自分自身に問いかけるように彼女は囁く。病んだ声が淡々と響いた。

「どうして、こうなっちゃったんでしょう。許して、くれませんよね？　もう、許してもらえませんよね？　私、どうしてこうなんでしょう。私、お嫁さんになりたかったんです。勤さんの、お嫁さんになりたかっただけなんです。お嫁さんになって、楽しい家庭を作りたかった。私は、私は、私のパパとママとは違う、それを証明したかった。ちゃんとした家族に、なりたかった。ママになって、子供を抱きしめてあげたかった……幸せになりたかった。それだけ、でした」

　頰から澪れ落ちた涙が、屋上に染み込んでいく。静香はゆっくりと目を閉じた。

「……それだけ、なのに」

　時が止まったように感じた。目に入る全てが、夢のように希薄だ。彼女と過ごした日々は、よく雨が降っていた。だから、今空が晴れていることが僕には信じられない。何もかもが、美しい悪夢のようだ。

「静香」

　再び彼女は目を開いた。すがるような大きな目が僕を映す。

　あなたのせいです。と、責めるように。

　あるいは、たすけてください、とすがるように。

　僕は全身が震えるのを覚えた。彼女の目を見ていると、上手く声が出せなくなる。けれども、告げなくてはならなかった。

　それが、どんなに残酷なことだとしても。

　人形に戻りたくないのならば。

「僕は、お前を愛していない」

　だから、僕はそう口にした。

　静香は穏やかに微笑んだ。聖母のように静かな表情がその顔を埋める。彼女は立ち上がり、不意に歩き始めた。僕は転がるようにして彼女から離れた。けれども、彼女は僕には視線を向けず、屋上の中心で立ち止まった。

　老ろう朽きゆう化かの末、取り除いたのか。それとも、元から無かったのか。

　屋上にフェンスはない。

　端に寄れば、桜が見えるだろう。

「……せめて、子供がいればよかった。私、勤さんとの子供が欲しかったんです。本当に、欲しかった。抱きしめたかった。でも、無理でした。勤さん、ずっと眠ってましたから。無理でした」

　静香は僕を見た。泣なき腫はらした後のような澄んだ笑顔を見て、嫌な予感が湧きあがる。

「もしも、子供がいたのなら、勤さん、ずっと私のことを忘れずにいてくれますよね？　ずっと、私のことを覚えていてくれますよね？　私はママで、勤さんがパパで……私、今でも怖いんです。誰にも必要とされないのが、存在を、人に忘れられるのが、怖いんです。こうなっても、まだ……」

　忘れられる。覚えていてもらえない。

　何故、そんなことを言うのか。

　何故、静香は、自分のことを、もういない者のように語るのか。

　それは。

「ああ────」

「止めろ、静香ッ！」

　僕が叫んだ途端、彼女は駆け出した。走はしり幅はば跳とびの助走のように、迷いなく走り出す。黒髪がなびく。まっすぐに、彼女は屋上を横断した。




「─────あなたが、私の子を孕んでくれたら、いいのに」




　静香はためらいなく、空に足を踏み出した。




　青空に静香の姿が浮かぶ。まるで、空を飛ぼうとするかのように彼女はそこで制止した。白いワンピースがはためく。彼女は顔を動かし、確かに僕を見た。

　永遠に、その時間が続くように思えた。

　伸ばした僕の手が、空を切る。

　泣きながら、静香は微笑む。

　次の瞬間、時間は猛烈な速度で動き出した。静香の姿が搔き消え、柔らかいものが潰れる音が響く。全身の力が抜け、僕はその場に座り込んだ。屋上から下を覗く。石榴のように飛び散った紅色と、その上に屈み込んでいる紺色の唐傘が見えた。けれども、その意味を理解する前に僕は後ろに跳びすさった。体が無闇に震え、涙が溢れ出す。しずか、しずか、静香。馬鹿みたいに名前を呼びながら、悲しいのか悔しいのか、何を感じればいいのか、それすらわからなかった。

　さっきまで、静香がいた屋上。

　今は、誰もいない。

　やがて、ギィッと音が響き、誰かが入り口から姿を現した。

「鍵は開けておいて正解だったね」

　紺色の唐傘が見えた。狐面を付けた人影が飄々と現れる。

「一度、飛び降り自殺を見てみたかったからさ」

「あさ、と」

　僕は歯を嚙みしめた。怒りが臓ぞう腑ふを焼き、視界が赤く煮える。その中で、狐は涼しげに笑っていた。

「あさとおおおおおおおおおおッ！」

「彼女の最後の願いは、聞き届けたよ」

　僕は絶叫しながら立ち上がった。拳を握りしめ駆けだす。友人だと思っていた化け物。その顔に腕を伸ばす。殴り飛ばそうとした次の瞬間。

　紺色の唐傘が、空に舞った。

　─────ズブリ

　濡れた音がした。腹に灼熱が走る。僕の拳は、あさとの顔に届く寸前で止まっていた。

腹が痛い、とても痛い。

「───あっ」

　あさとの右手は僕の腹に埋めこまれていた。さらに、あさとの左手には、取り出したばかりらしい子宮があった。右手が強く僕の腹を開く。血が溢れ出る。開いた傷口に、あさとは子宮を押しこんだ。ずぶずぶと赤黒い肉が体に入っていく。まるで溶け合うように、子宮は内臓に収まった。怖おぞ気けの走る痛みに、全身が震える。

「っあっあっあっ」

「面白い願いだね。俺は何でもできる。けれどね、しょせん、人の願望を形にすることしかできない。制約があるんだよ。元となるものがなければ、こんな事態は引き起こせない。だから、今、俺はとても面白いよ」

　君の友達でいて、本当によかった。

　そう言い、あさとは左手を引き抜いた。傷口が音をたてて互いに癒ゆ着ちやくし始める。

　子宮は、もうどこにもなかった。

　視界が暗く閉じる。何も見えなくなる。

　最後に、見えた狐面が。

「君達の子供、楽しみにしているよ」

　そう言って、無邪気に笑った。







　こうして、僕は静香を死なせ───鬼を孕んだ。





　　　　＊　＊　＊






　こうして、私はあざか様のために人を殺したのです。

　あざか様のためだけに人を殺したのです。




　私は、それを後悔したことはありません。今まで、一度たりとも後悔などしたことはないのです。しかし、甘美な時の後には、ふさわしいだけの罰が待っていました。私は追われ、屋根裏に身を潜めました。そこに逃げ込むようにと、指示を下さったのはあざか様です。私は、あざか様が気まぐれに運んで下さる水と食事を口にし、生き永らえました。もちろん、私は、永遠にそこにいるつもりはありませんでした。あざか様が無事、あざかの名を継承なさったなら、私はそれを見届けた後、自ら命を絶つつもりでした。ただ、悲願が叶うまでは、死ぬわけにはいかなかったのです。

　天井板は、一部が外れ、大広間を見渡すことができました。あざか様は、そこで名を継がれるのです。その姿を目に焼きつけて、私は死ぬつもりでした。

　そして、ついにその日がやって来ました。

　あの死んだ雌豚の代わりに、あざか様が名を受け継がれる日が。

　その日は桜が狂い咲いた、とても美しい日でした。満開の桜があざか様を祝福するように咲き誇っていました。一族が並び、あざか様に、尊敬と畏い怖ふの籠こもった眼差しを投げかけます。やがて、当主様が席に着かれました。誰もが、その時を待っていました。新しいあざかの誕生を。唯一無二のこれ以上無い、すばらしいあざかの誕生を。

　仮の名を呼ばれ、あざか様が立ち上がられます。その肩にはいつも通り、豪ごう奢しやな唐傘がありました。私は歓喜の涙を流しました。涙は次々と零れ、天井板に染み込みました。

　ゆっくりと、一同を睥へい睨げいしながら、歩き出されるあざか様。

　それは、美しい光景でした。

　とても、とても美しい光景でした。

　たとえこの目が潰れても、私はその光景を忘れはしないでしょう。

　決して、忘れはしないでしょう。
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　僕は、呆然と目の前のスクリーンを眺めていた。灰色に濁ったスクリーンと、色のついたスクリーン。自分の過去と、見知らぬ男の記憶。その二つが、両方共めまぐるしく動いている。モノクロとカラーの映像は、両方とも何の因果か桜が満開になっていた。モノクロの映像の中では、唐傘を持った少女が家人に囲まれ座っている。老人が何かを読み上げる。少女は、今、何かを継承するらしい。老人の言葉からそれがわかった。だが、内容は上手く頭に入ってこない。少女の姿を見ると、失望が湧き起こり、脳裏に重たい霧がかかった。

　けれども、脳裏に浮かぶ紅い唐傘の映像を消すことはできない。

　現実世界でも、そろそろ桜は満開になる頃だろう。

　その瞬間、かつて聞いた声が耳をかすめた。




『あなたが死ぬのは、桜の狂い咲いた日。あなたが、その名を受け継いだ日ですよ』

『君が目覚めなければボクは死ぬけれどね』

『それでも、ボクは構わないよ』




　あの死体に囲まれた部屋で、彼女はどうしているのだろう。

　コンクリートでできた部屋の中で、桜は満開になっているだろうか。




　胸元が熱くなった。その熱にすがり、僕は目を閉じる。

　夢の中で笑った彼女の姿を、僕はもう一度見たかった。
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　少女は、四し肢しを人形のように投げ出し、椅子に座っていた。眠っているのかその目は閉じたままだ。まるで死んでいるかのようなその様子を見て僕は息を飲む。次の瞬間、何かが彼女の顔に舞い降りた。穴の開いた天井から、何かが舞い込んだらしい。白い花びらが少女のまぶたの上を滑り落ちる。すると、少女はゆっくりと目を開いた。

　彼女は首を動かし、壁に並べられた死体を眺めた。それらは肉が腐り落ち、骨が露出している。今、部屋の中には誰もいない。彼女は黙ったまま、澄んだ瞳で部屋を見つめた。死体の並んだ壁を、血の染み込んだ床を、悪夢染みた光景を、とても静かに彼女の目は映す。




　そして、彼女はもう一度空を仰いだ。

　切り取られた空には、真っ白な桜が映っている。




　桜は、満開だった。




「聞こえているかな、小田桐君？」

　不意に少女は呟いた。僕は聞こえていると頷いた。それは、少女には見えないだろう。僕が応えても何の意味もない。それなのに彼女は先を続けた。

「桜が美しいと気分がいいね」

　ハラハラと花びらが風に舞う。少女は嬉しそうに目を細める。

「生き続けるのにも死ぬのにも、今日はちょうどいい日だよ」

　その瞬間、バンッと音を立てて鉄製の扉が開いた。静せい寂じやくを乱し、誰かが現れる。

「────時間ですよ」

　血塗れのバットを持って、少年は言った。少女はゆっくりと顔を上げる。新しいナイフを持った男が、少年の背後から満面の笑みを浮かべてやって来る。その背後に、紺色の唐傘を持った────。




「兄、上」




　猫のような笑みを浮かべ、少女は彼を出迎える。その顔が揺らぐ。桜の花びらが目の前を乱舞する。彼女を失いたくなくて、僕は手を伸ばした。けれども、手は届かない。彼女の笑みが搔き消える。僕は叫んだ。後少しだった。後少しで、その名前が思い出せそうなのに。




　それなのに、手は届かない。僕は再び、過去へと吸い込まれる。




　外は、春だ。

　満開の、春だ。
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　僕は目を開いた。ここはどこだろうか。温かな光がまぶたに差し込みひどく眩しい。どうやら、僕はベッドに寝かされているようだった。柔らかな感触を背中に感じる。深く息を吐き、僕は再び目をつむった。

　全て、夢だったのだろうか。

　悪夢はもう覚めたのだろうか。

　その時、歪な映像がまぶたの裏を駆け抜けた。飛び降り自殺をする静香の姿。狐のように笑うあさと。腹に食い込んだ何か。

　血塗れの、湯気を上げている子宮。

　どくり、と腹が蠢いた。

　異様な痛みに僕は体を起こした。何かが、腹を内側からぐちゃぐちゃと蹴っている。壮絶な痛みに耐えきれず、僕は思わずベッドから転がり落ちた。体を丸め、胃の中の物を全て吐き出す。それでも痛みは治まらない。ぼこぼこと腹が蠢き、指の間からゆっくりと血が滲んだ。

「ぐぅっあっああああ、あ」

　振り向くとベッドも血塗れだった。腹から溢れ出た血が、シーツを紅く染めている。粘つくそれは、まるで経けい血けつのようにも見えた。腹の中で何かが暴れている。内側から何かが腹を破こうとしている。不意にあさとの言葉を思い出した。

『君達の子供、楽しみにしているよ』

　楽しみにしているとアイツは言った。腹の中のこれを取りに、もうすぐ奴はやって来るだろう。嫌になるほど、それが予測できた。熟した林りん檎ごをもぐような気軽さで、奴は来る。あさとがいないときに目覚めたのは、おそらく奇跡に近い偶然だった。

　アイツの思い通りになど、なってやるものか。

　僕は無理やり体を起こし、歩き出した。全身を耐えがたい痛みが貫くが、何とか扉を開く。血の跡を引きずり、僕は歩き出した。




　助けて欲しい。

　誰か。

　助けて欲しい。




　痛烈にそう思った。エレベーターのボタンを押そうとした瞬間、指が震えた。もしも、開いた扉の向こうにあさとがいたのなら、今度こそおしまいだ。ふらつきながら、僕は階段に向かい、上の階を見上げた。

　いっそ、飛び降りてしまおうか。

　静香と同じように。

　僕が助けなかった彼女と、同じように。

　だが、石榴のように飛び散った紅色を思い出した瞬間、吐き気がこみあげた。




　死にたく、なかった。

　死なせたのに、死にたくなかった。




　再び僕は無様に歩き出した。転ぶ度に腹の中のものが暴れ、痛みに悲鳴をあげる。もしかして、あさとはこの様子も見ているのではないかと思った。娯楽の最後の味付けとして、僕を笑いながら観察しているのではないか。そう疑いながらも、僕は足を止めることができなかった。止まっていることは恐怖だった。無性に逃げだしたくてしかたがない。けれども、何から逃げればいいのだろう。

　恐れているものは、僕の腹の中にあるというのに。

「───っ、ふぅッ」

　涙が次々と頰を流れ落ちた。足を踏み外し、落下する。体が踊り場に叩きつけられた。ずるずると足を引きずりながら先を急ぐ。

「……静香」

　小さく呟くと、次々と言葉が溢れ出した。人ひと気けのない廊下を渡り、外を目指す。自動扉の前に、体を投げ出しながら僕は叫んだ。

「静香、あさと、あさと、静香。静香ぁああああ」

　何故、こうなったのか。

　どうして、こうなったのか。

　あの時間は、確かに楽しかったはずなのに。

「どうして、なんでッ……」

　外に転がり出る。涙で視界がかすむ。マンションの前は坂になり、ずらりと桜並木が続いていた。桜は満開になっている。白い花びらが、雪のように舞っている。




　そこに。

　彼女が、いた。
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　僕は、目を見開く。

　満開の桜と真っ白な花吹雪が目に映る。強い風が吹き、涙に濡れた視界を搔き乱した。道路の中心に唐傘を持った人影が立っている。あさとかと思い、僕は一瞬、叫びかけたが、すぐに違うと気がついた。映像の中の僕と、現実の僕が重なる。視界が溶け合い、過去のことが現在のことのように目に映し出される。喪服じみた黒いゴシックロリータ。そして、紅い、赤い。あかい─────唐傘。

　スクリーンの中の彼女が振り向く。

　桜を背景とした美しい姿。

　そして、僕はついにその名前を思い出した。




「──────繭、さん」




　バチンッと音がする。

　同時に、全てのスクリーンに色が灯ともった。

　僕は顔を上げる。横のスクリーン。唐傘を持った少女が何かを継承する光景を見る。

　そして、それが目に映った。
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　唐傘を差した少女は畳から立ち上がり、辺りを睥睨した。彼女の全身は自信と壮絶な美しさに満ち溢れている。彼女こそ、あざかを継ぐにふさわしいと、皆が頷く。

　だが、その光景は次の瞬間、崩壊した。

　─────バンッ

　激しい音を立てて襖が開いた。あまりに不ぶ躾しつけな行動に一同がどよめく中、そこから誰かが現れた。一拍遅れ、無礼なという悲鳴が沸わき起おこる。それに対して、遅れて現れた彼女は、一同を睥睨しながら答えた。

「無礼？　何を言っているんだい、他でもないこのボクに向かって」

　くるり、と唐傘が回る。

　少女と、乱入者の持つ二つの唐傘が。

　その色は───────。

「お待たせしたね。間に合ってよかった」




　紺色と、紅色。




「ボクが本当の、繭墨あざかだよ」




　乱入者である、ゴシックロリータを着て紅い唐傘を差した少女は、目の前のあざかの名を継ぐはずだった少女に、そう言い放った。




　動揺する一同の視線が、二人の少女の間を行き来する。その中で、紺色の唐傘を差した少女は笑っていた。




　まるで、狐のように、笑っていた。
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　その少女は、とても美しかった。

　腹ばいになった僕の前で、狂い咲きの桜が乱れ飛ぶ。その中で、くるり、くるりと、彼女は紅い唐傘を回していた。

　まるで、それ自体が一つの花ででもあるかのように。

　────パタン

　音をたてて、唐傘が閉じられる。

　────パンッ

　だが、次の瞬間、開かれた。

　唐傘に乗った花びらが、雨雫のように弾かれ飛んでいく。満開の桜並木の下に立つ彼女の姿は、異様なまでに現実味を欠いていた。夢のように美しく、絵画のようにできすぎている。不意に気だるげな瞳が、僕を映した。

「………おや、珍しいことが起きているようだね」

　血塗れの僕を見て、少女は唇を歪めた。猫に似た笑みが、その口元を彩る。

　あさとのそれに、よく似た笑みだった。

「兄様の痕こん跡せきを探してやって来たはずが、面白いものを見つけてしまったよ」

　満開の桜を背景に微笑む彼女の姿は、美しいが醜悪だった。

　桜の樹の下には死体が埋まっている。何故かその言葉を連想させる。

　少女はカツカツと歩くと、僕の顔を覗き込んだ。無遠慮に腹に触れ、零れる血を撫でて言う。

「鬼を、孕んだのかい？」

　どくり、と腹の中が蠢いた。びちびちと指の隙間で何かが動く。喉から吐き気がこみ上げるが、最も早はや吐くものすらない。苦しむ僕を見て、少女は笑みを深めた。

「なるほど。兄様好みだ。君が孕まされたそれはね、誰かの情念だよ。このままだと、すぐに腹を突き破るだろうね」

　腹を、突き破る。少女の言葉の意味はすぐにわかった。実際、今も腹を激しく蹴り上げられている。涙がこみ上げ、頰を濡らした。恐怖が心臓を鷲わし摑づかみにする。

　死にたくなかった。

　何より、戻りたかった。

　何の変へん哲てつもなく生きられた日々へ。




「………助けてあげようか？」




　………えっ？




　くるり。




　紅い唐傘を回し、まるで猫でも拾うような気軽さで少女は言った。

　その口元を、穏やかな笑みが彩る。

　黒いドレスで飾られた姿は、歪な聖母のようだ。

「助けてあげてもいいよ。君はとても面白い。こんな事例は、ボクも初めて見たよ。飼うだけの価値はあるさ。せっかく鬼を孕んでおきながら、兄様の娯楽のために殺されるなんてもったいない。ボクと来ればいい。ボクなら君を助けられる。その腹に宿ったものを無くすことはできないけれどね。生まれないよう、鎮めることはできる」

　すっと少女は身を屈めた。白い指が僕の腹に触れる。その瞬間、激痛が遠のいた。信じられないと、僕は顔を上げた。

「ボクの封印も完全じゃない。情念でできた生き物は、他人の負の感情に同調して強さを増す。これから先、君は誰とも同調してはいけない。同情もしてはいけない。それはね、とてもとても辛い生き方だよ。何より」

　少女は、黒く大きな目で僕を見つめた。

「君は、ボクから二度と離れられない。ボクから遠ざかってもいけない。君は、ボクを守って、ボクのために働いて、ボクのために死ぬことになる」

　その口元を埋める笑みは、歪なままだというのに。

　少女は、とても真しん摯しな、澄んだ目で僕を見た。

「それが、代だい償しようだよ。地獄を抜けても地獄しかないさ」

　紅い唐傘が回る。くるくると回る。少女は僕をじっと見つめている。

　まるで、このまま死んだ方がいいんだよとでも言うように。

「それでも、君は助かりたいのかい？」

　空白があった。

　沈黙がその場を埋める。満開の桜が散っている。少女は唐傘を首に当てて微笑む。ぽたり、と生温い血が、僕の指の間を伝い落ちた。




　何も考えられなかった。

　ただ、僕は呆然と。

　少女の姿を、美しいと思っていた。




「…………僕、は」

　乾いた舌を無理やり動かす。涙が頰を伝い落ちる。

　そして、僕は彼女に哀願した。




「─────僕は、死にたくない」




　少女はにこりと微笑んだ。ためらいなく、白い手を差し出す。

「それなら、一緒に行こう」

　僕は血に濡れた手を上げた。ゆっくりと少女のそれに重ねる。予想に反して、少女の手は、普通に柔らかく、温かかった。

　ぎゅっと手を握りしめられる。僕も、強く握り返した。




「─────そう、君はそう約束しただろう」




　突然、少女は口調を変え、そう言った。

　黒い瞳が僕を映す。僕もそれを見返す。

　桜が僕達の周りを飛んでいる。だが、それはよく見れば、紙吹雪だった。少女と握り合った手を中心として、僕の体に張りついた紙が剝がれていく。夢渡りを邪魔するための呪法だ。それが、まるで無数の蝶ちようのように空中を踊る。

　胸元が熱くなる。貰もらったガラス球が、紅く光りながら中の血を揺らす。

　猫のような目と向き合う。

　少女は僕を馬鹿にするように微笑んだ。




「────さあ、さっさと起きたまえ」

「言われなくても、起きますよ。繭さん」




　軽口で、彼女に答える。紅い唐傘の似合う少女に向き直る。

　繭墨あざか。

　ああ、何も変わらない。

　この少女は、いつまでもどこまでも、まるで悪魔のように美しい。





　　　　＊　＊　＊






　その瞬間、視界が移動した。僕は天井から、廃墟のようなコンクリートの部屋の中を眺めた。その中で少女は──いや、繭墨は、僕に視線を合わせると笑った。




　ナイフを持った男が、椅子から動けない彼女に近づく。あさとは、狐面を被ったまま、それを見ている。だが、次の瞬間、あさとはぴくりと肩を震わせた。繭墨は、笑いを含んだ声で言う。

「─────遅かったですね。兄上。間に合わなかった。あなたはまたしても、間に合わなかったんだ」

　すっと彼女は手を前に突き出した。飾られた紅い唐傘達が、糸で釣られたように一斉に回った。パンッと音をたて、唐傘は閉じる。繭墨の指に操られるまま、七つの唐傘は一本足でその場に立った。男は目を見開く。雄介は、笑ったまま何も言わない。




「─────繫がり、ましたよ」




　─────パンッ




　紅い唐傘が一瞬で開く。そこに、僕は転がり込んだ。今まで見つめていた光景の中に、夢を通過して天井から叩き落とされる。そして、僕はその場に這いつくばい、痛みに呻きながら血を吐いた。

「────あれ？」

　繭墨は不思議そうに囁いた。雄介は吹き出し、膝を叩いて大爆笑を始める。僕は開ききった腹を押さえながら、荒い呼吸を繰り返した。




「ああ、そういえば……もしかしないでも、夢から連れ出せるってことは、君も死にかけだったねぇ、小田桐君？」




（そういえばじゃないでしょう。繭さん）




　声一つ上げられないまま、僕は腹を押さえて呻いた。

　化け物が腹の中で笑い声をあげる。

　そして、ぐちゃぐちゃと何かを食った。
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　私の目の前にまた新たな邪魔者が現れます。やっと、悲願を達成できるというこの日に、何故今になって邪魔が入るのでしょう。あの男は私の腕を引き抜いた男で私の邪魔をして私のああああああうっとうしい糞くそ蟲むしが何故私の邪魔をするのか何故何故何故。あの時から。ずっと私はこの時を待っていたというのにっ。気絶した男の後ろには、私の殺すべき繭墨あざかが。私の殺すべき方がいらっしゃいま……いえ、こいつのために敬語を使う必要はないでしょう。あざか様の妹君であらせられるとはいえ、こいつは最早、いえ、あの時から私の敵でしかないのですから。




　喪服のような黒いドレスを着た女。

　女は笑っています。醜悪に笑っています。

　まるであの時のように醜悪に笑っているのです。

　私はナイフを振り上げ、走り出します。

　あの時の失敗を償つぐなうために、走り出します。




　あざか様があざかになるべきその日。思ってもみない乱入者が、その場に現れました。繭墨家の中でも遠縁に当たる少女。末まつ席せきに過ぎない彼女は、本家の敷居をまたぐことすら許されていなかったはずです。そのはずが、彼女は今や、自らがその場の主であるかのように、皆を睥睨していました。

　あざか様の紺色の唐傘とよく似た、紅い唐傘が目に染みます。獣のような獰どう猛もうな瞳をして、少女はにやりと笑いました。

　私は、ぼんやりと少女の台詞を反芻しました。

『ボクが本当の、繭墨あざかだよ』

　いったいこの少女は何を言っているのでしょう。現に今、少女の目の前には、本当のあざか様がいて名を継ごうとしているのに。けれども、私は嫌な予感をぬぐうことができませんでした。私にとってあざか様はただ一人だけです。それにも関わらず、私は認めなければなりませんでした。

　十歳であらせられるあざか様より、さらに年下のその少女。

　妖よう艶えんにして、美貌に満ち溢れた少女。

　彼女のその姿は、伝え聞く初代様。最初のあざか様に瓜うり二つでした。

「一体、何を……あざかは、今ここにいる娘が」

　誰かが戸惑いながらそう言いました。それを乱入者の少女は、鼻で笑い飛ばしました。

「ボクを見て、よくもまだそんなことが言えるね。ねぇ、御当主。今まで、三代の繭墨あざかを見てきた君なら、ボクのことがわかるんじゃないかなぁ。ボクが、彼女達の誰より、あざかにふさわしいということが」

　少女は不敵に笑いました。全員の目が当主様へ向けられます。彼の視線は、今や乱入者の少女だけに向けられていました。そして、彼は、深々と礼をしたのです。

「あざか、様」

　震える声で、老人は少女をそう呼びました。動揺が広がります。さざ波のような声と、針のような視線の中心で、『私の』あざか様は、品良く座っていらっしゃいました。その口元にはいつも通りの、あの残忍で美しい、完璧な笑みが浮かんでいました。

「大体ね、先代のあざかの娘が少しくらいあざからしかったからと言って、突然決まりを破り、後継にしようというのが間違っているんだよ。大方、先代にでもそそのかされたんだろう？　彼女は、あざかの地位に執着していたと聞くから。だからといって、自分の娘ごときに、あざかの名を継がせようなどとおこがましい。ボクが間に合ったからよかったものを、間違えたままだったらどうするつもりだったんだい？　ボクはあざかだよ。繭墨あざかだ。この名がボクのものだと、ボクは生まれた時から知っていたよ」

　朗ろう々ろうと言い、少女は掌を、自身の胸へと押し当てました。

「ボクが生まれた時点で、ボク以外の者が、あざかの座に着いていること自体が、間違っているんだよ」

　笑う彼女の前で、当主様は頭を垂れたままでした。やがて、次々と皆がそれにならいました。一族の者達が、たかが末席の少女に頭を垂れていきます。それは、とてもおかしな光景でした。本来のあざか様をさしおいて、何故、突然現れた少女に、皆が頭を垂れているのか。少女は確かにあざからしい存在でした。けれども、私のあざか様も、一度、あざかとして認められたはずです。あざかが二人。あざかにふさわしい者が二人。一体、これはどういうことなのか。顔を上げた親族達も、ざわざわと騒ぎ出しました。

　────パシッ

　唐傘を閉じ、あざか様は立ち上がりました。しんっと場が静まり返ります。

　────パシッ

　応えるように、少女も唐傘を閉じ、あざか様に向き直りました。

　────パンッ

　二人は同時に唐傘を開きました。紅い花と、紺色の花が咲きます。

「……なるほど、君も、ボクがいなければあざかだっただろうさ。間違っているね。あざかの名を継ぐにふさわしい少女が、二人も生まれるなんて、ありえない」

　少女はそう言いました。あざか様は何もおっしゃいません。ただ、静かに微笑みました。突然、少女は深く笑いました。そして、とても無礼なことを言い放ったのです。




「ちょっと、君、服を脱いでもらえるかな？」




　あざか様は、その瞬間、バッと顔を上げられました。深遠のように黒い瞳が、私を映しました。




　─────殺せ。




　その目は、そう言っていました。私は天井板を叩き割ると、その場に転がり落ちました。私は紅い唐傘を持った少女に向かって、ナイフを振り上げました。刃がその体に届く寸前、少女は紅い唐傘を閉じ、私の頰へと突き立てました。鋭い先端が、私の頰を抉り、口の中まで食い込みます。私は獣のような咆ほう哮こうを上げました。次の瞬間、私に向かって無数の腕が伸ばされました。転がりながら、逃げ出した私の背後で、あざか様が引き倒されたらしい声が聞こえました。布を破る無残な音。そして、それに重なり───。




「男だぞッ！」




　そう、叫ぶ声が聞こえたのです。
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　男の記憶と感情がそこで途切れた。腹の中のものが声を上げて笑う。男はナイフを構え、繭墨に走り寄っていく。僕は動けない。思わず叫びかけた次の瞬間、ナイフは弾かれ、勢いよく飛んでいった。意味がわからず顔を上げる。

　そして、そこに意外な光景を見た。

　目の前に、バットを構えた雄介が立っている。

「ねぇ、雄介君。どうして、君がボクを助けてくれるのかなあ？　ボクには全く意味がわからないよ」

「安心してください。俺にだってまーったくわかってませんから。よっと」

　二本目のナイフが、弾かれ飛んでいった。そのまま、雄介は腰を回し、男の頭を殴りつけた。男は体を反そらせ、回避する。だが、リーチの違いから、雄介に近寄ることはできない。男の背後で、あさとはかくりと首を倒した。

「俺も聞いていいかな、雄介。俺は、君に裏切られるようなことをしたのかなぁ？」

「いえいえ、特に何もしていませんよ。すみません。仕事ドタキャンして。でも俺、もうあさとさん裏切っても、あんまり損ありませんし」

　何せ、朝子さんも秋も、もういないんで。

　もう結構人生どうでもいいですし、それなら味方したい方につきますよ。

「強いて言うなら、小田桐さんですかね、俺、この人嫌いじゃないんで」

　何やら不吉なことを言い、考え込むような顔をした後、雄介は笑った。

「こんな単純で、どうしようもなく愚鈍で愚ぐ図ずで普通で、一般人のこの人が、わざわざこの場所に戻ってきてくれたことが、俺はちょっと嬉しかったんです。そう、この人がもう一度、地獄に向き直ってくれたことが、俺には嬉しかった。生きながら地獄を見た者には、逃げる場所なんてどこにもありゃしない。だから」

　俺一人だけ残されるなんて、ずるいし、寂しいじゃないですか。

　雄介はそう言い、バットを振った。血塗れたバットが、男の肩をかすめる。どうやら、雄介の中で僕は同類扱いになっているらしい。あさとは、ゆるりと首を振った。

「ねぇ、小田桐。君は相変わらず、変なのに好かれるねぇ」

「それはそうですよ。兄上。何せ、あなたと私の両方が拾ったんですから。異常な物を、引き寄せやすい気質なんでしょう。つまり、彼はクジの中でも、引かれやすいクジなんだ。誰も気に入らないはずのあなたが、適当に選んで、引き当てたクジ。それは、クジ自体には意味がないようで、やはり引かれやすいだけの理由があるんですよ」

　にいっと繭墨は唇を吊り上げる。

　そして、馬鹿にするように続けた。

「あなたは、相当悔しかったはずだ。ボクを殺すのなら、もっと簡単にできたはずなのに、手を回して、ボクの母親まで殺してみせるなんて」

「うん、お前は、反応しなかったけれどね」

　その言葉を聞いて僕は気づいた。殺された三十を過ぎた遠縁の女。繭墨が本家に呼び出される原因となった死体は、繭墨の母親だったのだ。

　無残に内臓を引きずり出された親族。

　それを見たはずの繭墨は、やはり馬鹿にするように笑った。

「ボクがそんなものに反応するとでも。ボクはあざかだ。生まれながらのあざかが、かつての母の死を、嘆なげくはずなどないでしょう」

　ぴくり、と初めてあさとの眉が動いた。挑発しないでください頼みますからこの通り。雄介が言うが、繭墨は構わず先を続けた。

「あなたのやり口はね。まどろっこしいんですよ、兄上。わざわざその醜い男を使ったのもそういうことでしょう？　彼がボクを殺したがっているから、殺させてやる？　自分は関係ない？　よくもまあ、そんな噓を吐けるものですね。ボクを殺したがっているのはあなただ。あざかという地位についてもそうでしょう。母親に無理やりあてがわれた？　よく言ったものですね。何年もの間、ボクに対して殺意をつのらせ、あざかという名に執着し続けた。その醜い欲望は、全てあなた自身のものに他ならない。実にあなたらしい。彼に対してもそうでしょう？　何が楽しかったからですか。噓をおっしゃるのもたいがいにして頂きたい。本当はあなた自身わかってるんだ」

　猫のような笑みが繭墨の口元を彩る。

　それは、紛れもない、獲物をいたぶる獣の笑みだ。

「あなたは、彼を静香に取られるのが嫌だったから。率そつ先せんして二人を近づけ、壊したんだ。あなたは自分の持ち物を、もう二度と誰かに取られたくなかった。かつてあざかの地位を奪われたことは、あなたにとって、それだけのトラウマだった。だから、適当に選んだ癖に、気に入った玩具おもちやが奪われる可能性に気づき、それなら壊して遊ぼうと思った。だから彼らがいつの日か、正しい形になる可能性を潰し、壊して遊んだ。結果、最後に壊しきる予定だった小田桐君を、今度はボクに拾われた。あざかに次いで、あなたはまた、ボクに自分の物を取られたわけだ。だからでしょう？　だからなんでしょう？」

　繭墨は爆笑した。普段の微笑みを崩し、彼女は心の底から楽しそうに笑い出す。

　腹を抱え、笑いながら彼女は叫んだ。

「彼をボクから遠ざけ監禁して、腹の中の鬼を取り出そうとした。自由に動く、強力な式神としてね。でも、ボクの殺害と同時にやる必要なんてなかった。彼がボクを助けなかったから、ボクを信じなかったから、ボクは死んだ。静香の時と同じように。ただ単に、そういう状況を作り出したかったんでしょう？　くだらない。実に、くだらない。あなたは愚かですよ、兄上。あなたは薄汚い欲望を、腹の中に詰め込んだ俗ぞく物ぶつに過ぎない」

　見下しきった顔で、彼女は告げる。

　首輪をされているというのに、上位の者が、下位の者を見下すように。

「そんなあなたが、あざかになれるわけがないでしょう？」

　沈黙が場を満たした。あさとの顔は完全に凍っている。僕は言葉も無く彼の顔を見つめた。今の繭墨の言葉は本当なのだろうか、噓なのだろうか。あさとの顔の中で、口元だけが、緩やかな弧を描いている。それが、答えだった。

　完全に静止しきった表情。

　それは、狐面と全く同じものだ。

「─────殺せ」

　あさとは囁き、くるりと唐傘を回した。紺色のそれを一度前へ傾け、後ろへ倒す。すると、糸が切れた人形のように雄介が前へ倒れた。へっ、と目を見開きながら、彼は見えない何かによって引きずられていく。

　男がナイフを構え、疾走する。

　その先には、繭墨が笑っている。

　自分の死を目前にしても、相変わらず笑みを浮かべていた。

　あなたはやはり、そうなんですね。繭さん。

　そう呟き体を起こそうとした時だった。どくりと腹が脈動し、中から何かが零れ落ちた。どしゃりと、重たい音が聞こえた。腹が軽くなり、濡れた何かが床で蠢く。




　何かが、生まれた。




　そして、僕の視界は闇に閉じた。
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　僕は、ぼんやりと目の前のスクリーンを眺めた。どうやら気絶したため、脱出したはずの夢の中に戻ってしまったらしい。呪法が解けたためか、スクリーンはそのほとんどが壊れ、煙を上げている。僕を閉じ込めていた灰色の檻おりは、今にも崩れ落ちようとしていた。壊れたスクリーンには、時おり過去の映像がよぎる。静香が、あさとが映っては消えた。その横。男の白昼夢を映していたスクリーンでは、今は現実の映像が流れていた。男の頭にかかっていた霧が晴れたのだろう。画面は男の視界を反映しているらしく、点滅する映像の中では繭墨が笑っている。そこで、僕は気がついた。

　スクリーンの前に、誰かが座っている。

　裸の子供が、パンパンと手を叩いた。喜んでいるらしく、きゃはきゃはと無邪気な笑い声が響く。子供は壊れたスクリーンを覗き、静香と僕が映った時だけ喜んだ。小さな手が嬉しそうにスクリーンを撫でる。

　ぺたり、肉が張りつく音がした。

　分化して間もない手は、羊水と血で濡れている。




　まーま。




　甲高い声が言った。小さな手が何度も画面に触れる。




　ぱーぱ。




　子供は笑いながら言う。そこで僕は腹が妙に軽いことに気がついた。視線を下ろすと、腹に大きな穴が開いていた。内臓が見えるが、血は出ていない。

『彼は君の腹で育ったそれを、取り出したいと思ったんだ。君を生かしたままね。逆に言うなら、君が生んだ後、死んでしまっては、おそらくまずいんだよ』

　繭墨の台詞せりふが蘇る。どうやら、あさとが、腹から中身が出ても死なないよう、僕に何かしたらしい。痛みがないのはありがたいが、内臓が見えるのは気分が悪い。目の前では子供がぱちぱちと手を叩いている。どうしたらいいのかわからず、僕はその背中を見つめた。すると、ぐるりと子供は振り向いた。




　にっと小さな口が笑みを刻む。

　子供は、静香に似ていた。

　紅い目が、鬼おに火びのように燃えている。




　ぱーぱ。




　甲高い声が言う。子供は女の子だった。小さな手が無邪気に差し伸ばされる。ぐっと吐き気が込み上げた。生理的嫌悪が湧き上がる。




　もしかして、僕がこの『化け物』を生んだのか？




　ぱーぱ。




　子供が言った。来るな。近寄るなっ。そう叫ぼうとした時、気がついた。

　静香の顔立ちを反映した、幼い顔。

　その中で、黒い目は、僕によく似ていた。




　二人の、子供。




　あさとの言った言葉を思いだす。それなら、この子供は。




「……僕の、子なのか」




　ぱーぱ……あ、ああ……あああああああああああん。




　子供は泣き出した。僕は呆然とそれを見つめた。思わず歩み寄り、小さな体を持ち上げる。何か恐ろしいことが起こるかと怯えたが、予想に反して何もなかった。ずしりと重い体を抱き上げると、子供はきゃっきゃと笑いだした。妙な重圧が体を突き抜ける。紅い唐傘を持った繭墨を目の前にした時と、似た感覚を覚えた。




　この子供は、化け物なのだ。

　人間ではない。

　手にしただけで、それがわかった。




　んーん。

　ぐいぐいと髪を摑まれた。横のスクリーンを見る。そこでは、男が繭墨に向かって駆けていくところだった。首輪をされた繭墨の姿が一秒ごとに大きくなる。ナイフの輝きが目の前をかすめた。映像はスローだが確実に動いていく。

　ぐいっと、再び髪を引っ張られた。

　子供はじっと僕を見ている。何かを期待する眼差しだった。背筋を何かが駆け抜けた。それは恐怖と一つの実感だった。

　この子供は、僕を親だと認識している。

「………なぁ」

　んー？

　呼びかけようとして、子供に名前がないことに気がついた。少し考えて、続ける。

「お前は、雨う香かだ。雨香。どうだ？」

　んー！

　女の子の名前を考えることなど初めてだったが、どうやら気に入ったらしい。安堵しながら僕は先を続けた。何をしようとしているのかと自じ嘲ちようする。だが、心はすでに決まっていた。繭墨の手を取った瞬間を思い出す。生きたいという本能だけで、僕はあの時選択した。




　今も、同じ。

　これが正しいかどうかはわからない。

　けれども。




「雨香？」

　…………んー？

　息を吸って吐く。

　そして、僕は、化け物が、まぎれもなく自分の子供であることを認めた。

　同時に、口から言葉が滑り落ちる。




「もしも、お前にできるのなら……父さんを、助けてくれないか？」




　にいぃっと子供は笑った。

　パアンッとスクリーンが、音をたてて砕け散った。

　ガラスの境界を突き破り、世界に色がつく。視界が反転し、ナイフを持った男と同化したそれが分離した。男の顔が僕の目の前にある。子供が大きく口を開く。肉が波打ち、中から生え始めの歯が覗く。




　そして、ばくりと、子供は男を食った。





　　　　＊　＊　＊






　上半身を失った男が、地面に倒れ伏す。バケツを傾けたように、内臓が零れ落ちた。あっけなく死んだ男を、僕は驚いて見つめる。腕の中で、子供はけたけたと笑った。

「─────やあ」

　繭墨はにやりと笑い、腕を振った。そこに、死体の傍から飛んできた紅い唐傘が収まる。久しぶりに手にしたそれを、彼女は肩に持たせかけた。

　脳裏に、かつて彼女が言っていたことが蘇る。

『これはボクの憶測だけどね。母体のいなくなった化け物は、コントロールが効かないんじゃないかなぁ。あさとはできることなら、君を生かしたまま、化け物を手に入れたいと思っている。これは逆に言えば……ふふっ、今までボクは気づかなかったけれどね、中々面白い事実だよ。今の君に言っても無駄だから、止めておくけれどね』

　これが、繭墨の言っていたことか。

　手の中の子供を見ながら、僕は思った。

　子供はどうやら、母体である僕の言うことなら聞くのだ。

　子供は、美味い物でも食べたかのようにげっぷをした。慌ててその背中を抱くと、子供はきゃはきゃはと嬉しそうに笑った。引きずられていた雄介は床の途中で止まっている。安堵の眼差しで僕を見上げる彼の後ろに、あさとがいた。

　感情の削げ落ちた表情が、僕を見返す。

　狐面と同じ、固まった笑顔。

　これが、彼の本当の顔だと、僕は不意に気がついた。

「…………あさと」

　パン、パン、パン、パンッ。

　威勢のいい拍手が響いた。まるで讃たたえるようにあさとは両手を掲げ、打ち鳴らした。

「なるほど、なるほど。君があそこから逃げ出せるとは思わなかったよ。小田桐。まさか子供まで認めてしまうなんてね。それが死ぬことは予想通りだけれどね。あざか一人殺せないとは思わなかった」

　ぎちり、と彼の歯が音を立てた。日頃の軽薄さを脱ぎ捨て、憎悪を露あらわにした顔で、あさとは繭墨を睨みつけた。繭墨は不敵な笑顔でそれに応える。

「さあ、どうするんだい。兄上？　こちらには、ボクと今や鬼を使える小田桐君。そして、雄介君もいるよ？」

　正直、床に突っ伏した雄介が勘かん定じように入るとは思えない。だが、繭墨はそう言い、くるりと唐傘を回した。わずかに、あさとは笑みを浮かべた。一歩だけ、後ろに下がる。

「逃げるつもりかな、兄上？」

　にやりと、繭墨は笑みを浮かべた。

　それに、あさとは無表情で答える。

「ボクはあざかで、あなたはあざかじゃない。逃げたとしても、この溝は永遠にくつがえせない。何度来ようと、同じですよ」

　あさとが、逃げる。

　そんなこと許すわけがない。今度こそ逃がさない。僕は駆け出そうとした。だが、腕の中の子供が重くて動くことすらできない。妙な眩暈めまいが全身を襲う。その中で、あさとは笑った。

「そうでもないよ、妹君」

　ぐるり、紺色の傘が回る。

「────生まれた時は、ボクこそがあざかだったんだ」

　ぐるり、紅色の傘が回る。

「それは、あなたがボクを知らなかっただけですよ。兄上。あなたがあざかでいられたことなんて、本来なら一度もない」




　紺色と紅色が渦うずを巻く。二人は睨み合い、にっと笑った。















「─────それでは、またいずれ。妹君」

「─────ええ、またいずれ、兄上」




　パシンッ。




　紺色の傘だけが音をたてて閉じられる。

　後に、あさとの姿はどこにもなかった。

「あさとッ」

　僕は何とか一歩を踏み出した。同時に、足がもつれて転倒する。僕は地面に突つっ伏ぷすと痙攣した。

　あれ？

　ぱーぱぁ。

　心配しているのか、子供が顔を撫でてくる。体温が急速に失われていくのがわかった。誰かが僕の顔を覗き込み、口々に言う。

「あれー、ちょっと。あざかさん。これ、ヒットポイントマイナス切ってませんか？」

「言っておくけれどね。小田桐君。君が死にかけなことに変わりはないんだから。あまり動くと今度こそ死ぬよ？」

　そういうことは早く言ってください。

　しかし、舌がもつれて、言葉にすることはできなかった。視界がかすんでいく。気を失うのはこれで何度目だ。情けないにもほどがあった。舌打ちでもしたい気分に襲われる。けれども、揺らぐ風景の中で、なだめるような声が聞こえた。

「お疲れ様、小田桐君。少しだけ眠るといい」

　白い手が僕の頰に触れる。そして、彼女はにっこりと微笑んだ。

「やれば、できるじゃないか」

　別に、何もしていない。

　ただ、踊らされ、もがいて抜け出しただけだ。

　だから、そんな顔をしないで欲しい。

　馬鹿にされていた方がまだ落ち着く。

　いつも、いつも。

　そう思ったところで、僕の視界は、闇に閉ざされた。





　　　　＊　＊　＊






　羊水で濡れた手を握り、闇の中を歩く。子供に手を引かれ、僕はそこにたどり着いた。真っ暗闇の中で、誰かが泣いている。細い女性が、自分の肩を抱いて震えている。寒くて寒くてしかたがないとでも言うかのように、彼女は天を仰いで号泣した。




　ああん……わぁあああああん。




　震えるその姿は孤独だった。

　泣くその姿は哀れだった。




　彼女は遠くのマンションを見上げている。その目は、手の届かない楽園でも見るかのように、マンションの一室を映していた。そこで僕は気がついた。まるで夜のように暗いこの場所は、マンション前の道路だ。静香が、飛び降り自殺をした場所だった。




　ああん……わぁあああああん。




　まーま。




　だが、ここが『本当はどこなのか』は定かではなかった。僕の夢なのか、誰かの夢を渡った先なのか。夢から繫がった異界なのか。もしかして、死の世界なのだろうか。

　ただ、一つだけわかったことがあった。




　もしかして、彼女はあの日からずっとここにいたのか。

　飛び降り自殺をしたあの日から、ずっと。




　子供と手を繫ぎ、僕は彼女にゆっくりと近寄った。泣きじゃくるその背に、ためらいながらも触れる。静香は顔を上げた。子供のように泣きながら、いつかと同じように彼女は僕に訴えた。

　たすけて、くれますか？

　自分の死にすら気がつかないまま、彼女はそう繰り返す。

　たすけて、くれますか？

　恐怖が背筋を撫でた。だが、それを無理やり飲み下し、僕はその場に膝を突いた。

　まーま？

　子供が尋ねる。その小さな体ごと、静香の肩を僕は抱きしめた。

「すまない……もう、僕にはお前を助けられない」

　それを聞き、ぼろぼろと静香は泣き出した。体を震わせ、絶叫しようとする。その体をさらに強く抱きしめ、僕は先を続けた。

「だけど、忘れないでいてやるから」

　静香は泣き腫らした顔を上げた。その目を見つめながら、僕は頷いた。




　きっと、僕は、彼女のことを許せない。哀れに思っても、許すことなどできない。彼女を思い出す度、背中を這う恐怖も、人生を滅茶苦茶にされた憎悪もなくならない。

　それでも。

「ちゃんと、覚えておく。それに、ほら……」

　そっと子供の背を押す。子供は首を傾げながら、問いかける。




　まーま？




　静香は目を見開いた。ゆっくりと穏やかな微笑みがその顔を埋めた。ぎゅっと、静香は黙ったまま小さな体を抱きしめた。本当なら存在しなかったはずの化け物を、死んだ女が抱きしめている。それは、恐ろしく歪んだ光景だった。けれども。




　それは、とても美しかった。




　最後に、ゆっくりと僕は呟く。




　大丈夫。だから。

　だから、もう泣くな。




　夢は霧む散さんし、消えていく。

　最後に、静香はかつてのように笑った。





　　　　＊　＊　＊






　頰を涙が伝い落ちた。目の前では、繭墨が白衣を脱いでいる。中から、ゴシックロリータを着たいつもの姿が現れた。僕は起き上がり辺りを見回した。見慣れた調度品が目に入る。繭墨がいつも寝ているソファー。チョコレートが置きっぱなしの机。いつの間にか事務所に戻ってきていた。

　子どもの姿は、どこにもない。

「あれ……繭さん、雨香は？」

「雨香……ああ、名前を付けたのかい。うんうん、いいと思うよ。どんな生き物でも、名前によって、存在を定義づけられるものだからね。君に名前を与えられることによって、あの子はただの化け物じゃない、君の娘を兼任する存在になれたんだろうさ。ただね、あの子は腹に戻したよ。相変わらず、君の中にいる」

　指さされた腹に触れる。確かに、中で脈動している気配があった。

　いつも通り、蠢いている。

「君の子供とは言ってもね、なるべくなら出さない方がいいし、使わない方がいいよ。その子は存在自体が不安定だからね。君の命を削ることになるし、何より使う度に大きくなっていく。育ちきったものが、人間の形をしたままでいるとは、ボクには思えないからね」

　鬼が、人の姿になることはありえない。

　化け物は子供でありながら、化け物でしかない。

　そう残酷な事実を告げながらも、繭墨はにやりと笑った。

「でも、その調子なら大丈夫そうだ。困った時にはすがるといい。腹を開く度に、死にかけるけどね。助けてくれるだろうさ」

　僕はゆっくりと腹に触れた。血の跡をなぞる。内側で蠢く気配は、相変わらず耐えがたいが、殴りつけたいと思うほどの憎悪は湧かなかった。

　ぱーぱ。

　甘えるような声を思い出し、僕はいたわるように腹を撫でた。

　孕みたくなどなかった存在だった。

　それでも、あの光景は、見ることができてよかったとそう思う。

「雄介君は帰ったよ。しばらくは、まともに学生生活をやるそうだ……本当か噓かは知らないけれどね」

「どうせ噓なんじゃないですか。アイツがただの学生で収まるとは到底思えません」

　繭墨の報告に僕はそう答えた。あの青年なら、鉄バットを片手に怪異があるところに出没していてもおかしくはない。脳裏に、月に照らされながら、バットを構えていた雄介の姿が浮かんだ。彼はあの姿が、恐ろしく似合っていた。

「殺人事件の後始末は、本家がつけるそうだよ。本家の人間も、大分死んだけれどね、生き残りがいてよかった。ボクも帰れと言われたんだけれどね」

「どうせ、帰らないんですよね」

「その通りだよ。小田桐君。ここが、ボクの家だからね」

　帰れと言われたって、すでに帰っているんだから。

　ぶらりと、繭墨は白い足を振る。

　繭墨霊能探偵事務所。

　チョコレートの匂いのする部屋は、いつも通りだ。

　繭墨がいて、僕がいて。息が詰まるような甘い匂いに満たされている。何もかもが、元通りだった。

　ただ────。

「あさとは、どうなりましたか？」

「さて、ね。わからないよ。彼はあざかに固こ執しつしている。そして、君にもね。けれども、それらは一生手に入らない。だから、壊すしかない」

　にやりと繭墨は笑う。猫のような笑みが口元を彩った。

「また、来るんじゃないかなぁ。それも、恐ろしくきどった舞台でも用意してね」

　狐面を頭に乗せた無表情な顔を思い出す。ぐらりと視界が揺れた。紺色の唐傘を持った姿を思い描くだけで、気が遠くなりそうだ。動どう悸きが早くなり、僕は強く拳を握りしめた。

　けれども、今は。

「さて、せっかく、君も治ったんだ。小田桐君」

　繭墨は気を取り直すように言った。

　珍しく空気を読んだらしい。

　そして、彼女は窓まど辺べに近寄り、勢いよくカーテンを開いた。

　暖かな光が零れ落ちる。青い空に、白い花が光る。




　桜は、まだ咲いていた。




「慰い労ろうもかねて、花見にでも行こうか？」




　まだ満開に近い桜が、花びらを落とし始めている。

　雪のように降る花を見ながら、僕はかすかに笑った。




「チョコレートは何枚用意しますか？」




　膝を一度叩き、立ち上がる。

　記憶の中の春は、緩やかに今、終わろうとしていた。





B.A.D.　１ 繭墨は今日もチョコレートを食べる　了











あとがき






　七月某日。えんため大賞小説部門の最終選考に残ったとの通知を頂いた瞬間、綾あや里さとは即死しました。




　それから結果発表までの数日間。今までの人生では経験したことのない緊張を味わいました。最終的には、風ふ呂ろ桶おけに飛びこみ、蓋ふたを閉しめて引きこもるしかないと決意しましたが、直前で思いとどまり、あまりにも間違った方向に進んだ決意を修正するべく、とっさに手にしたアイテムはなぜか「雑ぞう巾きん」でした。




　ありとあらゆる物を拭ふきまくった結果、一時的に悟さとりの境きよう地ちに達しました。そのおかげで、結果発表の連絡を電話で聞いた時には、凪ないだ海のように穏やかな心で受賞の知らせを受けとることができました。




　しかし、綾里人生三大喜ぶべき場面の一つを見事逃しました。無念。




　改めまして、初めまして綾里けいしです。こんな挙きよ動どう不ふ審しんな生き物ですが、この度たび、ありがたくもえんため大賞小説部門優秀賞を頂くことができました。こうして皆様にお会いできたことを光栄に思います。すでにお読み下さった方は、少しでも楽しんで頂けたのなら幸いに思います。ありがとうございました！　そして、立ち読みの方は、待って頼むからそのまま置いて行かないでと、涙目ですがりつきたい所しよ存ぞんです。レジまで持っていくと、きっといいことあるって、ばっちゃんとじっちゃんが言ってました！




「B.A.D.バツド」は、今の自分の〝精一杯〟と、ゴスロリとかチョコレートとか唐から傘かさとか美少女って……いいよね？　を、ぶちこんでぐるぐる煮込んだ作品になります。少しでも、おもしろっ！　と思って頂けたのなら、墓はかに埋うめられてもいいほどに本望です。




　それでは、ここでお世話になりました方々に、御礼を（何という脈絡のなさ）。




　選考に関わったファミ通文庫編集部の皆さん。特に担当の笠かさ原はらさん、儀ぎ部ぶさん。多くの御指導を賜たまわり、本当にありがとうございました。ちなみに、綾里は奢おごってもらったご飯の恩は一生忘れません。絵師のkonaさん、愛らしくも不思議な美しさをもつ繭まゆ墨ずみを本当にありがとうございました。ご購入された方の九割九分はkonaさんの絵に釣つられた方かと思います。騙だまされたあああ！　と絶叫する方がいらっしゃらないことを願うばかりです。




　そして、快こころよく祝いわってくれた友人達、バイト先の皆様。いつも頑がん張ばっている親友。尊そん敬けいする先生とゼミメンバー。私を支えてくれた愛する家族。特にずっと世話になりっぱなしの姉に、心からの謝辞を！




　最後に、改めましてこの本を手にとって下さった皆様。本当にありがとうございました。もしも、よろしければまたお会いできることを、心の底から願っております。それでは！





二〇〇九年一二月某日　綾里けいし























この作品は、第11回エンターブレインえんため大賞小説部門、優秀賞受賞作品「B.A.D─繭墨あざかと小田桐勤の怪奇事件簿─」を改稿・改題したものです。
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